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AIDB,リリース 7.6.0

AIDBは、EDBで維持される PostgreSQL拡張機能であり、AIデータワークフローを Postgresデータベー
スに直接もたらします。データを解析、チャンク、埋め込み、インデックス付けするための SQLのパイプ
ラインを定義し、セマンティック検索、ハイブリッド検索、および LLM搭載の取得でクエリーします。一
般的なユースケースには、取得拡張生成 RAG、ドキュメントと画像のセマンティック検索、S3またはロー
カルストレージからの自動ドキュメントインジェストパイプラインが含まれます。
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第1章 Introduction

1.1 どこから始めるべきか
AIDBを初めて使用する場合は、次のエンドツーエンドのワークフローに従ってください。

1. **ナレッジベースの概要 **̶コア概念、パイプラインとナレッジベースとは何か、およびそれらが
どのように組み合わされるかを学びます。

2. ** Installing AIDB **̶ aidbパッケージをインストールし、shared_preload_librariesを構成し、
データベースで拡張機能を有効にします。

3. ** Integrating models ** ̶パイプラインを強化する AIモデルを登録します。埋め込みを生成または
テキストを処理するすべてのパイプラインステップには、モデルが必要です。デフォルトのローカル
モデル設定は必要ありません。または aidb.create_model()に登録する外部 APIモデルのいずれ
かです。パイプラインを作成する前にこれを行います。

4. ** Configuring external storage ** (optional)ソースデータが Postgresテーブルではなく S3またはロー
カルファイルシステムにある場合、パイプラインが読み取れるように PGFSを使用してボリュームを
構成します。

5. ** Agents reference ** (optional)̶複数のステップを推論し、Tools reference̶AIDB独自のオペレー
ション、独自の SQLクエリー、または外部MCPサーバーからインポートされたツールを呼び出す
データベース内エージェントを構築します。

6. ** AI pipelines **̶データソースからの読み取り、変換チャンク、パース、埋め込み、およびナレッ
ジベースに出力を書き込むパイプラインを定義します。ここで、手順 3で登録したモデルが機能し
ます。

7. ** Knowledge bases reference ** ̶パイプラインが生成したベクター埋め込みを照会します。セマン
ティック検索に aidb.retrieve_text()または aidb.retrieve_key()を使用するか、ベクター検
索とキーワード検索をハイブリッド検索と組み合わせます。

8. ** Semantic knowledge bases ** (optional)̶自然言語スキーマ検索とテキストから SQLのために、ス
キーマのテーブル、ビュー、列、コメントをインデックスします。したがって、質問は適切な関係と
再利用可能にマップされます。パラメーター化されたクエリー。

1.2 ドキュメントマップ

Section What it covers

AIDB 7.2.0 release notes What changed in each version
Compatibility Supported platforms and Postgres versions for AIDB and PGFS

次のページに続く
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表 1 –前のページからの続き
Section What it covers

Installing AIDB How to install and configure the AIDB extension
Integrating models Local models, external APIs (OpenAI, NIM, Gemini, OpenRouter), and supported

model variants
Configuring external
storage

Using S3-compatible object stores and local file systems as pipeline data sources

Agents reference Building in-database agents, invoking them, and delegation
Tools reference The unified tool catalog: native tools, custom SQL tools, and MCP tools
AI pipelines Defining pipelines, pipeline steps, orchestration, and examples
Knowledge bases refer-
ence

Semantic search, hybrid search, and vector index options

Semantic knowledge
bases

Schema-metadata search and text-to-SQL: semantic KBs, semantic aliases, and
agent tools

SQL functions Standalone SQL functions for chunking, parsing, OCR, summarization, and em-
bedding

AI pipelines Full API reference for all AIDB functions and views

4 第 1章 Introduction
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第2章 AIDB 7.x release notes

AIDBメジャーバージョン 7のリリースノート。

Version Release date

AIDB 7.6.0 release notes 26 Aug 2026
AIDB 7.5.0 release notes 29 Jul 2026
AIDB 7.4.0 release notes 06 Jul 2026
AIDB 7.3.2 release notes 17 Apr 2026
AIDB 7.3.0 release notes 08 Apr 2026
AIDB 7.2.0 release notes 30 Mar 2026

2.1 AIDB 7.6.0 release notes
リリース日 2026年 8月 26日

AIDB 7.6.0では、データベース内 AIエージェントを構築するための SQLネイティブフレームワークであ
るエージェントとツールを導入しています。エージェントは、ワンショットで回答するのではなく、ツー
ルを呼び出し、その結果を観察し、繰り返すというマルチプルのステップを検討します。ツールは、大規
模なビルトインネイティブツールセット、独自のカスタム SQLクエリー、および外部MCPサーバーから
インポートされたツールに及ぶ統合カタログ aidb.toolsから取得します。エージェントは、コールごと
の予算トークン、推論の反復、実測時間、他のエージェントへの委任、およびユーザーごとの会話の可視
性をサポートしています。まずは、Agents referenceおよび Tools referenceを参照してください。

AIDB 7.6.0には、次の機能強化とバグ修正が含まれています。

Type Description

Enhancement エージェントとツール上記の新しい SQLネイティブエージェントフレーム
ワークと統合ツールハブ。 Agents referenceおよび Tools referenceを参照して
ください。

Enhancement ネイティブツール呼び出しモデルアダプター 新しい `openai_responses`およ
び `anthropic_messages`プロバイダーと `openai_responses_azure`および `an-
thropic_messages_azure`/anthropic_messages_bedrock`ホスティングバリアント
は、OpenAIの Responses APIおよび Anthropicのメッセージ APIにネイティブ
に接続し、本物の `tools / tool_choice`要求フィールドを生成し、実際のツール
を解析しますプロンプトインジェクションを介してツール呼び出しをシミュ
レートする代わりに、呼び出し応答。 :ref:`External model connections<External
model connections>を参照してください。

次のページに続く
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表 2 –前のページからの続き
Type Description

Enhancement 環境変数からのモデル資格情報 `aidb.create_model()`は、新しい `creden-
tials_env`引数を受け入れ、資格情報を JSON としてインラインで渡すので
はなく、モデル使用時にサーバーサイドの環境変数から読み取ることができ
ます。

Enhancement llama.cppを介したローカルリランキング新しい `llamacpp_reranking`プロバ
イダーは、GGUFファイルからテキストをローカルに再ランク付けし、クロス
エンコーダーモデルたとえば、bge-reranker-v2-m3`と Qwen3-Rerankerデコー
ダー専用ファミリーの両方をサポートします。外部 APIは必要ありません。
:ref:`Local models<Local models>を参照してください。

Enhancement llama.cppを介したローカル OCR新しい `llamacpp_ocr`プロバイダーは、事
前に登録されたデフォルトモデル `lightonocr-2-1b-Q8_0`を使用して、GGUF
ビジョンモデルからローカルに OCRを実行します。 Local modelsを参照し
てください。

Enhancement `decode_text`から `generate_text`に名前変更しました。 aidb.decode_text()`お
よ び `aidb.decode_text_batch()`の 名 前 は `aidb.generate_text()`お よ び
`aidb.generate_text_batch()`に変更され、埋め込み側の `encode_text()`の
名前付けと一致します。古い名前はまだ機能しますが、非推奨であり、将来
のバージョンでは削除される予定です。 :ref:`推論ファンクション<推論ファ
ンクション>を参照してください。

Enhancement ソース全体のセマンティックKB検索新しい `aidb.semantic_kb_search()`ファ
ンクションは、相互ランク融合を使用して、スキーマメタデータと厳選され
たセマンティックエイリアスからのランク付けベクター検索結果を単一の結
果セットに融合します。

Enhancement 簡 素 化 さ れ た セ マ ン テ ィ ッ ク KB 呼 び 出 し kb_name`お よ
び `name`は 、`aidb.get_column_definitions()、aidb.get_metadata()、
aidb.get_entity_definitions()、aidb.search_by_comment()、
aidb.create_semantic_kb()、aidb.delete_semantic_kb()、
aidb.search_by_comment()、aidb.create_semantic_kb()、
aidb.delete_semantic_kb()、aidb.refresh_semantic_kb()、
aidb.update_semantic_kb_auto_processing()、お よ び
`aidb.semantic_kb_stats()`でオプショナルになりました。省略すると、既
存の AIDBセマンティックが解決されます。

Change セマンティックエイリアスは複数の KB に属することができます。
`aidb.create_semantic_alias()`および関連ファンクションは `model`引数をドロ
ップします。エイリアスは、正確に 1つの KBとモデルにバインドされるの
ではなく、SQLが読み取るスキーマを所有するナレッジベースごとに 1回埋
め込まれるようになりました。

Enhancement パ イ プ ラ イ ン メ ト リ ッ ク は 、最 後 の 実 行 時 間 を 示 し ま す
`aidb.get_pipeline_metrics()`と パ イ プ ラ イ ン メ ト リ ッ ク ビ ュ ー に は
`last_run_completed`タイムスタンプが含まれるようになりました。

次のページに続く
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表 2 –前のページからの続き
Type Description

Change 漏 洩 資 格 情 報 の 検 出 aidb.create_model()`は 、`api_key`ま た は `ba-
sic_auth`を直接埋め込む `config`を拒否するようになりました。代わ
りに `credentials/`credentials_env`を介してそれらを渡します。新しい
`aidb.audit_leaked_credentials()`ファンクションは、構成に埋め込まれ資格情
報が検出された既存のモデルをレポートします。

Bug fix 無効なヘッダー文字を含む資格情報 HTTPヘッダーで有効でない文字たとえ
ば、野良改行などを含む `api_key`または `basic_auth`値は、バックエンドをク
ラッシュするのではなく、明確な構成エラーで失敗するようになりました。

2.2 AIDB 7.5.0 release notes
リリース日 2026年 7月 29日

AIDB 7.5.0には、次の機能強化とバグ修正が含まれています。

Type Description

Enhancement 作成時のモデルの検証 aidb.create_model()`は、デフォルトでモデルを検証し、
小さなプローブ推論ローカルモデルのダウンロードとロード、または外部プ
ロバイダーへのテスト要求の送信を実行するため、構成と資格情報の問題は、
作成時ではなく作成時に表面化します初めての使用。 `validate => false`を渡
してスキップするか、新しい `aidb.validate_model()`を使用して既存のモデル
を確認します。 :ref:`Integrating models<Integrating models>を参照してくだ
さい。

Enhancement llama.cpp を使用したローカル LLM 推論 AIDB は、既存の Candle ベー
スのローカルモデルと並んで、新しい `llamacpp_generate`および `lla-
macpp_embeddings`プロバイダーを介して GGUF形式のモデルをローカルで
実行できるようになりました。 7つの事前登録されたデフォルトモデル埋め
込み用に 5つ、生成用に 2つが同梱されます。 Local modelsを参照してくだ
さい。

Enhancement 失 敗 し た パ イ プ ラ イ ン レ コ ー ド の 再 キ ュ ー イ ン グ 新 し い
`aidb.requeue_pipeline_errors()`ファンクションは、ソースデータに触れ
る必要がなく、パイプラインの次回の実行で再処理のためにレコードレベル
のエラーログエントリをダーティにマークします。 失敗したレコードの再
キューイングを参照してください。

Enhancement ライブ調整可能なモデルスレッド制限新しい `aidb.max_threads`パラメーター
は、ローカルモデル推論 Candleおよび llama.cppに使用される CPUスレッド
をキャップし、再起動せずにライブで変更できます。スレッド制限を参照し
てください。

Enhancement I/Oスレッドプール制御新しい `aidb.max_io_threads`パラメーターは、リモー
トモデルの HTTP呼び出しとボリューム/オブジェクトストアアクセスに使用
される非同期 I/Oスレッドプールをキャップし、再起動なしでライブ調整で
きます。スレッド制限を参照してください。

次のページに続く
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表 3 –前のページからの続き
Type Description

Enhancement llama.cpp ネイティブログ制御 新しい `aidb.enable_llamacpp_logs`パラメー
ターは、モデルのロードと推論の問題のトラブルシューティングのために、
サーバーログに llama.cpp独自の診断ログをオンにします。デフォルトではオ
フ。有効にするには再起動が必要です。 AI pipelinesを参照してください。

Enhancement パイプラインカラム/ステップタイプの不一致の明確なエラー
`aidb.create_pipeline()`は、 SQL タイプが構成済みステップたとえば、
`KnowledgeBase(Image)`ステップをフィードする `text`列と一致しないソース
列を、作成時に特定のエラーで拒否するようになりました。後で不透明な内
部エラーで失敗する代わりに。

Change メトリックコレクターがオプトインになりました。 パイプラインメ
トリックを `aidb.pipeline_metrics_collection`にマテリアライズするバック
グラウンドワーカーは、デフォルトでは無効になっています。新しい
`aidb.enable_background_metrics_collector`設定を使用して、インスタンス全
体またはデータベースごとに有効にします。マテリアライズされたメトリッ
クを参照してください。

Change `topk`は正の整数である必要があります。 `aidb.retrieve_key()`および
`aidb.retrieve_text()`は、サイレントに 1にクランプするのではなく、明確なエ
ラーで 1未満の `topk`値を拒否するようになりました。

Bug fix エラーログファンクションと空のソースパイプライン aidb.get_error_logs()、
aidb.get_error_log_summary()、および `aidb.get_all_error_summaries()`は、空
のソースセマンティック KBなどを使用したパイプラインのエラーを発生さ
せなくなりました。それらは代わりに空の結果を返し、他の結果をアボート
しなくなりました同じ呼び出し内のパイプライン。

2.3 AIDB 7.4.0 release notes
リリース日 2026年 7月 6日

AIDB 7.4.0には、次の機能強化とバグ修正が含まれています。

Type Description

Enhancement クエリ可能外部テーブルとしてのボリューム 各 AIDB ボリュームは PGFS
バッキングの外部テーブルとして公開されるため、標準の SQL INSERT、UP-
DATE、DELETE`を含むで含まれるオブジェクトをリスト、読み取り、書き
込み、および削除できます。オブジェクトに対して、および `SELECT body
FROM my_volume WHERE key = '...'`を使用して単一のオブジェクトを取得し
ます。 :ref:`Configuring external storage<Configuring external storage>を参照
してください。

次のページに続く
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表 4 –前のページからの続き
Type Description

Enhancement 出力ホワイトリストモデル呼び出しとモデルのダウンロードのオプションの
アウトバウンドHTTPホワイトリスト。`aidb.egress_allowlist`パラメーター共
有フォールバックとして `edb.egress_allowlist`を使用して構成します。ホスト
および CIDRエントリを受け入れます。設定されていない場合、チェックは
適用されません。

Enhancement より信頼性の高い HuggingFaceモデルのダウンロード ダウンロードは、不
安定な接続を介して再開され、サイズと SHA-256を検証し、進行状況通知を
発行し、再試行の間に Ctrl-Cに応答するようになりました。破損したキャッ
シュされたスナップショットは、次のロード時に自己修復します。

Enhancement 厳密なパイプラインオプションの検証 step_N_options、ナレッジベース構成、
およびスタンドアロンヘルパー `chunk_text`、summarize_text、parse_html、
parse_pdf、pdf_to_image、̀ perform_ocr`の不明なキーと間違ったタイプは、サ
イレントドロップされる代わりに、明確なエラーを発生させるようになりま
した。

Enhancement 明確なモデルエラーメッセージモデルプロバイダーからの HTTPエラーに要
求URLが含まれるようになりました。大きな入力値は、エラー出力で切り捨
てられます。 OCR応答は、HTTP 200で JSONとしてのみ解析されます。

Enhancement バッチのサマライズ `SummarizeText`パイプラインステップは、レート制限エ
ラーに対して入力ごとにリトライを使用して、バッチでレコードを処理する
ようになりました。

Enhancement パイプライン作成時のパーミッションエラーの明確化 `SELECT`特権なしで
ソーステーブルに対してパイプラインを作成すると、不透明な内部障害の代
わりに明示的な「permission denied」エラーが返されるようになりました。

Bug fix 空の取得は空の結果を返します空のナレッジベースの `retrieve_text`は、標準
の SQL `SELECT`動作と一致して、エラーを生成する代わりに警告を含む行
を結果ずに結果ます。

Bug fix 非テキストソースの `retrieve_text`値列元のソースが非テキスト PDFや画像
などのパイプラインからの取得は、テキストとしてデコードされた生のバイ
トの代わりに `NULL`を `value`で返すようになりました。一致するメタデー
タは引き続き返されます。

Bug fix メトリックコレクターでのデッドロックバックグラウンドメトリックコレク
ターは、単一のトランザクションですべてのユーザーテーブルのロックを保
持しなくなり、 `delete_pipeline`に対するデッドロックを削除します。

Bug fix BIGINTパイプラインキー `int4`範囲を超える `BIGINT`主キーを持つソース
テーブルのパイプラインは、「out of range for type integer」エラーで失敗しな
くなりました。

Bug fix ステップ全体で尊重されるパイプラインのバッチサイズレコードチャンクな
どを爆発させるステップは、次のステップに渡す前に出力をサブバッチ化し、
構成済みの `batch_size`内でメモリと並列性を維持します。

Bug fix OCR構成の検証 OCRモデル構成は、モデル作成時に検証されるようになり
ました。

2.3. AIDB 7.4.0 release notes 9
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2.4 AIDB 7.3.2 release notes
リリース日 2026年 4月 17日

AIDB 7.3.2には、次の機能強化とバグ修正が含まれています。

Type Description

Enhancement パイプライン DLQ̶フェーズ 3メトリックとエラーログ APIメトリックと
エラーログ APIでデッドレターキューを拡張し、パイプラインごとのエラー
数、エラーの詳細、履歴エラーログへのプログラムによるアクセスを提供し
ます。

Enhancement マルチユーザーパイプライン PGDトリガーラッパー PGDパイプラインのマ
ルチユーザー対応トリガーラッパーを追加し、パイプライン自動処理トリガー
がマルチユーザー PGD環境で正しく動作することを保証します。

Enhancement PGDレプリケーションセットアップのナレッジベーステーブルナレッジベー
ステーブルは、セットアップ中に自動的に PGDレプリケーション構成に含ま
れ、ナレッジベースデータが PGDノードにわたってレプリケートされます。

Enhancement PDF解析の向上 `lopdf`ライブラリを、構造 PDF解析が向上した新しいバー
ジョンに更新しました。その結果、複雑で不正な形式の PDFドキュメントか
らのテキスト抽出が向上しました。

Enhancement HTTP 429再試行処理 AIDBは、モデルプロバイダー APIから HTTP 429Too
Many Requests応答を受信した要求を自動的に遅延および再試行するように
なり、APIレート制限に到達した場合の復元力を向上させます。

Enhancement ソースキーによる取得結果の重複除去 Retrieve操作はソースキーに基づいて
結果の重複を排除するようになり、同じソースドキュメントが複数回インデッ
クスされている場合、または複数のパイプライン実行にわたって参照されて
いる場合に、取得出力に重複レコードが表示されるのを防ぎます。

Bug fix 間違った入力タイプエラーの処理を修正します。入力タイプ検証エラーは、
予期しないエラーとして下流に伝播するのではなく、入力ステージで正しく
キャッチおよび表示されます。

Bug fix マルチパイプライン IDのバグを修正します。マルチパイプライン構成でパ
イプライン IDが誤って割り当てられる問題を修正しました。これにより、パ
イプラインが誤って識別されるか、不正に実行される可能性があります。

Bug fix 自動処理状態のバグを修正するパイプラインが誤った処理状態になるか、そ
の状態に留まる可能性があるパイプライン自動処理システムの状態管理の問
題を解決しました。

2.5 AIDB 7.3.0 release notes
リリース日 2026年 4月 8日

AIDB 7.3.0には、次の機能強化とバグ修正が含まれています。

10 第 2章 AIDB 7.x release notes
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Type Description

Enhancement パイプライン DLQ̶フェーズ 2ノンブロッキングエラー Dead Letter Queue
はノンブロッキングエラーを処理するようになりました。これは、一時的な
または非クリティカルな処理障害がパイプラインの実行を停止しないことを
意味します。失敗したレコードは、検査と再処理のためにキューに入れられ
ます。

Enhancement 一時的なエラー分類 モデルエラーとデータベースエラーが必要に応じて
`PipelineTemporary`として分類されるようになり、パイプラインが一時的な障
害を永続的なエラーとして扱うのではなく、自動的に再試行できます。

Enhancement DLQユーザAPI失敗したパイプラインレコードをリスト、検査、および再処
理する機能を含む、デッドレターキューと対話するためのユーザー対応 SQL
ファンクションを導入しました。

Enhancement セマンティックナレッジベース検索のコメントセマンティックナレッジベー
ス検索には、ドキュメントコンテンツとともに保存されているコメントの検
索のサポートが含まれるようになりました。

2.5.1 非推奨のインターフェイス
AIDB 7.3.0は、メジャーバージョンインターフェイスのクリーンアップの一部として、次の SQLビューと
ファンクションを削除します。それぞれに置換えが記載されています。

Deprecated objects Replacement

Views
aidb.preparers aidb.pipelines (filter by operation type if needed)
aidb.preps aidb.pipelines
aidb.retrievers aidb.knowledge_bases or aidb.kbs
aidb.preparer_registry aidb.pipeline_registry (internal)
aidb.preparer_registry_source_table aidb.pipeline_registry (internal)
aidb.preparer_registry_source_volume aidb.pipeline_registry (internal)
Functions
aidb.create_table_knowledge_base(...) aidb.create_pipeline(... step_1 => 'KnowledgeBase')
aidb.create_volume_knowledge_base(...) aidb.create_pipeline(... step_1 => 'KnowledgeBase')
aidb.set_auto_knowledge_base(...) aidb.update_pipeline(name, auto_processing => ...)
aidb.assert_knowledge_base_preconditions(...) Removed ̶ no-op; validation is now handled inter-

nally
aidb.create_retriever_for_table(...) aidb.create_pipeline(... step_1 => 'KnowledgeBase')
aidb.create_retriever_for_volume(...) aidb.create_pipeline(... step_1 => 'KnowledgeBase')
aidb.delete_retriever(...) aidb.delete_pipeline(...)
aidb.set_retriever_auto_processing(...) aidb.update_pipeline(name, auto_processing => ...)
aidb.enable_auto_embedding_for_table(...) aidb.update_pipeline(name, auto_processing =>

'Live')
aidb.disable_auto_embedding_for_table(...) aidb.update_pipeline(name, auto_processing =>

'Disabled')

次のページに続く

2.5. AIDB 7.3.0 release notes 11
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表 7 –前のページからの続き
Deprecated objects Replacement

aidb.create_table_preparer(...) aidb.create_pipeline(...)
aidb.create_volume_preparer(...) aidb.create_pipeline(...)
aidb.create_preparer_for_table(...) aidb.create_pipeline(...)
aidb.create_preparer_for_volume(...) aidb.create_pipeline(...)
aidb.delete_preparer(...) aidb.delete_pipeline(...)
aidb.set_preparer_auto_processing(...) aidb.update_pipeline(name, auto_processing => ...)
aidb.get_preparer_data_source(...) Query aidb.pipelines view directly
aidb.assert_preparer_preconditions(...) Removed̶ validation is now handled internally
aidb.assert_table_preparer_preconditions(...) Removed
aidb.assert_volume_preparer_preconditions(...) Removed
aidb.bulk_embedding(name) aidb.run_pipeline(name)
aidb.bulk_data_preparation(name) aidb.run_pipeline(name)
aidb.single_embedding(name, key, text) aidb.run_pipeline(name) or direct model calls
aidb.single_embedding(name, key, bytea) aidb.run_pipeline(name) or direct model calls
aidb.set_auto_preparer(name, mode) aidb.update_pipeline(name, auto_processing =>

mode)
aidb.upsert_chunk_text(name, key, value) Use pipeline execution via aidb.run_pipeline()
aidb.upsert_summarize_text(name, key, value) Use pipeline execution via aidb.run_pipeline()
aidb.upsert_parse_html(name, key, value) Use pipeline execution via aidb.run_pipeline()
aidb.upsert_parse_pdf(name, key, value) Use pipeline execution via aidb.run_pipeline()
aidb.upsert_perform_ocr(name, key, value) Use pipeline execution via aidb.run_pipeline()

2.6 AIDB 7.2.0 release notes
リリース日 2026年 3月 30日

AIDB 7.2.0には、次の機能強化とバグ修正が含まれています。

Type Description

Enhancement マルチパイプラインのナレッジベースナレッジベースをマルチプルのパイプ
ラインに関連付けできるようになり、より豊富で柔軟なデータの取り込みお
よび取得アーキテクチャが可能になります。

Enhancement ハイブリッド検索 BYOSQL持込 SQL BYOSQLインターフェイスを使用した
階層 1ハイブリッド検索サポートを導入し、カスタム取得ロジックをセマン
ティック検索と組み合わせることができます。

Enhancement マルチステップパイプラインの取得サポートマルチステップパイプライン構
成内で取得操作がサポートされるようになり、パイプラインステージ全体で
エンドツーエンドの RAGワークフローが有効になります。

Enhancement HuggingFace APIのサポートエンベディングおよびその他の AIタスクのモ
デルプロバイダーとして、HuggingFace Inference APIのサポートを追加しま
した。

次のページに続く

12 第 2章 AIDB 7.x release notes
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表 8 –前のページからの続き
Type Description

Enhancement モデルオプションモデル構成にプロバイダー固有のオプションを含めること
ができるようになり、温度、最大トークン、その他のパラメーターなどのモ
デルの動作をより詳細に制御できます。

Enhancement パイプラインデッドレターキューDLQ̶フェーズ 1: パイプラインのデッド
レターキューサポートの最初のフェーズが導入されました。失敗したパイプ
ライン操作の処理エラーがログに記録されるようになり、失敗したレコード
の検査と再処理が可能になります。

Enhancement 構成可能な CPU制限バックグラウンドパイプラインワーカーの構成可能な
CPU制限を追加して、共有環境でのリソース競合を防ぎます。

Enhancement HCPモデル同期ヒント HCP同期が必要なモデルをリストする場合、AIDBは
HCPからモデルを同期する方法をユーザーにガイドする役立つヒントを表示
します。

Enhancement オプショナルバージョン付けインターフェイス OVI パイプラインビューと
ナレッジベースビューがオプショナルバージョン付けインターフェイスをサ
ポートするようになり、クライアントは特定の APIバージョンにピン留めで
きます。

Enhancement 非推奨 UXの向上非推奨機能は、代替機能と移行手順に関するガイダンスを
含む明確なメッセージを提供するようになりました。

Enhancement `aidb.models`ビューの `functions`タグ `aidb.models`ビューには `functions`タ
グが含まれ、ファンクション呼び出し機能をサポートするモデルを特定しや
すくなりました。

Bug fix ディレクトリを使用したボリュームリストを修正しますボリューム内のファ
イルと一緒にディレクトリが存在する場合、ボリュームリストが失敗する問
題を修正しました。

Change 引用符で囲まれた識別子を含むボリューム名がブロックされる: SQL参照の
あいまいさを防ぐため、引用符で囲まれた識別子を必要とする名前たとえば、
スペースまたは特殊文字を含む名前でボリュームを作成することはできなく
なりました。

2.6. AIDB 7.2.0 release notes 13
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第3章 AIDB overview

AIDBは、EDBによって維持される Postgres拡張機能であり、AIデータワークフローを Postgresデータ
ベースに直接もたらします。これは、AIアプリケーションのデータを準備、埋め込み、インデックス付け
するパイプラインを構築する宣言的 SQLネイティブの方法を提供します取得拡張生成 RAG、セマンティッ
ク検索、大規模言語モデル LLM統合を含みます。

AIDBは Postgres内で実行されるため、データがデータベースを離れる必要はありません。SQLで AIワー
クフローを定義すると、AIDBがエンベディング生成、ベクトルインデックス、モデル統合、リアルタイ
ム同期の複雑さを処理します。

3.1 AIDBの役割
AIDBには、パイプライン、ナレッジベース、エージェント、およびツールの 4つの主要なビルディン
グブロックがあります。

** Creating pipelines **生データをAI対応ベクターに変換するマルチステップワークフローを定義します。
パイプラインの各ステップは、1つの変換-PDFの解析、テキストのチャンク、OCRの実行、コンテンツの
要約、またはベクター埋め込みの生成を処理します。パイプラインは、オンデマンドでバッチで、または
ソースデータが変更されるたびに自動的に実行できます。

** Knowledge bases reference ** は、埋め込みパイプラインステップの出力です。これらは pgvectorイン
デックステーブルにベクトル埋め込みを保存し、aidb.retrieve_key()および aidb.retrieve_text()

ファンクションを介してセマンティック検索を公開します。複数のパイプラインは同じナレッジベースに
フィードでき、単一のナレッジベースで複数の取得クエリを提供できます。

** Agents reference **モデルにワンショットで回答するのではなく、複数のステップを推論させます。エー
ジェントはツールを呼び出し、その結果を観察し、回答が得られるまで繰り返します。エージェントは、要
求の一部を別のエージェントに委任することもできます。

** Tools reference **は、エージェントがアクションを実行するために呼び出すものです̶AIDB独自のビ
ルトインオペレーションパイプラインのステータスの照会、ナレッジベースの検索、SQLクエリーの実行、
独自のカスタム SQLクエリー、または外部MCPからインポートされたオペレーションサーバー。

すべてのパイプライン操作は、スタンドアロンの SQL ファンクション - aidb.chunk_text() 、aidb.

parse_pdf()、aidb.perform_ocr()、aidb.summarize_text()など -として使用できるため、完全な
パイプラインを定義せずにクエリで直接呼び出すことができます。
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3.2 スタンドアロンの拡張機能としてのAIDB
AIDBは Postgres拡張機能です。完全にデータベース内にあり、Agent Factoryまたは Hybrid ManagerHM
への実行時依存はありません。他の Postgres拡張機能と同じようにインストールし、postgresql.confを
介して構成し、 SQLを介して対話します。

!!!note Agent Factoryを使用している場合、AIDBはそのプラットフォームの一部として既に含まれていま
すが、Agent FactoryはAIDBを使用する必要はありません。このドキュメントでは、スタンドアロンAIDB
について説明します。

3.3 主要な機能
モデルの柔軟性AIDBは、ローカルで実行されているモデルBERTやT5などに接続するだけでなく、OpenAI
互換APIを介して外部モデルに接続します。サポートされているプロバイダーには、NVIDIA NIM、Google
Gemini、および OpenAI互換のエンドポイントが含まれます。モデルの資格情報は、標準の Postgresユー
ザーマッピング機能を介して安全に管理されます。または、データベースにシークレットを保存するのを
まったく回避するには、代わりにそれを読み取る環境変数を名前付けます。環境変数からの資格情報を参
照してください。

データソースのサポート̶パイプラインは、標準の Postgresテーブルから、またはオブジェクトストアとロー
カルファイルシステムをサポートする Postgres File System (PGFS)拡張機能を介して Configuring external
storageから読み取ることができます。パイプライン出力は、Postgresテーブルに書き込むか、PGFSを使
用してボリュームに戻すことができます。

自動処理̶Postgresトリガーベースのライブモードまたはバックグラウンドワーカーベースのスケジュー
リングを使用して、自動的に実行するようにパイプラインを構成できます。これにより、手動介入なしで
ソースデータが変更されると、ナレッジベースが最新の状態に保たれます。

スキーマの柔軟性すべてのAIDBオブジェクトパイプライン、ナレッジベース、ボリュームは任意の Postgres
スキーマで作成でき、既存のデータベース構造に沿って AIワークロードを簡単に編成できます。

ベクトルインデックス制御̶ナレッジベースは、pgvectorを介して HNSWや IVFFlatなどの構成可能なベ
クトルインデックスをサポートしています。

3.3.1 Known issues

• 限定的なエアギャップサポート。ビルトイン CPUモデルランタイム Candleおよび llama.cppは、モ
デルファイルがローカルで利用できるようになると完全にオフラインで実行されますが、リモートモ
デルを呼び出すパイプラインステップまたはエージェントツールプロバイダーはまだそのプロバイ
ダーへのアウトバウンドネットワークアクセスを必要としています。Configuring AIDBを参照してく
ださい。

16 第 3章 AIDB overview
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第4章 Compatibility

4.1 AIDB

4.1.1 サポートされているプラットフォーム

Platform x86/64 ARM64 ppc64le

Ubuntu 22.04 LTS OK ̶ ̶
Ubuntu 24.04 LTS OK ̶ ̶
Debian 12 (Book-
worm)

OK OK ̶

RHEL 8 OK ̶ ̶
RHEL 9 OK OK OK (Postgres 18 only)

SLES、以前の Debianバージョン、および非 Linuxプラットフォームは、現在サポートされていません。

4.1.2 サポートされている Postgresバージョン
AIDBは、EDB Postgres Advanced Server、EDB Postgres Extended、コミュニティ PostgreSQLを含む Postgres
バージョン 14～18をサポートしています。

4.2 PGFS
クラウドストレージ S3、GCS、Azureから読み取る AIDBパイプラインには、PGFS拡張機能が必要です。
プラットフォームと Postgresバージョンの互換性については、Compatibilityを参照してください。
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第5章 Installing and configuring AIDB

AIDBは、インストールと構成が簡単にできるように設計されています。プロジェクトで AIDBの使用を
開始するには、以下の手順に従ってください。

• Installing AIDB

• Configuring AIDB

• スレッド制限

5.1 次のステップ
AIDBのインストールと構成が完了したら、パイプラインと SQLファンクションを強化するモデルを登録
します。Integrating modelsを参照してください。

5.1.1 Configuring AIDB

AIDBを使用するには、shared_preload_librariesに追加し、データベースに拡張機能を作成し、ユー
ザーアクセスを管理し、インストールを確認します。このページでは、プロキシ設定と、後で調整できる
AIDB構成パラメーター GUCについても説明します。

shared_preload_librariesの構成

1. postgresql.confファイルで、 aidbを shared_preload_librariesパラメーターに追加します。

shared_preload_libraries = aidb

!!!note shared_preload_librariesに既に他の拡張機能がリストされている場合、コンマ区切りを使用して
`aidb`を追加します。順序は関係ありません。 .. ::

1. Postgresを再起動します。

拡張機能を作成します

1. データベースに AIDB拡張機能を作成します。

CREATE EXTENSION aidb CASCADE;

CASCADEオプションは、必要な vector拡張機能がまだ存在していない場合は、自動的にインストールし
ます。

!!!注 PGDユーザー EDB Postgres分散 PGDを実行している場合、拡張機能を作成した後に次を実行して、
レプリケーションセットに AIDBカタログテーブルを登録します。
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SELECT aidb.bdr_setup();

CREATE EXTENSION pgfs;

詳細については、 PGFS documentationを参照してください。

aidb_usersロールを使用してユーザーアクセスを管理する

AIDB拡張機能を作成すると、Postgresは aidb_usersという名前のロールを自動的に作成します。この
ロールのユーザーメンバーシップを付与して、AIDBの SQLファンクションへのアクセスを付与します。
後で拡張機能を削除しても、このロールは削除されません。

aidb_usersは、AIDB機能のアクセス管理を簡素化するように設計されています。

• 目的ユーザーに aidb_usersロールを付与すると、すべての AIDB機能にアクセスできるため、拡
張機能の機能を使用できます。

• セキュリティ aidb_usersロールは AIDBの内部テーブルへのアクセスを付与しないため、拡張機
能のパブリック APIのみがそれを保持しているユーザーに公開されます。

• バックグラウンドワーカーバックグラウンドワーカーが使用される場合、バックグラウンドワーカー
は、定義したユーザーとして、またはユーザーが指定したロールとして実行されます。そのユーザー
がそのロールにアクセスできる場合。

ユーザーに AIDB機能を使用させるには、aidb_usersロールを付与します。

GRANT aidb_users TO your_user;

たとえば、最初に特権またはロールメンバーシップのない aliceという名前のロールを作成します。

CREATE ROLE alice

LOGIN

PASSWORD change_me; -- replace with a real password

次に、 aliceを aidb_usersロールに追加します。

GRANT aidb_users TO alice;

aliceは、aidb_usersが持っている特権、たとえば、aidbスキーマのルーチンに対する EXECUTEを継承
するようになりました。

aidb_usersのメンバーシップは、自分のデータへのアクセスを付与しません。 alice aidb_usersでは
ないに、AIDBが読み取りまたは書き込みをするテーブルで必要な特権を付与します。この例では、通常
はパイプラインで使用されるソーステーブルである 3つの任意のテーブルへのアクセスを付与します。

GRANT SELECT, INSERT, UPDATE, DELETE

ON public.documents,

public.email_text,

public.chats

TO alice;

20 第 5章 Installing and configuring AIDB
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aliceも publicスキーマにオブジェクトを作成する必要がある場合

GRANT CREATE ON SCHEMA public TO alice;

!!!noteパイプラインデザイナーを介して AIDBを使用するハイブリッドマネージャーのパイプラインデザ
イナーを介して AIDBにアクセスする場合、パイプライン操作は別のロール visual_pipeline_userの下
で実行されます。これは、 aidb_usersのメンバーシップを付与する必要があります。その設定について
は、VPU and permissionsを参照してください。

プロキシ設定

ご使用の環境がプロキシを介してアウトバウンド HTTPトラフィックをルーティングする場合、Postgres
環境ファイルで HTTP_PROXYおよび HTTPS_PROXY環境変数を設定します。コミュニティ Postgresを使用す
る Ubuntuでは、このファイルは/etc/postgresql/<version>/main/environmentにあります。

echo "HTTP_PROXY = http://<your-proxy-settings>/" | sudo tee -a /etc/postgresql/16/

↪→main/environment

echo "HTTPS_PROXY = http://<your-proxy-settings>/" | sudo tee -a /etc/postgresql/16/

↪→main/environment

次に、 Postgresを再起動して変更を有効にします。

sudo systemctl restart postgresql@16-main

<your-proxy-settings>をプロキシアドレスに置き換え、16を Postgresバージョンに置き換えます。環
境ファイルの正確な場所については、Postgresディストリビューションのドキュメントを参照してください。

!!!注 AIDBのエアギャップサポートは制限されています。ビルトイン CPUモデルランタイム Candleおよ
び llama.cppは、モデルファイルがローカルで利用できるようになると、完全にオフラインで実行されます
が、リモートモデルプロバイダーを呼び出すパイプラインステップまたはエージェントツールは、そのプ
ロバイダーへのアウトバウンドネットワークアクセスが必要です。

構成パラメーター

AIDBは、aidb.*名前空間で Postgres構成パラメーター GUCのセットを公開します。postgresql.conf

で設定し、SETとセッションごとに、または-cと接続ごとに設定します。以下のパラメーターのほとんど
は USERSET です。ロールは自分のセッションでそれらを変更できます。異なるコンテキストを持つパラ
メーターは個別に呼び出されます。

スレッド制限
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Parameter Type Default Range Description

aidb.max_threads integer 0 0–1024 ローカルモデルの推論 Can-
dleおよび llama.cppに使用さ
れるCPUスレッドの最大数。
0`は、デフォルトの使用可能
なCPUの半分を使用します。
`SUSET.

aidb.max_io_threads integer 0 0–1024 AIDB の非同期 I/O ランタ
イムリモートモデル HTTP
呼び出し、およびボリュー
ム/オブジェクトストア I/O
の最大スレッド数。 0`は、
`TOKIO_WORKER_THREADS`環
境変数、または Tokio独自の
デフォルト CPUごとに 1つ
が設定されていない場合は、
それにフォールバックしま
す。 `SUSET.

どちらもライブで適用されます。セッションローカル SETは、そのバックエンドでのみすぐに有効になり
ます。 ALTER SYSTEMまたは postgresql.confでの設定は、pg_reload_conf()または SIGHUPの後に有
効になり、すべてのバックエンドとバックグラウンドワーカーに伝播します。再起動は必要ありません。

promoteb.max_threads

SET aidb.max_threads = 4;

quietb.max_io_threads

SET aidb.max_io_threads = 4;

これら 2つのパラメーターが制御するもの、相互作用、およびそれらを下げる場合については、スレッド
制限を参照してください。

モデルのダウンロード

次のパラメーターは、AIDBが HuggingFaceからローカルモデルファイルをダウンロードする方法を制御
します該当するプロバイダーについては Local modelsを参照してください。
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Parameter Type Default Range Description

aidb.download_log_levelstring notice ̶ ルーチンのダウンロード進行
状況メッセージたとえば、ダ
ウンロードの開始/完了、バ
イト進行状況ハートビート、
アダプターのロードラインな
どの出力チャネルを制御しま
す。有効な値 notice、log、off。
以下を参照してください。

aidb.download_max_attemptsinteger 30 1–500 AIDBが異常終了するまでの
ファイルごとの最大合計ダウ
ンロード試行初期要求と再試
行。再試行動作については、
ローカルモデルのダウンロー
ドを参照してください。

helpb.download_log_level

ルーチンのダウンロード進行状況メッセージの送信先を制御します。警告とエラーは影響を受けません。

Value Behavior

notice `NOTICE`レベルでメッセージをクライアントに送信し
ます。 `psql`のインタラクティブセッションに役立ちま
す。

log メッセージをサーバーログのみに送信します
`log_min_messages`の対象。これは、クライアント
出力がコールドおよびウォームキャッシュにわたって安
定する必要があるバッチジョブとテストに使用します。

off ルーチンの進行状況メッセージを完全に抑制します。

例

SET aidb.download_log_level = log;

quietb.download_max_attempts

ファイルごとのダウンロード試行の合計数を制限します。ダウンローダーは、連続した試行で進行状況が
ゼロの場合、早期に中断するため、このパラメーターは主に過剰な再試行ループに対する安全上限です。

CIまたはスクリプト化されたバッチジョブでのフェイルファスト動作の場合、これを 3または 5などに下
げます。損失の多いリンク上の非常に大きなファイルの場合にのみこの値を上げます。

例

SET aidb.download_max_attempts = 5;
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llama.cppネイティブログ

Parameter Type Default Range Description

aidb.enable_llamacpp_logsboolean false ̶ llama.cpp 自身の診断出力
GGUF メタデータ、テンソ
ルシェイプ、およびバックエ
ンド/モデルの初期化をサー
バーログに書き込むかどうか
を制御します。 SUSET.拡張
機能の初期化時に 1回読み取
ります。以下を参照してくだ
さい。

agentb.enable_llamacpp_logs

デフォルトでオフ llama.cppのネイティブロギングは冗長であるため、モデルロードごとに数百行ため、必
要な場合を除き、抑制されます。これは、AIDB自分自身のダウンロード進行状況メッセージを制御する
上記の aidb.download_log_levelとは別です。 2つは独立しています。

このページの他のパラメーターとは異なり、 aidb.enable_llamacpp_logsは SUSETスーパーユーザー、
またはパラメーターで SET が付与されたロールは変更できます。拡張機能の初期化時に 1回読み取られ
ます。SET、ALTER SYSTEMで設定するか、postgresql.confの編集とリロード pg_reload_conf()は、
Postgresが再起動されるまで有効になりません。

aidb.enable_llamacpp_logs = true

sudo systemctl restart postgresql@16-main

llamacpp_generateおよび llamacpp_embeddingsモデルにのみ適用されます。Candleベースのモデル
bert_local、clip_local、t5_local、llama_instruct_localには影響しません。これを使用する場
合については、Local models̶ Troubleshootingを参照してください。

ネットワーク下り

次のパラメーターは、AIDBからのアウトバウンド HTTPトラフィック、モデルプロバイダー APIの呼び
出しと HuggingFaceからのモデルファイルのダウンロードの両方を制限します。設定しない場合、制限は
適用されず、AIDBは任意のホストに到達できます。
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Parameter Type Default Description

aidb.egress_allowlist string unset AIDBが到達できるホストおよび
/または CIDR レンジのコンマ区
切りリスト。設定すると、リスト
にない宛先への送信要求は、接続
が確立される前に拒否されます。
SUSET.

edb.egress_allowlist string unset 拡 張 機 能 ご と の
`aidb.egress_allowlist`が 設 定
されていない場合に、すべての
EDB 拡張機能で使用される共
有フォールバックホワイトリス
ト。 AIDBと他の EDB拡張機能
PGFSなどが同じネットワークポ
リシーを共有する場合に役立ち
ます。 SUSET.

エントリーフォーマット

コンマ区切りの各エントリは、次のいずれかです。

Form Matches

host.example.com Exact hostname match (case-insensitive).
.example.com Any subdomain of example.com (doesn't match example.com itself).
203.0.113.10 Exact IPv4 or IPv6 literal in the destination URL.
203.0.113.0/24 IPv4 CIDR range; matches IP literals in that range. Doesn't match

hostnames.
2001:db8::/32 IPv6 CIDR range.

エントリの周囲の空白は無視されます。CIDRエントリは IPリテラルに対してのみチェックされます。ホ
スト名はマッチングのために解決されません。

解決順序

アウトバウンド要求ごとに、AIDBは最初に aidb.egress_allowlistをチェックします。設定されてい
ない場合、AIDBは edb.egress_allowlistにフォールバックします。どちらも設定されていない場合、
チェックは適用されません。リダイレクトたとえば、CDNホストへの HuggingFaceリダイレクトなどは、
同じ許可リストに対して再チェックされます。リストにないホストへのリダイレクトは拒否されます。

例

OpenAIおよび HuggingFaceとその CDNへの直接呼び出しのみを許可します。

aidb.egress_allowlist = api.openai.com, huggingface.co, .huggingface.co, cdn-lfs.

↪→huggingface.co
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要求が拒否されると、AIDBはアクティブなパラメーターを名前付けるエラーを発生させて、オペレーター
がリストを調整できるようにします。

!!!note PGFSは、pgfs.egress_allowlistの下で同じ許可リストメカニズムを実装し、PGFSからクラウ
ドオブジェクトストアエンドポイント S3、Google Cloud Storage、Azure Blobへのトラフィックに適用さ
れます。edb.egress_allowlistは、両方の拡張機能の共有フォールバックです。1つのリストを AIDB
と PGFSに一緒に適用するように設定するか、それぞれが異なるポリシーが必要な場合に拡張ごとのパラ
メーターを使用します。PGFS̶ Network egressを参照してください。

AIDBパイプラインが外部ストレージから読み取る場合、両方の許可リストが関連します。AIDBはモデル
プロバイダーと HuggingFaceトラフィックを制御し、PGFSはオブジェクトストアへの接続を制御します。
AIDBと PGFSがどのように連携するかについては、Configuring external storageを参照してください。

aidb.create_model(credentials_env => ...)および aidb.import_mcp_tools(headers_env => ..

.)は、資格情報をデータベースに保存する代わりに、呼び出し者が名前付けた Postgresバックエンドプロ
セス環境変数を読み取ります。次のパラメーターは、この方法で参照できる変数名を制限します。

Parameter Type Default Description

aidb.env_var_allowed_prefixstring AIDB_ credentials_env/headers_env`を介
して読み取られた環境変数名の
必須接頭辞。制限を無効にする
には、空の文字列に設定します。
スーパーユーザーのみが変更で
きます。 `SUSET.

呼び出し元制御のプロバイダーまたはMCPサーバーURLと組み合わせると、無制限の変数名は、悪意のあ
る構成に Postgresプロセスの環境に存在する無関係のシークレットを読み取らせる可能性があります。この
パラメータは、展開ごとにオーバーライド可能なままで、デフォルトでそれを閉じます。credentials_env

については環境変数からの資格情報を、 headers_envについては MCP toolsを参照してください。

インストールの検証

psqlで\dxを実行し、出力で aidb、vector、pgfsインストールされている場合を探すことにより、拡張
機能がインストールされていることを確認します。

aidb=# \dx

__OUTPUT__

List of installed extensions

Name | Version | Schema | Description

- ----------------------+---------+------------+--------------------------------------

↪→----------------------

aidb | 7.6.0 | aidb | aidb: makes it easy to build AI␣

↪→applications with postgres

pgfs | 3.3.0 | pgfs | pgfs: enables access to filesystem-

↪→like storage locations

vector | 0.8.0 | public | vector data type and ivfflat and hnsw␣

↪→access methods
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5.1.2 Installing AIDB

AIDBは、スタンドアロンの PostgreSQL拡張機能です。エージェントファクトリーまたはハイブリッドマ
ネージャーに依存せずに、Postgresインスタンスに直接インストールします。以下の手順では、スタンド
アロンパッケージとしてインストールする手順を説明します。

!!!note Agent Factoryを介して展開している場合、AIDBはそのセットアップの一部としてバンドルされ、
構成されます。代わりに Agent Factoryインストールガイドを参照してください。

AIDBは、使用している Postgresディストリビューションと同じプラットフォームでサポートされていま
す。詳細については、以下を参照してください。

•

PostgreSQL product compatibility

•

EDB Postgres Advanced Server product compatibility

•

EDB Postgres Extended Server product compatibility

前提条件

インストールプロセスを開始する前に

1. リポジトリのセットアップリポジトリのセットアップは 1回限りのタスクです。すでにリポジトリを設
定している場合、この手順を実行する必要はありません。リポジトリを設定するには、EDB repositories
に移動し、そこに提供されている指示に従ってください。

2. Postgresのフレーバーがまだインストールされていない場合は、インストールします。

• Installing PostgreSQL

•

Installing EDB Postgres Advanced Server

•

Installing EDB Postgres Extended Server

3. pgvector拡張機能をインストールします。

AIDBは、ベクターデータ管理に pgvector拡張機能に依存しています。

インストール手順については、 Installing pgvector を参照してください。

パッケージをインストールする

Package installコマンドの構文は次のとおりです。
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# For Debian/Ubuntu:

sudo apt-get install edb-<postgres><postgres_version>-aidb

# For Linux:

sudo dnf install edb-<postgres><postgres_version>-aidb

そこで

• <postgres>は、使用している Postgresのディストリビューションです。

Postgres distribution Value

PostgreSQL pg
EDB Postgres Advanced
Server (EPAS)

as

EDB Postgres Extended pgextended

• <postgres_version>は、使用している Postgresのバージョンです。

たとえば、Debian/Ubuntuに EDB Postgres Advanced Server 17の AIDBをインストールするには

sudo apt-get install edb-as17-aidb

例、RHEL8に AIDB for PostgreSQL 16をインストールするには

sudo dnf install edb-pg16-aidb

AIDBパッケージをインストールした後、次の手順については Configuring AIDBを参照してください。

5.1.3 Threading limits

AIDBは、ローカルモデル推論とネットワーク/ボリューム I/Oを内部スレッドプールで実行します。デフォ
ルトでは、ホストで使用可能な CPUの数から自分自身のサイズを調整します。他のワークロードと共有す
るデータベースサーバー、またはリソースに制限のある小さなコンテナなどでは、バインドされていない
スレッドプールが与えたいよりも多くの CPUを消費する可能性があります。

2つのパラメーターは、制限する必要がある作業の種類に応じて、これらのスレッドプールを独立してキャッ
プします。

ローカルモデル推論スレッド

promoteb.max_threadsは、AIDBがローカルモデルの推論に使用する CPUスレッドプールをキャップしま
す̶両方のランタイム Candle bert_local、clip_local、t5_local、llama_instruct_localおよび
llama.cpp llamacpp_generate、llamacpp_embeddings。ローカルプロバイダーの完全なリストについて
は、Local modelsを参照してください。
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一般にスレッドが多いほど、推論が速くなりますが、CPU使用率が高くなります。多くの同時パイプライ
ンを実行しているホスト、または CPU割り当てが小さいホストでは、無制限のプールは他のバックエンド
の CPU時間を枯渇させる可能性があります。

デフォルトの 0は、使用可能な CPUの半分を使用します。キャップするように特定の数値を設定します。

SET aidb.max_threads = 4;

非同期 I/Oスレッド

quietb.max_io_threadsは、AIDBの非同期 I/Oスレッドプールをキャップします。HTTP OpenAI互換エン
ドポイント、NVIDIA NIM、Gemini、および OpenRouterを介してリモートモデルプロバイダーを呼び出
すために使用され、PGFSバッキングボリュームに対するボリューム/オブジェクトストア I/Oに使用され
ます。

これは、ローカルモデル推論とは別のリソースです。CPUバウンドの計算ではなく、ネットワークとファ
イル I/Oの同時実行性を制御します。多くの同時外部 API呼び出しを行うパイプライン、または一度に多
くのオブジェクトに触れるボリュームスキャンは、制限されたネットワーク帯域幅またはファイル記述子
を持つホストで必要なより多くの同時 I/Oを開く可能性があります。

デフォルトの 0は、TOKIO_WORKER_THREADS環境変数が設定されている場合、それ以外の場合は、CPUご
とに 1つのスレッド、基になる Tokioランタイムの独自のデフォルトにフォールバックします。キャップ
するように特定の数値を設定します。

SET aidb.max_io_threads = 4;

変更を適用する方法

どちらのパラメーターも、同じ 3つの設定方法を受け入れます。

• セッションごと、SETを使用すると̶そのバックエンドにのみにすぐに適用されます。ロールアウ
トする前に制限をテストするのに役立ちます。

• 接続ごと、接続文字列または PGOPTIONSで-c aidb.max_threads=4を使用します。

• イ ン ス タ ン ス 全 体 、ALTER SYSTEM SET aidb.max_threads = 4; の 後 に SELECT

pg_reload_conf(); を使用するか、postgresql.conf を直接編集してリロード SIGHUP )。こ
れは、再起動せずにすべてのバックエンドとバックグラウンドワーカーに伝播します。

例、共有ホストでインスタンス全体の両方をキャップするには

ALTER SYSTEM SET aidb.max_threads = 4;

ALTER SYSTEM SET aidb.max_io_threads = 4;

SELECT pg_reload_conf();

パラメーターリファレンスタイプ、デフォルト、範囲については、スレッド制限を参照してください。
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モデルは、AIDBのコア操作-埋め込み生成、テキストチャンク、要約、OCR、補完を強化する AIエンジ
ンです。AI操作を実行するすべてのパイプラインステップと SQLファンクションでは、実行前にモデル
を登録して到達可能にする必要があります。

モデルを追加する場合 AIDBのインストールと構成の後、それらを参照するパイプラインまたはナレッジ
ベースを作成する前に、モデルを登録します。AIDBのデフォルトのローカルモデル BERTや CLIPなどを
使用している場合、登録は必要ありません。すぐに利用できます。外部API OpenAI、NVIDIA NIM、Gemini
またはカスタム HuggingFaceバリアントの場合、最初に aidb.create_model()を使用してモデルを登録
します。

Page What it covers

Local models Default local models (BERT, CLIP, T5, Llama), model providers, registering cus-
tom local models, and llama.cpp GGUF models

External model connec-
tions

OpenAI-compatible APIs, the native OpenAI Responses and Anthropic Messages
APIs, NVIDIA NIM, Google Gemini, and OpenRouter

Support matrix Pre-vetted local model variants and supported NVIDIA NIM models

6.1 Local models
AIDBは 2種類のローカルモデルをサポートしています。どちらも外部 APIを必要とせずに Postgresホス
トで直接実行されます。

• デフォルトモデル̶AIDBは、サポートされている各モデルタイプのデフォルトバリアントをバンド
ルし、自動的に登録します。使用を開始するために構成は必要ありませんが、モデルのファイルは、
初めて使用するときに HuggingFaceからダウンロードされます。ローカルモデルのダウンロードを
参照してください。

• カスタムモデル別のモデルバリアント、微調整モデル、または特定のローカルパスが必要な場合は、
aidb.create_model()を使用してカスタムバージョンを登録できます。

ローカルモデルは、2つの推論ランタイム Candleまたは llama.cppのいずれかで実行されます。日常の使
用法 aidb.create_model()、aidb.encode_text()、aidb.generate_text()など -いずれの方法でも
同じです。以下の各モデルのプロバイダーは、使用するランタイムをノートするだけです。
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6.1.1 デフォルトモデル
次のモデルは、構成なしですべての AIDBインストールで使用できます。プロバイダー列の意味について
は、モデルプロバイダーを参照してください。

Model name Provider Use

bert bert_local (Candle) Text embeddings
clip clip_local (Candle) Multimodal embeddings (text

and image)
t5 t5_local (Candle) Text-to-text generation
llama llama_instruct_local (Candle) Text-to-text generation
bge-small-en-v1.5-f16 llamacpp_embeddings (llama.cpp) Text embeddings
nomic-embed-text-
v1.5-Q8_0

llamacpp_embeddings (llama.cpp) Text embeddings

bge-m3-f16 llamacpp_embeddings (llama.cpp) Text embeddings
qwen3-embedding-
0.6b-Q8_0

llamacpp_embeddings (llama.cpp) Text embeddings

qwen3-embedding-4b-
Q8_0

llamacpp_embeddings (llama.cpp) Text embeddings

qwen3.5-0.8b-Q8_0 llamacpp_generate (llama.cpp) Text-to-text generation
llama-3.2-1b-instruct-
Q8_0

llamacpp_generate (llama.cpp) Text-to-text generation

lightonocr-2-1b-Q8_0 llamacpp_ocr (llama.cpp) OCR (text extraction from im-
ages)

dummy dummy Testing and development (re-
turns zeros)

AIDB SQLファンクションまたはパイプラインステップ構成で、名前で直接使用します。

- - Text embedding with the default BERT model

SELECT aidb.encode_text(bert, The quick brown fox);

- - Image embedding with the default CLIP model

SELECT aidb.encode_image(clip, pg_read_binary_file(/tmp/photo.jpg)::BYTEA);

- - Text generation with the default T5 model

SELECT aidb.generate_text(t5, Translate to French: Hello, world.);

- - Text embedding with a default llama.cpp embedding model

SELECT aidb.encode_text(bge-small-en-v1.5-f16, The quick brown fox);

- - Text generation with a default llama.cpp model

SELECT aidb.generate_text(qwen3.5-0.8b-Q8_0, Translate to French: Hello, world.);
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6.1.2 モデルプロバイダー
providerは、モデルにどの推論エンジンを使用するか aidb.create_model()に指示します。これは SQL
の列挙型ではありません。これは、AIDBのモデルレジストリに登録されている Postgres外部サーバーの
名前であり、モデル作成時にアダプターと照合されます。インストールに登録されているプロバイダーと
その説明をリストします。

SELECT server_name, server_description FROM aidb.model_providers ORDER BY server_name;

AIDBのローカルプロバイダー、それぞれの背後にあるランタイム、およびそれらの目的

Provider Runtime Description

bert_local Candle シンプルな言語モデル、テキストのエンコードに
最適です。

clip_local Candle ビジョン/テキストモデル、テキストと画像のエ
ンコードに最適です。

t5_local Candle 翻訳、要約、質問回答に最適です。
llama_instruct_local Candle Metaの大規模言語モデルファミリーの命令バリ

アント。
llamacpp_generate llama.cpp llama.cpp GGUF形式を介したローカル LLM推

論。
llamacpp_embeddings llama.cpp llama.cpp GGUF形式を介したローカルテキスト

埋め込み。
llamacpp_reranking llama.cpp llama.cpp GGUF形式を介したローカルリランキ

ング。
llamacpp_ocr llama.cpp llama.cpp GGUF形式を介したローカル OCR画

像からのテキスト抽出。
dummy ̶ テストに最適な偽のデータを提供します。

aidb.model_providersは、外部 APIプロバイダー OpenAI、NVIDIA NIM、Gemini、OpenRouterなども
リストします。これらについては、External model connectionsを参照してください。完全な列リファレン
スについては、helpb.model_providersを参照してください。

モデルファイル形式とタスクに一致するプロバイダーを選択し、カスタムモデルの下の一致する構成ヘル
パーで構成します。または、上記のすぐに使用できるデフォルトモデルのいずれかを使用します。

6.1.3 カスタムモデル
別のモデルバージョン、微調整されたモデル、または特定のローカルパスが必要な場合、aidb.create_model()
を使用してカスタムバリアントを登録します。

SELECT aidb.create_model(

name => my_model,

provider => <provider>,

config => <config_helper>(...)

);
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Parameter Type Description

name TEXT このモデルの一意の名前。パイプラインおよび
SQLファンクションで参照するために使用され
ます。

provider TEXT モデルプロバイダー。 AIDBが使用する推論エ
ンジンを決定します。

config JSONB プロバイダー固有の構成、構成ヘルパー機能で構
築されています。

以下の BERT、CLIP、T5、および Llamaは Candleで実行され、それぞれに独自の構成ヘルパーがありま
す。llama.cpp独自のサブセクション、最後は別のランタイムを実行し、構成ヘルパーがまだありません。

BERT

aidb.bert_config()を使用して、HuggingFaceモデル識別子、オプションのリビジョン、およびオプショ
ンのローカルキャッシュディレクトリを指定します。

SELECT aidb.create_model(

my_bert,

bert_local,

config => aidb.bert_config(sentence-transformers/all-MiniLM-L6-v2)

);

Parameter Type Default Description

model TEXT Required モデル名またはパスHuggingFace
識別子。

revision TEXT NULL モデルのリビジョンまたはブラン
チ。

cache_dir TEXT NULL モデルファイルをキャッシュする
ためのローカルディレクトリ。

クリップ

aidb.clip_config()を使用して、ジョイントテキストと画像埋め込みの CLIPベースのマルチモーダル
モデルを構成します。

SELECT aidb.create_model(

my_clip,

clip_local,

config => aidb.clip_config(openai/clip-vit-base-patch32)

);
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Parameter Type Default Description

model TEXT Required モデル名またはパスHuggingFace
識別子。

revision TEXT NULL モデルのリビジョンまたはブラン
チ。

cache_dir TEXT NULL モデルファイルをキャッシュする
ためのローカルディレクトリ。

image_size INTEGER NULL ピクセル単位の入力画像サイズ。

T5

aidb.t5_config()を使用して、T5テキスト対テキストモデルを構成します。T5モデルは、バリアント
に応じて、翻訳、要約、質問応答などのタスクをサポートします。

SELECT aidb.create_model(

my_t5,

t5_local,

config => aidb.t5_config(google/flan-t5-base)

);

Parameter Type Default Description

model TEXT Required モデル名またはパス。
revision TEXT NULL モデルのリビジョンまたはブラン

チ。
temperature DOUBLE PRECI-

SION
NULL サンプリング温度。

seed BIGINT NULL 再現可能な出力のランダムシー
ド。

max_tokens INTEGER NULL 生成する最大トークン。
repeat_penalty REAL NULL 繰り返されるトークンに適用され

るペナルティ。
repeat_last_n INTEGER NULL リピートペナルティの対象とされ

る後続トークンの数。
model_path TEXT NULL モデルの重みへの明示的なローカ

ルパス `model`をオーバーライド
します。

cache_dir TEXT NULL モデルファイルをキャッシュする
ためのローカルディレクトリ。

top_p DOUBLE PRECI-
SION

NULL nucleusサンプリングしきい値。
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ラマ

aidb.llama_config()を使用して、テキスト生成用の Llamaファミリー言語モデルを構成します。Llama
モデルは、温度、top-pサンプリング、コンテキスト長、およびその他の生成パラメーターをサポートして
います。

SELECT aidb.create_model(

my_llama,

llama_instruct_local,

config => aidb.llama_config(

meta-llama/Llama-3.2-3B-Instruct,

temperature => 0.5

)

);

Parameter Type Default Description

model TEXT Required モデル名またはパス。
revision TEXT NULL モデルのリビジョンまたはブラン

チ。
cache_dir TEXT NULL モデルファイルをキャッシュする

ためのローカルディレクトリ。
system_prompt TEXT NULL デフォルトのシステムプロンプ

ト。
use_flash_attention BOOLEAN NULL フラッシュアテンションを有効に

します。
model_path TEXT NULL モデルの重みへの明示的なローカ

ルパス `model`をオーバーライド
します。

seed BIGINT NULL 再現可能な出力のランダムシー
ド。

temperature DOUBLE PRECI-
SION

NULL サンプリング温度。

top_p DOUBLE PRECI-
SION

NULL nucleusサンプリングしきい値。

sample_len INTEGER NULL 生成する最大トークン。
use_kv_cache BOOLEAN NULL KVキャッシュを有効にします。
repeat_penalty REAL NULL 繰り返されるトークンに適用され

るペナルティ。
repeat_last_n INTEGER NULL リピートペナルティの対象とされ

る後続トークンの数。

!!!noteローカルモデルファイルはHuggingFaceからダウンロードされ、最初に使用するときにキャッシュさ
れます。Postgresプロセスには、ネットワークアクセスとキャッシュディレクトリへの書き込みアクセスが必
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要です。エアギャップ環境の場合、モデルファイルを事前ダウンロードし、model_pathまたは cache_dir

を使用してローカルコピーをポイントします。

llama.cpp

llama.cpp は、GGUF 形式のモデルファイル̶量子化されたオープンウェイトモデルの一般的な配布形
式̶を 4 つのプロバイダーを介して実行します。テキスト生成は llamacpp_generate 、テキスト埋め
込みは llamacpp_embeddings、リランキングは llamacpp_reranking、OCR画像からテキスト抽出は
llamacpp_ocr。それらのいずれかを、HuggingFaceからダウンロードした、または既にディスク上にある
GGUFファイルをポイントします。AIDBの事前登録された GGUFモデルについては、上記のデフォルト
モデルを参照してください。以下のレシピを使用して、別のレシピを登録します。

llamacpp_generate

SELECT aidb.create_model(

name => my_llamacpp_chat,

provider => llamacpp_generate,

config => jsonb_build_object(

local_path, /var/lib/aidb/models/qwen2.5-3b-instruct-q4_k_m.gguf,

n_ctx, 4096,

temperature, 0.2

)

);

Parameter Type Default Description

model TEXT Required unless lo-
cal_path is set

HuggingFace リポ ID たとえ
ば Qwen/Qwen2-0.5B-Instruct-
GGUF。

model_file TEXT Required unless lo-
cal_path is set

リポジトリ内の `.gguf`のファイル
名。分割GGUFの場合、任意の 1
つのシャードを名前付けます。す
べてのシャードがダウンロードさ
れ、llama.cppがそれらを再アセン
ブルします。

revision TEXT main HuggingFaceリビジョン。
local_path TEXT NULL ロ ー カ ル の `.gguf`フ

ァ イ ル へ の 絶 対 パ ス 。
model/model_file/`revision`を
オーバーライドします。

cache_dir TEXT NULL ダウンロードしたモデルファイル
をキャッシュするためのローカル
ディレクトリ。

次のページに続く
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表 9 –前のページからの続き
Parameter Type Default Description

n_ctx INTEGER 4096 コンテキストウィンドウ、トーク
ン単位。 GGUF がトレーニング
された値に制限されます。

chat_template TEXT NULL GGUFに焼き付けられたチャット
テンプレートをオーバーライドし
ます。

temperature DOUBLE PRECI-
SION

0.7 サンプリング温度。

top_p DOUBLE PRECI-
SION

0.9 nucleusサンプリングしきい値。

max_tokens INTEGER 512 生成する最大トークン。
seed BIGINT NULL 再現可能な出力のランダムシー

ド。
system_prompt TEXT NULL すべての要求の先頭に追加される

システムプロンプト。
repeat_penalty REAL 1.1 繰り返されるトークンに適用され

るペナルティ。
repeat_last_n INTEGER 64 リピートペナルティの対象とされ

る後続トークンの数。
thinking BOOLEAN NULL (keeps tags) レスポンスでの `<think>`タグ処

理を制御します。false`はそれら
をストリップし、`true/unsetはそ
れらを保持します。

llamacpp_generateは、ネイティブの openai_responsesおよび anthropic_messagesプロバイダーと
同様に、ツール呼び出しと構造化出力のために tools、tool_choice、および response_formatをサポー
トします External model connectionsを参照してください̶ ツール呼び出しと構造化出力を参照してくだ
さい。

llamacpp_embeddings

SELECT aidb.create_model(

name => my_llamacpp_embed,

provider => llamacpp_embeddings,

config => jsonb_build_object(

model, nomic-ai/nomic-embed-text-v1.5-GGUF,

model_file, nomic-embed-text-v1.5.Q4_K_M.gguf,

revision, 0188c9bf409793f810680a5a431e7b899c46104c,

n_ctx, 2048,

normalize, true

)

);
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Parameter Type Default Description

model TEXT Required unless lo-
cal_path is set

HuggingFace リポ ID たとえば
nomic-ai/nomic-embed-text-v1.5-
GGUF。

model_file TEXT Required unless lo-
cal_path is set

リポジトリ内の `.gguf`のファイル
名。分割GGUFの場合、任意の 1
つのシャードを名前付けます。す
べてのシャードがダウンロードさ
れ、llama.cppがそれらを再アセン
ブルします。

revision TEXT main HuggingFaceリビジョン。
local_path TEXT NULL ロ ー カ ル の `.gguf`フ

ァ イ ル へ の 絶 対 パ ス 。
model/model_file/`revision`を
オーバーライドします。

cache_dir TEXT NULL ダウンロードしたモデルファイル
をキャッシュするためのローカル
ディレクトリ。

n_ctx INTEGER 2048 コンテキストウィンドウ、トーク
ン単位。 GGUF がトレーニング
された値に制限されます。

pooling TEXT unspecified プーリング戦略 unspecified GGUF
独自のメタデータを使用、none、
mean、 cls、または `last`

normalize BOOLEAN true 出力埋め込みベクトルを L2正規
化します。

llamacpp_reranking

1つのプロバイダーの背後で 2つの異なるリランカーアーキテクチャを提供します。スコアリングメカニ
ズムは GGUFのメタデータから自動検出するか、明示的に設定できます。

- - Cross-encoder (auto-detected from the GGUFs architecture)

SELECT aidb.create_model(

name => my_llamacpp_reranker,

provider => llamacpp_reranking,

config => jsonb_build_object(

model, gpustack/bge-reranker-v2-m3-GGUF,

model_file, bge-reranker-v2-m3-Q4_K_M.gguf,

revision, 3093af03b1a635e67b084b1d8c03c5f5e020fd05,

n_ctx, 2048

)

);

- - Decoder-only (Qwen3-Reranker family), with a custom task instruction

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

SELECT aidb.create_model(

name => my_llamacpp_reranker_decoder,

provider => llamacpp_reranking,

config => jsonb_build_object(

model, ggml-org/Qwen3-Reranker-0.6B-Q8_0-GGUF,

model_file, qwen3-reranker-0.6b-q8_0.gguf,

revision, a02f48bb4f057028298c21fa033da2b30d7742d5,

n_ctx, 2048,

instruction, Retrieve legal passages relevant to the query

)

);

Parameter Type Default Description

model TEXT Required unless lo-
cal_path is set

HuggingFace リポ ID たとえ
ば gpustack/bge-reranker-v2-m3-
GGUF。

model_file TEXT Required unless lo-
cal_path is set

リポジトリ内の `.gguf`のファイル
名。分割GGUFの場合、任意の 1
つのシャードを名前付けます。す
べてのシャードがダウンロードさ
れ、llama.cppがそれらを再アセン
ブルします。

revision TEXT main HuggingFaceリビジョン。
local_path TEXT NULL ロ ー カ ル の `.gguf`フ

ァ イ ル へ の 絶 対 パ ス 。
model/model_file/`revision`を
オーバーライドします。

cache_dir TEXT NULL ダウンロードしたモデルファイル
をキャッシュするためのローカル
ディレクトリ。

n_ctx INTEGER 2048 コンテキストウィンドウ、トーク
ン単位。クエリ/ドキュメントの
ペアは、適合しない場合、呼び出
し時にサイレントに切り捨てられ
るのではなく、拒否されます。

reranker_type TEXT NULL (auto-
detected)

ス コ ア リ ン グ メ カ ニ ズ ム
`cross_encoder`ま た は `de-
coder_only`を強制します。誤検
出を修正する場合にのみ必要で
す。

次のページに続く
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表 11 –前のページからの続き
Parameter Type Default Description

instruction TEXT Built-in generic re-
trieval instruction

デコーダー専用のリランカー
Qwen3-Reranker ファミリーのタ
スク指示。クロスエンコーダーに
よって無視されます。

llamacpp_rerankingは、GGUFの general.architectureメタデータからスコアリングメカニズムを自
動検出します。 qwen3アーキテクチャは、Qwen3-Rerankerファミリーの yes/noverdict-tokenプロンプトを
使用して、デコーダーのみとしてスコアします。他のアーキテクチャはモデルのロード時に拒否されます。
誤検出されたにもかかわらず、モデルがこれらの 2つのスコアパスのいずれかに一致することを確認して
いる場合にのみ、reranker_typeを明示的に設定します。

!!!note nim_reranking や他のリモートリランキングプロバイダーとは異なり、llamacpp_reranking の
logit_scoreは、正規化された 0～1の関連性スコアではなく、生の無制限のモデルロジットです。プロ
バイダーまたは呼び出し全体ではなく、1つの aidb.rerank_text()呼び出し内のスコアを比較します。

!!!note llama.cpp にはまだ構成ヘルパー機能がありません。上記のように、jsonb_build_object() を
使用して config をビルドします。また、今日は CPU のみです。GPU オフロードオプションはありま
せん。promoteb.max_threads および Candle ランタイムが使用できるスレッドの数を制御するには、pro-
moteb.max_threadsを参照してください。

llamacpp_ocr

ローカルビジョン言語のGGUFモデルとそのマルチモーダルプロジェクターmmprojファイルを使用して、
画像からテキストを抽出します。

SELECT aidb.create_model(

name => my_llamacpp_ocr,

provider => llamacpp_ocr,

config => jsonb_build_object(

model, ggml-org/LightOnOCR-2-1B-GGUF,

model_file, LightOnOCR-2-1B-Q8_0.gguf,

mmproj_file, mmproj-LightOnOCR-2-1B-Q8_0.gguf,

revision, 7d4daf70c2856a155b1413def00f4ae59843a9cf,

n_ctx, 8192

)

);

Parameter Type Default Description

model TEXT Required unless lo-
cal_path is set

HuggingFace リポ ID たとえ
ば ggml-org/LightOnOCR-2-1B-
GGUF。

model_file TEXT Required unless lo-
cal_path is set

リポジトリ内のベースモデル
`.gguf`のファイル名。

次のページに続く
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表 12 –前のページからの続き
Parameter Type Default Description

mmproj_file TEXT Required unless
mmproj_local_path
is set

ベースモデルと同じHuggingFace
リポジトリ/リビジョンにあるマ
ルチモーダルプロジェクターmm-
proj `.gguf`のファイル名。

mmproj_local_path TEXT NULL ローカル mmproj `.gguf`ファイル
への絶対パス。HuggingFaceベー
スの `mmproj_file`ダウンロードを
オーバーライドします。

revision TEXT main HuggingFaceリビジョン。
local_path TEXT NULL ロ ー カ ル ベ ー ス モ デ ル

`.gguf`フ ァ イ ル へ の 絶 対 パ
ス。model/model_file/`revision`を
オーバーライドします。

cache_dir TEXT NULL ダウンロードしたモデルファイル
をキャッシュするためのローカル
ディレクトリ。

n_ctx INTEGER 8192 コンテキストウィンドウ、トーク
ン単位。

prompt TEXT Built-in transcrip-
tion instruction

各画像とともに送信される OCR
指示。プロンプトの影響はモデル
によって異なります。

temperature DOUBLE PRECI-
SION

0.0 サンプリング温度。クリエイティ
ブなサンプリングではなく忠実
な文字起こしには、デフォルトの
`0.0`が使用されます。

6.1.4 作成時にモデルの検証
デフォルトでは、aidb.create_model()は登録の一部としてモデルを検証します。モデルファイルをダ
ウンロードしてロードし、小さなプローブ推論を実行して、登録がコミットする前にモデルが機能してい
ることを確認します。ローカルモデルの場合、これにより、大規模な可能性のあるダウンロードとロード
が、最初に使用するのではなく作成時に移動します。

検証が失敗した場合たとえば、モデル識別子が HuggingFaceに存在しない、model_pathが間違っている、
または重みをロードできない場合、すぐにエラーが報告され、モデルは登録されません。

- - Validated by default: downloads, loads, and probes the model now.

SELECT aidb.create_model(my_bert, bert_local,

config => aidb.bert_config(sentence-transformers/all-MiniLM-L6-v2));

validate => falseを渡して、ダウンロードまたはロードせずにモデルを登録します。ダウンロードを最
初に使用するまで延期したり、ネットワークアクセスがまだない環境にモデルを登録したりするのに役立
ちます。
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SELECT aidb.create_model(my_bert, bert_local,

config => aidb.bert_config(sentence-transformers/all-MiniLM-L6-v2),

validate => false);

aidb.validate_model()を使用して、モデルを後で検証したり、既存のモデルを再チェックしたりできます。

6.1.5 ローカルモデルのダウンロード
ローカルモデルが初めて使用されるとき、またはそのキャッシュが欠落または破損しているとき、AIDBは
HuggingFaceから構成済みの cache_dirにモデルファイルをダウンロードします。ダウンローダーは進行
状況メッセージを発行し、一時的なネットワーク障害を自動的に再試行します。

進行状況メッセージ

AIDBは、ファイルごとに、要求の開始時に downloading行を生成し、終了時に complete行を生成しま
す。マルチギガバイトのファイルの場合、ハートビートラインは、累積バイト数と完了パーセントを約 30
秒ごとにレポートするため、大規模なダウンロード中にセッションがフリーズしたように見えません。

SELECT aidb.generate_text(t5, test);

__OUTPUT__

NOTICE: [t5_local] loading t5-small (rev refs/pr/15) -> /var/.../snapshots/refs/pr/15

NOTICE: [hf] downloading https://huggingface.co/t5-small/resolve/refs%2Fpr%2F15/

↪→config.json (expected: 1.2 KB)

NOTICE: [hf] complete: https://huggingface.co/t5-small/resolve/refs%2Fpr%2F15/config.

↪→json (1.2 KB) in 0.9s

NOTICE: [hf] downloading https://huggingface.co/t5-small/resolve/refs%2Fpr%2F15/

↪→model.safetensors (size unknown)

NOTICE: [hf] downloading t5-small/model.safetensors: 115.4 MB / 230.8 MB (50.0%)

NOTICE: [hf] downloading t5-small/model.safetensors: 216.4 MB / 230.8 MB (93.7%)

NOTICE: [hf] complete: https://huggingface.co/t5-small/resolve/refs%2Fpr%2F15/model.

↪→safetensors (230.8 MB) in 83.5s

デフォルトでは、これらの行は NOTICEレベルでクライアントに送信されます。helpb.download_log_level
パラメーターを使用して、代わりにサーバーログにルーティングするか、完全に抑制します。

再試行と再開

マルチギガバイトのダウンロードの途中で接続をドロップする CDNは、要求を完全に失敗しません。

• 再試行ごとに、以前の試行が停止した場所から Rangeヘッダーが送信されるため、進行状況はゼロ
からリスタートするのではなく、試行にわたって蓄積されます。

• AIDB は、「まだ新しいバイトを受信している」と「ゼロの進行状況」を区別し、qui-
etb.download_max_attempts に対するストールした試行のみをカウントし、試行間の指数関数的
なバックオフを使用します。

• psqlからの Ctrl-Cは、現在の要求がタイムアウトするのを待機する代わりに、再試行の間に着陸
します。
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ファイルごとの試行の合計数は、 quietb.download_max_attemptsデフォルト 30によって制限されます。

検証と自己修復

AIDBは、HuggingFaceによって宣伝されるサイズと SHA-256ハッシュを使用してダウンロードされたファ
イルを検証し、これらの値を記録する完了した各ダウンロードの横に小さなサイドカーファイルを書き込
みます。キャッシュヒットするたびに、AIDBはサイドカーに対してファイルサイズを再チェックするた
め、元のダウンロードの後に切り詰められたファイルは、使用される前にキャッチされます。

モデルのロード時に、キャッシュされたファイルが破損していると検出された場合、AIDBは影響を受け
たスナップショットをパージし、自動的に 1回再ダウンロードします。

6.1.6 登録されたモデルを使用する
登録されると、モデルは AIDBファンクションで名前で参照されます。カスタムモデルとデフォルトモデ
ルは交換可能です。

- - Use a custom BERT model for embedding

SELECT aidb.encode_text(my_bert, Hello world);

- - Use a custom BERT model in a pipeline step

SELECT aidb.create_pipeline(

name => my_pipeline,

source => my_source_table,

source_key_column => id,

source_data_column => content,

step_1 => KnowledgeBase,

step_1_options => aidb.knowledge_base_config(model => my_bert, data_format =>␣

↪→Text)

);

すべてのモデル構成ヘルパーファンクションの完全なパラメーターの詳細については、Models referenceを
参照してください。一部のファンクション generate_text()、summarize_text()は、呼び出しごとの
構成オーバーライドも受け入れます。作成時と呼び出し時間の設定については、構成モデルを参照してく
ださい。

AIDBのローカルプロバイダーで動作するようにテストおよび検証された HuggingFaceモデルバリアント
のリストについては、Support matrixを参照してください。

6.1.7 障害対応
llama.cppモデルのロードと推論の問題

llamacpp_generate、llamacpp_embeddings、または llamacpp_rerankingモデルのロードに失敗した
り、タイムアウトしたり、その他の予期しない動作をした場合、AIDB自分自身のエラーメッセージには、診
断するための十分な詳細がない場合があります。llama.cppのネイティブ診断ログを有効にして、サーバー
ログに独自の出力 GGUFメタデータ、テンソル形状、およびバックエンド/モデルの初期化を表示します。
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aidb.enable_llamacpp_logs = true

このパラメーターは、拡張機能の初期化時に 1回読み込まれるため、Postgresを再起動して変更を有効に
します。SETおよび pg_reload_conf()だけでは適用されません。完全なパラメーターリファレンスにつ
いては、agentb.enable_llamacpp_logsを参照してください。

llama.cppのネイティブ出力が冗長であるためモデルロードごとに数百行があるため、デフォルトではオフに
なっているため、問題を調査しているときにのみオンにして、その後オフに戻します。これは llama.cppモデル
にのみ適用されます。Candleベースモデルbert_local、clip_local、t5_local、llama_instruct_local
は影響を受けません。

6.2 External model connections
外部モデルは、Postgresインスタンスの外部でホストされる APIベースのモデルです。AIDBは、aidb.

create_model()にモデルを登録し、プロバイダー名、構成オブジェクト、および APIキーなどの資格情
報を必要に応じて提供することにより、それらに接続します。

!!!noteこのページの例では、簡潔にするために credentials => '{"api_key": "..."}'::JSONBとし
てインラインで資格情報を渡します。 config自分自身は、ネストの深さで api_keyまたは basic_auth

キーを含めることはできません̶ aidb.create_model() はそれを拒否します̶したがって、常に別の
credentials引数を介して資格情報を渡します。シークレットをデータベースに保存しないようにするに
は、代わりに credentials_envを渡し、接続時に読み取る環境変数を名前付けます。環境変数からの資
格情報を参照してください。

登録されると、外部モデルはデフォルトのローカルモデルとまったく同様に、AIDB SQLファンクション
またはパイプラインステップで名前によって使用されます。

6.2.1 作成時にモデルの検証
デフォルトでは、aidb.create_model()は、登録の一部として、小さなプローブ要求をプロバイダーに送
信することにより、外部モデルを検証します。これにより、登録がコミットされる前に、エンドポイント
が到達可能であり、構成と資格情報が正しいことが確認され、無効な APIキーや間違った URLなどの問題
が、最初に使用するときではなくすぐに表面化します。プローブが失敗した場合、エラーが報告され、モ
デルは登録されません。

- - Validated by default: sends a test request to the provider now.

SELECT aidb.create_model(

my_openai_embedder,

openai_embeddings,

config => aidb.embeddings_config(model => text-embedding-3-small),

credentials => {"api_key": "sk-..."}::JSONB

);

validate => falseを渡してプローブをスキップします。たとえば、エンドポイントまたは資格情報がま
だ利用できない場合、またはスクリプトによるセットアップ中の要求を回避します。
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SELECT aidb.create_model(

my_openai_embedder,

openai_embeddings,

config => aidb.embeddings_config(model => text-embedding-3-small),

credentials => {"api_key": "sk-..."}::JSONB,

validate => false

);

!!!note検証は実際の要求をプロバイダーに送信するため、作成時に Postgresホストからのネットワークア
クセスが必要で、少額の使用コストが発生する場合があります。

aidb.validate_model()を使用して、モデルを後で検証したり、既存のモデルを再チェックしたりできます。

6.2.2 OpenAI互換エンドポイント
AIDBは、OpenAI APIを実装する埋め込みまたはチャット/補完サービスをサポートしています。これに
は、OpenAI自分自身、Ollamaのようなセルフホストサーバー、およびその他の準拠エンドポイントが含
まれます。

エンベディング

aidb.embeddings_config() とともに openai_embeddings プロバイダーを使用します。 url パラメー
ターをオーバーライドして、要求を OpenAI互換サーバーにリダイレクトします。

- - OpenAI

SELECT aidb.create_model(

my_openai_embedder,

openai_embeddings,

config => aidb.embeddings_config(

model => text-embedding-3-small,

url => https://api.openai.com/v1

),

credentials => {"api_key": "sk-..."}::JSONB

);

- - Local Ollama server

SELECT aidb.create_model(

my_ollama_embedder,

openai_embeddings,

config => aidb.embeddings_config(

model => llama3.2,

url => http://llama.local:11434/v1/embeddings

)

);
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Parameter Type Default Description

model TEXT Required APIが想定するモデル識別子。
api_key TEXT NULL 認証用の APIキー。
url TEXT NULL APIエンドポイントURL。デフォ

ルトではOpenAIのエンドポイン
トです。

basic_auth TEXT NULL 基 本 的 な 認 証 資 格 情 報
user:password 。

max_concurrent_requests INTEGER NULL エンドポイントへの最大同時要
求。

max_batch_size INTEGER NULL バッチ要求ごとの入力の最大数。
input_type TEXT NULL エンコードの入力タイプヒントプ

ロバイダー固有。
input_type_query TEXT NULL クエリエンコーディングの入力タ

イプヒントプロバイダー固有。
is_hcp_model BOOLEAN NULL HCPで実行されているモデルを参

照する場合、`true`に設定します。

チャット完了

aidb.completions_config()とともに openai_completionsプロバイダーを使用します。 urlパラメー
ターは同じように機能します。OpenAIの場合は省略するか、他の準拠サーバーの場合はオーバーライドし
ます。

SELECT aidb.create_model(

my_openai_llm,

openai_completions,

config => aidb.completions_config(

model => gpt-4o,

temperature => 0.2

),

credentials => {"api_key": "sk-..."}::JSONB

);

Parameter Type Default Description

model TEXT Required モデル識別子。
api_key TEXT NULL 認証用の APIキー。
url TEXT NULL APIエンドポイントURL。デフォ

ルトではOpenAIのエンドポイン
トです。

basic_auth TEXT NULL 基 本 的 な 認 証 資 格 情 報
user:password 。

次のページに続く
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表 14 –前のページからの続き
Parameter Type Default Description

temperature DOUBLE PRECI-
SION

NULL サンプリング温度。

top_p DOUBLE PRECI-
SION

NULL nucleusサンプリングしきい値。

seed BIGINT NULL 再現可能な出力のランダムシー
ド。

system_prompt TEXT NULL すべての要求の前に追加されるデ
フォルトのシステムプロンプト。

max_tokens JSONB NULL 最 大 ト ー ク ン 構 成
`aidb.max_tokens_config()`か
ら。

thinking BOOLEAN NULL 拡張推論を有効にしますサポート
されているモデルのみ。

max_concurrent_requests INTEGER NULL エンドポイントへの最大同時要
求。

extra_args JSONB NULL 追加のプロバイダー固有の引数。
is_hcp_model BOOLEAN NULL HCPで実行されているモデルを参

照する場合、`true`に設定します。

!!!note pgvector インデックスを使用する場合、pgvector limits indexed vectors to 2000 dimensions に注意
してください。選択したモデルがより多くのディメンションを生成する場合、パイプラインステップで
aidb.vector_index_disabled_config()を使用し、インデックスを手動で管理します。

6.2.3 OpenAI Responses API

AIDB には、OpenAI モデル用の 2 つのプロバイダーがあります。どちらも同じモデル識別子 gpt-4o 、
gpt-5.xなどで動作するため、どのモデルが必要かではなく、やっていることに基づいてそれらを選択し
てください。

Provider API Best for Tool calling

openai_completions Chat Completions
(/v1/chat/completions)

Simple, one-off
text generation ̶
aidb.generate_text(),
summarization,
pipeline steps.

Rejects
tools/tool_choice/response_format
in aidb.generate_text()'s infer-
ence_config.

openai_responses Responses API
(/v1/responses)

Agentic workloads
̶ multi-step rea-
soning, reliable tool
calling, structured
output.

Native ̶ emits the API's real
tools/tool_choice request fields and
parses real tool-call responses back.

どちらのプロバイダーもManaging agentsエージェントをバッキングすることもできます。AIDBは常にエー
ジェントツール呼び出し機能を提供しますが、方法はプロバイダーによって異なります。 openai_responses
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によってサポートされ、ツール呼び出しは、本物のレスポンス APIツール呼び出しとして有線で送られま
す。openai_completionsまたはほぼその他のプロバイダーに支えられて、AIDBはプロンプトテキストで
使用可能なツールを説明し、モデルのプレーンテキストの応答からツールコールバックを解析します。モデ
ル自身のツール呼び出し動作ではなく、シミュレーション。openai_responsesは、エージェントにとって
より信頼できる選択です。ツール呼び出しではなく、テキスト出力が必要な場合に openai_completions

を使用します。

SELECT aidb.create_model(

my_gpt,

openai_responses,

config => aidb.openai_responses_config(model => gpt-5.1),

credentials => {"api_key": "sk-..."}::JSONB

);

Azure AI Foundry

Azure AI Foundry の統合された Responses API サーフェスでホストされるモデルに
openai_responses_azure を使用します。これは、直接 OpenAI と同じワイヤー形状ですが、普遍
的なデフォルトがないため urlが必要です。リソースのエンドポイントに向けます。

SELECT aidb.create_model(

my_gpt_azure,

openai_responses_azure,

config => aidb.openai_responses_config(

model => gpt-5.1,

url => https://<resource>.openai.azure.com/openai/v1/responses

),

credentials => {"api_key": "..."}::JSONB

);

完全なパラメーターリストについては promoteb.openai_responses_configを参照し、各プロバイダーで tools

、tool_choice、および response_formatを使用する場合はツール呼び出しと構造化出力を参照してく
ださい。

6.2.4 Anthropic Messages API

anthropic_messages プロバイダーは、Anthropicのネイティブメッセージ API /v1/messages に接続し
ます。

SELECT aidb.create_model(

my_claude,

anthropic_messages,

config => aidb.anthropic_messages_config(model => claude-opus-4-6),

credentials => {"api_key": "sk-ant-..."}::JSONB

);
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Azure AI Foundryと AWS Bedrock

残りの 2つのバリアントは、同じ構成ヘルパーとワイヤーボディを共有し、認証とエンドポイントのみが
異なります。

• anthropic_messages_azure̶ Azure AI FoundryのネイティブAnthropic Messages APIサーフェス。
urlが必要ですリソースのメッセージエンドポイント。

• anthropic_messages_bedrock̶ AWS Bedrockの InvokeModel API、Bedrock APIキー AWS SigV4
ではなくベアラートークンで認証されます。 urlは必須で、リージョンの bedrock-runtimeベース
エンドポイントである必要があります。AIDBはモデル IDをパスに自動的に追加します。

- - Azure AI Foundry

SELECT aidb.create_model(

my_claude_azure,

anthropic_messages_azure,

config => aidb.anthropic_messages_config(

model => claude-opus-4-6,

url => https://<resource>.services.ai.azure.com/anthropic/v1/messages

),

credentials => {"api_key": "..."}::JSONB

);

- - AWS Bedrock

SELECT aidb.create_model(

my_claude_bedrock,

anthropic_messages_bedrock,

config => aidb.anthropic_messages_config(

model => anthropic.claude-opus-4-6-v1:0,

url => https://bedrock-runtime.us-east-1.amazonaws.com

),

credentials => {"api_key": "..."}::JSONB

);

!!!note AnthropicのMessages APIには、ネイティブの構造化出力フィールドがありません。response_format

を使用すると、AIDBはそれを内部で合成ツールの強制呼び出しに変換します。機能的に同等ですが、こ
れは、response_formatを同じ呼び出しで tools /tool_choiceと組み合わせることはできないことを意
味します。

anthropic_messages は、クロード専用に構築された AIDB の唯一のプロバイダーです。
openai_completions と同等の古い anthropic_completions はありません。ベンダーごとのプロ
バイダーではなく、単一のユニファイドゲートウェイを介してクロードまたはOpenAI、または他のベンダー
に到達したい場合は、以下のOpenRouterを参照してください。トレードオフは上記の openai_completions

と同じです ̶OpenRouterモデルは、エージェントをバッキングするときにネイティブではなく、シミュ
レートされたプロンプト挿入されたツール呼び出しを取得します。

完全なパラメーターリストについては、 helpb.anthropic_messages_configを参照してください。
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6.2.5 NVIDIA NIM

AIDBは、 build.nvidia.comでホストされる NVIDIA NIMマイクロサービスと、独自の環境で実行されて
いる NIMインスタンスをサポートしています。

テキスト生成 NIM補完

aidb.completions_config()とともに nim_completionsプロバイダーを使用します。NIMの補完エン
ドポイントは OpenAI互換であるため、openai_completionsが使用するのと同じ構成ヘルパーです。完
全なパラメーターリストについては、上記のチャット完了を参照してください。

SELECT aidb.create_model(

my_nim_llm,

nim_completions,

config => aidb.completions_config(

model => meta/llama-3.3-70b-instruct

),

credentials => {"api_key": "nvapi-..."}::JSONB

);

独自の環境で実行されている NIMインスタンスを使用するには、NIMエンドポイントをポイントして url

から aidb.completions_config()に渡します。

登録後、aidb.generate_text()でモデルを実行します。

SELECT aidb.generate_text(my_nim_llm, Tell me a short, one sentence story);

__OUTPUT__

generate_text

- ---------------------------------------------------------------------------------

As the clock struck midnight, a single tear fell from the porcelain dolls eye.

(1 row)

マルチモーダルエンベディング NIM CLIP

共同テキストと画像の埋め込みには、aidb.nim_clip_config()とともに nim_clipプロバイダーを使用
します。

SELECT aidb.create_model(

my_nim_clip,

nim_clip,

config => aidb.nim_clip_config(

model => nvidia/nvclip

),

credentials => {"api_key": "nvapi-..."}::JSONB

);
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aidb.nim_clip_config()パラメーター

Parameter Type Default Description

api_key TEXT NULL NIM認証用の APIキー。
model TEXT NULL NIM CLIPモデル識別子。
url TEXT NULL NIMエンドポイント URLのオー

バーライド。
basic_auth TEXT NULL 基本的な認証資格情報。
is_hcp_model BOOLEAN NULL モデルが HCPで実行されている

場合、`true`に設定します。

OCR NIM OCR

nim_paddle_ocrプロバイダーを aidb.nim_ocr_config()とともに使用して、画像からテキストを抽出
します。

SELECT aidb.create_model(

my_nim_ocr,

nim_paddle_ocr,

config => aidb.nim_ocr_config(),

credentials => {"api_key": "nvapi-..."}::JSONB

);

aidb.nim_ocr_config()パラメーター

Parameter Type Default Description

api_key TEXT NULL NIM認証用の APIキー。
model TEXT NULL NIM OCRモデル識別子。
url TEXT NULL NIMエンドポイント URLのオー

バーライド。
basic_auth TEXT NULL 基本的な認証資格情報。
is_hcp_model BOOLEAN NULL モデルが HCPで実行されている

場合、`true`に設定します。

リランキング NIMリランキング

nim_rerankingプロバイダーを aidb.nim_reranking_config()とともに使用して、関連性によって検索
結果を再スコアします。aidb.rerank_text()での使用については、Text rerankingを参照してください。

SELECT aidb.create_model(

my_reranker,

nim_reranking,

config => aidb.nim_reranking_config(

model => nvidia/nv-rerankqa-mistral-4b-v3

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

),

credentials => {"api_key": "nvapi-..."}::JSONB

);

aidb.nim_reranking_config()パラメーター

Parameter Type Default Description

api_key TEXT NULL NIM認証用の APIキー。
model TEXT NULL NIMリランキングモデル識別子。
url TEXT NULL NIMエンドポイント URLのオー

バーライド。
basic_auth TEXT NULL 基本的な認証資格情報。
is_hcp_model BOOLEAN NULL モデルが HCPで実行されている

場合、`true`に設定します。

NIM APIキーを取得するには、build.nvidia.comでアカウントを作成し、モデルを選択して、モデルのペー
ジからキーを生成します。

6.2.6 Google Gemini

aidb.gemini_config() で gemini プロバイダーを使用します。api_key は aidb.gemini_config() の
最初のパラメーターであり、デフォルトありませんが、 NULLとして渡し、代わりに create_model()の
credentials引数を介して実際のキーを提供します。 configには api_keyフィールドを含めることはで
きません。

SELECT aidb.create_model(

my_gemini,

gemini,

config => aidb.gemini_config(

api_key => NULL,

model => gemini-2.0-flash

),

credentials => {"api_key": "AIza..."}::JSONB

);

aidb.gemini_config()パラメーター
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Parameter Type Default Description

api_key TEXT Required デフォルトはありませんが、
`NULL`を渡し、代わりに `cre-
ate_model()`の `credentials`引数
を介して本当のキーを提供しま
す。 `config`に `api_key`を含める
ことはできません。

model TEXT NULL Gemini モデル識別子たとえば
gemini-2.0-flash。

url TEXT NULL API エンドポイント URL オー
バーライド。

max_concurrent_requests INTEGER NULL APIへの最大同時要求。
thinking_budget INTEGER NULL 拡張思考トークンの予算 Gemini

2.xモデルのみ。

6.2.7 OpenRouter

OpenRouterは、複数のプロバイダーの 200以上のモデルに統合APIゲートウェイを提供します。AIDBは、
OpenRouterを介したチャット補完と埋め込みの両方をサポートしています。

チャット完了

SELECT aidb.create_model(

my_or_chat,

openrouter_chat,

config => aidb.openrouter_chat_config(anthropic/claude-3-5-haiku),

credentials => {"api_key": "sk-or-..."}::JSONB

);

aidb.openrouter_chat_config()パラメーター

Parameter Type Default Description

model TEXT Required OpenRouterモデル識別子。
api_key TEXT NULL OpenRouter APIキー。
url TEXT NULL API エンドポイント URL オー

バーライド。
max_concurrent_requests INTEGER NULL 最大同時要求。
max_tokens JSONB NULL 最 大 ト ー ク ン 構 成

`aidb.max_tokens_config()`か
ら。
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エンベディング

SELECT aidb.create_model(

my_or_embedder,

openrouter_embeddings,

config => aidb.openrouter_embeddings_config(mistral/mistral-embed),

credentials => {"api_key": "sk-or-..."}::JSONB

);

aidb.openrouter_embeddings_config()パラメーター

Parameter Type Default Description

model TEXT Required OpenRouter エンベディングモデ
ル識別子。

api_key TEXT NULL OpenRouter APIキー。
url TEXT NULL API エンドポイント URL オー

バーライド。
max_concurrent_requests INTEGER NULL 最大同時要求。
max_batch_size INTEGER NULL バッチ要求ごとの最大入力。

すべての構成ヘルパー機能の完全なパラメーターの詳細については、Models referenceを参照してください。

6.3 Support matrix
このページでは、EDBが AIDBと連携するようにテストおよび確認した特定のモデルバリアントをリスト
します。)。各テーブルは同じ形状に従います。モデル識別子、デフォルトかどうか、およびモデルの適性
の説明。説明を使用して、ユースケースに適切なバリアントを選択します。

6.3.1 ローカルモデル
デフォルトモデル

AIDBは、拡張機能が作成されるときにこれらのモデルを自動的に登録します。使用を開始するための構
成は必要ありません。これらの使用方法についてはデフォルトモデルを、各プロバイダーの意味について
はモデルプロバイダーを参照してください。

Model name Provider Description

bert bert_local (Candle) 汎用の英語テキスト埋め込み。ほとんどのテキス
ト検索および RAGユースケースに適したデフォ
ルト。

次のページに続く
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表 22 –前のページからの続き
Model name Provider Description

clip clip_local (Candle) マルチモーダル検索のための共同テキスト/画像
埋め込み。

t5 t5_local (Candle) 軽量のテキストからテキストへの生成 ̶ 翻訳、
要約、質問応答。

llama llama_instruct_local (Can-
dle)

指示に従っているローカルチャット/完了モデル。

bge-small-en-v1.5-f16 llamacpp_embeddings
(llama.cpp)

コンパクトで高速な英語テキストの埋め込み。

nomic-embed-text-
v1.5-Q8_0

llamacpp_embeddings
(llama.cpp)

`bge-small-en-v1.5-f16`よりも大きいコンテキス
トウィンドウ 2048トークンを使用した汎用英語
エンベディング。

bge-m3-f16 llamacpp_embeddings
(llama.cpp)

8192トークンコンテキストウィンドウを使用し
た多言語埋め込み -長い文書または英語以外の文
書に適しています。

qwen3-embedding-
0.6b-Q8_0

llamacpp_embeddings
(llama.cpp)

16384トークンのコンテキストウィンドウを使用
した大規模な埋め込みモデル。

qwen3-embedding-4b-
Q8_0

llamacpp_embeddings
(llama.cpp)

最大の事前登録されたエンベディングモデル
20480 トークンコンテキスト - 高品質、より多
くのコンピューティング。

qwen3.5-0.8b-Q8_0 llamacpp_generate
(llama.cpp)

非常に大きなコンテキストウィンドウ 262144
トークンを使用した、小規模で高速なチャット/
完了モデル。

llama-3.2-1b-instruct-
Q8_0

llamacpp_generate
(llama.cpp)

軽量のローカルチャット/補完のためのコンパク
トなMeta Llama 3.2指示モデル。

lightonocr-2-1b-Q8_0 llamacpp_ocr (llama.cpp) OCRのコンパクトビジョン言語モデル ̶ 画像
からテキストを抽出します。

dummy dummy 偽のデータを返します̶実際の推論を実行せず
にパイプラインをテストするため。

その他のテストされたバリアント Candle

次の HuggingFaceモデルバリアントは、上記のデフォルトを超えて、AIDBの Candleベースのローカルプ
ロバイダーで動作するようにテストおよび検証されています。aidb.create_model()を呼び出すときに、
これらの識別子を対応する構成ヘルパーで使用します̶カスタムモデルを参照してください。

BERT bert_local

Model identifier Default Description

sentence-
transformers/all-
MiniLM-L6-v2

OK 汎用の英語文埋め込み。速くて小さい。これは、
デフォルトの `bert`モデルが使用するものです。

次のページに続く
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表 23 –前のページからの続き
Model identifier Default Description

sentence-
transformers/paraphrase-
multilingual-mpnet-
base-v2

̶ 多言語埋め込み̶テキストが英語のみでない場
合に使用します。

sentence-
transformers/multi-qa-
MiniLM-L6-cos-v1

̶ 一般的な文の類似性ではなく、質問応答と検索用
に調整されています。

sentence-
transformers/paraphrase-
TinyBERT-L6-v2

̶ デフォルトより小さくて速いですが、品質は多少
コストがかかります。

SELECT aidb.create_model(my_bert, bert_local,

config => aidb.bert_config(sentence-transformers/paraphrase-multilingual-mpnet-

↪→base-v2));

すべての BERTバリアントは、テキスト埋め込み aidb.encode_text()をサポートしています。

CLIP clip_local

Model identifier Default Description

openai/clip-vit-base-
patch32

OK テストされた唯一の CLIPバリアント。ジョイン
トテキスト/画像の埋め込み。これは、デフォル
トの `clip`モデルが使用するものです。

CLIPは、テキスト埋め込み aidb.encode_text()と画像埋め込み aidb.encode_image()の両方をサポー
トしています。

T5 t5_local

Model identifier Default Description

t5-small OK 最速、最小の T5バリアント。これは、デフォル
トの `t5`モデルが使用するものです。

t5-base ̶ デフォルトより大きい -品質は高くなりますが、
速度は遅くなります。

t5-large ̶ 最大の T5バリアント̶最高の品質、ほとんどの
リソースを使用します。

T5バリアントは、テキストエンコード aidb.encode_text()とテキスト生成 aidb.generate_text()の
両方をサポートしています。
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ラマ llama_instruct_local

Model identifier Default Description

TinyLlama/TinyLlama-
1.1B-Chat-v1.0

OK 小規模で高速な指示追従のチャットモデル。こ
れは、デフォルトの `llama`モデルが使用するも
のです。

HuggingFaceTB/SmolLM2-
135M-Instruct

̶ 非常に小さくて速い -これらのバリアントの低品
質、最低のリソース使用量。

HuggingFaceTB/SmolLM2-
360M-Instruct

̶ Small̶ 135Mバリアントからの品質のステップ
アップ。

HuggingFaceTB/SmolLM2-
1.7B-Instruct

̶ これらのバリアントの中で最大のもの̶リソー
スの使用量が多くなりますが、デフォルトよりも
高品質です。

すべての Llamaバリアントは、テキスト生成 aidb.generate_text()をサポートしています。

!!!noteこれらは、AIDBで動作することが確認された事前審査されたバリアントです。これらに制限され
ません。互換性のある HuggingFaceモデルは、適切な構成ヘルパーで使用できますが、ここにリストされ
ているバリアントのみが EDBによってテストされています。

その他のテストされたバリアント llama.cpp

リランキング llamacpp_reranking

Model identifier Default Architecture Description

gpustack/bge-reranker-
v2-m3-GGUF

̶ Cross-encoder 多言語クロスエンコーダーのリラ
ンカー。分類ヘッドを介して各ク
エリ/ドキュメントペアを直接ス
コアリングします。

ggml-org/Qwen3-
Reranker-0.6B-Q8_0-
GGUF

̶ Decoder-only Qwen3-Reranker ファミリー。モ
デルの yes/no 判定トークンロジ
ットを読み取ることにより、各
ペアのスコアを獲得します。 lla-
macpp_rerankingを参照してくだ
さい。

どちらのバリアントもデフォルトモデルとして事前登録されていません。aidb.create_model()を呼び
出すときに、 jsonb_build_object()でいずれかの識別子を使用します ̶ llamacpp_rerankingを参照し
てください。
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6.3.2 リモートモデル
リモートモデルは、Postgresホストで実行されるのではなく、ネットワークを介して呼び出されます。Ope-
nAIおよび Anthropicの NVIDIA NIMマイクロサービスとチャット/エージェントモデル - ネイティブの
openai_responsesおよび anthropic_messagesアダプターを含む複数のプロバイダーを介して到達可能。

NVIDIA NIM

AIDBは、複数のプロバイダーを介して NVIDIA NIMマイクロサービスをサポートしています。登録方法
については、NVIDIA NIM を参照してください。ハイブリッドマネージャーのモデルサービングによって
事前展開されていないモデルは、KServeを使用してセルフホストし、aidb.create_model()を使用して
AIDBに登録できます。

EDBハイブリッドマネージャーのモデルサービングによって事前展開されるものを含む、プロバイダーご
とにサポートされている NIMモデルの完全なリスト、埋め込み、CLIP、OCR、再ランキングについては、
GPU recommendations for default NIM modelsを参照してください。

OpenAIと Anthropicモデル

以下の各モデル識別子は、複数の AIDBプロバイダーに登録できます。どれを選択するかは、どのモデル
であるかではなく、モデルの使用方法によって異なります。

• ``openai_responses`` (+ openai_responses_azure ) お よ び ``anthropic_messages`` (+
anthropic_messages_azure /anthropic_messages_bedrock ) ̶AIDB のネイティブ、エー
ジェント対応プロバイダー。直接呼び出しと Managing agentsで作成されたエージェントの両方で、
実際の tools / tool_choice / response_formatサポート。

• ``openai_completions`` OpenAIの古い Chat Completions API。同じ OpenAIモデルで動作し、プレー
ンテキスト生成 aidb.generate_text()、要約、パイプラインステップに最適な選択ですが、tools

/ tool_choice /response_formatを直接拒否し、エージェントをバッキングする際にプロンプトイ
ンジェクションを介して_simulates_ツール呼び出しのみを行います。

• ``openrouter_chat`` OpenRouter 独自のモデルスラグたとえば openai/gpt-4o または anthropic/

claude-opus-4-6を介したOpenAI、Anthropic、および他のベンダーのモデル以下のすべてを含むへ
の単一のゲートウェイ。openai_completionsと同じネイティブではなくシミュレートされたツー
ル呼び出し。

完全な比較および登録例については、OpenAI Responses API および Anthropic Messages API を参照してく
ださい。以下の表は、各ベンダーが提供するすべてのモデルの完全なカタログではありません。これらは
開始点として一般的に使用されるファミリーを呼び出し、現在のフラッグシップ/効率的な層と参照として
長く確立されたバリアントの両方をカバーしています。完全な現在のラインナップと正確な機能について
は、ベンダー独自のモデルドキュメントを確認してください。

OpenAI
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Model identifier Native
provider(s)

Also usable
via

Cloud host support
(native)

Description

gpt-5.6-sol /
-terra / -luna

ope-
nai_responses,
ope-
nai_responses_azure

ope-
nai_completions,
open-
router_chat

Direct, Azure AI
Foundry

GPT-5.6ファミリーは、機能、
レイテンシー、コストの 3階
層のトレードオフで提供され
ます。層の比較については、
OpenAIのドキュメントを確
認してください。

gpt-5.4-mini ope-
nai_responses,
ope-
nai_responses_azure

ope-
nai_completions,
open-
router_chat

Direct, Azure AI
Foundry

GPT-5.4世代の小規模でコス
ト効率の高いティア̶主力コ
ストの数分の 1で確かなツー
ル呼び出し精度。

gpt-4o ope-
nai_responses,
ope-
nai_responses_azure

ope-
nai_completions,
open-
router_chat

Direct, Azure AI
Foundry

老舗のマルチモーダルモデ
ル。最新のGPT-5.x層が必要
ない場合の安定した有名なア
ンカー。

人間性

Model identifier Native
provider(s)

Also usable
via

Cloud host support
(native)

Description

claude-opus-4-6 an-
thropic_messages,
an-
thropic_messages_azure,
an-
thropic_messages_bedrock

open-
router_chat

Direct, Azure AI
Foundry, AWS Bedrock

最も要求の高い推論および
エージェントツール呼び出し
タスクのためのフラッグシッ
プクロードモデル。

claude-sonnet-5 an-
thropic_messages,
an-
thropic_messages_azure,
an-
thropic_messages_bedrock

open-
router_chat

Direct, Azure AI
Foundry, AWS Bedrock

バランスの取れた中層モデル
̶エージェントおよび日常の
チャット/完了のための強力な
汎用選択。

claude-haiku-4-
5

an-
thropic_messages,
an-
thropic_messages_azure,
an-
thropic_messages_bedrock

open-
router_chat

Direct, Azure AI
Foundry, AWS Bedrock

最速で最もコスト効率の高い
現在のクロード階層-大容量
またはレイテンシーの影響を
受けるツール呼び出しに適し
ています。

次のページに続く
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表 29 –前のページからの続き
Model identifier Native

provider(s)
Also usable
via

Cloud host support
(native)

Description

claude-3-5-
haiku

an-
thropic_messages,
an-
thropic_messages_azure,
an-
thropic_messages_bedrock

open-
router_chat

Direct, Azure AI
Foundry, AWS Bedrock

長く確立され、広く使用され
ているバリアント。最新のク
ロードティアが必要ない場合
の、安定した有名なアンカー。

Anthropicには、OpenAIが openai_completionsがあるような古いコンプリートスタイルのプロバイダー
がありません。anthropic_messagesは、openrouter_chatゲートウェイオプションと並んで、クロード
の唯一の直接 AIDBプロバイダーです。

!!!note Azure AI Foundry または AWS Bedrock でのモデルの可用性は、特に最近リリースされた層の場
合、ベンダー独自の直接 APIでのリリースより遅れる場合があります。openai_responses_azureまたは
anthropic_messages_bedrockが動作すると予想されるモデルを拒否した場合、各クラウドプロバイダー
に現在の可用性を確認してください。
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AIDBパイプラインは、2種類のデータソースから読み取ることができます。

• Postgresテーブル̶ aidb.create_pipeline()の sourceパラメーターを使用して、名前で直接テー
ブルを参照します。 Creating pipelinesを参照してください。

• 外部ストレージボリューム̶ S3互換オブジェクトストア、Google Cloud Storage、Azure、またはロー
カルファイルシステムを PGFSを介して接続します。このページの残りの部分では、これを設定する
方法について説明します。

外部ストレージは、Postgresファイルシステム PGFS拡張機能を介してアクセスされます。これは、外部
ストレージを保存場所として Postgresにマップします。AIDBは、各保存場所を名前でパイプライン参照
するボリュームでラップします。ボリュームは foreign tableであるため、標準の SQLでオブジェクトをリ
スト、読み取り、書き込み、および削除できます。

7.1 その仕組み
外部ストレージを AIDBパイプラインに接続することには、2つのオブジェクトが関係します。

• PGFSストレージ場所 ̶外部ストレージプロバイダーの URI、資格情報、および接続オプションを
定義します。pgfs.create_storage_location()で作成されました。

• AIDBボリューム ̶PGFSストレージ場所のコンテンツを行として公開する外部テーブル。データ
フォーマット Text、Image、Pdfとオプションのサブパスを保存します。aidb.create_volume()

で作成されました。

ボリュームが存在したら、Postgresテーブルとまったく同じように、aidb.create_pipeline()の source

として参照するか、SQLで直接照会します。

!!!noteストレージの場所を作成する前に、PGFS拡張機能をインストールする必要があります。Configuring
AIDBを参照してください。

7.2 ステップ 1保存場所を作成する
pgfs.create_storage_location()を使用して、外部ストレージへの接続を定義します。 urlパラメー
ターは、ストレージバックエンドとパスを識別します。 options JSONBオブジェクトは、リージョンな
どのプロバイダー固有の設定を保持します。credentials JSONBオブジェクトは、アクセスキーなどの
認証シークレットを伝送します。

!!!note credentialsパラメーターの明示的な資格情報は、認証の唯一の方法ではありません。これらを省
略すると、S3、Azure、およびGCSストレージの場所は、各クラウドプロバイダーの独自のネイティブ資格
情報解決 IAMロール、管理対象/ワークロード ID、インスタンスメタデータ、アプリケーションのデフォ
ルト資格情報にフォールバックします。Postgresが既にクラウドで実行されている場合に役立ちます IDが
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アタッチされているため、保存するシークレットはまったくありません。詳細は、PGFS documentationを
参照してください。

7.2.1 S3互換オブジェクトストア

- - Private S3 bucket with credentials

SELECT pgfs.create_storage_location(

name => my_s3_location,

url => s3://my-bucket/my-folder,

options => {"region": "us-east-1"},

credentials => {"access_key_id": "<key>", "secret_access_key": "<secret>"}

-- or omit the credentials argument to use the cloud providers native credential␣

↪→chain (IAM role, managed identity, etc.) instead

);

- - Public S3 bucket (no credentials required)

SELECT pgfs.create_storage_location(

name => my_public_bucket,

url => s3://aidb-rag-app,

options => {"region": "eu-central-1", "skip_signature": "true"}

);

7.2.2 ローカルファイルシステム
ローカルファイルシステムアクセスの場合、保存場所を作成する前に postgresql.confで許可されるベー
スパスを宣言します。PGFSは、セキュリティのためにこれらのパスへのアクセスを制限します。

# postgresql.conf

pgfs.allowed_local_fs_paths = /tmp/pgfs

Postgresを再起動した後、file:// URIを使用して保存場所を作成します。

SELECT pgfs.create_storage_location(

name => local_tmp_pgfs,

url => file:///tmp/pgfs/

);

S3、GCS、および Azureのストレージ場所オプションの詳細については、PGFS documentationを参照して
ください。

!!!注オブジェクトストアへの外向きの制限 PGFSは、ストレージの場所へのアクセス時に PGFSが到達で
きるホストを制限するオプションのアウトバウンドホワイトリスト pgfs.egress_allowlist、共有フォー
ルバックとして edb.egress_allowlist をサポートします。これは、AIDB のモデルプロバイダートラ
フィックの許可リストとは無関係です。両方を一緒に構成できます。PGFS̶ Network egressおよび AIDB
̶ Network egressを参照してください。
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7.3 ステップ 2ボリュームを作成する
aidb.create_volume()を使用して、PGFS記憶場所を AIDBに公開する外部テーブルを作成します。ボ
リューム名は、パイプラインと SQLクエリーで参照する外部テーブルの名前です。

SELECT aidb.create_volume(

name => my_volume,

server_name => my_s3_location,

path => /,

data_format => Text

);

パラメーター

Parameter Description

name ボリュームの一意の名前。有効な引用符なしの PostgreSQL識別子である必要
があります小文字、文字またはアンダースコアで始まり、文字、数字、アン
ダースコアのみが含まれます-ダッシュやスペースは含まれません。外部テー
ブル名として使用されます。

server_name アタッチする PGFSストレージ場所の名前。
path 保存場所内のオプションのサブパス。以下のパス処理を参照してください。
data_format このボリュームのデータの種類。 Text、Image、または `Pdf`のいずれか。パ

イプラインはこれを使用して、正しい解析ステップを選択します。

!!!note data_formatはメタデータです。オブジェクトを処理する方法を AIDBに指示しますが、フィルタ
リングはしません。ボリュームには、宣言されたフォーマットのオブジェクトのみが含まれていることを
確認します。

7.3.1 パス処理
path引数は、作成時に正規化されます。先頭と後続のスラッシュが削除され、後続のスラッシュが 1つだ
け追加されます。これは、次のすべてが foo/として保存されることを意味します。

• foo

• /foo

• foo/

• /foo/

NULLまたは/を渡すと、/として保存されます。これは、ストレージの場所のルートをターゲットとしま
す。正規値とは、aidb.volumesで表示されるもの、およびオブジェクトキーの計算に使用されるものです。
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7.3.2 例 S3の PDF

SELECT pgfs.create_storage_location(

pdf_bucket,

s3://my-docs-bucket,

options => {"region": "us-east-1"},

credentials => {"access_key_id": "<key>", "secret_access_key": "<secret>"}

-- or omit the credentials argument to use the cloud providers native credential␣

↪→chain instead

);

SELECT aidb.create_volume(pdf_volume, pdf_bucket, /, Pdf);

7.3.3 例ローカルディレクトリ内の画像

SELECT pgfs.create_storage_location(local_tmp_pgfs, file:///tmp/pgfs/);

SELECT aidb.create_volume(ocr_input_volume, local_tmp_pgfs, ocr_input/, Image);

7.4 ステップ 3ボリュームをパイプラインソースとして使用する
aidb.create_pipeline()の sourceパラメーターをボリューム名に設定します。ボリュームソースは、
パイプラインの観点からテーブルソースと同じように動作します。

SELECT aidb.create_pipeline(

name => my_pdf_pipeline,

source => pdf_volume,

step_1 => ParsePdf,

step_2 => ChunkText,

step_3 => KnowledgeBase,

step_3_options => aidb.knowledge_base_config(bert_local, Text)

);

完全なウォークスルーについては、 Create a pipelineを参照してください。

7.5 ボリュームの管理
7.5.1 ボリュームのリスト
aidb.volumesビューを介してすべてのボリュームをリストします。

SELECT * FROM aidb.volumes;

__OUTPUT__

schema | volume | storage_location | path

- -------+--------------+------------------+---------------

(次のページに続く)
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public | pdf_volume | pdf_bucket | /

public | text_bucket | text_bucket | aidb-rag-app/

(2 rows)

ビューは、schema、volume、storage_location、および path正規化された 4つの列を結果ます。

7.5.2 ボリュームの削除
SELECT aidb.delete_volume(my_volume);

!!!note PGFSストレージ場所を削除すると、その上に構築されたすべてのボリュームも削除されます。

7.6 SQLを使用してボリュームコンテンツにアクセスする
ボリュームは PGFSによってバッキングされる外部テーブルであるため、ストレージ場所のオブジェクト
は行として公開されます。列は次のとおりです。

Column Type Description

key TEXT ボリュームの `path`を基準としたオブジェクト
キーファイルパス。

size BIGINT バイト単位のオブジェクトサイズ。
last_modified TIMESTAMPTZ ストレージバックエンドによって報告された最

終変更タイムスタンプ。
e_tag TEXT ストレージバックエンドによって報告されるエ

ンティティタグ ETag利用可能な場合。
body BYTEA オブジェクトの内容。クエリーに `WHERE key

= '<exact-key>'`が含まれる場合にのみ入力されま
す。以下の注を参照してください。

!!!note body列は、WHERE key = '...'で単一のキーでフィルタリングを選択した場合にのみ取得されま
す。キーフィルタなしで bodyを選択すると、 NULLが返されます。これは、ボリューム内のすべてのオブ
ジェクトを誤ってダウンロードすることに対する安全対策です。

7.6.1 ボリューム内のオブジェクトのリスト
SELECT key, size, last_modified

FROM my_volume

ORDER BY key;

__OUTPUT__

key | size | last_modified

- -----------------------+------+------------------------

Test 1.html | 1093 | 2026-05-14 15:49:32+00

Test 2.html | 1563 | 2026-05-14 15:50:02+00

(次のページに続く)
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Test 3.html | 1395 | 2026-05-14 15:49:32+00

(3 rows)

LIMITはストレージバックエンドにプッシュダウンされるため、大きなバケットを安全に覗き見できます。

SELECT key, size FROM my_volume LIMIT 5;

7.6.2 単一オブジェクトの読み取り
正確なキーをフィルタリングしてオブジェクト本体を取得します。

- - Read a binary file as BYTEA

SELECT body FROM my_volume WHERE key = report.pdf;

- - Read a text file as text

SELECT convert_from(body, utf8)

FROM my_volume

WHERE key = notes.txt;

7.6.3 オブジェクトの書き込み、上書き、および削除
ボリュームは、標準の INSERT、UPDATE、および DELETEをサポートしています。 bodyは BYTEAです。
必要に応じてテキストを byteaにキャストします。

- - Upload a new object

INSERT INTO my_volume (key, body)

VALUES (hello.txt, Hello, world::bytea);

- - Overwrite an existing object

UPDATE my_volume

SET body = Hello again::bytea

WHERE key = hello.txt;

- - Delete an object

DELETE FROM my_volume WHERE key = hello.txt;

!!!noteオブジェクトストアの書き込みはトランザクションではありません。成功した INSERT、UPDATE、
または DELETEは、周囲の PostgreSQLトランザクションが中断してもロールバックされません。

キーの名前の変更 UPDATE my_volume SET key = ...はサポートされていません。
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AIDBを使用すると、データベース内でエージェントを構成および実行できます。彼らはデータへの安全
なローカルアクセスを持っており、モデルが実行される場所によっては、データが Postgresを離れる必要
はありません。

エージェントは、名前付けの再利用可能な構成指示、モデル、および呼び出すことができるツールセット
です。AIDBは、ReActスタイルの推論ループを介して実行します。モデルは考え、オプションで 1つ以上
のツールを呼び出し、結果を観察し、答えがあるまで繰り返します。

!!!noteこれは、 Agent Factory in Hybrid Manager (HM)とは異なる明確なデータベース内機能です。AIDB
のエージェントは、Postgresデータベース内で SQLファンクション呼び出しとして完全に実行されます。

エージェントは通常の Postgresオブジェクトであり、SQLで作成および照会されます。以下の例では、小
さな text-to- SQLエージェントをエンドツーエンドで構築します。データベーススキーマを事前に知らず、
catalog discovery toolsで検出し、データに対して実際のクエリーを実行することにより質問に回答します。

8.1 例 text-to- SQLエージェント
8.1.1 セットアップ
サンプルデータを作成し、モデルを登録し、エージェントを作成します。

CREATE TABLE public.foods (

id SERIAL PRIMARY KEY,

name TEXT NOT NULL,

category TEXT NOT NULL,

calories INTEGER NOT NULL,

price_usd NUMERIC(6,2) NOT NULL,

is_vegetarian BOOLEAN NOT NULL DEFAULT false

);

INSERT INTO public.foods (name, category, calories, price_usd, is_vegetarian) VALUES

(Apple, Fruit, 95, 0.50, true),

(Banana, Fruit, 105, 0.30, true),

(Grilled Chicken Breast,Meat, 165, 3.50, false),

(Salmon Fillet, Fish, 208, 6.00, false),

(Broccoli, Vegetable, 55, 1.20, true),

(Cheddar Cheese, Dairy, 402, 2.80, true),

(Brown Rice, Grain, 216, 0.80, true),

(Bacon, Meat, 541, 4.20, false),

(次のページに続く)
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(Almonds, Nuts, 579, 5.50, true),

(Dark Chocolate, Snack, 546, 3.00, true);

SELECT aidb.create_model(

gpt_5_6_terra_azure,

openai_responses,

config => aidb.openai_responses_config(

model => gpt-5.6-terra,

url => https://my-ai-service.example.com/openai/v1/responses

),

credentials => jsonb_build_object(

api_key, <your-api-key>

)

);

SELECT aidb.create_agent(

name => text2sql_demo,

instructions => You are a helpful, read-only database assistant that answers␣

↪→questions by

|| querying the database. You do not know this databases schema␣

↪→in

|| advance -- before answering, use the catalog_list_objects␣

↪→tool to

|| discover which tables exist, then use catalog_get_object_

↪→details to

|| inspect the columns of any table you intend to query. Never␣

↪→guess a

|| table or column name -- always verify it via these catalog␣

↪→tools first.

|| Once you know the relevant table and columns, use the run_sql_

↪→query

|| tool to fetch the actual data needed to answer the question --

never

|| state a specific result as fact unless it came from a␣

↪→successful

|| run_sql_query call. You only have read-only access and cannot␣

↪→modify

|| any data. Once a query has given you enough information to␣

↪→answer,

|| respond immediately -- do not repeat a tool call you have␣

↪→already made

|| with the exact same arguments.,

model => gpt_5_6_terra_azure,

tools => ARRAY[run_sql_query, catalog_list_objects, catalog_get_object_

↪→details]
(次のページに続く)
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);

8.1.2 会話
データに関するエージェントに質問します。バックグラウンドでは、使用可能なテーブルをリストし、foods
列を検査し、クエリーを実行し、結果から回答します。

SELECT * FROM aidb.agent_converse(text2sql_demo, Which vegetarian food item has the␣

↪→fewest calories?);

__OUTPUT__

message |

conversation_id | error

- -------------------------------------------------------------------------------+----

↪→----------------------------------+-------

Broccoli has the fewest calories among vegetarian items, with **55 calories** . |␣

↪→08571a03-0758-4cda-8595-607e2a69c8ce |

(1 row)

推論ループの個々のツール呼び出しと結果を監視するには、 debug => trueで再実行します。 Invoking
agentsを参照してください。

8.1.3 比較
エージェントの推論ループとツールを使用せずに、同じモデルに直接尋ねられた同じ質問には、モデルの
トレーニングデータからのみ回答できます。foodsテーブルの存在を知りません。

SELECT aidb.generate_text(gpt_5_6_terra_azure, Which vegetarian food item has the␣

↪→fewest calories?);

__OUTPUT__

generate_text

- ------------------------------------------------------------------------------------

↪→----------------------------------------------

Among common solid vegetarian foods, **raw watercress** is one of the lowest-

↪→calorie options, at about **11 calories per 100 g** .+

+

[...]

(1 row)

エージェントは実際のデータに基づいて回答を根拠にしました。裸のモデル呼び出しは推測することしか
できませんでした。

エージェントの tools配列は、AIDBの統合ツールカタログつまりビルトイン AIDBオペレーション、登
録するカスタムパラメーター化 SQLクエリー、または外部MCPサーバーからインポートされたオペレー
ションから取得します。完全なカタログについては、ツールとデリゲートを参照してください。
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8.2 ドキュメントマップ

Page What it covers

Managing agents aidb.create_agent(), updating and deleting agents, roles, structured output
Invoking agents aidb.agent_converse(), conversations and sessions, read-only mode, debug mode,

budgets and limits
Delegation Presenting delegates to the model, continuing delegate conversations, what propa-

gates across a handoff, delegation depth

完全なパラメーターテーブルと戻り型については、Agents referenceを参照してください。

8.2.1 Managing agents

エージェントは aidb.create_agent()で作成された aidb.agentsの行です。Invoking agentsを呼び出す
までは何も実行されません。エージェントの作成は、構成を保存するだけです。

SELECT aidb.create_agent(

name => db_helper,

instructions => You are a helpful assistant that answers questions about␣

↪→this database. Be concise.,

model => my_gpt,

tools => ARRAY[run_sql_query], -- optional; tool names from aidb.

↪→tools. Default: NULL (no tools)

delegates => NULL, -- optional; names of other␣

↪→agents to delegate to. Default: NULL (no delegation)

role => NULL, -- optional; Postgres role tool␣

↪→calls run as. Default: NULL (run as the calling role)

output_type => NULL, -- optional; structured output␣

↪→schema from aidb.output_type(). Default: NULL (plain-text answer)

input_token_budget => NULL, -- optional; input token cap per␣

↪→agent_converse call. Default: NULL (no limit)

output_token_budget => NULL, -- optional; output token cap␣

↪→per agent_converse call. Default: NULL (no limit)

max_iterations => NULL, -- optional; reasoning-round cap␣

↪→per call. Default: NULL (a hard ceiling of 25 always applies)

timeout => NULL, -- optional; wall-clock seconds␣

↪→cap per call. Default: NULL (300 seconds applied at runtime)

budget_strategy => attempt_complete, -- optional; behavior when a␣

↪→budget is exceeded. Default: attempt_complete

preset => NULL -- optional; reserved for future␣

↪→use, has no effect today. Default: NULL

);

成功した場合は行を返しません。失敗した場合たとえば、名前が既に使用されている場合、error列セッ
トを含む単一の行を返します。これは発生しないため、create_agent呼び出しのバッチは途中で中断で
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きません。

SELECT * FROM aidb.create_agent(db_helper, Be helpful., my_gpt);

__OUTPUT__

error

- -----------------------------------

agent db_helper already exists

(1 row)

モデルの選択

model は、テキストを生成し、指示に従うことができる登録済みの モデルの選択 を指定する必要があ
ります。埋め込み、リランキング、OCR、およびマルチモーダル埋め込みプロバイダー bert_local 、
openai_embeddings 、nim_reranking 、clip_local などはエージェントをバックすることができず、
t5_localは、指示フォローまたはシステムプロンプトのサポートがないため、完全に拒否されます。。他
のすべてのテキスト生成プロバイダーは動作し、ツール呼び出しの品質によって 2つの層に分割されます。

優先̶これらは実際のプロバイダーネイティブのツール呼び出し要求を送信します。

• openai_responses + openai_responses_azure

• anthropic_messages + anthropic_messages_azure / anthropic_messages_bedrock

• llamacpp_generate

サポートされている –これらは動作しますが、AIDBは、プロンプトテキストで使用可能なツールを説明
し、モデルのプレーンテキストの応答からツールコールバックを解析することにより、ツール呼び出しを
シミュレートします。

• openai_completions

• completions他の OpenAI-Chat-Completions互換エンドポイント

• nim_completions

• openrouter_chat

• gemini

• llama_instruct_local

優先/サポートされている区別の詳細については、ツール呼び出しと構造化出力 を参照してください。
create_agent を呼び出すときにモデルはまだ存在する必要はありません。agent_converse のみが解
決可能である必要があります。

ツールとデリゲート

tools は、エージェントが呼び出すことができる Tools reference aidb.tools からの名前の配列です。
delegates は、Delegation ことができる他のエージェントの名前の配列です。どちらも create_agent /
update_agent時間に aidb.tools / aidb.agentsに対して検証されます。不明な名前は、agent_converse
内で後で表面化するのではなく、すぐに拒否されます。ツールまたはデリゲートがないエージェントの場
合は、いずれかを省略します。
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SELECT aidb.create_agent(

name => help_desk,

instructions => Help users with general questions, delegating data questions to a␣

↪→specialist.,

model => my_gpt,

tools => ARRAY[run_sql_query],

delegates => ARRAY[sql_specialist]

);

アクセス許可

デフォルトでは、エージェントのツールは、Postgresロールが agent_converseを呼び出すときに runsを
呼び出します。代わりに roleを渡してエージェントを特定のロールに固定します̶たとえば、呼び出した
アプリケーションユーザーが持っているよりも狭いテーブル権限を与えます。呼び出し者は、既にそのロー
ル pg_has_role(..., 'MEMBER')のメンバーである必要があります。 create_agent /update_agent属
していないロールで構成されたエージェントを拒否します。

SELECT aidb.create_agent(

name => readonly_reporter,

instructions => Answer questions about sales data. Never modify data.,

model => my_gpt,

tools => ARRAY[run_sql_query],

role => reporting_role

);

構造化された出力

デフォルトでは、agent_converseの回答はプレーンテキストです。代わりに構造化 JSONを取得するに
は、aidb.output_type()および aidb.output_field()を使用してスキーマをビルドします。

SELECT aidb.create_agent(

name => sentiment_tagger,

instructions => Classify the sentiment of the given text.,

model => my_gpt,

output_type => aidb.output_type(

aidb.output_field(sentiment, TEXT, One of: positive, negative, neutral),

aidb.output_field(confidence, FLOAT)

)

);

aidb.output_field() の description 引数はオプショナル。agent_converse の呼び出し時
output_type 引数は、その 1 つのコールのみにエージェントの構成済みスキーマをオーバーライド
します。
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予算、イテレーション、およびタイムアウト

input_token_budget 、output_token_budget 、max_iterations 、および timeout 秒は、単一の
agent_converse 呼び出しのコストと実行時間を制限します。 budget_strategy は、予算を超過した
場合の動作を制御します。すべてはオプショナル。これはエージェントの静的構成のプロパティではなく、
会話の実行方法のプロパティであるため、完全な動作については予算と制限を参照してください。

SELECT aidb.create_agent(

name => cost_capped_helper,

instructions => Answer questions about the orders table.,

model => my_gpt,

input_token_budget => 20000, -- INTEGER; input tokens allowed per agent_

↪→converse call

output_token_budget => 2000, -- INTEGER; output tokens allowed per agent_

↪→converse call

max_iterations => 10, -- INTEGER; reasoning rounds allowed per call (a␣

↪→hard ceiling of 25 always applies)

timeout => 60, -- INTEGER; wall-clock seconds allowed per call

budget_strategy => error -- TEXT; one of ignore, error, summarize, attempt_

↪→complete

);

エージェントの更新と削除

aidb.update_agent() は create_agent と同じフィールドを取ります。すべてオプショナル。渡した
フィールドのみが変更します。その他はすべて現在の値を維持します。

SELECT aidb.update_agent(db_helper, model => my_new_gpt, max_iterations => 15);

専用の「list agent」ファンクションはありません。aidb.agentsは通常のテーブルであるため、SELECT *

FROM aidb.agentsはそれらをリストします。完全な列リストについては、Agents referenceを参照してく
ださい。

aidb.delete_agent()は、名前でエージェントを削除します。

SELECT aidb.delete_agent(db_helper);

エージェントに会話履歴がある場合、これはデフォルトで失敗します内部タスクレコードは外部キーによっ
て参照されます。force => trueを渡して、エージェントとともにその内部履歴を削除します。会話トラ
ンスクリプト自分自身は、いずれの場合も変更されず、それを生成したエージェントが削除された後でも
会話の取得で読み取り可能なままです。

SELECT aidb.delete_agent(db_helper, force => true);

!!!note create_agent / update_agentは、preset引数たとえば'text_to_sql'なども受け入れます。こ
れはエージェントに保存されますが、現在その動作は変更しません。将来の使用のために予約されています。
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8.2.2 Invoking agents

aidb.agent_converse()は、プロンプトをエージェントに送信し、回答が生成されるか、制限に到達する
まで、その推論ループを実行します-考え、オプションでツールを呼び出し、観察、繰り返します。

SELECT * FROM aidb.agent_converse(

agent_name => db_helper,

prompt => How many rows are in the orders table?,

conversation_id => NULL, -- optional; continue an existing conversation by id.␣

↪→Default: NULL (starts a new conversation)

read_only => NULL, -- optional; force read-only mode on/off. Default: NULL␣

↪→(auto: on for a read replica, off otherwise)

output_type => NULL, -- optional; override the agents structured output␣

↪→schema for this call. Default: NULL (use the agents own configuration)

debug => NULL -- optional; also emit every action as a NOTICE.␣

↪→Default: NULL (false)

);

__OUTPUT__

message | conversation_id | error

- ------------------------------------+--------------------------------------+-------

The orders table has 4,213 rows. | 8f14e45f-ceea-467e-9575-a3d1a2c1a123 |

(1 row)

Managing agentsと同様に、これはエージェントロジックの障害不明なエージェント、ループ途中の推論の
障害、超過した予算に対して発生することはありません。errorは代わりに返された行に値が設定される
ため、呼び出しのトランザクションおよび既にログに記録されているすべてその試行)はまだコミットし
ます。

output_typeを渡して、このコールのみにエージェントの構成済み出力スキーマをオーバーライドします。
ビルドの方法については、構造化された出力を参照してください。

会話

すべての agent_converseコールは、 conversation_idによって識別される会話に属します。最初の呼
び出しでそれを省略すると、AIDBが生成します。エージェント自分自身の以前の履歴をコンテキストと
して、後の呼び出しに同じ IDを渡して会話を続行します。

SELECT * FROM aidb.agent_converse(db_helper, And how many are still pending?,

conversation_id => 8f14e45f-ceea-467e-9575-a3d1a2c1a123);

最初のプロンプトを送信する前に IDを用意しておきたい場合たとえば、UIセッションとともにログに記
録する場合、aidb.start_agent_session()で前もって 1つ作成します。

SELECT * FROM aidb.start_agent_session(db_helper);

SELECT * FROM aidb.agent_converse(db_helper, How many rows are in the orders table?,

conversation_id => <the id start_agent_session returned>);
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start_agent_sessionはエージェント名のみを検証し、新しい IDを返します。会話は、それを使用する
最初の agent_converse呼び出しまで、実際には存在しません。

会話の取得

aidb.get_conversation()は、会話のユーザープロンプトと最終的な回答を順番に結果ます。ツール呼
び出しまたは中間推論ステップ、これらは「会話」ではなくアクティビティの詳細です。

SELECT * FROM aidb.get_conversation(8f14e45f-ceea-467e-9575-a3d1a2c1a123);

__OUTPUT__

message_id | task_id | action_type | role | sender_id | contents

- -----------+---------+--------------+-------+-----------+---------------------------

↪→------------

... | ... | user_prompt | user | postgres | How many rows are in the␣

↪→orders table?

... | ... | answer | agent | db_helper | The orders table has 4,213␣

↪→rows.

(2 rows)

aidb.get_message()は、 message_idによって 1つのメッセージのプレーンテキストコンテンツを取得
します。どちらも aidb.conversation_logビューによってサポートされており、直接照会することもで
きます。aidb.conversationsは、会話ごとに 1行メッセージ数、ステータス、最後のメッセージに集計
します。完全な列リストについては、Agents referenceを参照してください。

読み取り専用モード

read_only => true を渡して、何も永続化せずにエージェントを実行します。会話履歴は書き込まれ、
conversation_idは常に NULLとして返されるため、読み取り専用の実行は後で再開できません。データ
ベースがリードレプリカの場合、これは自動です明示的に渡す必要はありません。

読み取り専用の実行は、一度に 2つのことを強制します。すべてのツール呼び出しはそのステートメント
の SET LOCAL transaction_read_only = onの下で実行され、読み取り専用ではないツールは、そもそ
もエージェントが表示または呼び出すことができるものから除外されます。MCPツールは、分類方法に関
係なく、常に読み取り専用モードで除外されます。外部サーバー自身の読み取り/書き込み動作は、AIDB
が検証できるものではありません。読み取り専用の実行中に Delegationが発生した場合、デリゲート自分
自身のサブ呼び出しも強制的に読み取り専用になります。

デバッグモード

aidb_internal.action_logに書き込まれる通常の履歴に加えて、代わりにではなく、すべてのアクショ
ンモデルの要求/応答、ツール呼び出しとその結果、推論ステップを Postgres NOTICEとして出力するため
にも debug => trueを渡します。これは、エージェントが対話的に動作するのを監視したり、psqlはデ
フォルトで NOTICEをターミナルに出力したり、そのパスを選択した理由をデバッグしたりするのに役立
ちます。
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SELECT * FROM aidb.agent_converse(db_helper, How many rows are in the orders table?,␣

↪→debug => true);

NOTICE: [tool_call] run_sql_query({"query": "SELECT count(*) FROM orders"})

NOTICE: [tool_response] run_sql_query -> [{"count": 4213}]

NOTICE: [answer] The orders table has 4,213 rows.

各 NOTICEには、そのアクションの要求/応答ペイロードプロンプト、ツール引数、および結果が含まれま
す。切り詰められますが、編集されません。これらの詳細には、独自のツールから返されたデータが含ま
れる場合があります、クライアント出力またはサーバーログを表示できる人に表示されないコンテキスト
では、debug => trueを避けてください。これは、runが行うデリゲートのサブコールにも適用されます。

予算と制限

各 agent_converse コールは 4 つのバジェットによって制限され、すべてオプショナルで pro-
moteb.create_agent に設定されます。

Parameter What it caps

input_token_budget Input tokens for the call.
output_token_budget Output tokens for the call.
max_iterations Reasoning rounds ̶ one model call plus any tools it calls in that round, not indi-

vidual tool calls. A hard ceiling of 25 always applies, regardless of configuration,
as a backstop against a runaway agent.

timeout Wall-clock seconds for the call. Defaults to 300 seconds if unset.

予算を超過した場合に何が起こるかは、budget_strategyによって異なります。

Strategy Behavior

attempt_complete (de-
fault)

予算を最初に超過すると、3つの追加の推論ラウンドを付与、モデルの時間
が残りわずかであることを伝えて、ラップアップします。次に、まだ終了し
ていない場合はエラーで停止します。

error エラーですぐに停止します。
summarize すぐに停止し、モデルにこれまでに行ったことの簡単なステータスレポート

を求め、それをエラーではなく回答として返します。
ignore 1回限りの警告を Postgres `WARNING`としてログに記録し、制限なしで続行

します。

コンテキストの長さ

長い会話は自動的に制限されます。タスクの組み立てられたプロンプトが内部で追跡されるサイズの推定
値を超えると、AIDBはモデルに履歴の古い部分を要約するように求め、元のターンの代わりにその概要を
続行します。これは、長時間実行される会話がモデルのコンテキストウィンドウを吹き飛ばさないように
するための基本的な自動バウンディングです。構成するものは何もありません。これが発生すると、アク
ティビティログに compactionエントリが表示されます。会話の背後にある完全なアクティビティ履歴に
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ついては、デバッグモードを参照するか、 aidb_internal.action_logを直接照会します。すべてのモ
デルの要求/応答、およびツール呼び出し/応答、aidb.get_conversation()が返すユーザー向けメッセー
ジだけでなく。

8.2.3 Delegation

エージェントは、ツールを直接呼び出す代わりに、またはそれとともに、要求の一部を別のエージェント
に引き渡すことができます。Managing agentsを行うときに、delegatesに他のエージェントの名前をリ
ストします。

SELECT aidb.create_agent(

name => sql_specialist,

instructions => You answer questions about the orders and customers tables␣

↪→precisely.,

model => my_gpt,

tools => ARRAY[run_sql_query]

);

SELECT aidb.create_agent(

name => help_desk,

instructions => You help users with general questions, delegating data questions␣

↪→to the SQL specialist.,

model => my_gpt,

delegates => ARRAY[sql_specialist]

);

SELECT * FROM aidb.agent_converse(help_desk, How many orders came in last week?);

モデルにデリゲートを提示する

構成された各デリゲートは、デリゲートエージェントにちなんで名前付けられた通常のファンクション呼
び出しツールになり、2つの引数、prompt必須-ハンドオフの要求と conversation_idオプショナル-以下
のデリゲートの会話を継続するを参照してください。デリゲート自分自身の instructionsはそのツー
ルの説明になるため、委任モデルはそれらを「このデリゲートの目的」と見なします。委任されることが
予想される場合は、その 2つの目的を念頭に置いてエージェントの指示を作成します。

デリゲート名はエージェント自分自身の tools のいずれかと衝突してはならず、 tools と同様に、
create_agent /update_agent時間に現在登録されているエージェントであることが検証されます。

デリゲートの会話を継続する

デリゲートを呼び出すと、answerおよび conversation_idを含むオブジェクトが返されます。モデルは、
その conversation_idを同じまたは将来の agent_converse実行での後のデリゲート呼び出しに戻して、
毎回新しく開始するのではなく、独自の以前の履歴でその特定のデリゲートの会話を続行できます。それ
を省略すると一般的な場合、呼び出しのたびにデリゲートとの新しい会話が開始されます。
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ハンドオフを介した動作の伝播

• 読み取り専用モードが伝播します。委任の実行が 読み取り専用モード の場合、デリゲート自分の
サブ呼び出しも強制読み取り専用です。読み取り専用エージェントは委任を使用して、別のエー
ジェントをライトスルーに到達することはできません。読み取り専用のデリゲート呼び出しは常に
conversation_id: nullを返し、続行できません。

• デバッグモードが伝播します。トップレベル呼び出しが debug => trueを渡した場合、デリゲート
自分のアクションは NOTICEメッセージとしても出力されます。

• ロールは伝播しません。デリゲートは、委任エージェントのロールではなく、独自の構成済み role

または現在のユーザーがない場合は実行されます。

• 予算は伝播しません。各デリゲート呼び出しは、独自の構成から独自の新しいトークン/反復バジェッ
トとタイムアウトを取得します。親の予算は、デリゲートができる量を制限しません。

委任の深さ

委任チェーンは、10レベルの深さ (各エージェントが次のエージェントに委任するエージェントのチェー
ン)で制限されます。これは、主に Postgresのスタック深さチェックがバックエンドを中止するまで再帰す
るのではなく、サイクル̶1つのエージェントが自分自身に委任する、または 2つのエージェントが前後
に委任する̶でフェイルファストするために存在します。制限に到達すると、タスクがエラーですぐに停
止します。通常のツールの障害が発生する場合とは異なり、再試行されません。
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ツールとは、エージェントが名前で呼び出すことができるものです。AIDBが知っているすべてのツール
ビルトイン、カスタム、またはMCPサーバーからインポートは、1か所の aidb.toolsにリストされてい
ます。

SELECT name, tool_type, read_only FROM aidb.tools;

__OUTPUT__

name | tool_type | read_only

- --------------------+-------------+-----------

chunk_text | native_tool | t

create_agent | native_tool | f

...

ツールは 3つの異なる方法で呼び出すことができます。

1. AIDBの内部エージェントによってネイティブに。

2. MCPを介した外部エージェントによる。

3. テストと開発またはその他のカスタムユースケースのための SQLを介して。

SELECT aidb.run_tool(catalog_list_objects, {"schema": "public", "object_type": "table

↪→"});

__OUTPUT__

run_tool

- --------------------------------------------

{"comment": null, "truncated": false, "object_name": "my_table", "object_type":

↪→"table", "schema_name": "public"}, ...

AIDBには 3種類のツールがあります。

• ``native_tool`` AIDB独自のビルトインカタログ。いつでも利用できます。追加、削除、または再構
成はできません。Native toolsを参照してください。

• ``sql_tool`` -自分で登録するパラメーター化された SQLクエリー。Custom SQL toolsを参照してく
ださい。

• ``mcp_tool``̶外部 MCPサーバーからインポートされたツール。MCP toolsを参照してください。

promoteb.create_agent の tools配列に名前をリストすることにより、エージェントにツールへのアクセス
を付与します。
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9.1 ドキュメントマップ

Page What it covers

Native tools AIDB's built-in tool catalog: ad hoc SQL, catalog discovery, semantic knowledge
bases, models, volumes, embedding and document processing, agent management,
pipelines

Custom SQL tools aidb.create_sql_tool(), naming, parameter placeholders, read-only enforcement,
removing tools

MCP tools aidb.import_mcp_tools(), authentication, filtering, refreshing, removing servers,
exposing AIDB's tools over MCP

完全なパラメーターテーブルと戻り型については、Tools referenceを参照してください。

9.1.1 Native tools

AIDBには、ネイティブツールの大規模なビルトインカタログが同梱されています。ほとんどが既存のAIDB
機能の薄いラッパーであるため、エージェントは SQLから直接操作するのと同じ方法でパイプライン、ナ
レッジベース、モデル、ボリュームを操作できます。これは、AIDBがサポートする 3つのツールタイプの
1つです。Custom SQL toolsおよびMCP toolsを含む完全なカタログについては、Tools referenceを参照し
てください。 sleepは、推論ループ自身の一時停止と再開の機能をサポートするため、バッキングモデル
が要求で伝送できるツールの数を制限し、エージェントの他の設定済みツールが既にそのキャップを満た
している場合を除き、設定された toolsリストに関係なく、すべてのエージェントが常に利用できます。
他のすべてのネイティブツールを使用するには、toolsに明示的にリストする必要があります。

ツールの正確なパラメーターは SELECT params FROM aidb.tools WHERE name = '<name>'で常に可視
されます。以下のテーブルに、それぞれの 1行の説明と読み取り専用ステータスを示します。

アドホック SQL

Tool Read-only Description

run_sql_query Yes データベースに対して読み取り専用の SQLクエ
リーを実行し、その行を JSONとして結果ます。

カタログディスカバリ

データベースカタログのイントロスペクションこれらのツールを使用すると、エージェントは
information_schema /pg_catalogクエリ自分自身を構成せずに、どのようなスキーマ、テーブル、ビュー、
およびファンクションが存在するかを検出できます。

これらは以下の Semantic knowledge basesに関連していますが、2つは互換性のあるものではなく、補完的
なものです。

• カタログ検出ツールは、Postgresカタログに対してライブで正確なルックアップを行います。セット
アップは必要なく、常にデータベースの現在の状態を反映し、正確な名前または SQL LIKEパターン
で一致します。
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• セマンティックナレッジベースツールは、スキーマのクロールされたスナップショットに対してセマ
ンティックベクター検索を実行します。事前に構築されたオプトインのナレッジベースと、構造の変
更を検出するための再クロールが必要ですが、「顧客の連絡先情報を保持しているテーブルはどれで
すか?」のような自然言語の質問に答えることができます。その正確なカタログ検索ではできません。

一般的なエージェントは、あいまいな説明から適切なテーブルを見つけるためのセマンティック検索と、
その正確な現在の列と外部キーを取得するためのカタログディスカバリの両方を使用します。

4つのツールはすべて特権認識であり、呼び出したユーザーが実際に見ることができるオブジェクトのみ
を結果ます。リストは、Postgresと AIDBの内部スキーマ、およびインストールされた拡張機能のスキー
マとオブジェクトをデフォルトで非表示にします catalog_get_object_detailsは意図的に拡張機能オ
ブジェクトを非表示にします。明示的に名前を付けることがそれを求めています。リストの行数は 200行
に制限されています。すべての行には truncatedフラグがあり、それ以上の行が存在する場合は trueで
あり、 schemaまたは name_patternで検索を絞り込むように呼び出し元に通知します。オプショナルの
テキストパラメーターは、空の文字列を省略された引数と同じように扱います。

Tool Read-only Description

catalog_list_schemas Yes 現在のデータベースのスキーマをリストします。
`include_system`が設定されていない限り、 Post-
gres / AIDB内部スキーマとインストールされた
拡張機能のスキーマを非表示にします。

catalog_list_objects Yes リストテーブル、ビュー、マテリアライズド
ビュー、外部テーブル、および/またはファン
クション。 schema、object_type、および/または
`name_pattern`で絞り込みます。

cata-
log_get_object_details

Yes 名前によって 1つのオブジェクトの完全な詳細
を取得します。リレーションの列、プライマリ/
一意/外部キー。ファンクションの引数と戻り値
の型。

catalog_list_relations Yes 外部キー関係のリスト̶スキーマ内のすべての
FK、または特定のテーブルに接触するエッジの
み、いずれかの方向に。

セマンティック知識ベース

スキーマ検索ナレッジベースにより、テーブル、列、およびその他の DBオブジェクトのセマンティック
検索ベースの検出が可能になります。パイプラインが作成できるユーザーデータのナレッジベースとは異
なります。

Tool Read-only Description

create_semantic_kb No 自然言語スキーマ検索用に 1つ以上のスキーマ
に対してセマンティックナレッジベースを作成
します。

次のページに続く
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表 4 –前のページからの続き
Tool Read-only Description

delete_semantic_kb No セマンティックナレッジベースを名前で削除し
ます。

list_semantic_kbs Yes 登録されているすべてのセマンティックナレッ
ジベースをリストします。

get_semantic_kb Yes 登録されたセマンティックナレッジベースの構
成を名前で取得します。

refresh_semantic_kb No セマンティック知識ベースのスキーマを再クロー
ルして、構造の変更を検出します。

up-
date_semantic_kb_auto_processing

No セマンティック知識ベースの自動処理モードを
変更します。

get_column_definitions Yes セマンティックナレッジベースを検索して、一致
する列/テーブル定義を見つけます。

get_metadata Yes セマンティックナレッジベースの完全なスキー
マメタデータ列、テーブル、コメントを検索しま
す。

get_entity_definitions Yes セマンティックナレッジベースを検索して、一致
するテーブル/ビュー定義を見つけます。

semantic_kb_search Yes ナレッジベースで複合セマンティック検索を実
行し、ソースタイプの識別子と一致するテーブ
ル、ビュー、列、およびエイリアスのランク付け
リストを 1つ結果ます。

search_by_comment Yes セマンティックナレッジベースのスキーマ/テー
ブル/列コメントを類似性によって検索します。

semantic_kb_stats Yes セマンティックナレッジベースの行/エンティティ
数を取得します。

モデル

Integrating modelsを参照してください。

Tool Read-only Description

list_models Yes 登録されているすべてのモデルをリストします。
get_model Yes 登録されたモデルの構成を名前で取得します。
create_model No 新しいモデルをプロバイダーと構成に登録しま

す。
delete_model No 登録されたモデルを名前で削除します。
sync_hcp_models No 使用可能なモデルを、構成済みのハイブリッドマ

ネージャー HMからモデルレジストリに同期し
ます。

list_hcp_models Yes HMから既に同期されたモデルをリストします。
get_hcp_models Yes HMから利用可能なモデルをリストします、同期

されているかどうか。
次のページに続く
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表 5 –前のページからの続き
Tool Read-only Description

create_hcp_model No HMからローカル名でモデルを登録します。

ボリューム

Configuring external storageを参照してください。

Tool Read-only Description

list_volumes Yes 登録されているすべてのボリュームをリストし
ます。

create_volume No オブジェクトストアによってバッキングされた
新しいボリュームを登録します。

delete_volume No 名前でボリュームを削除します。
list_volume_content Yes ボリュームに保存されているファイルをリスト

します。
read_volume_file Yes ボリュームからファイルの内容を読み取ります。
write_volume_data No ボリューム内のファイルにデータを書き込みま

す。
delete_volume_file No ボリュームからファイルを削除します。

埋め込みとドキュメント処理

SQL functionsを参照してください。

Tool Read-only Description

encode_text Yes ドキュメント/検索インデックスストレージのテ
キスト埋め込みベクトルを計算します。

encode_text_query Yes クエリー対インデックス用に調整されたテキス
ト埋め込みベクトルを計算します。

encode_image Yes 画像埋め込みベクトルを計算します。
generate_text Yes 言語モデルからテキストを生成します。
get_model_description Yes モデルの人が判読可能な説明を取得します。
list_model_providers Yes モデルの登録に使用できる外部サーバーバッキ

ングのモデルプロバイダーをリストします。
rerank_text Yes リランカーモデルを使用して、クエリに対して候

補テキストのリストを再ランク付けします。
get_adapter_embedding_dimensionsYes テキストまたは画像入力のモデルの出力埋め込

み次元を取得します。
chunk_text Yes テキストを埋め込みに適したチャンクに分割し

ます。
次のページに続く

9.1. ドキュメントマップ 85



AIDB,リリース 7.6.0

表 7 –前のページからの続き
Tool Read-only Description

parse_html Yes HTMLをプレーンテキストまたはマークダウン
に解析します。

parse_pdf Yes PDFからページごとに 1行でテキストを抽出し
ます。

pdf_to_image Yes PDFのページを画像にレンダリングします、ペー
ジごとに 1行。

perform_ocr Yes 画像またはスキャンしたドキュメントでOCRを
実行します。

summarize_text Yes 言語モデルを使用してテキストを要約します。

エージェント管理

Managing agentsを参照してください。エージェントに他のエージェント自分自身を含むを作成または再
構成させることは、強力な自己変更機能です。これらのツールに意図的に付与します。

Tool Read-only Description

list_agents Yes 登録されているすべてのエージェントをリスト
します。

create_agent No 新しいエージェントを作成します。 `error`列成功
した場合は `NULL`を含む単一の行を結果ます。

update_agent No 既存のエージェントの構成を更新します。明示
的に渡されたフィールドのみが変更されます。

delete_agent No 名前でエージェントを削除します。 `error`列成功
した場合は `NULL`を含む単一の行を結果ます。

sleep Yes 推論を数秒間一時停止し、自動的に再開します。
モデル自身のツールカウントキャップがエージェ
ントの他の構成済みツールによって既に埋めら
れている場合を除き、設定されたツールリストに
関係なく、すべてのエージェントが常に利用でき
ます。

パイプライン

AI pipelinesを参照してください。

Tool Read-only Description

search_pipelines Yes 登録されているすべてのデータパイプラインを
リストします。

get_pipeline Yes 登録されたデータパイプラインの構成を名前で
取得します。

次のページに続く
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表 9 –前のページからの続き
Tool Read-only Description

delete_pipeline No 登録されたデータパイプラインを名前で削除し
ます。

run_pipeline No パイプラインを 1回手動で実行し、保留中のソー
ス行を処理します。

get_pipeline_metrics Yes パイプラインの処理ステータスと行数を取得し
ます。

get_error_logs Yes パイプラインのレコードレベルの処理エラーを
リストします。オプションでフィルタリング。

clear_error_logs No IDに基づいて特定のパイプラインエラーログエ
ントリを削除します。

re-
queue_pipeline_errors

No 特定のパイプラインエラーのソース行をダーティ
としてマークして、次回の実行で再試行します。

get_error_log_summary Yes パイプラインのエラー数をステップ、オペレー
ション、カテゴリごとにグループ化して取得しま
す。

get_all_error_summaries Yes すべてのパイプラインのエラー数をステップ、オ
ペレーション、カテゴリごとにグループ化して取
得します。

!!!noteパイプラインオーサリング aidb.create_pipeline /aidb.update_pipelineにはネイティブツー
ルがありません。これらのファンクションは、ステップ/ステップオプションのペア全体で最大 30のパラ
メーターを取得するため、単一の汎用ツール呼び出しには非現実的であるため、現在マルチステップのパ
イプラインオーサリングはエージェントが自分自身で実行できるものではありません。

9.1.2 Custom SQL tools

SQLツールは、エージェントが名前で呼び出すことができる保存されたパラメーター化クエリです。これ
を使用して、Rustを書いたり、ネイティブ AIDBファンクションを公開したりせずに、エージェントに独
自のテーブルとビジネスロジックへのアクセスを許可します。

SELECT aidb.create_sql_tool(

name => orders_by_customer,

description => Look up recent orders for a customer by id.,

sql_statement => SELECT id, status, total FROM orders WHERE customer_id =␣

↪→${customer_id} ORDER BY created_at DESC LIMIT ${limit},

params => aidb.tool_params(

aidb.tool_param(customer_id, INT, The customers id.),

aidb.tool_param(limit, INT, Maximum number of orders to return.)

),

read_only => true, -- optional; enforced, not just descriptive (see␣

↪→below). Default: true

return_type_hint => NULL -- optional; documents the returned row shape, same␣

↪→aidb.tool_params() shape as `params`. Default: NULL

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

);

Parameter Type Default Description

name TEXT Required ツールの一意の名前。
description TEXT Required ツール定義の一部としてモデルに

表示されます。
sql_statement TEXT Required 実行するクエリー。宣言された

パラメーターごとに `${name}`プ
レースホルダーを使用します。

params JSONB Required `aidb.tool_params()`で構築された
ツールのパラメーター。

read_only BOOLEAN true `true`の場合、読み取り専用である
ことが証明されていない限り、登
録時にステートメントを拒否しま
す。

return_type_hint JSONB NULL クエリーの結果の形状を同じ
`aidb.tool_params()`形状で文書化
します。現在モデルには表面化さ
れていません。

aidb.tool_param(name, type, description) は 1 つのパラメーターをビルドします。 aidb.

tool_params(...)は、いくつかを組み合わせます。引数なしの aidb.tool_params()は、パラメーター
をとらないツールを宣言します。

他の方法と同じようにエージェントにツールを登録します。

SELECT aidb.create_agent(sales_helper, Answer questions about customer orders., my_

↪→gpt,

tools => ARRAY[orders_by_customer]);

ネーミング

ツールの名前は、すべてのツールタイプで一意である必要があります。ビルトイン Native toolsまたはMCP
toolsから既にインポートされたツールと衝突してはなりません。aidb.create_sql_tool()は、その場合
に呼び出しを前もって拒否します。

パラメータープレースホルダー

sql_statement で宣言された各パラメーターを${name} として参照する ̶AIDBは、その呼び出しにモ
デルが提供した値、実際のクエリパラメーター文字列補間されていないとしてバインドされた値にそれぞ
れを置き換えます。ステートメントで複数回使用されるパラメーターは、1回だけ宣言する必要がありま
す。paramsは必須です。パラメーターをとらないツールの場合、引数なしで aidb.tool_params()を渡
します。
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読み取り専用ツール

read_onlyのデフォルトは trueです。書き込む必要があるツールに read_only => falseを渡します。
そして、それは両方向に説明的なだけでなく適用されます。デフォルトの trueのままでは、sql_statement
が認識された書き込みパターン INSERT、UPDATE、DELETEなどと一致する場合、登録はすぐに失敗します。
誤ったラベルのツールを通過させるのではなく。デフォルトの read_only => trueのままになっている
ツールは、読み取り専用モードで実行されているエージェントでも使用できます。read_only => false

と明示的にマークされたツールは、未分類のネイティブまたはMCPツールと同様に、読み取り専用の実
行から除外されます。

sql_statementは単一のステートメントである必要があり、 EXPLAINや COPYのようなユーティリティス
テートメントはできません。後続の空白と後続の;は、登録時に自動的に削除されます。

!!!note create_sql_toolは、 paramsと同じ aidb.tool_params()形状の return_type_hint引数も受
け入れ、クエリーが返す行の形状を説明します。これはツールとともに保存されますが、現在モデルまた
は aidb.toolsには表示されません。今のところ、その唯一の使用は、ailedb.sql_tool_registryを直接検査
する人のためのドキュメントとしてです。

ツールの削除

SELECT aidb.delete_tool(orders_by_customer);

aidb.delete_tool()は、渡した名前が SQLツールではなくに属している場合、MCP toolsも削除します
が、ビルトインネイティブツールは削除できません。

9.1.3 MCP tools

MCPモデルコンテキストプロトコルは、サーバーが呼び出し可能なツールセットをアドバタイズする標準
の方法です。aidb.import_mcp_tools()は、外部MCPサーバーを登録し、アドバタイズするツールをイ
ンポートするため、エージェントは AIDB独自のネイティブツールおよび SQLツールとともにこれらを呼
び出すことができます。

SELECT aidb.import_mcp_tools(

name => weather,

url => https://weather.example.com/mcp,

transport => streamable_http, -- optional; streamable_http or sse (see below).␣

↪→Default: streamable_http

headers => NULL, -- optional; request headers to send, for␣

↪→example, an auth token. Mutually exclusive with headers_env. Default: NULL

tool_filter => NULL, -- optional; import only these tool names.␣

↪→Default: NULL (import everything the server advertises)

headers_env => NULL -- optional; env var holding the headers JSON␣

↪→instead of storing it. Mutually exclusive with headers. Default: NULL

);

SELECT aidb.create_agent(trip_planner, Help plan trips, checking weather when useful.,

↪→ my_gpt,

tools => ARRAY[get_forecast]); -- a tool the weather server advertised
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Parameter Type Default Description

name TEXT Required サーバー登録の一意の名前。
url TEXT Required サーバーのMCPエンドポイント

URL。
transport TEXT 'streamable_http' 'streamable_http'`または'sse'`̶現

在 `'streamable_http'`のみが完全に
サポートされています。

headers JSONB NULL 送信する要求ヘッダーたとえ
ば {"Authorization": "Bearer ..."}
`headers_env`と相互排他的。

tool_filter TEXT NULL これらのツール名のみをインポー
トします。サーバーがアドバタイ
ズするすべてのインポートを省略
します。

headers_env TEXT NULL ヘッダー JSONを保持する環境変
数の名前。保存するのではなく、
使用するたびに新しく読み取られ
ます。 `headers`と相互排他的。

import_mcp_toolsは、何かを登録する前に tools/listエンドポイントを呼び出すことによりサーバー
を検証します。到達不能であるか、tool_filterと一致するものをアドバタイズしない場合、何も保存さ
れません。返されるツールはすぐにキャッシュされるため、別の更新後ではなく、すぐに aidb.toolsに
表示されます。

現在、streamable_httpトランスポートデフォルトのみが実際にエンドツーエンドで動作します。sseは
値として受け入れられますが、まだ完全には実装されていません。

MCPサーバーへの到達は、アウトバウンドネットワーク呼び出しであり、モデルプロバイダー呼び出しお
よび HuggingFaceのダウンロードと同じ aidb.egress_allowlist 制限の対象となります。

認証

特定の要求ヘッダー最も一般的には Authorizationベアラートークンを必要とするサーバーに headers

を渡します。

SELECT aidb.import_mcp_tools(

name => internal_crm,

url => https://crm.internal.example.com/mcp,

headers => {"Authorization": "Bearer sk-..."}::JSONB

);

headersは aidb.mcp_registryに保存されますが、 aidb_usersにはその列への SELECTアクセスがあ
りません。AIDB自身の内部呼び出し検証、リフレッシュ、またはサーバーのツールの呼び出しのみがそ
れを読み取ることができます。

!!!note シークレットをテーブルにまったく保存したくないですか？代わりに headers_env を渡します。
headersが取るのと同じ形状で、ヘッダーの JSONオブジェクトを保持する環境変数名前付けます呼び出
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しごとに Postgresプロセス自分の環境から新しく読み取られます。headersおよび headers_envは相互
排他的です。変数の名前は、aidb.env_var_allowed_prefix デフォルトでは AIDB_で構成されたプレフィッ
クスで始まる必要があります。これは、モデル資格情報に credentials_envで使用される同じメカニズムと
GUCです。

インポートするツールのフィルタリング

デフォルトでは、サーバーがアドバタイズするすべてのツールがインポートされます。tool_filterを渡
して、特定のもののみを名前でインポートします。

SELECT aidb.import_mcp_tools(

name => weather,

url => https://weather.example.com/mcp,

tool_filter => ARRAY[get_forecast, get_alerts]

);

ツールリストを最新の状態に保つ

AIDBは、すべてのクエリーでサーバーのツールリストを再取得しません。aidb.toolsは、過去 60分以
内にキャッシュされたエントリのみを表示するため、SELECTにネットワーク副作用が発生することはあり
ません。aidb.refresh_mcp_tools()を呼び出して、オンデマンドでキャッシュを再取得および更新しま
すたとえば、サーバーが新しいツールを追加した後。

SELECT aidb.refresh_mcp_tools(weather);

現在キャッシュされているツールの数を返しますtool_filter適用後サーバーの登録̶その url、transport
、headers、または tool_filterを再実行する import_mcp_tools同等の設定を介して変更することも、
キャッシュを自動的に無効にします。

サーバーの削除

SELECT aidb.delete_tool(weather);

MCPサーバーを削除すると、それに伴ってアドバタイズされたすべてのツールが削除されます。ツール
の 1つだけを個別に削除する方法はありません。tool_filterを使用して、代わりに公開されるツールを
キュレートします。

MCPを介して AIDB独自のツールを公開する

aidb.get_mcp_tools()は、 aidb.toolsに現在あるすべてのツールネイティブ、SQL、およびインポー
トされたMCPツールを同様に返し、MCP tools/list行項目として再形成します。他のシステムがMCP
独自の記述子形式で AIDBのツールカタログを必要とする場合に役立ちます。

SELECT * FROM aidb.get_mcp_tools();

これは、AIDBのツールカタログをMCPの記述子形状に変換するだけです。AIDBは、外部MCPクライ
アントが接続し、ネットワーク経由でこれらのツールを実際に呼び出すことができる独自のMCPサーバー
エンドポイントを実行しません。
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第10章 AI pipelines

パイプラインは、セマンティック検索および RAGアプリケーション用のデータを取り込み、準備、およ
びベクトル化できます。pgvector反復インデックススキャン検索機能を統合し、ナレッジベースをソース
データと自動的に同期し続けることができます。

10.1 例RAGのナレッジベース
このウォークスルーでは、内部サポート記事を介してナレッジベースを構築し、各取得ステージを独立し
て示します。完全なバージョンについては、エンドツーエンドの例 RAGのナレッジベースを参照してく
ださい。これは、モデルの登録、クロスエンコーダーが間違ったベクトル検索結果を修正するリランキン
グデモ、および検証された出力を含む回答を取得、リランク、および生成する単一のステートメントを追
加します。

10.1.1 パイプラインのセットアップ
ソースは、データベース操作に関する 16の短い記事を保持する support_articlesテーブルです。完全
な例の source data stepから CREATE TABLEおよび INSERTステートメントを取得します。パイプラインは、
各記事の本文を bge-small-en-v1.5-f16、ビルトイン llama.cpp埋め込みモデルの 1つで埋め込みます。
事前登録され、ローカルで実行され、最初に使用するときにモデルファイルが自動的にダウンロードされ
ます。

SELECT aidb.create_pipeline(

name => support_kb,

source => support_articles,

source_key_column => id,

source_data_column => body,

step_1 => KnowledgeBase,

step_1_options => aidb.knowledge_base_config(

model => bge-small-en-v1.5-f16,

data_format => Text

),

auto_processing => Disabled

);
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10.1.2 パイプラインを実行する
auto_processing => 'Disabled'では、あなたが言うまで何も実行されません。既存のすべての行を 1
回処理します。

SELECT aidb.run_pipeline(support_kb);

10.1.3 Retrieveセマンティック検索
すべての記事本文が埋め込まれ、インデックスが作成されます。生のエラーテキストをセマンティック検
索に貼り付けます。最上位の一致は解像度であり、キーワードではなく意味によって見つけられます。

``sql SELECT key, value, distance::numeric(5,3) AS distance FROM aidb.

retrieve_text('support_kb', 'application logs show: FATAL: sorry,

too many clients already', 3); __OUTPUT__ key | value | distance

-----+-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------+-------

# AI Pipelines`

Pipeline steps Available step types: ChunkText, ParseHtml, ParsePdf, PerformOcr, Summarize-
Text, KnowledgeBase.

Orchestration Auto-processing modes, background workers, observability, and error handling.
AI pipelines Full API reference for pipeline types, views, CRUD functions, and config helpers.
Examples End-to-end worked examples.

Creating pipelines

パイプラインは、データがソースから 1つ以上の変換ステップを介して AI対応の宛先に移動する方法を定
義します。パイプラインの作成は、データを検索可能にするための最初のステップです。パイプラインが
ないと、埋め込みを生成したり、ナレッジベースとソースデータの同期を維持したりするプロセスがあり
ません。

aidb.create_pipeline()を使用してパイプラインを定義します。そのパラメーターは 4つのグループに
分類されます。

Parameter group Parameters More information

Source source, source_key_column, source_data_column This page
Steps step_1… step_10, step_N_options Pipeline steps
Orchestration auto_processing, background_sync_interval,

batch_size
Orchestration

次のページに続く
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表 2 –前のページからの続き
Parameter group Parameters More information

Destination destination destination_key_column and
destination_data_column are
not inputs ̶ they're reported
back in the function's return
value, derived automatically
from the destination type and
steps

テーブルソース

Postgresテーブルから読み取るには、 sourceパラメーターをテーブル名に、source_key_columnを一意
キー列に、および source_data_columnを処理するデータを含む列に設定します。

SELECT aidb.create_pipeline(

name => my_pipeline,

source => my_table,

source_key_column => id,

source_data_column => content,

step_1 => KnowledgeBase,

step_1_options => aidb.knowledge_base_config(my_model, Text)

);

ボリュームソース PGFS

外部クラウドストレージ S3、GCS、またはAzureに保存されているファイルを処理するために、パイプライ
ンは Postgres File System (PGFS)を使用します。PGFSは、外部オブジェクトストレージを、パイプライン
がファイルをスキャンできるボリュームとしてマウントします。ボリュームの詳細については、Configuring
external storageを参照してください。

ステップ 1保存場所を作成する

pgfs.create_storage_locationを使用して外部ストレージ接続を定義します。

SELECT pgfs.create_storage_location(

name => my_s3_location,

url => s3://my-bucket/my-folder,

options => {"region": "us-east-1"}

);

ステップ 2ボリュームを作成する

保存場所を参照する Configuring external storageを作成します。パイプラインは、このボリュームをスキャ
ンして、新しいファイルまたは変更されたファイルを見つけます。
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SELECT aidb.create_volume(

name => my_volume,

server_name => my_s3_location,

path => /,

data_format => Text

);

ステップ 3ボリュームをパイプラインソースとして参照する

sourceパラメーターをボリューム名に設定します。

SELECT aidb.create_pipeline(

name => my_pdf_pipeline,

source => my_volume,

step_1 => ParsePdf,

step_2 => KnowledgeBase,

step_2_options => aidb.knowledge_base_config(my_model, Text)

);

PGFSの完全なリファレンスについては、 PGFS documentationを参照してください。

テーブルソース、パイプラインステップ、取得を組み合わせた完全なチュートリアルについては、Examples
を参照してください。

Pipeline steps

AIパイプラインの各ステップは、その操作タイプとオプションの構成オブジェクトによって定義されま
す。オペレーション名を文字列として aidb.create_pipeline()の step_Nパラメーターに渡し、構成を
JSONBとして対応する step_N_optionsパラメーターに渡します。

SELECT aidb.create_pipeline(

name => my_pipeline,

source => my_source_table,

source_key_column => id,

source_data_column => content,

step_1 => ChunkText,

step_1_options => aidb.chunk_text_config(desired_length => 120, max_length =>␣

↪→150),

step_2 => KnowledgeBase,

step_2_options => aidb.knowledge_base_config(model => bert, data_format =>␣

↪→Text)

);

以下で説明するヘルパーファンクションを使用して、各操作タイプの step_N_options値を構築します。
すべてのヘルパーファンクションは、JSONB構成オブジェクトを結果ます。
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中間ストレージ

すべてのステップは、自分の出力を次のステップまたは最後のステップの場合、パイプラインの最終宛先
に渡すことに加えて、自分自身の出力を専用のテーブルに永続化できます。これは、マルチステップパイ
プラインのデバッグ、またはパイプラインの外部で中間結果チャンクテキストなどを再利用する場合に役
立ちます。デフォルトではオフになっています。

そのステップの step_N_optionsの intermediate_destinationキーで設定します。ステップ構成ヘル
パー aidb.chunk_text_config()、aidb.pdf_parse_config()などにはまだパラメーターがないため、
ヘルパー自分の出力とともにプレーン JSONとして追加し、||演算子とマージします。

step_1_options => aidb.chunk_text_config(desired_length => 100) || jsonb_build_object(

intermediate_destination, jsonb_build_object(enabled, true)

)

または、jsonb_build_object()を使用してオプションオブジェクト全体を直接ビルドします。

step_1_options => jsonb_build_object(

desired_length, 100,

intermediate_destination, jsonb_build_object(enabled, true)

)

Key Type Default Description

enabled BOOLEAN Required このステップの中間ストレージを
オンにします。

destination TEXT NULL ス テ ッ プ の 出 力 を 保 存 す
る テ ー ブ ル 。省 略 す る と
`pipeline_<name>_step_<N>`とし
て自動生成されます。

最も単純なフォームは、それをオンにして、AIDBにテーブルに名前を付けます。

{"enabled": true}

または、宛先テーブルに明示的に名前を付けます。

{"enabled": true, "destination": "my_custom_chunk_storage"}

宛先テーブルは、他のパイプライン宛先テーブル source_id、part_ids、およびステップの出力を保持
する value列と同じ形状です。

パイプラインの last ステップで intermediate_destinationを設定しても、テーブルを作成してそれに
書き込みますが、promoteb.retrieve_text()の intermediate_steps列がそれを表面化することはありませ
ん。そのルックアップは、最後の「次のステップ」がないため、最後のステップの前のステップのみを考
慮します。自分の出力が中間になる前に。読み取る必要がある場合は、代わりに宛先テーブルを直接照会
します。これは KnowledgeBaseにとって最も重要であり、これは常にパイプラインの最後のステップであ
る必要があります。したがって、中間ストレージを有効にする理由はほとんどありません。
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!!!note intermediate_destinationは、enabledキーおよびオプションで destinationを持つオブジェ
クトである必要があります。他の JSONタイプは、パイプラインの作成時にエラーを発生します。

ERROR: Invalid options for step 1: intermediate_destination must be an object with␣

↪→keys enabled and optionally destination; got a string

ChunkText

LLMコンテキストウィンドウ内に収まるように、テキストを小さなセグメントに分割します。

ヘルパーファンクション aidb.chunk_text_config()

Parameter Type Default Description

desired_length INTEGER Required ターゲットチャンクサイズ。単位
は `strategy`に依存します。

max_length INTEGER NULL 最大チャンクサイズ。省略した場
合、`desired_length`は厳密な上限
です。

overlap_length INTEGER NULL 連続するチャンク間でオーバーラ
ップするコンテンツの量。デフォ
ルト 0オーバーラップなし。

strategy TEXT NULL 文字ベースの場合は `'chars'デフォ
ルト、ワードベースのチャンクの
場合は'words'`。

基本的なチャンクの例

SELECT aidb.create_pipeline(

name => chunk_pipeline,

source => source_table,

source_key_column => id,

source_data_column => content,

step_1 => ChunkText,

step_1_options => aidb.chunk_text_config(

desired_length => 100,

max_length => 150,

overlap_length => 20,

strategy => words

)

);

結果

ChunkTextは、 part_id列を導入することにより、データの形状を変換します。各ソース行は、チャンク
ごとに 1つずつ、複数の出力行を生成する場合があります。

98 第 10章 AI pipelines



AIDB,リリース 7.6.0

ParseHtml

HTML文字列から可読テキストを抽出し、論理構造を保持しながらタグを削除します。

ヘルパーファンクション aidb.html_parse_config()

Parameter Type Default Description

method TEXT NULL プレーンテキスト抽出の場合
は `'StructuredPlaintext' デフォル
ト、または階層を保持する場合
は'StructuredMarkdown'`。

SELECT aidb.create_pipeline(

name => html_pipeline,

source => web_data_table,

source_key_column => id,

source_data_column => html_content,

step_1 => ParseHtml,

step_1_options => aidb.html_parse_config(method => StructuredMarkdown),

step_2 => ChunkText,

step_2_options => aidb.chunk_text_config(desired_length => 120)

);

結果

ParseHtmlは結果のネストを解除しません。各ソース行は、元の行の対応関係が保持された状態で、抽出
されたテキストを含む出力行を 1つだけ生成します。ChunkTextとペアにして、上記の例のように、抽出
されたテキストをより小さなセグメントに分割します。

ParsePdf

非準拠または複雑なファイルを処理するオプションを使用して、バイナリ PDFデータからテキストを抽出
します。

ヘルパーファンクション aidb.pdf_parse_config()

Parameter Type Default Description

method TEXT NULL 'Structured' デフォルト̶ PDF仕
様を使用してテキストブロックを
識別します。

allow_partial_parsing BOOLEAN NULL `true`デフォルトの場合、個々の
ページでエラーが発生した場合に
解析を続行します。

結果の part_id列は、各テキストブロックが抽出されたページインデックスにマップします。
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SELECT aidb.create_pipeline(

name => pdf_pipeline,

source => pdf_files_table,

source_key_column => id,

source_data_column => pdf_data,

step_1 => ParsePdf,

step_1_options => aidb.pdf_parse_config(

method => Structured,

allow_partial_parsing => true

),

step_2 => KnowledgeBase,

step_2_options => aidb.knowledge_base_config(model => bert, data_format =>␣

↪→Text)

);

結果

ParsePdfは結果のネストを解除します。マルチページ PDFはページごとに 1行を生成し、それぞれにペー
ジインデックスに対応する part_idがあります。

PdfToImage

PDFドキュメントの各ページを画像に変換します。ソース PDFがスキャンされた文書、画像の多いレイ
アウト、またはテキストレイヤーが存在しないまたは信頼できない PDFである場合、この手順を使用しま
す。レンダリングされたページ画像は、テキスト抽出のために PerformOcrステップに直接渡すことがで
きます。

ネイティブテキストレイヤーを含むデジタル生成 PDFの場合、代わりに ParsePdfを使用します。より速
く、OCRモデルは必要ありません。

オプション形式オプションを JSONリテラルとして渡します。

Parameter Type Default Description

dpi INTEGER 300 各ページのレンダリングに使用さ
れる 1インチあたりのドット数の
解像度。値が高いほど、より鮮明
な画像が生成されますが、ファイ
ルサイズが大きくなります。

first_page INTEGER NULL レンダリングする最初のページ 1
ベース。省略すると最初からレン
ダリングされます。

last_page INTEGER NULL レンダリングする最後のページ。
1ベースを含みます。省略すると
最後までレンダリングされます。

次のページに続く
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表 7 –前のページからの続き
Parameter Type Default Description

max_pages INTEGER NULL レンダリングするページの
最 大 数 。 `first_page`お よ び
`last_page`に 関 係 な く 、安 全
キャップとして機能します。

render_annotations BOOLEAN true レンダリングされた出力にPDFの
注釈コメントやフォームフィール
ドなどを含めるかどうか。

format JSONB {"type": "png"} 出力画像フォーマット。受け入れ
られる値 {"type": "png"}、{"type":
"jpeg"}。出力を `PerformOcr`に
渡す場合は、`{"type": "png"}`を
使用します。

出力画像は、 formatオプションに応じて、PNGまたは JPEG形式です。出力を PerformOcrステップに
渡すときは、"png"デフォルトを使用します̶ NVIDIA NIM PaddleOCRには、PNGまたは JPEG入力が
必要です。

PerformOcrを含むパイプラインでこのステップを使用する前に、OCR対応モデルを登録します。

SELECT aidb.create_model(

my_paddle_ocr_model,

nim_paddle_ocr,

credentials => {"api_key": "<NVIDIA_NIM_API_KEY>"}::JSONB -- or credentials_env␣

↪→to read this from an environment variable instead

);

次に、パイプラインを作成します。

SELECT aidb.create_pipeline(

name => pdf_ocr_pipeline,

source => pdf_files_table,

source_key_column => id,

source_data_column => pdf_data,

step_1 => PdfToImage,

step_1_options => {"dpi": 150}::json,

step_2 => PerformOcr,

step_2_options => aidb.ocr_config(model => my_paddle_ocr_model),

step_3 => KnowledgeBase,

step_3_options => aidb.knowledge_base_config(model => bert, data_format =>␣

↪→Text)

);
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結果

PdfToImageは結果のネストを解除します。ソース PDFの各ページは、formatオプションに応じて、PNGま
たは JPEG画像としてレンダリングされたページを含む 1つの出力行を生成します。part_id列は、ページ
インデックス 0ベースにマップします。この出力形状は、入力としてイメージバイトを想定する PerformOcr

ステップと直接互換性があります。

PerformOcr

NVIDIA NIM PaddleOCRなどの OCR対応 AIモデルを使用して、画像からテキストを抽出します。

ヘルパーファンクション aidb.ocr_config()

Parameter Type Default Description

model TEXT Required 使用する登録済みの OCRモデル
の名前。

この手順を使用する前に、OCR対応モデルを登録します。

SELECT aidb.create_model(

my_paddle_ocr_model,

nim_paddle_ocr,

credentials => {"api_key": "<NVIDIA_NIM_API_KEY>"}::JSONB -- or credentials_env␣

↪→to read this from an environment variable instead

);

次に、パイプラインでそれを参照します。

SELECT aidb.create_pipeline(

name => ocr_pipeline,

source => images_table,

source_key_column => id,

source_data_column => image_data,

step_1 => PerformOcr,

step_1_options => aidb.ocr_config(model => my_paddle_ocr_model),

step_2 => KnowledgeBase,

step_2_options => aidb.knowledge_base_config(model => bert, data_format =>␣

↪→Text)

);

結果

PerformOcrは結果のネストを解除します。単一の画像から、検出されたテキストブロックごとに 1つず
つ、複数の行が生成される場合があります。NVIDIA NIMプロバイダーは、現在 pngおよび jpeg形式の
みをサポートしています。
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SummarizeText

AI言語モデルを使用して、長いテキストの一節の簡潔な概要を生成します。

ヘルパーファンクション aidb.summarize_text_config()

Parameter Type Default Description

model TEXT Required 要約に使用する登録モデルの名
前。

chunk_config JSONB NULL 要 約 前 に 適 用 さ れ る オ プ
シ ョ ン の チ ャ ン ク 構 成
`aidb.chunk_text_config()`か
ら。

prompt TEXT NULL 概要をガイドするカスタムプロン
プト。省略すると標準のプロンプ
トを使用します。

strategy TEXT NULL `'append'`デフォルトはチャンクご
とのサマリーを連結するか、 `'re-
duce'`はそれらを反復圧縮します。

reduction_factor INTEGER NULL `'reduce'`ストラテジーで使用され
ます。反復ごとにテキストをどの
程度積極的に削減するかを制御し
ますデフォルトは 3です。

inference_config JSONB NULL オプションの実行時推論設定
`aidb.inference_config()`から。

SELECT aidb.create_pipeline(

name => summary_pipeline,

source => articles_table,

source_key_column => id,

source_data_column => body,

step_1 => SummarizeText,

step_1_options => aidb.summarize_text_config(

model => my_t5_model,

chunk_config => aidb.chunk_text_config(100, 120, 10, words),

prompt => Summarize the key points concisely,

strategy => reduce,

reduction_factor => 3

),

step_2 => KnowledgeBase,

step_2_options => aidb.knowledge_base_config(model => bert, data_format =>␣

↪→Text)

);
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ナレッジベース

処理されたテキストまたは画像データをベクター埋め込みに変換し、検索可能なナレッジベースに保存し
ます。このステップは、その出力が後続のステップで入力として使用できない VECTORタイプであるため、
常にパイプラインの最後のステップである必要があります。セマンティックまたはハイブリッド検索を使
用したナレッジベースの照会については、Knowledge bases referenceを参照してください。

ヘルパーファンクション aidb.knowledge_base_config()

Parameter Type Default Description

model TEXT Required 埋め込みモデルの名前。
data_format aidb.PipelineDataFormatRequired 'Text'`または'Image'`。
distance_operator aidb.DistanceOperatorNULL 類似度メトリック L2`デフォルト

、̀InnerProduct、Cosine、L1、Ham-
ming、または `Jaccard`

vector_index JSONB NULL `aidb.vector_index_hnsw_config()`な
どのベクターインデックスヘル
パーでビルドされたベクターイ
ンデックス構成。

SELECT aidb.create_pipeline(

name => kb_pipeline,

source => source_table,

source_key_column => id,

source_data_column => content,

step_1 => KnowledgeBase,

step_1_options => aidb.knowledge_base_config(

model => bert,

data_format => Text,

distance_operator => Cosine,

vector_index => aidb.vector_index_hnsw_config(m => 16, ef_construction =>

↪→ 64)

)

);

aidb.knowledge_base_config_from_kb(data_format)を使用して、パイプラインを既存のナレッジベー
スに接続します。これにより、複数のパイプラインが 1つのベクターテーブルを共有でき、ナレッジベー
スからモデル、距離演算子、およびベクターインデックスを継承します。Multi-pipeline knowledge basesを
参照してください。

宛先テーブル

KnowledgeBase ステップは、 destination パラメーターで名前付けの宛先テーブルを作成します。
destination が設定されていない場合、テーブルはデフォルトの pipeline_<pipeline_name> に設定
されます。複数のパイプラインがナレッジベースを共有する場合、それらはすべて同じテーブルに書き込
みます。
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Column Type Description

id BIGSERIAL 主キー。
pipeline_id INT 元のパイプラインへの参照。
source_id TEXT 元のソースレコードの ID。
part_ids BIGINT[] データがチャンクまたは解析された場合、セグメン

トを追跡します。
value VECTOR pgvector埋め込み。

ナレッジベースビュー、取得機能、およびライフサイクル動作については、Knowledge bases referenceおよ
び Knowledge bases referenceを参照してください。

完全なエンドツーエンドのワークフローで一緒に使用されるパイプラインステップを確認するには、Examples
を参照してください。

Orchestration

オーケストレーションはパイプラインの実行を管理し、データがいつどのように処理されるかを決定しま
す。オーケストレーションのコアコンポーネントは次のとおりです。

• **自動処理を有効にする **パイプラインはバックグラウンドで実行するか、データと同期したまま
にすることができます。バッチサイズとトリガーを構成し、同期または非同期処理モードを選択でき
ます。

• 変更検出新しい、更新、または削除されたレコードを識別するため、ダーティデータのみが処理され
ます。

• 同期対非同期ライブ即時、トランザクション更新またはバックグラウンド定期的、ノンブロッキング
更新のいずれかを選択します。

• ** Background workers **バックグラウンドワーカーは、メインデータベースのパフォーマンスに影
響を与えることなく、OCR、文書解析、API呼び出しの埋め込みなどの AIタスクを非同期に実行す
る専用の Postgresプロセスです。

• リソースの分離彼らはユーザーセッションとは無関係に実行され、大量のデータの取り込み中もアプ
リの高速性が保証されます。

• バッチと再試行データを効率的なバッチにグループ化してAPIコストを節約し、外部サービスOpenAI
などが一時的に停止している場合に自動的に再試行します。ダウン。

• **モニタリングとオブザーバビリティ **自動化されたワークフローの詳細なステータスを提供しま
す。これらのプロセスはバックグラウンドで実行されているため、可観測性により、状態、速度、お
よび精度を追跡できます。

• ステータス追跡 aidb.pipeline_metricsのようなビューを使用して、バックログにある行数とレ
コードの合計数を確認します。destination.

• ** Pipeline error log **特定のファイルが破損した PDFまたはタイムアウトなどの解析に失敗した理
由を正確にキャプチャし、迅速なトラブルシューティングを可能にします。SQLサーフェスから検
査、クリア、および再キューイングします。
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完全なパイプラインワークフローに適用されたオーケストレーションを確認するには、Examplesを参照し
てください。

Auto-processing

自動処理は、ソースデータテーブルまたはボリューム内と AIパイプライン出力ナレッジベースの埋め込み
などを自動的に同期させるように設計された機能セットです。

主な機能

• 完全な同期挿入、更新、および削除を自動的に処理するため、手動介入なしでナレッジベースの精度
を保ちます。

• 変更検出新しいまたは変更されたレコードのみを処理し、変更されていないデータの不必要な再処理
を回避します。

• 迅速なターンアラウンドバッチの処理が終了すると、すぐに結果を利用できます。開始する前に完全
なソーススキャンを行う必要はありません。

• バッチ処理レコードを同時に処理するバッチにグループ化します。これは、GPUベースの推論タス
クに最適です。

自動処理モード

パイプラインを介してデータが移動する方法を管理するには、3つの主なモードがあります。

Mode Description Pros Cons

Live Postgresトリガーを使用して、デー
タを変更する同じトランザクショ
ン内の変更をすぐに処理します。

Transactional guar-
antee, zero lag.

Can block/delay the
original data modi-
fication transaction.

Background Postgres バックグラウンドワー
カーを使用して、構成可能な間隔
`background_sync_interval`で非同
期データを処理します。

Does not block user
transactions and
ideal for huge data
sets.

Results are delayed
by the sync interval.

Disabled 自動同期はありません。データは
`aidb.run_pipeline()`を使用して手
動で処理する必要があります。

Full control over
when resources are
used.

High manual over-
head, requires full
reprocessing for ta-
ble sources.

構成

自動処理モードは、パイプラインの作成または更新時に auto_processingパラメーターを介して設定さ
れます。

パイプライン作成時のモードの設定

SELECT aidb.create_pipeline(

name => my_pipeline,

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

source => my_source_table,

...

auto_processing => Background,

background_sync_interval => 5 minutes

);

既存のパイプラインのモードの変更

SELECT aidb.update_pipeline(

my_pipeline,

auto_processing => Live

);

これらのファンクションとその完全なパラメーターリストの詳細については、Pipelines API referenceを参
照してください。

Parameter Type Description

auto_processing aidb.PipelineAutoProcessingMode自動処理モード Live、Background、または `Disabled`。
back-
ground_sync_interval

interval バックグラウンドでの実行間の間隔。 1 秒から 2
日の間である必要があります。 `auto_processing`が
`Background`の場合にのみ適用されます。

Background workers

バックグラウンドワーカーは、 EDB Postgres AIの非同期 AIパイプラインの実行エンジンです。標準の
データベーストランザクションをブロックすることなく、大量のデータを処理できます。

バックグラウンドワーカーは、auto_processing => 'Background'でパイプラインが作成または更新さ
れると、自動的にアクティブ化されます。バックグラウンドモードを有効にする前に、必要な Postgresサー
バー設定が設定されていることを確認します。

Postgresの前提条件

バックグラウンドパイプラインを実行する前に、2つの postgresql.conf設定を設定する必要があります。

shared_preload_libraries

バックグラウンドワーカーを起動する前に、postgresql.confで shared_preload_libraries = 'aidb'

を設定する必要があります。これは AIDBのインストール中に構成されます。Configuring AIDBを参照し
てください。パイプラインでバックグラウンドモードを有効にする前に、設定されていることを確認して
ください。
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max_worker_processes

バックグラウンドモードの各パイプラインは、1つの専用の Postgresバックグラウンドワーカープロセスを
必要とします。max_worker_processes設定は、クラスター全体で許可されるバックグラウンドワーカー
プロセスの数を制御します。

デフォルト値は 8です。複数のバックグラウンドパイプラインを実行する予定がある場合は、この値を増
やします。

max_worker_processes = 20

この設定を変更した後、Postgresを再起動します。現在の値を確認するには

SHOW max_worker_processes;

max_worker_processesが使い果たされると、新しく作成されたバックグラウンドパイプラインはワーカー
を起動せず、容量が解放されるまでサイレントに処理をスキップします。

コア機能

• 非同期実行パイプラインがバックグラウンドモードに設定されている場合、処理はユーザーセッショ
ンとは無関係に発生します。この方法により、ソーステーブルのクエリまたはデータ変更が、生成ま
たは OCRタスクの埋め込みによって遅延されません。

• バッチ処理バックグラウンドワーカーは、レコードを構成可能なバッチサイズにグループ化します。
これにより、特にGPUベースのモデルまたはリモートAIサービスAPIと対話する場合、スループッ
トが最適化されます。

• パラレルオペレーション各バッチ内で、ワーカーはパイプラインステップデータの取得、埋め込み計
算、およびストレージをパラレル操作として実行して、パフォーマンスを最大化します。

• 継続ポーリングワーカーは、定義された background_sync_intervalに基づいて、変更がないかソー
スを継続的に監視します。

変更検出

バックグラウンドワーカーは、特定の検出ロジックを使用してさまざまなソースタイプを処理します。

• テーブルソース軽量トリガーは、挿入、更新、削除などの変更イベントをキャプチャし、バックログ
に配置します。バックグラウンドワーカーは、次のインターバルでこのバックログを処理します。

• ボリュームソースバックグラウンドワーカーは、外部ストレージのスキャンを実行します。ファイル
の last_modifiedタイムスタンプを状態テーブルと比較して、新しいドキュメントまたは変更され
たドキュメントを識別します。

構成とコンストレイン

必須

• Postgres 前提条件バックグラウンドワーカーには、shared_preload_libraries = 'aidb' と
postgresql.confに十分な max_worker_processes値が必要です。このページの Postgresの前提条
件を参照してください。
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オプションのチューニング

``background_sync_interval`` は、ワーカーが新しいデータまたは変更されたデータをポーリングす
る頻度を制御します。これは、postgresql.conf ではなく、aidb.create_pipeline() または aidb.

update_pipeline()を介してパイプラインごとに構成されます。

SELECT aidb.create_pipeline(

name => my_pipeline,

source => my_table,

auto_processing => Background,

background_sync_interval => 30 seconds,

...

);

デフォルトの間隔は、ほとんどのテーブルソースに適しています。 AWS S3のようなクラウドオブジェク
トストアによってバッキングされるボリュームソースの場合、各スキャンではリストオペレーションが発
生し、コストまたはレート制限に影響を与える可能性があります。これらの場合、より長い間隔を検討し
ます。

SELECT aidb.update_pipeline(

my_s3_pipeline,

background_sync_interval => 1 day

);

background_sync_intervalは、Postgres間隔値'5 minutes'、'1 hour'、'1 day'などを受け入れます。

モニタリングとオブザーバビリティ

aidb.pipeline_metricsビュー aidb.pipemとしてもアクセスを使用して、バックグラウンドワーカー
のステータスと状態を追跡できます。主要なメトリックには次のものが含まれます。

• Table- unprocessed rowsテーブルソースの場合、まだ処理されていない行の数。

• ボリューム-スキャン完了ボリュームソースの場合、完了したフルスキャンの数。

• Count (source records)ソース内のレコードの合計数。

• Count (destination records)宛先のレコードの合計数。

• Status現在のパイプラインのステータス。

Observability

すべての自動処理モードの詳細なステータスと進行状況の出力を確認します。

2つのビューがオンデマンドの可観測性のニーズのほとんどをカバーします。それぞれがクエリ時に数値
を計算します。

• promoteb.pipeline_metricsエイリアス aidb.pipem̶バックログ、ソース /宛先カウント、ステータス、
エラーカウントを含むパイプラインごとに 1行。これは、処理の進行状況を追跡するためのプライマ
リビューです。

10.1. 例 RAGのナレッジベース 109



AIDB,リリース 7.6.0

• helpb.Knowledge_base_metricsエイリアス aidb.kbm ̶パイプライン数、埋め込み数、および接続さ
れているすべてのパイプラインの集計ステータスを含むナレッジベースごとに 1行。

オンデマンドメトリック

パイプラインごとの進行状況

SELECT * FROM aidb.pipem;

__OUTPUT__

pipeline | auto processing | table: unprocessed rows | volume: scans␣

↪→completed | count(source records) | count(destination records) | Status |␣

↪→count(record errors) | count(blocking errors) | last run completed

- --------------------+-----------------+-------------------------+-------------------

↪→------+-----------------------+----------------------------+----------+-------------

↪→---------+------------------------+----------------------------

feedback_na_pipe | Live | 0 |

| 412 | 412 | UpToDate |

0 | 0 | 2026-07-21 10:14:58.001+00

product_docs_pipe | Background | |

6 | 1842 | 1842 | UpToDate |

0 | 0 | 2026-07-21 10:10:02.774+00

(2 rows)

変更検出メカニズムはボリュームソースとテーブルソースでは異なるため、ビューは次のメトリックを公
開します。

• table: unprocessed rows 変更イベントのバックログにリストされる一意の行の数。 Disabled

の場合、自動処理は新しい変更イベントをキャプチャしません。

• volume: scans completed完了したソースの完全なリストの数。

• count(source records)ソースに存在するレコード数。テーブルソースに関しては常に正確です。
ボリュームソースの各フルスキャンの後に更新されます。

• count(destination records)パイプラインがその宛先エンベディング、チャンクなどに書き込ん
だ行数。

ナレッジベースの概要

SELECT * FROM aidb.kbm;

__OUTPUT__

name | pipelines | embeddings | status

- -----------------------------+-----------+------------+----------

public.product_catalog_kb | 1 | 1842 | UpToDate

public.customer_feedback_kb | 2 | 915 | UpToDate

(2 rows)

status列は、その KBに接続されているすべてのパイプラインにわたって最悪のパイプラインステータス
をロールアップします。aidb.pipeline_metricsをドリルして、どのパイプラインが原因であるかを見
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つけます。

マテリアライズされたメトリック

aidb.pipeline_metricsおよび aidb.knowledge_base_metricsは、照会時にオンデマンドで数値を計
算します。外部モニタリング-たとえば、EDB Postgres AIエージェントを介した Prometheusスクレイピン
グの場合、一定の間隔でこれらのビューをポーリングすることは、すべてのスクレイピングですべてのパ
イプラインの統計を再計算することを意味し、各パイプライン所有者の基になるテーブルに到達するには
スクレイピングロールが必要です。

aidb.pipeline_metrics_collectionは両方のコストを回避します。バックグラウンドワーカーは、す
べてのパイプラインから同じ統計のスナップショットを作成し、そのパイプラインの所有ロールとして照
会し、15秒ごとにこのテーブルに書き込みます。テーブルへのアクセスが付与されたロール̶pg_monitor

はデフォルトで SELECTを取得します̶は、何も再計算せず、パイプラインごとの権限を必要とせずに、事
前計算されたメトリックを読み取ることができます。

SELECT * FROM aidb.pipeline_metrics_collection;

__OUTPUT__

pipeline | auto processing | table: unprocessed rows | volume: scans␣

↪→completed | count(source records) | count(destination records) | count(record␣

↪→errors) | count(blocking errors) | Status | owner_role | collected_at

- --------------------+-----------------+-------------------------+-------------------

↪→------+-----------------------+----------------------------+----------------------+-

↪→-----------------------+----------+---------------+-------------------------------

feedback_na_pipe | Live | 0 |

| 412 | 412 | 0 |

0 | UpToDate | app_owner | 2026-07-21 10:15:03.221+00

product_docs_pipe | Background | |

6 | 1842 | 1842 | 0 |

0 | UpToDate | app_owner | 2026-07-21 10:15:03.402+00

(2 rows)

列は aidb.pipeline_metricsに一致するものに加えて、

• owner_roleパイプラインの所有ロール、 aidb.pipelines.owner_roleと同じ。

• collected_atこの行が最後に更新された日。

削除されたパイプラインの行は、次の収集サイクルで自動的に削除されます。

コレクターの有効化

コレクターはオプトインであり、デフォルトで無効になっているため、aidb.pipeline_metrics_collection
は、オンにするまで空のままです。インスタンス全体で有効にします。

ALTER SYSTEM SET aidb.enable_background_metrics_collector = on;

または、1つのデータベースにスコープを設定し、そのデータベースのインスタンス全体のデフォルトを
オーバーライドします。
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ALTER DATABASE my_db SET aidb.enable_background_metrics_collector = on;

!!!note Postgresを再起動して、新しい構成を適用します。

失敗したレコードの検査

レコードごとの障害の詳細失敗したステップ、オペレーション、基になるエラーメッセージ、および再試
行状態は Pipeline error logにあります。

Pipeline error log

各パイプラインにはエラーログテーブルがあります。レコードが任意のステップで失敗すると、ログは、
ソースレコード ID、失敗したステップ、操作タイプ、およびエラーメッセージをキャプチャします。バッ
チの残りの部分は処理を継続します。

その仕組み

• レコードに失敗すると、ソース ID、失敗したステップ番号、操作タイプ、エラーメッセージととも
に{source_schema}.pipeline_{pipeline_name}_errorsログに記録されます。

• 単一の不良レコードはパイプラインをブロックしません。バッチ内の他のレコードは、残りのすべて
のステップを続行します。

• エラーログテーブルはパイプラインで作成され、パイプラインが削除されるときに削除されます。
7.2.0より前に作成されたパイプラインは、アップグレード中にテーブルを取得します。

• 書き込みは失敗したステップのトランザクション内で発生するため、成功したステップが孤立したロ
グ行を残すことはなく、障害がレコードを失うことはありません。

• ログに記録された各エラーは、Postgres WARNINGも生成します。promoteb.pipeline_error_warningsで
切り替えます ;エラーは関係なくログに残ります。

• queryおよび summaryファンクションは、エラーログテーブルが欠落しているパイプラインに対して
空の結果を返します。

• エラーログテーブルを手動で削除しないでください。7.4.0の時点で、ソース DELETEハンドラーと
ステップ後クリーンアップは、テーブルが見つからない場合にエラーを発生させます。

• エラーは、4つの error_category値のいずれかを取得します helpb.ErrorBlockingを参照してくだ
さい。

Category Scope Blocks pipeline? Description

RecordTemporary Record No 単一レコードの一時的な障害。再
試行で成功する場合があります。

RecordPermanent Record No 単一のレコードの永続的な障害た
とえば、破損したデータ。

次のページに続く
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表 14 –前のページからの続き
Category Scope Blocks pipeline? Description

PipelineTemporary Pipeline Yes ステップ全体を停止した一時的な
障害たとえば、サービスの停止。
再試行で解決される場合がありま
す。

PipelinePermanent Pipeline Yes ステップ全体を停止した永続的な
障害たとえば、無効なモデル構成。

レコードレベルのエラーはパイプラインをブロックしません。他のレコードは処理を続けます。パイプライ
ンレベルのエラーは、ステップ全体をブロックします。一時的なエラーは、再試行すると解決される場合が
あります。永続的なエラーは、不正なデータまたは構成ミスを示しています。具体的には RecordTemporary

は現在モデルレート制限エラーの場合にのみ起動し、RecordPermanentは不正な入力データたとえば、破
損した PDF、不正な HTML、無効な UTF-8をカバーし、PipelineTemporaryは一時的な外部障害たとえ
ば、オブジェクトストアの停止、モデルサービスタイムアウトをカバーします)、PipelinePermanentは、
一般的な構成の誤りたとえば、削除されたモデル、無効なステップ構成などです。

エラーのクエリー

aidb.get_error_logs()を使用して、パイプラインのエラーログを検査します。

SELECT * FROM aidb.get_error_logs(my_pipeline);

__OUTPUT__

id | source_id | part_ids | pipeline_step | step_operation | error_message

| error_category | failed_at | retry_count | last_

↪→retry_at

- ---+-----------+----------+---------------+----------------+------------------------

↪→----------------+-------------------+----------------------------+-------------+----

↪→-----------

3 | doc_99 | {0,2} | 2 | ChunkText | text segment exceeded␣

↪→maximum length | RecordPermanent | 2026-04-10 14:32:01.123+00 | 0 |

2 | doc_42 | {0} | 1 | ParsePdf | failed to extract text␣

↪→from page 0 | RecordPermanent | 2026-04-10 14:31:58.456+00 | 0 |

1 | doc_7 | | 1 | ParsePdf | corrupt PDF header

| RecordPermanent | 2026-04-10 14:31:55.789+00 | 0 |

(3 rows)

ソースレコード、ステップ番号、またはエラーカテゴリでフィルタリングします。

SELECT * FROM aidb.get_error_logs(

my_pipeline,

p_source_id => doc_42

);
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SELECT * FROM aidb.get_error_logs(

my_pipeline,

p_pipeline_step => 1::SMALLINT,

p_error_category => RecordPermanent

);

p_limitおよび p_offsetを使用したページ付け

SELECT * FROM aidb.get_error_logs(my_pipeline, p_limit => 20, p_offset => 40);

完全なパラメーターと戻り型の詳細については、Operations referenceを参照してください。

エラーの概要

1つのパイプラインのステップ、オペレーション、およびカテゴリ別にグループ化されたエラー数を取得
します。

SELECT * FROM aidb.get_error_log_summary(my_pipeline);

__OUTPUT__

pipeline_step | step_operation | error_category | error_count | latest_failed_at

- --------------+----------------+-------------------+-------------+------------------

↪→----------

1 | ParsePdf | RecordPermanent | 2 | 2026-04-10␣

↪→14:31:58.456+00

2 | ChunkText | RecordPermanent | 1 | 2026-04-10␣

↪→14:32:01.123+00

(2 rows)

または、すべてのパイプラインで同じロールアップを一度に取得します。

SELECT * FROM aidb.get_all_error_summaries();

__OUTPUT__

pipeline_name | pipeline_step | step_operation | error_category | error_count |␣

↪→latest_failed_at

- --------------+---------------+----------------+-------------------+-------------+--

↪→--------------------------

my_pipeline | 1 | ParsePdf | RecordPermanent | 2 |␣

↪→2026-04-10 14:31:58.456+00

my_pipeline | 2 | ChunkText | RecordPermanent | 1 |␣

↪→2026-04-10 14:32:01.123+00

pdf_ingester | 1 | ParsePdf | PipelinePermanent | 1 |␣

↪→2026-04-10 15:00:12.000+00

(3 rows)

完 全 な パ ラ メ ー タ ー と 戻 り 型 の 詳 細 に つ い て は 、Operations reference お よ び pro-
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moteb.get_all_error_summariesを参照してください。

失敗したレコードの再キューイング

7. 5.0の新機能。 aidb.requeue_pipeline_errors()は、ターゲットのレコードレベルのエラー行を
削除し、パイプラインのステートサーフェスでソースレコードをダーティとしてマークします。次の
通常の実行で再処理されます。呼び出し自分自身は処理を行いません。

SELECT * FROM aidb.requeue_pipeline_errors(my_pipeline, ARRAY[1, 2, 99]);

__OUTPUT__

error_id | action

- ---------+------------------------

1 | requeued

2 | requeued

99 | not_found

(3 rows)

結果は error_idの昇順で並べられます。各行は、3つのアクションのいずれかをレポートします。

• requeued レコードレベルの行が削除され、ソースがダーティとしてマークされました。テーブ
ルソースは状態イベントをエンキューします。ボリュームソースは、状態行にワンショットの
retry_requested_atマーカーを設定します。

• skipped_pipeline_levelエントリーには NULL source_id以下を参照してください、そして適切
な場所に残されます。

• not_found IDがエラーログになかったか、パイプラインにエラーログテーブルがありません古いパ
イプラインまたは Semantic KBのような Emptyソース。

バックグラウンドパイプラインは、次のワーカーティックに再キューイングされた行を自動的にド
レインします。無効またはライブパイプラインを実際に再処理するには、フォローアップの aidb.

run_pipeline('my_pipeline')が必要です。

リキューイングは遅延マークダーティ操作であり、同期再試行ではありません。呼び出し自分自身は処理
を行わないため、レコードごとの成功または失敗は、フォローアップの実行後にのみ表面化します。再処
理後に何が起こったのかを確認するには、aidb.get_error_logsを再照会します。

重複する IDのコンカレント・リキューは、行ごとの FOR UPDATEロックでシリアル化されます。重複し
ない IDセットは並列的に処理されます。Requeueは、 aidb.run_pipelineまたはバックグラウンドワー
カーをブロックしません。

パイプラインレベルのエラー

パイプラインレベルのエラーNULL source_idは、特定のレコードに関連付けられていないバッチ障害を記
録します。レコードごとに再度キューイングすることはできないため、aidb.requeue_pipeline_errors
は action='skipped_pipeline_level'を返し、ログにエントリを残します。

SELECT * FROM aidb.requeue_pipeline_errors(my_pipeline, ARRAY[7]);

__OUTPUT__

(次のページに続く)
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error_id | action

- ---------+------------------------

7 | skipped_pipeline_level

(1 row)

根本的な問題たとえば、モデルの可用性、構成、削除されたモデルなどを修正し、パイプラインを再実行
します。次のステップがエラーなしで実行されると、NULL行は自動的にクリアされます。再実行せずに
終了するには、aidb.clear_error_logsを使用します。

無効モードのボリュームに関する注意事項

ボリュームソースを使用する無効モードのパイプラインでは、aidb.requeue_pipeline_errors はマー
クされたファイルに retry_requested_atマーカーを設定しますが、ドレインをスケジュールできないた
め、aidb.run_pipelineを指す NOTICEを発行します。手動 aidb.run_pipelineは、マークされたファ
イルのみではなくボリューム全体を再読み取ります。これにより、大規模なボリュームのフルボリューム
スキャンがコストがかかります。

大規模な無効モードボリュームの場合、パイプラインをバックグラウンドモードに切り替え、aidb.

requeue_pipeline_errors を呼び出し、ワーカーにマークされたファイルをドレインさせて、パイプ
ラインを無効に戻します。

完全なパラメーターと戻り型の詳細については、Operations referenceを参照してください。

エラーのクリア

IDで特定のエラーログエントリを削除します。

SELECT aidb.clear_error_logs(my_pipeline, ARRAY[1, 3]);

__OUTPUT__

clear_error_logs

- -----------------

2

(1 row)

削除された行数を返します。決済は IDベースです。 get_error_logs()を使用してエントリを削除する
前に確認してください。

完全なパラメーターと戻り型の詳細については、Operations referenceを参照してください。

自動クリーンアップ

エラーログエントリは、3つの場合、aidb.clear_error_logsまたは aidb.requeue_pipeline_errors

なしでクリアされます。

• ソースレコードが削除されました。ライブ DELETEトリガー、バックグラウンドワーカー DELETE処
理、およびボリュームの古い状態のクリーンアップはすべて、宛先行とともに一致するエラーログエ
ントリを削除します。
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• ソースエンベロープは、後の実行で宛先に到達します。パイプラインエグゼキューターは、(source_id,
part_ids)によってスコープされるエントリをクリアするため、部分的粒度の成功によって兄弟エ
ラーがワイプされません。

• そのステップが次に正常に実行された後、ステップのパイプラインレベルの行 NULL source_id。
その実行中に同時に失敗したエグゼキューターによって書き込まれたエラーは保存されます。

パイプラインを削除すると、エラーログテーブル全体が削除されます。

パイプラインステータスの統合

エラー数は promoteb.pipeline_metricsビューにも表示されます。パイプラインステータスはエラーの重大
度を反映します。

• PartialErrors一部のレコードは失敗しました。残りは通常に処理されました。

• BlockingErrorsパイプラインレベルのエラーにより、ステップが完全に停止しました。

パイプラインの状態のモニタリングの詳細については、モニタリングとオブザーバビリティを参照してく
ださい。

エンドツーエンドの例

3つのドキュメントソースを使用した短いウォークスルー。1つの行には破損した PDFがあり、1つは解
析しますが、特大のチャンクを生成し、3番目は埋め込みステップでモデルレート制限に達します。

パイプラインを実行します。3つの障害はいずれもバッチを中止しません。次に、結果のエラーを検査し
ます。

SELECT aidb.run_pipeline(my_pipeline);

SELECT id, source_id, error_category

FROM aidb.get_error_logs(my_pipeline);

__OUTPUT__

id | source_id | error_category

- ---+-----------+-----------------

3 | doc_200 | RecordTemporary

2 | doc_42 | RecordPermanent

1 | doc_7 | RecordPermanent

(3 rows)

パイプラインは PartialErrorsを報告し、数を表示します。

SELECT pipeline, "Status", "count(record errors)", "count(blocking errors)"

FROM aidb.pipeline_metrics WHERE pipeline = my_pipeline;

__OUTPUT__

pipeline | Status | count(record errors) | count(blocking errors)

- -------------+---------------+----------------------+------------------------

my_pipeline | PartialErrors | 3 | 0

(1 row)
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上流のレート制限の問題を修正した後、レート制限された行を再度キューに入れます。これは、ソースが
ダーティであることを示します。自分自身は再処理しません。

SELECT * FROM aidb.requeue_pipeline_errors(my_pipeline, ARRAY[3]);

__OUTPUT__

error_id | action

- ---------+----------

3 | requeued

(1 row)

再度キューに入れられた行をドレインします。バックグラウンドパイプラインがこれを自動的に取得しま
す。無効またはライブパイプラインには明示的な呼び出しが必要です。トリアージ後に 2つの永続的な障
害を無視します。

SELECT aidb.run_pipeline(my_pipeline);

SELECT aidb.clear_error_logs(my_pipeline, ARRAY[1, 2]);

__OUTPUT__

clear_error_logs

- -----------------

2

(1 row)

ステータスは UpToDateに戻ります。

SELECT pipeline, "Status" FROM aidb.pipeline_metrics WHERE pipeline = my_pipeline;

__OUTPUT__

pipeline | Status

- -------------+----------

my_pipeline | UpToDate

(1 row)

Pipelines API reference

このページでは、AIパイプラインの完全なパブリック APIについて説明します。API全体で使用される
型と列挙型、パイプラインの状態を検査するためのビュー、コア CRUDおよび実行機能、パイプラインス
テップとベクターインデックスの構成ヘルパー機能。モデル構成ヘルパーについては、Models referenceを
参照してください。

タイプ

helpb.PipelineAutoProcessingモード

パイプラインが新しいデータまたは変更されたデータを自動的に処理する方法を制御します。

CREATE TYPE PipelineAutoProcessingMode AS ENUM (

Live,

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

Background,

Disabled

);

Value Description

Live Postgresトリガーを使用して、新しいデータが到着するとすぐに処理します。
Background Postgresワーカーを使用して、バックグラウンドでデータを継続的に処理し

ます。
Disabled 自動処理はありません。 `aidb.run_pipeline()`を使用して手動でトリガーしま

す。

helpb.PipelineDataFormat

パイプラインが処理するソースデータの形式を指定します。

CREATE TYPE PipelineDataFormat AS ENUM (

Text,

Image,

Pdf

);

Value Description

Text プレーンテキストデータ。
Image 画像データバイト。
Pdf PDFドキュメント。

promoteb.PipelineSourceType

パイプラインが読み取るデータソースの種類を示します。

CREATE TYPE PipelineSourceType AS ENUM (

Table,

Volume,

Empty

);

Value Description

Table Postgresテーブルまたはビュー。
Volume PGFSストレージボリューム。
Empty ソースなし。パイプラインは独自のデータを生成します。
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promoteb.PipelineDestinationType

パイプラインの書き込み先の種類を示します。

CREATE TYPE PipelineDestinationType AS ENUM (

Table,

Volume,

Empty

);

Value Description

Table Postgresテーブル。
Volume PGFSストレージボリューム。
Empty 目的地はありません。出力は破棄されます。

helpb.PipelineStepOperation

パイプラインステップによって実行されるオペレーションを定義します。

CREATE TYPE PipelineStepOperation AS ENUM (

ChunkText,

SummarizeText,

ParseHtml,

ParsePdf,

PerformOcr,

KnowledgeBase,

PdfToImage,

SemanticKB

);

Value Description

ChunkText テキストをより小さなチャンクに分割します。
SummarizeText 言語モデルを使用してテキストを要約します。
ParseHtml HTMLからテキストコンテンツを抽出します。
ParsePdf PDFからテキストまたは画像を抽出します。
PerformOcr 画像で光学式文字認識を実行します。
KnowledgeBase エンベディングを計算してナレッジベースに保存します。
PdfToImage PDFページを画像に変換します。
SemanticKB スキーマメタデータをセマンティックナレッジベースにインデックス付けし

ます。
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helpb.PipelineStatus

パイプラインの現在の処理状態を表します。

CREATE TYPE PipelineStatus AS ENUM (

Stale,

Processing,

UpToDate,

NoResults,

Failed,

Unknown,

PartialErrors,

BlockingErrors

);

Value Description

Stale ソースデータが変更されたため、パイプラインを実行する必要があります。
Processing パイプラインは現在実行中です。
UpToDate すべてのソースデータは正常に処理されました。
NoResults 処理は完了しましたが、出力は生成されません。
Failed 最後の実行は失敗しました。
Unknown ステータスは特定できません。
PartialErrors 一部のレコードはレコードレベルのエラーで失敗しました。それ以外の場合、

パイプラインは動作しています。
BlockingErrors パイプラインレベルのエラーにより処理が停止されました。問題を解決し、

再実行して、エントリをクリアします。

helpb.ErrorBlocking

ログに記録されたエラーがパイプライン処理に与える影響を分類します。2次元スコープレコード対パイ
プラインと時間性一時的対永続的。

CREATE TYPE ErrorBlocking AS ENUM (

RecordTemporary,

RecordPermanent,

PipelineTemporary,

PipelinePermanent

);
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Value Description

RecordTemporary 一時的なレコードレベルの障害。他のレコードの処理は継続されます。現在、
モデルレート制限エラーの場合にのみ発生します。

RecordPermanent 永続的なレコードレベルの障害たとえば、不正な入力データ。他のレコード
の処理は継続されます。

PipelineTemporary 一時的なパイプラインレベルの障害たとえば、ネットワークタイムアウト、
サービスの停止など。ステップをブロックします。再試行で解決される場合
があります。

PipelinePermanent 永続的なパイプラインレベルの障害たとえば、削除されたモデル、無効な構
成。ステップをブロックします。

helpb.DistanceOperator

ベクトル類似性検索に使用される距離メトリックを指定します。

CREATE TYPE DistanceOperator AS ENUM (

L2,

InnerProduct,

Cosine,

L1,

Hamming,

Jaccard

);

Value Description

L2 ユークリッド距離。
InnerProduct 内積。
Cosine コサイン類似度。
L1 L1マンハッタンの距離。
Hamming ハミング距離。
Jaccard ジャッカード距離。

ドメイン

promoteb.pipeline_name_50

パイプライン名が 50文字以下であることを適用する TEXTドメイン。

promoteb.background_sync_interval

バックグラウンド同期間隔が 1 secondと 2 daysの間であることを強制する INTERVALドメイン。
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ビュー

helpb.pipelines

aidb.pipesとしてもアクセスできます。登録されたすべてのパイプラインとその構成、ソース、宛先、処
理モード、ステップ定義をリストします。

Column Type Description

id integer 内部パイプライン識別子。
name text パイプラインの名前。
source_type pro-

moteb.PipelineSourceType
ソースがテーブルかボリュームかどうか。

source_schema text ソーステーブルのスキーマ。
source text ソーステーブルまたはボリュームの名前。
source_key_column text ソース内の一意キーとして使用される列。
source_data_column text 処理するデータを含む列。
destination_type pro-

moteb.PipelineDestinationType
デスティネーションがテーブルかボリュームか
どうか。

destination_schema text 宛先テーブルのスキーマ。
destination text 宛先テーブルまたはボリュームの名前。
destina-
tion_key_column

text 宛先テーブルのキー列。

destina-
tion_data_column

text 処理されたデータが書き込まれる宛先の列。

steps jsonb パイプラインステップ定義の順序付けられた配
列。

auto_processing helpb.PipelineAutoProcessing
モード

自動処理モード。

batch_size integer バッチごとに処理されたレコードの数。
back-
ground_sync_interval

interval バックグラウンドモードでの実行間の間隔。

owner_role text このパイプラインを所有する Postgresロール。

例

SELECT name, source, destination, auto_processing FROM aidb.pipelines;

promoteb.pipeline_metrics

aidb.pipemとしてもアクセスできます。各パイプラインの現在の処理統計を表示します。

Column Type Description

pipeline text パイプラインの名前。
auto processing text 現在の自動処理モード。

次のページに続く
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表 24 –前のページからの続き
Column Type Description

table: unprocessed
rows

bigint テーブルソースの場合まだ処理されていない行
数。

volume: scans com-
pleted

bigint ボリュームソースの場合完了したフルスキャン
の数。

count(source records) bigint ソース内のレコードの合計数。
count(destination
records)

bigint 宛先のレコードの合計数。

Status text 現在のパイプラインステータスの統合。
count(record errors) bigint このパイプラインでログに記録されたレコードレ

ベルのエラーの数 RecordTemporary plus Record-
Permanent 。

count(blocking errors) bigint このパイプラインでログに記録されたパイプラ
インレベルのエラーの数 PipelineTemporary plus
PipelinePermanent 。

last run completed timestamptz パイプラインの最後の実行が終了したとき。 7.6.0
で導入されました。

例

SELECT * FROM aidb.pipeline_metrics;

__OUTPUT__

pipeline | auto processing | table: unprocessed rows | volume: scans␣

↪→completed | count(source records) | count(destination records) | Status |␣

↪→count(record errors) | count(blocking errors) | last run completed

- ---------------------+-----------------+-------------------------+------------------

↪→-------+-----------------------+----------------------------+----------+------------

↪→----------+------------------------+----------------------------

pipeline__7471a | Background | 0 |

| 5 | 5 | UpToDate |

0 | 0 | 2026-07-21 10:15:03.221+00

pipeline__7471b | Background | 0 |

| 5 | 5 | UpToDate |

0 | 0 | 2026-07-21 10:15:03.402+00

animal_facts_kb | Disabled | 0 |

| 99 | 372 | UpToDate |

0 | 0 | 2026-07-20 09:02:11.010+00

animal_facts_kb_bert | Disabled | 0 |

| 99 | 372 | UpToDate |

0 | 0 | 2026-07-20 09:02:11.010+00

mpkb_pipe_int | Disabled | 0 |

| 2 | 4 | UpToDate |

0 | 0 | 2026-07-19 16:40:55.884+00

(次のページに続く)
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mpkb_pipe_text | Disabled | 0 |

| 2 | 4 | UpToDate |

0 | 0 | 2026-07-19 16:40:55.884+00

(6 rows)

ファンクション

promoteb.create_pipeline

ソース、最大 10の連続した処理ステップ、およびオプションの宛先を使用して新しいパイプラインを作成
します。

パラメーター

Parameter Type Default Description

name TEXT Required パイプラインの名前。最大 46文
字。

source TEXT Required ソーステーブルまたはボリューム
の名前。

step_1 helpb.PipelineStepOperationRequired 最初のパイプラインステップのオ
ペレーション。

source_key_column TEXT NULL ソーステーブルの一意のキー列。
source_data_column TEXT NULL 処理するデータを含む列。
destination TEXT NULL 宛先テーブルまたはボリュームの

名前。
auto_processing helpb.PipelineAutoProcessing

モード
NULL 自動処理モード。

batch_size INT NULL バッチごとに処理するレコードの
数。

back-
ground_sync_interval

INTERVAL NULL バックグラウンドでの実行間の間
隔。 1秒から 2日の間である必要
があります。

owner_role TEXT NULL このパイプラインを所有および実
行するロール。

次のページに続く
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表 25 –前のページからの続き
Parameter Type Default Description

step_1_options JSONB NULL ステップ 1 の構成適切な パイプ
ラインステップ構成ヘルパー を
使用します。どのステップでもこ
こで `intermediate_destination`を
設定して、出力を永続化すること
もできます。 エンドツーエンド
の例 中間ストレージを使用した
マルチステップパイプライン を
参照してください。

step_2… step_10 helpb.PipelineStepOperationNULL ステップ 2～10 のオペレーショ
ン。

step_2_options …
step_10_options

JSONB NULL 手順 2～10の構成。

返品

Column Type Description

name text 作成されたパイプラインの名前。
destination_type text パイプラインの宛先のタイプ。
destination_schema text 宛先のスキーマ。
destination text 宛先の名前。
destina-
tion_key_column

text 宛先のキー列。

destina-
tion_data_column

text 宛先のデータ列。

例

- - Single-step pipeline: chunk text from a table into a destination table

SELECT aidb.create_pipeline(

name => my_chunker,

source => source_docs,

source_key_column => id,

source_data_column => body,

destination => chunked_docs,

step_1 => ChunkText,

step_1_options => aidb.chunk_text_config(200, 250, 25),

auto_processing => Live

);

- - Multi-step pipeline: parse PDF, then embed into a knowledge base

SELECT aidb.create_pipeline(
(次のページに続く)
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name => pdf_to_kb,

source => pdf_volume,

destination => my_kb,

step_1 => ParsePdf,

step_1_options => aidb.pdf_parse_config(),

step_2 => KnowledgeBase,

step_2_options => aidb.knowledge_base_config(my_model, Text),

auto_processing => Background,

background_sync_interval => 60 seconds

);

promoteb.update_pipeline

既存のパイプラインの自動処理設定を更新します。

パラメーター

Parameter Type Default Description

name TEXT Required 更新するパイプラインの名前。
auto_processing helpb.PipelineAutoProcessing

モード
NULL 新しい自動処理モード。

batch_size INT NULL 新しいバッチサイズ。
back-
ground_sync_interval

INTERVAL NULL 新しいバックグラウンド同期間
隔。

例

SELECT aidb.update_pipeline(my_chunker, auto_processing => Background, background_

↪→sync_interval => 5 minutes);

promoteb.delete_pipeline

パイプラインとその構成を削除します。ソースまたは宛先テーブルは削除しません。

パラメーター

Parameter Type Default Description

name TEXT Required 削除するパイプラインの名前。
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例

SELECT aidb.delete_pipeline(my_chunker);

promoteb.run_pipeline

auto_processingモードに関係なく、パイプラインをすぐに実行するように手動でトリガーします。

パラメーター

Parameter Type Default Description

pipeline_name TEXT Required 実行するパイプラインの名前。

例

SELECT aidb.run_pipeline(my_chunker);

promoteb.get_pipeline_metrics

パイプラインの現在の処理統計を返します。

パラメーター

Parameter Type Default Description

name TEXT Required パイプラインの名前。

返品

Column Type Description

name text パイプラインの名前。
auto_processing text 現在の自動処理モード。
count_events bigint テーブルソースの場合未処理の変更イベントの

数。
count_source bigint ソース内のレコードの合計テーブルソースの場

合。
count_known_objects bigint 既知のオブジェクトの合計ボリュームソースの

場合。
last_full_run_id bigint 最後に完了したフルスキャンの ID ボリューム

ソースの場合。
次のページに続く
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表 31 –前のページからの続き
Column Type Description

count_destination bigint 宛先の合計レコード。
status text 現在のパイプラインステータスの統合。
count_errors_record bigint このパイプラインでログに記録されたレコードレ

ベルのエラーの数 RecordTemporary plus Record-
Permanent 。

count_errors_pipeline bigint このパイプラインでログに記録されたパイプラ
インレベルのエラーの数 PipelineTemporary plus
PipelinePermanent 。

last_run_completed timestamptz パイプラインの最後の実行が終了したとき。 7.6.0
で導入されました。

例

SELECT * FROM aidb.get_pipeline_metrics(my_chunker);

エラーログファンクション

障害が発生したパイプラインレコード aidb.get_error_logs 、aidb.clear_error_logs 、aidb.

get_error_log_summary 、aidb.get_all_error_summaries 、aidb.requeue_pipeline_errors を検
査、クリア、および再キューイングするためのファンクションは、Operations referenceに文書化されてい
ます。エンドツーエンドのガイドスタイルのワークフローについては、Pipeline error logを参照してくだ
さい。

パイプラインステップ構成ヘルパー

これらのファンクションは、aidb.create_pipelineの step_N_optionsパラメーターで使用する JSONB

構成オブジェクトを結果ます。それらには、intermediate_destinationのパラメーターがありません。
ステップのオプションに追加する方法については、エンドツーエンドの例中間ストレージを使用したマル
チステップパイプラインを参照してください。

promoteb.chunk_text_config

テキストをより小さなセグメントに分割するように ChunkTextステップを構成します。

パラメーター

Parameter Type Default Description

desired_length INTEGER Required ターゲットチャンクサイズ。
max_length INTEGER NULL 最大許可チャンクサイズ。

次のページに続く
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表 32 –前のページからの続き
Parameter Type Default Description

overlap_length INTEGER NULL 連続するチャンク間でオーバーラ
ップするユニットの数。

strategy TEXT NULL チャンク単位 'chars'`デフォルト
または'words'`。

例

- - Chunk into ~200 character segments, max 250, with 25-character overlap

SELECT aidb.chunk_text_config(200, 250, 25, chars);

helpb.summarize_text_config

言語モデルを使用してテキストを要約するように SummarizeTextステップを構成します。

パラメーター

Parameter Type Default Description

model TEXT Required 要約に使用するモデルの名前。
chunk_config JSONB NULL 要約する前に適用されるオ

プ シ ョ ン の チ ャ ン ク 構 成
`aidb.chunk_text_config`か ら
。

prompt TEXT NULL 概要をガイドするカスタムプロン
プト。

strategy TEXT NULL 'append'`デ フ ォ ル ト ま た
は'reduce'`。

reduction_factor INTEGER NULL `'reduce'`ストラテジーの場合各リ
ダクションパスの積極性デフォル
ト 3。

inference_config JSONB NULL オ プ シ ョ ン の 推 論 設 定
`aidb.inference_config`から。

例

SELECT aidb.summarize_text_config(

my_llm,

chunk_config => aidb.chunk_text_config(100, 100, 10, words),

prompt => Summarize concisely,

strategy => reduce,

reduction_factor => 4

);
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promoteb.ocr_config

モデルを使用して画像からテキストを抽出するように PerformOcrステップを構成します。

パラメーター

Parameter Type Default Description

model TEXT Required 使用する OCRモデルの名前。

例

SELECT aidb.ocr_config(my_ocr_model);

promoteb.html_parse_config

HTMLコンテンツからテキストを抽出するように ParseHtmlステップを構成します。

パラメーター

Parameter Type Default Description

method TEXT NULL 使用する解析方法。 `NULL`の場
合、デフォルトの方法を使用しま
す。

例

SELECT aidb.html_parse_config();

promoteb.pdf_parse_config

PDFドキュメントからコンテンツを抽出するように ParsePdfステップを構成します。

パラメーター

Parameter Type Default Description

method TEXT NULL 使用する解析方法。 `NULL`の場
合、デフォルトの方法を使用しま
す。

allow_partial_parsing BOOLEAN NULL `true`の場合、一部のページを解析
できない場合、部分的な結果を返
します。
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例

SELECT aidb.pdf_parse_config(allow_partial_parsing => true);

helpb.knowledge_base_config

エンベディングを計算および保存するように KnowledgeBaseステップを構成します。

パラメーター

Parameter Type Default Description

model TEXT Required 使用する埋め込みモデルの名前。
data_format helpb.PipelineDataFormatRequired 埋め込まれるデータのフォーマッ

ト。
distance_operator helpb.DistanceOperatorNULL 類似検索のための距離機能。デフ

ォルト `L2`
vector_index JSONB NULL ベクトルインデックス構成 Vector

インデックス構成ヘルパーから。

例

SELECT aidb.knowledge_base_config(

my_embedding_model,

Text,

distance_operator => Cosine,

vector_index => aidb.vector_index_hnsw_config(m => 16, ef_construction => 64)

);

fence.knowledge_base_config_from_kb

新しいものを作成するのではなく、既存のナレッジベースにパイプラインを接続するように KnowledgeBase

ステップを構成します。

パラメーター

Parameter Type Default Description

data_format helpb.PipelineDataFormatRequired 埋め込まれるデータのフォーマッ
ト。

例

SELECT aidb.knowledge_base_config_from_kb(Text);
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helpb.inference_config

SummarizeTextなどの言語モデルステップで使用する推論構成オブジェクトをビルドします。すべてのパ
ラメーターはオプショナル。

パラメーター

Parameter Type Default Description

system_prompt TEXT NULL 各要求の先頭に追加されるシステ
ムプロンプト。

temperature DOUBLE PRECI-
SION

NULL サンプリング温度より高い=より
ランダム。

max_tokens INTEGER NULL 生成するトークンの最大数。
top_p DOUBLE PRECI-

SION
NULL nucleusサンプリングしきい値。

seed BIGINT NULL 再現可能な出力のランダムシー
ド。

repeat_penalty REAL NULL 繰り返されたトークンのペナルテ
ィ。

repeat_last_n INTEGER NULL リピートペナルティを適用する最
近のトークンの数。

thinking BOOLEAN NULL 拡張推論を有効にしますサポート
されているモデルのみ。

extra_args JSONB NULL 追加のプロバイダー固有の推論引
数。

例

SELECT aidb.inference_config(

system_prompt => You are a technical summarizer.,

temperature => 0.3,

max_tokens => 512

);

Vectorインデックス構成ヘルパー

これらのファンクションは、 aidb.knowledge_base_configの vector_indexパラメーターの JSONB構
成を結果ます。

promoteb.vector_index_hnsw_config

HNSWインデックス pgvectorを構成します。
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パラメーター

Parameter Type Default Description

vector_data_type TEXT NULL ベクターストレージタイプ。
m INTEGER NULL ノードごとの最大接続数デフォル

ト 16。
ef_construction INTEGER NULL ビルド時の検索の深さデフォルト

64。
ef_search INTEGER NULL クエリ時の検索の深さ。

!!!note HNSW は、最大 2000 のディメンションをサポートします。高次元ベクトルの場合、aidb.

vector_index_disabled_config()を使用します。

次の表は、各 distance_operator値が pgvector opsクラスにどのようにマッピングされるかを示してい
ます。

distance_operator Index ops class

L2 vector_l2_ops
InnerProduct vector_ip_ops
Cosine vector_cosine_ops
L1 vector_l1_ops

例

SELECT aidb.vector_index_hnsw_config(m => 16, ef_construction => 64);

promoteb.vector_index_ivflat_config

pgvector IVFFlatインデックスを構成します。

パラメーター

Parameter Type Default Description

vector_data_type TEXT NULL ベクターストレージタイプ。
lists INTEGER NULL クラスター逆引きリストの数。
probes INTEGER NULL クエリー時に検索するクラスター

の数。

例

SELECT aidb.vector_index_ivfflat_config(lists => 100);
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promoteb.vector_index_chord_hnsw_config

VectorChord HNSWインデックスを構成します。

パラメーター

Parameter Type Default Description

vector_data_type TEXT NULL ベクターストレージタイプ。
m INTEGER NULL ノードごとの最大接続数。
ef_construction INTEGER NULL ビルド時の検索の深さ。
max_connections INTEGER NULL グラフ内の最大接続数。
ml DOUBLE PRECI-

SION
NULL グラフレイヤー構造を制御するレ

ベル乗数。

例

SELECT aidb.vector_index_chord_hnsw_config(m => 16, ef_construction => 64);

promoteb.vector_index_chord_vchordq_config

VectorChord vchordqインデックスを構成します。

パラメーター

Parameter Type Default Description

vector_data_type TEXT NULL ベクターストレージタイプ。
lists TEXT NULL クラスターの数。
spherical_centroids BOOLEAN NULL クラスタリングするときは、球形

の正規化された重心を使用しま
す。

例

SELECT aidb.vector_index_chord_vchordq_config(lists => 100, spherical_centroids =>␣

↪→true);

promoteb.vector_index_hsphere_optimized_config

HSphere最適化インデックスを構成します。
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パラメーター

Parameter Type Default Description

clusters INTEGER Required クラスターの数。
precision_val DOUBLE PRECI-

SION
Required インデックス精度の値。

vector_data_type TEXT NULL ベクターストレージタイプ。

例

SELECT aidb.vector_index_hsphere_optimized_config(clusters => 256, precision_val => 0.

↪→95);

promoteb.vector_index_disabled_config

ベクターインデックスの自動作成を無効にします。埋め込みディメンションが 2000を超える場合、または
インデックスを手動で管理する場合にこれを使用します。

例

SELECT aidb.vector_index_disabled_config();

モデル構成ヘルパー

モデル構成ヘルパーは Models referenceページに移動しました。

構成

AIパイプラインの動作を制御するセッション設定可能な GUC。

promoteb.pipeline_error_warnings

Property Value

Type boolean
Default true
Context SUSET

スーパーユーザーは、セッションごと、ロールごと、データベースごと、または postgresql.conf で
この設定を変更できます。他のロールは、 SETを行う前に、明示的な GRANT SET ON PARAMETER aidb.

pipeline_error_warningsが必要です。
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有効にすると、パイプラインのエラーログテーブルに記録された各エラーも Postgres WARNINGを生成しま
す。エラーは、この設定に関係なくログに残ります。永続性に影響を与えることなく警告をサイレントに
して無効にします。

SET aidb.pipeline_error_warnings = false;

Examples

パイプラインは、 EDB Postgres AIで AIワークフローを定義する主な方法です。各パイプラインは、デー
タが線形に流れる 1つ以上の連続したステップで構成されています。ステップ 1の出力はステップ 2の入
力などになります。

パイプラインの作成テーブルソース

標準の Postgres テーブルをデータソースとして使用してパイプラインを作成するには、aidb.

create_pipeline()ファンクションを使用します。次の例は、シングルステップとマルチステップのパイ
プラインの両方をセットアップする方法を示しています。

シングルステップパイプライン

この例では、Postgresテーブルからナレッジベースを作成します。パイプラインを実行した後、セマンティッ
ク検索のために結果の埋め込みを照会できます。

SELECT aidb.create_pipeline(

name => kb_pipeline_table,

source => source_table,

source_key_column => id,

source_data_column => content,

step_1 => KnowledgeBase,

step_1_options => aidb.knowledge_base_config(

model => bert, -- this is a pre-defined locally running model

data_format => Text

)

);

マルチステップパイプライン

複数の操作を連鎖させることができます。この例では、最初に HTMLを解析し、結果のテキストをチャン
クに分割します。

SELECT aidb.create_pipeline(

name => html_processing_pipeline,

source => web_data_table,

source_key_column => id,

source_data_column => html_content,

step_1 => ParseHtml,

(次のページに続く)
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step_2 => ChunkText

);

パイプラインの作成ボリュームソース

データが外部ストレージ S3バケットなどにある場合、最初にストレージの場所とボリュームを定義する必
要があります。

ステップ 1ストレージとボリュームを定義する

PGFSストレージの場所と AIDBボリュームを作成します。

SELECT pgfs.create_storage_location(s3_bucket_location, s3://my-ai-data,

options => {"region": "us-east-1", "skip_signature": "true"}

);

SELECT aidb.create_volume(source_volume, s3_bucket_location, /, Text);

ステップ 2パイプラインを作成する

SELECT aidb.create_pipeline(

name => pipeline_from_s3,

source => source_volume,

step_1 => KnowledgeBase,

step_1_options => aidb.knowledge_base_config(

model => dummy,

data_format => Text

)

);

パイプラインの実行と更新

パイプラインは、作成時にデフォルトで無効になっています。それらは手動でトリガーするか、自動処理
を有効にすることができます。

手動実行

既存のすべてのデータに対してパイプラインを 1回実行します。

SELECT aidb.run_pipeline(kb_pipeline_table);

自動処理を有効にする

ソースデータの変更に応じてパイプラインを最新の状態に保ちます。

SELECT aidb.update_pipeline(

name => kb_pipeline_table,

(次のページに続く)
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auto_processing => Live

);

モニタリングと削除

既存のパイプラインとその構成を表示するには、 aidb.pipelinesビューを照会します。

SELECT * FROM aidb.pipelines;

__OUTPUT__

name | source_type | source_schema | source | source_key_

↪→column | source_data_column | destination_type | destination_schema |

destination | destination_key_column | destination_data_column |

steps

| auto_processing | batch_size | background_sync_interval | owner_role

- ---------------+-------------+---------------+--------------------+-----------------

↪→--+--------------------+------------------+--------------------+--------------------

↪→-----+------------------------+-------------------------+---------------------------

↪→-----------------------------------------------------------------------------+------

↪→-----------+------------+--------------------------+--------------------------------

↪→------

pipeline__8989 | Table | public | source_table__8989 | id

| content | Table | public | pipeline_pipeline__

↪→8989 | source_id | value | [{"options": {"max_length

↪→": null, "desired_length": 1000}, "operation": "ChunkText", "step_order": 1}] |␣

↪→Live | 42 | @ 42 mins | role_pipeline_management_

↪→single_step

(1 row)

SELECT name, source, auto_processing FROM aidb.pipelines;

__OUTPUT__

name | source | auto_processing

- ---------------+--------------------+-----------------

pipeline__8989 | source_table__8989 | Live

(1 row)

パイプラインを削除すると、パイプラインステップによって生成された宛先テーブルもドロップします。
パイプラインを削除するには

SELECT aidb.delete_pipeline(kb_pipeline_table);

エンドツーエンドの例 RAGのナレッジベース

この例では、内部サポートナレッジベースを介して、完全に SQLで完全にローカルな、完全な検索拡張世
代 RAGフローを構築します。そして、世代モデルは、取得された記事に基づいて回答を合成します。この
例の縮小バージョンは、AI pipelines landing pageにあります。
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ステップ 1モデルを登録する

各ステージでは、異なる種類のモデルを使用します。埋め込みモデル bge-small-en-v1.5-f16は、AIDB
インストールのたびに事前登録されるため、リランキングモデルと生成モデルのみが登録が必要です。aidb.

create_model()は、Hugging Faceから各 GGUFファイルをダウンロードして検証しますリランカーは～
420 MB、Llama-3.2-3B～3.4 GBです。 revisionピンにより、例が再現可能になります。それらがないと、
モデルリポジトリの変更可能な mainブランチが使用されます。

- - Reranking model (cross-encoder)

SELECT aidb.create_model(

name => bge-reranker-v2-m3-Q4,

provider => llamacpp_reranking,

config => jsonb_build_object(

model, gpustack/bge-reranker-v2-m3-GGUF,

model_file, bge-reranker-v2-m3-Q4_K_M.gguf,

revision, 3093af03b1a635e67b084b1d8c03c5f5e020fd05,

n_ctx, 2048

)

);

- - Generation model (instruct LLM)

SELECT aidb.create_model(

name => llama-3.2-3b-instruct-Q8_0,

provider => llamacpp_generate,

config => jsonb_build_object(

model, unsloth/Llama-3.2-3B-Instruct-GGUF,

model_file, Llama-3.2-3B-Instruct-Q8_0.gguf,

revision, e7d0997e49c9cb00d88b4c1a6a16aa894b0bbc31,

n_ctx, 8192,

temperature, 0.0

)

);

!!!note 生成ステージのモデルサイジング 1B クラス生成モデル事前登録された llama-3.

2-1b-instruct-Q8_0 を含むは、この例の生成ステージでは信頼できません。テストでは、質問の
コンストレインと矛盾するアクションを推奨しました。Llama-3.2- 3B -指示は正しく回答し、まだ控えめ
なローカルモデルです。

ステップ 2ソースデータを作成する

データベース操作に関する 16の短いサポート記事。いくつかはボキャブラリーディスク領域、バキューム、
バックアップを意図的に共有します。これが、後の再ランキング段階が目に見えて重要になるものです。

CREATE TABLE support_articles (

id INT PRIMARY KEY GENERATED ALWAYS AS IDENTITY,

title TEXT NOT NULL,

body TEXT NOT NULL

(次のページに続く)
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);

INSERT INTO support_articles (title, body) VALUES

(Reclaiming disk space with VACUUM FULL,

VACUUM FULL rewrites a table into a new file and returns unused disk space to the␣

↪→operating system. It takes an ACCESS EXCLUSIVE lock, so all reads and writes to the␣

↪→table are blocked until it completes.),

(Reducing table bloat without downtime,

The pg_repack extension rebuilds bloated tables and indexes online. It holds only␣

↪→brief locks, so applications can continue reading and writing while space is␣

↪→reclaimed. It requires free disk space roughly equal to the table size.),

(Monitoring database disk usage,

Use pg_database_size() and pg_total_relation_size() to track how much disk space␣

↪→databases and tables occupy. Configure alerts well before storage volumes reach␣

↪→capacity.),

(Resolving "too many connections" errors,

The error "FATAL: sorry, too many clients already" means the max_connections limit␣

↪→is reached. Find idle sessions in pg_stat_activity and terminate them with pg_

↪→terminate_backend(), or introduce a connection pooler.),

(Connection pooling with PgBouncer,

PgBouncer multiplexes thousands of client connections onto a small pool of database␣

↪→sessions. Transaction pooling mode provides the highest connection density for␣

↪→typical web application workloads.),

(Diagnosing streaming replication lag,

Compare pg_current_wal_lsn() on the primary with pg_last_wal_replay_lsn() on the␣

↪→standby to measure replication lag. Common causes include network saturation and␣

↪→long-running queries on the standby holding back WAL replay.),

(Creating a hot standby with pg_basebackup,

Run pg_basebackup to clone the primary server, then start the clone with a standby.

↪→signal file. The standby serves read-only queries while continuously replaying WAL␣

↪→from the primary.),

(Replicating selected tables with logical replication,

Logical replication publishes row changes for selected tables to subscriber␣

↪→databases and keeps them continuously synchronized. Unlike streaming replication,␣

↪→it can replicate a subset of tables and works across major versions.),

(Point-in-time recovery with WAL archiving,

With continuous WAL archiving enabled, you can restore a base backup and set␣

↪→recovery_target_time to roll the database forward to a specific moment, such as␣

↪→just before an accidental data deletion.),

(Logical backups with pg_dump,

pg_dump exports a database or single tables to a portable archive that can be␣

↪→restored into newer PostgreSQL versions. Dumps are consistent snapshots but offer␣

↪→no incremental or point-in-time capability.),

(Reading query plans with EXPLAIN ANALYZE,

EXPLAIN ANALYZE executes a query and reports the actual time spent in each plan node.
(次のページに続く)
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↪→ Look for row-estimate mismatches and sequential scans on large tables to find␣

↪→missing indexes.),

(Finding and removing unused indexes,

Query pg_stat_user_indexes for indexes with zero scans. Unused indexes slow down␣

↪→every write and consume disk space; dropping them is a safe, immediate win.),

(Tuning work_mem for large sorts,

When sorts or hash joins exceed work_mem, they spill to temporary files on disk and␣

↪→slow down dramatically. Raise work_mem session-locally for reporting queries rather␣

↪→than globally.),

(Restricting data access with row-level security,

Row-level security policies filter which rows each role can see or modify. Policies␣

↪→are enforced by the server itself, so they apply uniformly to every client and␣

↪→application.),

(Auditing database activity with pgaudit,

The pgaudit extension produces detailed audit logs of reads, writes, and DDL for␣

↪→compliance requirements. Configure log classes narrowly to control log volume.),

(Upgrading major versions with pg_upgrade,

pg_upgrade migrates a cluster to a new major version by relinking data files instead␣

↪→of dumping and reloading. With the --link option, downtime is typically minutes␣

↪→even for large clusters.);

ステップ 3ナレッジベースパイプラインを作成して実行する

SELECT aidb.create_pipeline(

name => support_kb,

source => support_articles,

source_key_column => id,

source_data_column => body,

step_1 => KnowledgeBase,

step_1_options => aidb.knowledge_base_config(

model => bge-small-en-v1.5-f16,

data_format => Text

),

auto_processing => Disabled

);

SELECT aidb.run_pipeline(support_kb);

ステップ 4取得

セマンティック検索は、クエリが共有するキーワードがほとんどまたはまったくない場合でも、適切な記
事を見つけます。生のエラーテキストを貼り付け、解像度を取得します。

SELECT a.title, r.distance::numeric(5,3) AS distance

FROM aidb.retrieve_key(support_kb,
(次のページに続く)
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application logs show: FATAL: sorry, too many clients already, 3) r

JOIN support_articles a ON a.id = r.key::int

ORDER BY r.distance;

__OUTPUT__

title | distance

- ----------------------------------------+----------

Resolving "too many connections" errors | 0.507

Tuning work_mem for large sorts | 0.844

Connection pooling with PgBouncer | 0.908

(3 rows)

または、回答と共通のツール名またはキーワードを持たない症状を説明します。

SELECT a.title, r.distance::numeric(5,3) AS distance

FROM aidb.retrieve_key(support_kb,

A developer accidentally deleted rows from a table yesterday. How do we get␣

↪→the data back?, 3) r

JOIN support_articles a ON a.id = r.key::int

ORDER BY r.distance;

__OUTPUT__

title | distance

- ------------------------------------------+----------

Point-in-time recovery with WAL archiving | 0.795

Reducing table bloat without downtime | 0.806

Finding and removing unused indexes | 0.846

(3 rows)

aidb.retrieve_text()は、結合を必要とせずに、記事本文を直接返します。出力テーブルでタイトルが
読みやすいため、結合バリアントが表示されています。

ステップ 5:再ランキング

デモの質問「データベースのディスク領域が不足していますが、アプリケーションをオフラインにして修
正することはできません。」

ベクトル検索だけでは、ポイントインタイムリカバリ̶ディスク領域の問題には明らかに役に立たない̶
が 1位にランクされ、正しい記事 pg_repack がほぼ同点で 2位です。

SELECT a.title, r.distance::numeric(5,3) AS distance

FROM aidb.retrieve_key(support_kb,

The database is running out of disk space, but we cannot take the application␣

↪→offline to fix it., 5) r

JOIN support_articles a ON a.id = r.key::int

ORDER BY r.distance;

__OUTPUT__

title | distance

(次のページに続く)
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- ------------------------------------------+----------

Point-in-time recovery with WAL archiving | 0.808 ← wrong

Reducing table bloat without downtime | 0.838 ← correct answer, near-tie

Tuning work_mem for large sorts | 0.851

Monitoring database disk usage | 0.865

Resolving "too many connections" errors | 0.883

(5 rows)

クロスエンコーダーは、質問と各記事を一緒に読み取り、思い切って再注文します。aidb.rerank_text()

は (text, logit_score, id)を返します。ここで、idは、入力配列内の 0ベースの位置であり、より高
い logit_scoreほど関連性が高いことを意味します。 id + 1は、そのインデックスを 1ベースの SQL
配列にマップします。

WITH candidates AS (

SELECT array_agg(a.title ORDER BY r.distance) AS titles,

array_agg(a.body ORDER BY r.distance) AS bodies

FROM aidb.retrieve_key(support_kb,

The database is running out of disk space, but we cannot take the␣

↪→application offline to fix it., 5) r

JOIN support_articles a ON a.id = r.key::int

)

SELECT c.titles[r.id + 1] AS title, r.logit_score::numeric(7,3) AS logit_score

FROM candidates c,

aidb.rerank_text(bge-reranker-v2-m3-Q4,

The database is running out of disk space, but we cannot take the␣

↪→application offline to fix it.,

c.bodies) r

ORDER BY r.logit_score DESC;

__OUTPUT__

title | logit_score

- ------------------------------------------+-------------

Reducing table bloat without downtime | -2.742 ← promoted to #1, clear␣

↪→margin

Monitoring database disk usage | -3.116

Point-in-time recovery with WAL archiving | -7.037 ← demoted

Tuning work_mem for large sorts | -8.836

Resolving "too many connections" errors | -9.216

(5 rows)

これは古典的な 2段階の取得パターンです。ベクトルインデックスここでは 5、運用環境では 20～100を
使用して候補を安くオーバーフェッチし、より精度が高いがより高価なクロスエンコーダーに最終的な注
文を選択させます。リランカーは、候補ごとに完全なモデルのフォワードパスを実行します。テーブル全
体をリランクしないでください。
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ステップ 6生成

1つのステートメントで完全な RAG。5つの候補を取得し、再ランク付けしてベスト 3を維持し、根拠の
ある回答を生成します。最初の 2つの CTEは、上記のステップ 4およびステップ 5コマンドとまったく同
じです。\setは psql機能です。他のクライアントでは、質問テキストを直接インラインします。

\set question The database is running out of disk space, but we cannot take the␣

↪→application offline to fix it. What should we do?

WITH candidates AS (

-- Stage 1: vector search over the knowledge base (over-fetch 5 candidates)

SELECT array_agg(a.title ORDER BY r.distance) AS titles,

array_agg(a.body ORDER BY r.distance) AS bodies

FROM aidb.retrieve_key(support_kb, :question, 5) r

JOIN support_articles a ON a.id = r.key::int

),

reranked AS (

-- Stage 2: cross-encoder reranking, keep the best 3

SELECT c.titles[r.id + 1] AS title,

c.bodies[r.id + 1] AS body,

r.logit_score

FROM candidates c,

aidb.rerank_text(bge-reranker-v2-m3-Q4, :question, c.bodies) r

ORDER BY r.logit_score DESC

LIMIT 3

),

context AS (

SELECT string_agg(### || title || E\n || body, E\n\n

ORDER BY logit_score DESC) AS articles

FROM reranked

)

- - Stage 3: grounded answer generation

SELECT aidb.generate_text(

llama-3.2-3b-instruct-Q8_0,

EKnowledge base articles:\n\n || context.articles ||

E\n\nQuestion: || :question ||

E\n\nAnswer the question using only the facts in the articles above. Recommend␣

↪→one course of action and mention its caveats.,

{

"system_prompt": "You are a database support assistant. Be accurate and␣

↪→concise; do not invent facts that are not in the provided articles.",

"max_tokens": 250,

"temperature": 0.0

}::json

) AS answer

FROM context;
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出力 temperature: 0.0での決定性̶繰り返し実行により同じ回答が生成されます。

Based on the provided articles, I recommend using the `pg_repack` extension to reduce␣

↪→table

bloat without downtime.

According to the article, `pg_repack` rebuilds bloated tables and indexes online,␣

↪→holding only

brief locks, allowing applications to continue reading and writing while space is␣

↪→reclaimed.

This approach does not require taking the application offline.

However, there is a caveat: `pg_repack` requires free disk space roughly equal to the␣

↪→table

size. This means that you need to ensure there is sufficient free disk space␣

↪→available before

running `pg_repack`, which may require some planning and preparation.

この回答を含む単一の記事はありません。モデルは、質問からの制約「オフラインにできない」を 2つの
競合する記事からの事実 VACUUM FULLブロックの読み取りと書き込み。pg_repackはオンラインで動作
し、空きディスク領域の警告を引き継ぎました。̶逐語的な結果ではなく、合成。

同じステートメントは、ホストされたものを含む登録された世代モデルで動作します。モデル名のみが変
更されます。ホストされた GPT-5.x推論モデルの注意事項が 1つあります。推論構成から"temperature"

を省略します。彼らはパラメーターを拒否します。

ステップ 7:ティアダウン

SELECT aidb.delete_pipeline(support_kb);

DROP TABLE support_articles;

SELECT aidb.delete_model(llama-3.2-3b-instruct-Q8_0);

SELECT aidb.delete_model(bge-reranker-v2-m3-Q4);

エンベディングモデルは削除されません。bge-small-en-v1.5-f16は、事前登録されたデフォルトの 1つ
です。

エンドツーエンドの例中間ストレージを使用したマルチステップパイプライン

このエンドツーエンドの例では、中間ストレージを利用する EDB Postgres AIでマルチステップパイプラ
インを構成する方法を示します。

intermediate_destinationを定義することにより、個々のステップの結果テキストチャンクなどを次の
ステージ要約などに渡す前に永続化できます。これは、処理されたデータのデバッグまたは再利用に役立
ちます。デフォルトではオフであり、ステップ構成ヘルパー aidb.chunk_text_config()などにはそのパ
ラメーターがあります。以下の両方の例は、ヘルパー独自のオプションとともにプレーンな JSONとして
追加します。クエリー時に deduplicateと相互作用する方法を含む完全なリファレンスについては、エン
ドツーエンドの例中間ストレージを使用したマルチステップパイプラインを参照してください。

この例の主な機能
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• マルチステップワークフロー ChunkTextステップ 1を SummarizeTextステップ 2にチェーンします。

• 自動処理新しいデータがソーステーブルに挿入されるたびに、パイプラインは自動的にトリガーされ
ます。

• 中間ストレージ中間テーブルを明示的に名前付ける方法と、システムに中間テーブルを自動生成させ
る方法を示します。

例 1名前付けた中間宛先

このシナリオでは、チャンクステップの出力を保存するテーブルに手動で名前を付けます。

• 生テキストのソーステーブルを作成します。

CREATE TABLE source_table_demo(

id INT GENERATED BY DEFAULT AS IDENTITY PRIMARY KEY,

content TEXT NOT NULL

);

• カスタム中間テーブルを使用してパイプラインを定義します。

SELECT * from aidb.create_pipeline(

name => complex_pipeline_v1,

source => source_table_demo,

source_key_column => id,

source_data_column => content,

auto_processing => Live,

step_1 => ChunkText,

step_1_options => jsonb_build_object(

desired_length, 20,

intermediate_destination, jsonb_build_object(

enabled, true,

destination, my_custom_chunk_storage -- Explicitly named

)

),

step_2 => SummarizeText

);

• 自動処理をトリガーするデータを挿入します。

INSERT INTO source_table_demo (content)

VALUES (This is a long text example that will be split into segments for easier␣

↪→processing.);

• チャンクと最終的なサマリーを表示します。

-- View intermediate chunked output

SELECT * FROM my_custom_chunk_storage;

(次のページに続く)
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-- View the final summarized output

SELECT * FROM pipeline_complex_pipeline_v1;

例 2自動中間宛先

中間ストレージを有効にしても名前を指定しない場合、システムはパターン pipeline_[name]_step_[n]

に従ってテーブルを生成します。

• 自動名前付けの中間ストレージを使用してパイプラインを作成します。

SELECT * from aidb.create_pipeline(

name => auto_named_pipeline,

source => source_table_demo_2,

source_key_column => id,

source_data_column => content,

auto_processing => Live,

step_1 => ChunkText,

step_1_options => jsonb_build_object(

desired_length, 20,

intermediate_destination, jsonb_build_object(enabled, true)

),

step_2 => SummarizeText

);

• 自動生成された中間テーブルにアクセスします。

-- View intermediate chunked output (auto-generated table name)

SELECT * FROM pipeline_auto_named_pipeline_step_1;

エンドツーエンドの例スキャンされた PDFを検索可能なナレッジベースに

この例では、スキャンされた PDFドキュメントのコレクションをベクトル検索可能なナレッジベースに変
換する完全なパイプラインを構築する方法を示します。3つの連続したステップを使用します。

1. PdfToImage各 PDFページを画像としてレンダリングします。

2. PerformOcr OCRモデルを使用して、各レンダリング画像からテキストを抽出します。

3. KnowledgeBase抽出されたテキストを埋め込み、セマンティック検索のために保存します。

このパターンは、スキャンされた文書、テキストレイヤーのない古い PDF、および ParsePdf が空または低
品質のテキストを返すコンテンツに最適です。中間ストレージを活用することで、ナレッジベースにフィー
ドする前に OCR出力を検査し、データ品質を保証し、ワークフローの問題をデバッグできます。
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前提条件

登録された NVIDIA NIM PaddleOCRモデルと登録された埋め込みモデルが必要です。これらをまだお持
ちでない場合は、最初に登録します。

- - Register the OCR model

SELECT aidb.create_model(

my_paddle_ocr_model,

nim_paddle_ocr,

credentials => {"api_key": "<NVIDIA_NIM_API_KEY>"}::JSONB -- or credentials_env␣

↪→to read this from an environment variable instead

);

埋め込みモデル bertはプリインストールされており、登録は必要ありません。別のモデルを使用している
場合は、ここに登録します。

ステップ 1ソーステーブルを作成する

生の PDFデータを保持するテーブルを作成します。

CREATE TABLE scanned_pdfs (

id INT GENERATED BY DEFAULT AS IDENTITY PRIMARY KEY,

name TEXT NOT NULL,

pdf_data BYTEA NOT NULL

);

ステップ 2PDFをテーブルにロードする

PDFドキュメントをバイナリデータとして挿入します。次の例では、pg_read_binary_file()を使用し
てサーバーのファイルシステムからファイルをロードします。

INSERT INTO scanned_pdfs (name, pdf_data)

VALUES (quarterly_report.pdf, pg_read_binary_file(/path/to/quarterly_report.pdf));

S3互換ボリュームから PDFをロードすることもできます。Configuring external storageおよびパイプライ
ンの作成ボリュームソースを参照してください。

ステップ 3パイプラインを作成する

SELECT aidb.create_pipeline(

name => scanned_pdf_kb,

source => scanned_pdfs,

source_key_column => id,

source_data_column => pdf_data,

step_1 => PdfToImage,

step_1_options => {"dpi": 150}::jsonb,

step_2 => PerformOcr,

(次のページに続く)
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step_2_options => aidb.ocr_config(model => my_paddle_ocr_model),

step_3 => KnowledgeBase,

step_3_options => aidb.knowledge_base_config(

model => bert,

data_format => Text,

distance_operator => Cosine

),

auto_processing => Live

);

auto_processingを Liveに設定すると、新しい PDFが scanned_pdfsテーブルに挿入されるたびに、パ
イプラインが自動的に実行されます。

ステップ 4既存のデータでパイプラインを実行する

パイプラインを有効にする前に行を挿入した場合、ここで処理します。

SELECT aidb.run_pipeline(scanned_pdf_kb);

ステップ 5ナレッジベースを照会する

パイプラインが完了したら、セマンティック検索を使用して結果を照会します。

SELECT * FROM aidb.retrieve_text(

scanned_pdf_kb,

quarterly revenue figures,

5 -- return top 5 matches

);

結果の各行は、PDFページから抽出されたテキストブロックに対応し、クエリーとの意味的な類似性によっ
てランク付けされます。
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ナレッジベース KBには、エンベディングとその構成モデル、距離演算子、ベクトルインデックスが保存
されます。パイプラインはそれに書き込み、promoteb.retrieve_text()または promoteb.retrieve_key()を使用
して名前で照会します。

ナレッジベースは、単一のパイプラインとナレッジベースから始まります。同じナレッジベースに追加の
パイプラインを接続できます。さまざまなソースまたは処理チェーンをすべて、1つの照会可能なベクト
ルテーブルへのエンベディングに貢献させます。

Page What it covers

Multi-pipeline knowledge
bases

Attach multiple pipelines to one KB; compatibility rules and deletion semantics

Hybrid search Combining semantic search with relational filters and full-text search
Examples End-to-end worked examples for table and volume sources

11.1 取得ファンクション
パイプラインが実行されたら、 aidb.retrieve_text()または aidb.retrieve_key()を使用してナレッ
ジベースを照会します。どちらもベクトルの類似度を使用して、正確なキーワードではなく意味に基づい
て結果を検索し、クエリ入力として TEXTと BYTEAの両方をサポートしています。

11.1.1 検索機能の流れ
取得ファンクションが呼び出されると、システムは内部で次の手順を実行します。

• 埋め込み入力クエリテキストまたは画像は、そのナレッジベース用に構成された特定の埋め込みモデ
ルを使用してベクトルに変換されます。

• 類似性検索ベクトル類似性検索は、ナレッジベースの内部ベクトルテーブルに対して実行され、上位
Kの最近傍を見つけます。

• ソースルックアップテキストのみ retrieve_textの場合、システムはソーステーブルを識別し、一
致したキーに対応する生のコンテンツを取得します。

11.1.2 promoteb.retrieve_text()

このファンクションは、最も近いベクトル一致に関連付けられた実際のソーステキストを取得する必要が
ある場合に使用します。
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• プロセスファンクションはクエリーを埋め込み、類似性検索を実行して、第 2フェーズを実行して、
pipeline_idを使用して元のテーブルからソーステキストをルックアップします。

• 戻り値以下を含む列のセット

• keyソーステーブルの識別子

• value実際のソーステキスト

• distance類似性スコア。通常、低い値は、より近い一致を示します。

• part_ids一致した特定のチャンクまたはパーツを示す IDの配列。

• pipeline_nameデータを提供したパイプラインの名前。

• intermediate_steps intermediate_destinationで構成されたステップ、ナレッジベースの前に発生する
ステップからのデータを含む JSONB列たとえば、ChunkText。パイプライン内のステップで中間ス
トレージが有効になっていない場合は空。これが deduplicateとどのように相互作用するかについ
ては、以下の重複排除と中間結果を参照してください。

11.1.3 promoteb.retrieve_key()

このファンクションは、完全なソースコンテンツではなく、一致の一意の識別子のみが必要な高パフォー
マンスの検索に使用します。

• 戻り値以下を含む列のセット

• keyソーステーブルからの識別子

• distance類似度スコア。通常、低い値は、より近い一致を示します。

• part_ids一致した特定のチャンクまたはパーツを示す IDの配列。

• pipeline_nameデータを提供したパイプラインの名前。

11.2 高度なクエリー中間ステップの結合
ChunkTextや ParseHtmlなどの中間変換を含むパイプラインの場合、part_ids列を使用して取得結果を中
間パイプラインテーブルと結合することにより、特定の変換済みセグメントにアクセスできます。これは、
intermediate_steps列の手動代替であり、エンドツーエンドの例中間ストレージを使用したマルチス
テップパイプラインが有効になっているステップで aidb.retrieve_text()が既に自動的に返していま
す。中間テーブルの追加列への結合など、intermediate_stepsが提供しないものが必要な場合にのみ手
動結合に手を伸ばします。

11.2.1 構文の例
次のクエリは、取得結果を中間ステップテーブルと結合して、特定のチャンク値にアクセスします。

SELECT

r.key,

r.value,

(次のページに続く)
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r.distance,

r.part_ids,

int_step.value AS chunked_content

FROM aidb.retrieve_text(my_kb, search query, 5) AS r

JOIN pipeline_my_pipeline_step_1 AS int_step

ON int_step.source_id = r.key

AND int_step.part_ids = (r.part_ids)[:1];

intermediate_stepsと同様に、この結合は 1つの行のみを参照します deduplicate通過します̶次の
セクションを参照してください。

11.3 重複排除と中間結果
deduplicate aidb.retrieve_key()と aidb.retrieve_text()の両方のデフォルト trueは、ChunkText
のようなステップがレコードをいくつかの独立した埋め込み部分に分割し、それらの部分のうちの複数の
部分がクエリーと一致する場合でも、取得結果をソースレコードごとに 1行に折りたたみます。1つの部
分のみが「勝ち」クエリーに最も近いものであり、その part_idsおよび intermediate_stepsは、その
ソースレコードに対して返される唯一の部分です。

これは、チャンクまたは解析ステップでエンドツーエンドの例中間ストレージを使用したマルチステップ
パイプラインを有効にするとすぐに重要になります。デフォルトの deduplicate => trueでは、複数の
チャンクが一致した場合でも、ソースレコードごとに一致するチャンクの中間コンテンツは oneのみが表
示されます。一致するすべての部分とそれぞれ独自の intermediate_stepsエントリーを表示するには、
deduplicate => falseで取得を呼び出します。

たとえば、パイプラインは、 intermediate_destinationを有効にして動物に関する一連の短い記事を
チャンク化するため、各チャンクのテキストは intermediate_stepsで利用できます。デフォルトの重複
排除で'ocean'を照会すると、whale記事の最も一致するチャンクが勝ち、2番目のチャンクも一致した
場合でも、他の whaleチャンクは表示されません。
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経験則としてソースレコードごとに 1つの代表的な結果が必要な場合は deduplicate => trueデフォルト
のままで、同じソースレコードから一致するすべてのチャンクまたは部分が必要な場合は常に deduplicate

=> falseを使用します。たとえば、長い文内のすべてのパッセージを表示する場合単一の最適なドキュメ
ントだけでなく、クエリーにマッチしたドキュメント。

12.1 Multi-pipeline knowledge bases
ナレッジベースKBには、複数のパイプラインを書き込むことができます。各パイプラインは、独自のソー
ス、処理チェーン、および自動処理モードを維持しますが、それらはすべて同じベクトルテーブルにエン
ベディングを保存します。取得は KBを 1回照会し、接続されているすべてのパイプラインにわたって結
果を集計します。

これは、次のような場合に役立ちます。

• 複数のソーステーブルを単一の検索可能なインデックスに結合します。

• 混合データ形式̶たとえば、1つのパイプラインは Text行をインデックスし、別のパイプラインは
Configuring external storageを介して Pdfファイルをインデックスします。

• ソースごとに異なる前処理を適用します̶1つのパイプラインは埋め込む前に ChunkTextを実行し、
別のパイプラインは短いテキストを直接埋め込みます。

12.1.1 既存のKBへのパイプラインのアタッチ
最初のパイプラインは KBを作成します。後続のパイプラインは、同じ destinationに書き込むことによ
り接続します。後続のパイプラインに aidb.knowledge_base_config_from_kb()を使用して、KBのモデル、距
離演算子、ベクトルインデックスを継承します。

- - Pipeline 1 ̶ creates the KB from the North America customer feedback table

SELECT aidb.create_pipeline(

name => feedback_na_pipe,

source => customers_na,

source_key_column => id,

source_data_column => feedback,

destination => customer_feedback_kb,

step_1 => KnowledgeBase,

step_1_options => aidb.knowledge_base_config(model => bert, data_format => Text)

);

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

- - Pipeline 2 ̶ attaches the Europe customer feedback table to the same KB

SELECT aidb.create_pipeline(

name => feedback_eu_pipe,

source => customers_eu,

source_key_column => id,

source_data_column => feedback,

destination => customer_feedback_kb,

step_1 => KnowledgeBase,

step_1_options => aidb.knowledge_base_config_from_kb(data_format => Text)

);

SELECT aidb.run_pipeline(feedback_na_pipe);

SELECT aidb.run_pipeline(feedback_eu_pipe);

クエリーは両方のパイプラインから行を返し、 pipeline_nameがソースを識別します。

SELECT key, value, pipeline_name

FROM aidb.retrieve_text(public.customer_feedback_kb, shipping was slow, topk => 3);

__OUTPUT__

key | value | pipeline_name

- -----+----------------------------------------------------+------------------

1042 | Delivery was held up in customs for over a week | feedback_eu_pipe

318 | Order took twice as long to arrive as estimated | feedback_na_pipe

1057 | Tracking number never updated until it arrived | feedback_eu_pipe

さまざまなステップチェーンが 1つのKBを共有できます。たとえば、あるパイプラインは KnowledgeBase

ステップの前に ChunkText で長いドキュメントをチャンクし、別のパイプラインは短い行を直接埋め込
みます。aidb.retrieve_text()の intermediate_steps JSONB列は、エンドツーエンドの例中間スト
レージを使用したマルチステップパイプラインが有効になっているステップについて、パイプラインごと
の中間結果を結果ます。deduplicateデフォルトで onは、KB全体ではなく、パイプラインごとにスコー
プされます。重複排除と中間結果を参照してください。

12.1.2 互換性ルール
KBに接続されているすべてのパイプラインは、埋め込み形状について一致する必要があります。既存の
KBをターゲットとするパイプラインを作成すると、AIDBは以下を検証します。

Constraint Error if violated

Model Model mismatch: existing KB uses '<X>' but
pipeline specifies '<Y>'

Distance operator Distance operator mismatch: ...
Vector index config Vector index mismatch: ...

次のページに続く
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表 1 –前のページからの続き
Constraint Error if violated

Embedding dimensions Embedding dimension mismatch: existing KB
vector column has N dimensions but model
'<X>' produces M

aidb.knowledge_base_config_from_kb()は、既存の KBからモデル、距離演算子、およびベクトルイ
ンデックスを継承するため、最初の 3つのチェックに常にパスします。寸法チェックは引き続き実行され、
モデルが同じ名前で異なる出力サイズで再作成されるエッジケースをキャッチします。

12.1.3 削除セマンティクス

Action Effect

aidb.delete_pipeline('one_of_many') Removes that pipeline and only its rows from the shared vec-
tor table. KB and other pipelines remain.

aidb.delete_pipeline('the_last_one') Drops the KB registry entry and the vector table along with
the pipeline.

aidb.delete_knowledge_base('schema.table') Cascades̶ deletes every attached pipeline, the KB, and the
vector table.

これらの操作は、ソーステーブルまたはソースボリュームに触れることはありません。

12.1.4 接続されたパイプラインの検査

SELECT name, model_name, distance_operator, pipeline_names

FROM aidb.knowledge_bases

WHERE name = public.customer_feedback_kb;

__OUTPUT__

name | model_name | distance_operator | pipeline_

↪→names

- ----------------------------+------------+-------------------+----------------------

↪→--------------

public.customer_feedback_kb | bert | L2 | {feedback_eu_pipe,

↪→feedback_na_pipe}

集計数とステータスについては、helpb.Knowledge_base_metricsを照会します。パイプラインごとの進行状
況については、promoteb.pipeline_metricsを照会してください。

12.1.5 ベクターテーブルスキーマ
共有ベクトルテーブルには pipeline_id列が含まれるため、各行を元のパイプラインまでトレースできま
す。主キーは (pipeline_id, source_id, part_ids)です。
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SELECT pipeline_id, source_id, part_ids

FROM customer_feedback_kb

ORDER BY pipeline_id, source_id;

__OUTPUT__

pipeline_id | source_id | part_ids

- ------------+-----------+----------

1 | 318 | {0}

1 | 412 | {0}

2 | 1042 | {0}

2 | 1057 | {0}

12.2 Hybrid search
ハイブリッド検索は、ナレッジベースの埋め込みのセマンティックベクター/埋め込み検索と 1つ以上の追
加フィルターメカニズムを組み合わせます。

• リレーショナル述語フィルタリング ̶ソーステーブルの任意の列、たとえば WHERE category =

'vegetarian'や WHERE published_date > '2024-01-01'などで結果をフィルタリングします。

• 全文検索 ̶ネイティブ PostgreSQL FTSを使用してキーワードの関連性によって結果をランク付け
し、特定の単語またはフレーズが結果に表示されるようにします。

これら 2つのアプローチは、セマンティック検索と並行して、独立してまたは一緒に使用できます。

AIパイプラインは、埋め込み生成を含むナレッジベースの構築を通常のように処理します。ハイブリッド
検索は、クエリー時に、ベクターテーブルとソーステーブルを組み合わせたカスタム SQLを構成すること
により適用されます。これは別途インストールされる機能ではなく、以下の前提条件を超えて追加のセッ
トアップは必要ありません。

12.2.1 前提条件
pgvector反復インデックススキャンは、すべてのハイブリッドクエリパターンに必要です。ネイティブ FTS
は、クエリでキーワードレッグを使用する場合にのみ必要です。

pgvector反復インデックススキャン

pgvector 0.8.0以降が必要です。ハイブリッドクエリを実行する前に反復インデックススキャンを有効にし
ます。これにより、ベクトルインデックスは、フィルタリング後でも LIMITが満足するまで候補を生成し
続けます。 SETコマンドについては、Writing hybrid search queriesを参照してください。

ネイティブ PostgreSQL FTS拡張機能は必要ありません。

標準の PostgreSQL全文検索 FTS tsvector / ts_rankは、追加の拡張機能なしですべての Postgresインス
トールで利用できます。設定手順については、Setting up native PostgreSQL FTSを参照してください。
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12.2.2 ボリュームソースの制限
リレーショナル述語フィルタリングまたは全文検索を使用したハイブリッド検索は、ボリュームソースの
ナレッジベースではサポートされていません。ボリュームソースには、結合するバッキング Postgresテー
ブルがないため、フィルタまたはインデックスを作成するソーステーブルがありません。

ボリュームソースのナレッジベースは、 aidb.retrieve_text()および aidb.retrieve_key()を介して
標準のセマンティック検索を引き続きサポートします。

12.3 Hybrid search

12.3.1 次のステップ
• Setting up native PostgreSQL FTS ̶ tsvector列、GINインデックス、およびトリガーをソーステー
ブルに追加します。

• Writing hybrid search queries ̶すべての組み合わせの SQLパターンリレーショナルフィルター、逆
数ランクフュージョン RRF、重み付けリニアフュージョン。サンプルデータと予想される出力を含
む作業例が含まれています。

• Handling embedding service outages ̶クエリが正常に結果を返し続けるための 3層フォールバック
チェーン。

• Pipelines API reference ̶ aidb.kb_query_encode() 、aidb.rerank_text() 、および aidb.

knowledge_basesビューの完全なリファレンス。

Setting up native PostgreSQL FTS

tsvector列、GINインデックス、および自動更新トリガーでソーステーブルを構成して、ハイブリッド検
索クエリのキーワードレッグとしてネイティブの PostgreSQL全文検索 FTSを使用します。追加の拡張機
能は必要ありません。以下のすべての手順は、データベースで実行される SQLコマンドです。セットアッ
プには、タイトルの一致が本文の一致よりもランクが高いようにフィールドの重み付けと、行が挿入また
は更新されても検索列が最新の状態に保たれるようにトリガーが含まれます。

1. tsvector列を追加します

tsvector列を追加して、各行の前処理されたテキスト表現を保存します。これは、FTSインデックスが動
作する列です。

ALTER TABLE my_docs ADD COLUMN search_vector tsvector;

1. 列に重み付けフィールドを設定します

重み付けフィールドを使用して列にデータを入力して、さまざまなフィールドが関連性に影響を与える方
法を制御します。重み A最高～D最低を使用する̶タイトルや概要などのフィールドに高い重みを割り当
て、長い本文フィールドに低い重みを割り当てます。

UPDATE my_docs

SET search_vector =

setweight(to_tsvector(english, coalesce(title, )), A) ||

(次のページに続く)
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setweight(to_tsvector(english, coalesce(summary, )), B) ||

setweight(to_tsvector(english, coalesce(body, )), C);

1. GINインデックスを作成する

search_vector列に GIN一般逆引きインデックスを作成して、高速な全文検索を有効にします。このイ
ンデックスがないと、FTSクエリはシークエンシャルスキャンを実行し、スケールしません。

CREATE INDEX my_docs_fts_idx ON my_docs USING gin(search_vector);

1. 列を最新の状態に保つトリガーを作成します

新しい行および更新された行を自動的にトークン化するトリガーを設定して、手動更新せずに FTSイン
デックスの同期を維持します。

CREATE OR REPLACE FUNCTION my_docs_search_vector_update()

RETURNS trigger AS $$

BEGIN

NEW.search_vector :=

setweight(to_tsvector(english, coalesce(NEW.title, )), A) ||

setweight(to_tsvector(english, coalesce(NEW.summary, )), B) ||

setweight(to_tsvector(english, coalesce(NEW.body, )), C);

RETURN NEW;

END;

$$ LANGUAGE plpgsql;

CREATE TRIGGER my_docs_search_vector_trigger

BEFORE INSERT OR UPDATE ON my_docs

FOR EACH ROW EXECUTE FUNCTION my_docs_search_vector_update();

1. テストクエリーを実行する

プレーンフレーズマッチングには plainto_tsqueryを使用し、Googleスタイルの構文"exact phrase"、
-exclude、ORの場合は websearch_to_tsqueryを使用します。アプリケーションのクエリ入力形式と一
致するものを使用します。

SELECT id, title,

ts_rank_cd(search_vector, query) AS score

FROM my_docs,

plainto_tsquery(english, connection pooling) query

WHERE search_vector @@ query

ORDER BY score DESC

LIMIT 10;

ネイティブ FTSインデックスとともに実行される AIDBパイプラインの場合、AIDBはエンベディング生
成とベクター検索を処理します。FTSトリガーとパイプラインは独立して動作するため、新しい行は両方
によって自動的にカバーされます。
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!!!note上記のトリガーパターンにより、埋め込みが生成される前に到着した行であっても、FTSカバレッ
ジが常に最新であることが保証されます。これにより、ネイティブ FTSは、新しいコンテンツの信頼でき
るフォールバックになります。詳細については、Handling embedding service outagesを参照してください。

次のステップ

• Writing hybrid search queries̶重み付け線形フュージョンを含むハイブリッドクエリで FTSインデッ
クスを使用します。

• Handling embedding service outages̶埋め込みサービスが利用できない場合に、フォールバックとし
てネイティブ FTSを使用します。

Writing hybrid search queries

以下のパターンは、ベクトル検索とキーワードおよび関係フィルターとのサポートされているすべての組
み合わせをカバーしています。ネイティブ全文検索 FTSを必要とするパターンを使用する前に、関連する
設定ページを完了します。

• Setting up native PostgreSQL FTS

ベクトル+関係フィルター

ソーステーブルの任意の列でセマンティック検索結果をフィルタリングします。フィルタはベクトル ORDER

BYと同じクエリレベルで適用されるため、反復インデックススキャンで正確に LIMITの結果を生成でき
ます。

SET hnsw.iterative_scan = relaxed_order;

SELECT s.id, s.description,

kb.value <=> aidb.kb_query_encode(public.my_kb_vector, summer fashion)::vector␣

↪→AS distance

FROM my_kb_vector kb

JOIN my_source_table s ON s.id::TEXT = kb.source_id

WHERE s.category_id = 2 -- relational filter on source table

ORDER BY kb.value <=> aidb.kb_query_encode(public.my_kb_vector, summer␣

↪→fashion)::vector

LIMIT 10;

Vector +ネイティブ PostgreSQL FTS

標準の PostgreSQL tsvector / ts_rankをキーワードレッグとして使用します。この例では、ソーステー
ブルに search_vector tsvector列を想定しており、Setting up native PostgreSQL FTS の説明に従って移
入およびインデックスが作成されます。

SET hnsw.iterative_scan = relaxed_order;

SELECT s.id, s.title,

(次のページに続く)
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kb.value <=> aidb.kb_query_encode(public.pipeline_docs, connection␣

↪→pooling)::vector AS distance,

ts_rank_cd(s.search_vector, plainto_tsquery(english, connection pooling))

AS fts_score

FROM public.pipeline_docs AS kb

JOIN my_docs AS s ON s.id::TEXT = kb.source_id

WHERE s.search_vector @@ plainto_tsquery(english, connection pooling) -- keyword␣

↪→filter

ORDER BY kb.value <=> aidb.kb_query_encode(public.pipeline_docs, connection␣

↪→pooling)::vector

LIMIT 10;

WHERE句は、ハードキーワードフィルタとして機能します。検索用語を含む行のみが検討されます。結果
は意味的な類似性によって並べられます。両方だけでなくいずれかの信号と一致する結果を表示するには、
代わりに重み付けリニアフュージョンを使用します。

重み付けリニアフュージョン

加重線形フュージョンは、正規化されたベクトルの類似性とフルテキストスコアを、2つの明示的な重み 1
つがセマンティック関連性、もう 1つがキーワード関連性を使用して単一の複合スコアに組み合わせます。
合計が 1.0になる必要があります。ランク位置のみを使用する RRFとは異なり、重み付けリニアフュー
ジョンは実際のスコアの大きさを尊重するため、各信号が最終的なランキングにどの程度寄与するかを正
確に制御したい場合に役立ちます。

重み付けリニアフュージョンと RRFを使用する場合

Weighted linear fusion RRF

Uses actual score val-
ues

Yes No (rank positions only)

Requires score normal-
ization

Yes No

Tunable per use case Yes (explicit weights) Partially (smoothing constant k)
Robust to score scale
differences

No (normalize carefully) Yes (rank-based, scale-independent)

Best for Workloads where score mag-
nitude carries information

General-purpose merging of heterogeneous result
sets

ワークロードに基づいて重みを調整します。

Use case Suggested weights

Concept/meaning is most important 0.7 semantic, 0.3 keyword
Exact terminology matters as much as meaning 0.5 semantic, 0.5 keyword

次のページに続く
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表 4 –前のページからの続き
Use case Suggested weights

Keyword precision is critical (for example, code or rule
search)

0.3 semantic, 0.7 keyword

ネイティブ PostgreSQL FTSの場合

ベクトル距離と ts_rank値は異なるスケールを使用するため、両方のレッグは結合する前に [0, 1]に正
規化されます。コサイン距離レンジ [0, 2]は、(2.0 - distance) / 2.0を使用して類似度に変換され
ます。ts_rank_cdは既におよそ [0, 1]の値を返しています。

WITH semantic AS (

SELECT source_id,

(2.0 - (value <=> aidb.kb_query_encode(public.pipeline_docs, connection␣

↪→pooling)::vector)) / 2.0

AS vec_score

FROM public.pipeline_docs

ORDER BY value <=> aidb.kb_query_encode(public.pipeline_docs, connection␣

↪→pooling)::vector

LIMIT 50

),

keyword AS (

SELECT id::TEXT AS source_id,

ts_rank_cd(search_vector, plainto_tsquery(english, connection pooling)) AS␣

↪→fts_score

FROM my_docs

WHERE search_vector @@ plainto_tsquery(english, connection pooling)

ORDER BY fts_score DESC

LIMIT 50

)

SELECT

COALESCE(s.source_id, k.source_id) AS id,

0.6 *COALESCE(s.vec_score, 0) + 0.4* COALESCE(k.fts_score, 0) AS fusion_score

FROM semantic s

FULL OUTER JOIN keyword k ON s.source_id = k.source_id

ORDER BY fusion_score DESC

LIMIT 10;

実用的な例リレーショナル述語フィルタリング

この例は、セマンティックベクトル検索とリレーショナル WHEREフィルターを組み合わせて、結果を特定
のカテゴリに絞り込む方法を示しています。パイプラインは製品名をナレッジベースに埋め込み、クエリ
によってカテゴリでフィルターされた意味的に同様の結果を取得します。

ソーステーブルとパイプラインの設定
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1. ソーステーブルを作成します。

CREATE TABLE products (

id SERIAL PRIMARY KEY,

product_name TEXT NOT NULL,

category TEXT NOT NULL

);

1. サンプルデータを入力します。

INSERT INTO products (product_name, category) VALUES

(Hamburger, meat),

(Cheeseburger, meat),

(Fish n Chips, fish),

(Fries, vegetarian),

(Burrito, meat),

(Pizza, meat),

(Sandwich, meat),

(Veggie Burger, vegetarian),

(Kebab, meat);

1. product_nameをナレッジベースに埋め込むパイプラインを作成します。

SELECT aidb.create_pipeline(

name => food_products,

source => products,

source_key_column => id,

source_data_column => product_name,

step_1 => KnowledgeBase,

step_1_options => aidb.knowledge_base_config(

model => bert,

data_format => Text

)

);

1. パイプラインを実行してエンベディングを生成します。

SELECT aidb.run_pipeline(food_products);

標準のセマンティッククエリーフィルタなし

このベースラインクエリーは、制約なしで上位のセマンティック一致を返すため、結果セットを後続のフィ
ルタリングされたクエリーと比較できます。

SELECT * FROM aidb.retrieve_text(public.pipeline_food_products, fast food, topk => 4);

__OUTPUT__

key | value | distance | part_ids | pipeline_name | intermediate_

↪→steps

(次のページに続く)
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- ----+---------------+--------------------+----------+---------------+---------------

↪→-----

8 | Veggie Burger | 0.9955745765192575 | {0} | food_products | []

6 | Pizza | 1.0280680840689795 | {0} | food_products | []

4 | Fries | 1.0630385212203115 | {0} | food_products | []

7 | Sandwich | 1.0903594734917037 | {0} | food_products | []

リレーショナルフィルターを使用したカスタムクエリー

このクエリは、ソーステーブルに WHERE句を追加して、結果を単一のカテゴリに制限し、ベクトル ORDER

BYを同じクエリレベルに保つため、反復インデックススキャンが LIMITを効率的に満たすことができます。

SET hnsw.iterative_scan = relaxed_order;

SELECT vector.source_id, source.product_name, source.category

FROM public.pipeline_food_products AS vector

JOIN products AS source ON source.id::TEXT = vector.source_id

WHERE source.category = vegetarian

-- relational filter

ORDER BY vector.value <=> aidb.kb_query_encode(public.pipeline_food_products, fast␣

↪→food)::vector

LIMIT 10;

__OUTPUT__

source_id | product_name | category

- ----------+---------------+------------

8 | Veggie Burger | vegetarian

4 | Fries | vegetarian

ベジタリアン商品のみが返され、「ファーストフード」との意味的な関連性によって順序付けられます。

Handling embedding service outages

埋め込みサービスが利用できない場合、または最近の行の埋め込みが生成されていない場合、ハイブリッ
ド検索クエリは失敗するか、不完全な結果を返します。3層フォールバックを実装して、これらの状況で
もアプリケーションが結果を返し続けるようにします。

フォールバックチェーンの定義

推奨される劣化チェーン

1. ハイブリッド̶ベクター+全文検索 FTS̶プライマリパス。埋め込みサービスが必要です。

2. FTS-only ̶ tsvectorを使用したキーワード検索埋め込みサービスは必要ありません。

3. Regex ̶ ILIKEパターンマッチ最後の手段、インデックスは必要ありません。
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フォールバックの実装

埋め込みステップから接続エラーをキャッチし、適切なフォールバックにルーティングすることにより、
アプリケーションコードに、または CASE式またはラッパーファンクションを使用して SQLにこのストラ
テジーを実装します。以下の 3つのクエリーは、各層のビルディングブロックです。

プライマリ:ハイブリッドベクター+ネイティブ FTS

WITH semantic AS (

SELECT source_id,

(2.0 - (value <=> aidb.kb_query_encode(public.pipeline_docs,␣

↪→:query)::vector)) / 2.0 AS vec_score

FROM public.pipeline_docs

ORDER BY value <=> aidb.kb_query_encode(public.pipeline_docs, :query)::vector

LIMIT 50

),

keyword AS (

SELECT id::TEXT AS source_id,

ts_rank_cd(search_vector, plainto_tsquery(english, :query)) AS fts_score

FROM my_docs

WHERE search_vector @@ plainto_tsquery(english, :query)

LIMIT 50

)

SELECT COALESCE(s.source_id, k.source_id) AS id,

0.6 *COALESCE(s.vec_score, 0) + 0.4* COALESCE(k.fts_score, 0) AS score

FROM semantic s

FULL OUTER JOIN keyword k ON s.source_id = k.source_id

ORDER BY score DESC

LIMIT 10;

フォールバック 1FTSのみ埋め込みサービスなし

SELECT id, title,

ts_rank_cd(search_vector, plainto_tsquery(english, :query)) AS score

FROM my_docs

WHERE search_vector @@ plainto_tsquery(english, :query)

ORDER BY score DESC

LIMIT 10;

フォールバック 2:正規表現インデックスなし

SELECT id, title

FROM my_docs

WHERE title ILIKE % || :query || %

OR body ILIKE % || :query || %

LIMIT 10;

正規表現フォールバックは、完全なシークエンシャルスキャンを実行し、大規模なテーブルにスケーリン
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グしません。緊急使用または小規模なデータセット用に予約し、アプリケーションにタイムアウトガード
を追加して、長時間実行されるクエリを防止します。

!!!note Setting up native PostgreSQL FTSで説明されている tsvectorトリガーパターンにより、エンベディ
ングが生成される前に到着した行であっても、FTSカバレッジが常に最新であることが保証されます。こ
れにより、新しいコンテンツの信頼できるフォールバックになります。

Hybrid search reference

AIDBは、ハイブリッド検索クエリを構成するためのヘルパーファンクションとメタデータビューを提供
します。これらを使用して、モデル名やテーブルパスをハードコーディングせずに、特定のナレッジベー
スに対するクエリーをエンコードし、取得した結果を再ランク付けし、ナレッジベース構成を検査します。

quietb.kb_query_encode()

モデル名を検索する必要なく、特定のナレッジベース用に構成された埋め込みモデルを使用してテキスト
クエリーをエンコードします。

SELECT aidb.kb_query_encode(public.my_kb_vector, test query);

カスタムベクタークエリを構築するときに、aidb.encode_text_query('<model>', '<query>')の代わ
りにこれを使用します。

quietb.rerank_text()

候補を取得した後、最終的な関連性の高い結果を得るために再ランキングモデルに渡します。

SELECT aidb.rerank_text(my_reranking_model, query text, ARRAY[result1, result2, ...]);

nim_rerankingや hf_tei_rerankingなどの再ランキングモデルは、取得後の別の後処理ステップとして
サポートされています。

aidb.knowledge_bases view

aidb.knowledge_basesビュー aidb.kbsとしてもアクセス可能は、ハイブリッドクエリーの構成に必要
なすべてのメタデータを公開します。

Column Type Description

id integer 内部識別子
name text ナレッジベース名
vector_schema text エンベディングテーブルのスキーマ
vector_table text エンベディングストレージテーブル
model_name text この KBで使用される埋め込みモデル
distance_operator aidb.distanceoperator 距離メトリックの列挙値
distance_operator_sql text SQL演算子構文の距離演算子
vector_data_column text エンベディングを格納する列
vector_key_column text 埋め込みをソース行にリンクする列

次のページに続く
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表 5 –前のページからの続き
Column Type Description

vector_index jsonb ベクトルインデックス構成
pipeline_ids integer[] このナレッジベースに接続されているすべての

パイプラインの ID
pipeline_names text[] このナレッジベースに接続されているすべての

パイプラインの名前

SELECT name, vector_schema, vector_table, distance_operator_sql

FROM aidb.knowledge_bases;

12.4 Examples
次の例は、AIパイプラインを使用して大量のナレッジベースKB埋め込みを実行する方法を示しています。
各ステージで予想される出力を含みます。これらの例は、標準の Postgresテーブルと外部 S3バケットボ
リュームからのデータの取り込みをカバーしています。

12.4.1 例 1 Postgresテーブルからの大量埋め込み
このワークフローは、ソースデータがデータベース内に既に保存されている場合に使用されます。

ステップ 1AIモデルを初期化する

テキストエンコード操作をサポートするモデルを登録します。

SELECT aidb.create_model(model__6545, bert_local);

__OUTPUT__

create_model

- -------------

model__6545

(1 row)

ステップ 2ソースデータを準備する

テーブルを作成し、埋め込むレコードを挿入します。

CREATE TABLE source_table__6545 (

id INT GENERATED BY DEFAULT AS IDENTITY PRIMARY KEY,

content TEXT NOT NULL

);

INSERT INTO source_table__6545 (id, content)

VALUES (43941, Catwalk Women Brown Heels),

(55018, Lakme 3 in 1 Orchid Aqua Shine Lip Color),

(19337, United Colors of Benetton Men Stripes Black Jacket);
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ステップ 3パイプラインを定義する

ソーステーブルをナレッジベースの宛先に接続するパイプラインを作成します。

SELECT aidb.create_pipeline(

name => pipeline__6545,

source => source_table__6545,

source_key_column => id,

source_data_column => content,

step_1 => KnowledgeBase,

step_1_options => aidb.knowledge_base_config(

model => dummy,

data_format => Text

)

);

__OUTPUT__

INFO: Created pipeline "pipeline__6545"

INFO: Created knowledge base "public.pipeline_pipeline__6545" for pipeline "pipeline_

↪→_6545"

create_pipeline

- ----------------------------------------------------------------------

(pipeline__6545,Table,public,pipeline_pipeline__6545,source_id,value)

(1 row)

ステップ 4実行と確認

処理エンジンをトリガーし、生成されたベクトルテーブルを検査します。

SELECT aidb.run_pipeline(pipeline__6545);

- - View the generated embeddings

SELECT * FROM pipeline_pipeline__6545 ORDER BY id;

__OUTPUT__

id | pipeline_id | source_id | part_ids | value

- ---+-------------+-----------+----------+---------------

1 | 49 | 43941 | {0} | [0.1,0.2,0.3]

2 | 49 | 55018 | {0} | [0.1,0.2,0.3]

3 | 49 | 19337 | {0} | [0.1,0.2,0.3]

(3 rows)

12.4.2 例 2 S3バケット PGFSからの大量埋め込み
このワークフローは、外部クラウドストレージに保存されている非構造化データに使用されます。
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ステップ 1外部ストレージとボリュームを構成する

S3バケットの場所を定義し、AIDBボリュームにマッピングします。

SELECT pgfs.create_storage_location(

bucket__6545,

s3://noah-html-test,

options => {"region": "eu-central-1", "skip_signature": "true"}

);

SELECT aidb.create_volume(volume__6545, bucket__6545, /, Text);

ステップ 2ボリュームコンテンツをリストする

ボリュームは外部テーブルです̶直接照会して、処理可能なファイルを確認します。

SELECT key, size, last_modified FROM volume__6545 ORDER BY key;

__OUTPUT__

key | size | last_modified

- -----------------+-------+-------------------------

Bilge Ince.html | 8878 | 2025-02-19 09:58:29+00

all_tags.html | 11170 | 2025-02-19 09:58:29+00

hello_world.html | 108 | 2025-02-19 09:58:30+00

simple.html | 662 | 2025-02-19 09:58:29+00

(4 rows)

ステップ 3ボリュームパイプラインを作成して実行する

SELECT aidb.create_pipeline(

name => volume_pipeline__6545,

source => volume__6545,

step_1 => KnowledgeBase,

step_1_options => aidb.knowledge_base_config(

model => dummy,

data_format => Text

)

);

SELECT aidb.run_pipeline(volume_pipeline__6545);

ステップ 4埋め込みを検証する

SELECT source_id, part_ids, value FROM pipeline_volume_pipeline__6545 ORDER BY source_

↪→id;

__OUTPUT__

(次のページに続く)

170 第 12章 Knowledge bases



AIDB,リリース 7.6.0

(前のページからの続き)

source_id | part_ids | value

- -----------------+----------+---------------

Bilge Ince.html | {0} | [0.1,0.2,0.3]

all_tags.html | {0} | [0.1,0.2,0.3]

hello_world.html | {0} | [0.1,0.2,0.3]

simple.html | {0} | [0.1,0.2,0.3]

(4 rows)
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第13章 Semantic knowledge bases

セマンティックナレッジベースセマンティック KBは、データベースのスキーマテーブル、ビュー、列、
およびそれらのコメントを検索可能なベクターストアにインデックス付けするため、あなたまたは Agents
referenceは、正確な名前ではなく意味で適切なリレーションと列を見つけることができます。。これは、**
text-to- SQL**の基礎です。自然言語の質問を、独自のスキーマに対する正しい SQLクエリーに変換します。

13.1 セマンティックKBとベクターナレッジベース
セマンティック KBと Knowledge bases referenceは、どちらもエンベディングを保存し、類似性検索に回
答しますが、それらは異なるものにインデックスを付け、異なる問題を解決します。

Vector knowledge base Semantic knowledge base

What it embeds Your data (rows, documents, images) Your schema (table, view, and col-
umn metadata)

What you search Content, by meaning Schema structure, by meaning
Created by aidb.create_pipeline() with a AI

pipelines
aidb.create_semantic_kb()

Typical use Retrieval-augmented generation, se-
mantic search

Natural-language schema discovery,
agent tools, text-to-SQL

データベースの内容を検索する場合は、ベクトルナレッジベースを使用してください。データベースの形
状を検索し、質問がマップするテーブルと列を見つけたい場合は、セマンティック KBを使用します。

13.2 セマンティックKBインデックスとは
セマンティック KBはスキーマをクロールすると、構造要素ごとに 1つのエントリを埋め込みます。

• テーブルは、テーブル定義とテーブルコメントを提供します。

• ビューは、ビュー定義とビューコメントを提供します。

• Columnsは、各列の定義名前、タイプ、NULL可能性、デフォルトおよび列のコメントに貢献します。

各エントリには、Table、View、またはColumnのentity_typeがあります。コメントは重要です。 COMMENT

ONステートメントの自然言語インテントは構造定義とともに埋め込まれ、直接照合できるため、適切にコ
メントされたスキーマは、より有用なセマンティック KBを生成します。
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13.3 セマンティックKBを作成および管理する
aidb.create_semantic_kb()を使用して 1つ以上のスキーマにセマンティック KBを作成します。渡さ
れたモデルにスキーマメタデータを埋め込み、KBの内部ベクトルテーブルを構築し、すぐにスキーマを
クロールします。

SELECT aidb.create_semantic_kb(

name => analytics_kb,

model => my_embedding_model,

schemas => ARRAY[sales],

auto_processing => Live

);

modelは埋め込みモデルであり、常に必要です。セマンティック KBは、すべてのメタデータおよびその
メンバーである Semantic aliasesに単一の埋め込みモデルを使用するため、検索は常に同じ空間内のベクト
ルを比較します。

管理機能は次のとおりです。

Function Purpose

aidb.create_semantic_kb(name,
model, schemas,
auto_processing, by-
pass_triggers, vec-
tor_index)

Create a KB over one or more schemas. Returns the KB name.

aidb.list_semantic_kbs() List every KB with its model, schemas, and processing mode.
aidb.refresh_semantic_kb(name)Re-crawl the KB's schemas from scratch to pick up structural changes.
aidb.update_semantic_kb_auto_processing(name,
auto_processing)

Change how the KB keeps itself current.

aidb.semantic_kb_stats(kb_name)Return entity counts (total, tables, views, columns) and the number of pending
schema changes.

aidb.delete_semantic_kb(name)Delete a KB and its indexed metadata.

13.3.1 シングルKBのショートカット
セマンティック KBが 1つだけ存在する場合、すべてのファンクションから name /kb_nameを省略でき、
呼び出しはその KBに解決されます。作成時に名前を省略すると、KBは固定名 default_semkbで登録さ
れます。2番目の KBが存在すると、名前を省略した呼び出しがあいまいエラーで失敗するため、それ以
降は名前を明示的に渡します。

13.4 KBを最新の状態に保つ
auto_processingモードは、スキーマの変更に KBが反応する方法を制御します。
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Mode Behavior

Disabled (default) 自 動 更 新 は あ り ま せ ん 。ス キ ー マ が 変 更 さ れ た と き に
`aidb.refresh_semantic_kb()`を呼び出します。

Live DDLは、スキーマが変更されるとすぐに、影響を受けるリレーションを再ク
ロールします。

Background バックグラウンドワーカーはキューされたDDLイベントを処理するため、再
インデックスは書き込みパス外で発生します。

内部的に、Backgroundモードは AIDBのパイプライン機構によって駆動され、SemanticKBパイプライン
ステップがキューに入れられたスキーマ変更イベントを消費します。そのパイプラインを自分で作成また
は管理することはありません。aidb.create_semantic_kb()が設定します。

13.5 セマンティックKBの使用方法
• 直接、 SQLで . Searching a semantic knowledge base aidb.semantic_kb_search()およびその仲間
たちを呼び出して、質問がマップするスキーマエンティティを見つけます。

• エージェントから KB検索機能はネイティブの agent tools として登録されているため、AIDBエー
ジェントはスキーマを検出し、例 text-to- SQLエージェントで質問に回答できます。

• 保存されたクエリーを介して。繰り返しの質問を Semantic aliasesとしてキャプチャします。意味に
よって検索ができる自然言語の説明を含むパラメーター化 SQL。

13.6 このセクションでは

Page What it covers

Searching a semantic
knowledge base

The schema-search functions: semantic_kb_search, get_metadata, comment
search, and filters

Semantic aliases Named, parameterized SQL queries with vectorized descriptions, enabling
reusable, governed text-to-SQL

例 text-to- SQLエージェ
ント

How an AIDB agent uses the KB's search tools to discover schema and generate
correct SQL

Examples A worked end-to-end example over a sample schema

13.7 関連ドキュメント
• Agents reference、ツールとしてセマンティック KB検索機能を呼び出すデータベース内エージェン
トの構築をカバーします。

• Semantic knowledge base tools、KB機能のネイティブツールカタログエントリをリストします。

• Knowledge bases reference、データのセマンティックおよびハイブリッド検索のためのベクター知識
ベースをカバーします。
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13.7.1 Searching a semantic knowledge base

セマンティック KBがスキーマをクロールしたら、自然言語クエリで検索します。KBは、スキーマのイ
ンデックス付けに使用したものと同じモデルでクエリを埋め込み、メタデータがクエリに最も近いテーブ
ル、ビュー、および列を結果ます。すべての検索ファンクションは、KB名を kb_nameとして取得します。
これは、KBが 1つだけ存在する場合に省略できます。

promoteb.semantic_kb_search()

semantic_kb_search()は、複合エントリーポイントです。ソースごとのランク付け検索スキーマメタデー
タと厳選された Semantic aliasesを実行し、相互ランク融合 RRFで 1つのランクリストに融合します。「ス
キーマの何がこれに関連していますか?」に対する単一のランク付けの回答が必要な場合に使用します。

SELECT source_type, entity_type, schema_name, relation_name, column_name, rank

FROM aidb.semantic_kb_search(

query_text => which customers spent the most,

kb_name => analytics_kb,

top_k => 5

);

Parameter Type Default Description

query_text text ̶ 自然言語クエリー。
kb_name text NULL 検索する KB。 1つの KBのみが

存在する場合、単一の KBをター
ゲットとすることを省略します。

top_k int 10 返されるランク付けされた行の
数。

sources text[] NULL 検索するソース。アクティブ
schema、alias`すべて省略します。
`history、`relationship`は予約され
ています。

entity_types text[] NULL 含めるエンティティタイプ。ア
クティブ Table、View、Column、
Alias。すべて省略します。

rrf_k int 60 ランクフュージョンの減衰定数。
min_similarity double precision NULL オプションの類似度フロア。それ

より低いスコアの行はドロップさ
れます。フロアがない場合は省略
します。

一致ごとに 1行を結果ます。

Column Description

source_type 行を生成したソース `schema`または `alias`のいずれか。
次のページに続く
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表 6 –前のページからの続き
Column Description

entity_type Table、View、Column、または `Alias`
schema_name エンティティが属するスキーマ。
relation_name テーブルまたはビューの名前。
column_name 列名テーブルレベルおよびビューレベルの一致の場合は空です。
object_ref 一致したオブジェクトへの修飾参照。
definition 埋め込まれた構造定義。
comment エンティティの `COMMENT ON`テキスト存在する場合。
score 融合された RRFスコア。
rank 融合された結果セット内の 1ベースのランク。
components フュージョンをフィードしたソースごとのスコアの JSONB詳細。

semantic_kb_search()は、スキーマエンティティと一致するエイリアスの両方を 1つのランク付けリス
トで返すため、これは例 text-to- SQLエージェントワークフローでの自然な最初の呼び出しです。

スキーマメタデータファンクション

より狭いニーズの場合、4つのファンクションはスキーマメタデータのみを検索します。これらは同じオプ
ショナルの kb_nameおよび similarityスコアコサイン類似度、高いほど近いを共有し、min_similarity
はオプショナルのフロアとして、ページング用には top_k / offsetを使用します。

promoteb.get_metadata()

これは最も広範なスキーマ検索であり、完全なメタデータとともに列、テーブル、およびビューを結果ます。

SELECT schema_name, relation_name, column_name, entity_type, similarity

FROM aidb.get_metadata(

kb_name => analytics_kb,

query_text => customer email address,

top_k => 10

);

パラメーター kb_name 、 query_text 、 min_similarity 、top_k デフォルト 10 、offset デフォ
ルト 0 。schema_name 、relation_name 、column_name 、entity_type 、definition 、comment 、
definition_vector、および similarityを返します。

promoteb.get_entity_Definitions()

テーブルとビューのみに一致します。

SELECT schema_name, relation_name, entity_type, similarity

FROM aidb.get_entity_definitions(

kb_name => analytics_kb,

query_text => orders and line items,

entity_types => ARRAY[Table, View]

);
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パラメーター kb_name 、query_text 、min_similarity 、entity_types デフォルト ARRAY['Table',

'View']、top_k、offset。 schema_name、relation_name、entity_type、definition、comment

、similarityを返します。

promoteb.get_column_definings()

一致する列とテーブルの定義、最もリーンな結果のみを返します、SQL生成のコンパクトな基礎として
役立ちます。

SELECT definition

FROM aidb.get_column_definitions(

kb_name => analytics_kb,

query_text => order total amount

);

パラメーター kb_name、query_text、min_similarity、top_k、offset単一の definition列を結果
ます。

promoteb.search_by_comment()

スキーマ、テーブル、列に添付された自然言語 COMMENT ONテキストのみと一致します。

SELECT relation_name, column_name, comment, similarity

FROM aidb.search_by_comment(

kb_name => analytics_kb,

query_text => order status values

);

パラメーター kb_name、query_text、min_similarity、top_k、offset schema_name、relation_name
、column_name、entity_type、definition、comment、similarityを返します。

これは、スキーマに既に書き込んだドキュメントを活用する最も直接的な方法です。たとえば、「order
lifecycle state: pending、confirmed、shiped、delivered、Cancelled」とコメントされた列は、列自分自身の名
前が stであっても、「order statusvalues」のようなクエリーに表示されます。コメント検索は十分に文書
化されたオブジェクトに依存しているため、COMMENT ONステートメントを最新の状態に保つことが、セ
マンティック KBの結果を向上させる最も効果的な方法です。

チューニング結果

• ``min_similarity``は、再現率を犠牲にして精度を高めます。クエリが何も返さない場合、それを下
げますたとえば 0.3。結果が広範すぎる場合に上げます。

• ``top_k`` / ``offset``結果をページスルーします。

• ``entity_types``特定のフィールドをハンティングしているときに、ARRAY['Column']などの関心の
ある種類に絞り込みます。
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次のステップ

• よくある質問を Semantic aliases を使用して、再利用可能なパラメーター化クエリーとして保存し
ます。

• 例 text-to- SQLエージェントワークフローでエージェントにこれらの検索をエンドツーエンドで駆動
させます。

13.7.2 Semantic aliases

セマンティックエイリアスは、自然言語の説明とペアになった名前付けのパラメーター化 SQLクエリーで
す。説明が埋め込まれているため、スキーマのメタデータと同じように、意味からエイリアスを見つける
ことができます。エイリアスは、text-to- SQLの再利用可能な管理レイヤーです。質問ごとに新しい SQL
を生成する代わりに、繰り返しの質問は、既に作成およびレビューしたクエリに解決されます。

各エイリアスは、SQLが読み取るスキーマを所有するすべてのセマンティック KBのメンバーです。1つ
だけではなく。AIDBは、クエリから所有する KBを推論し、その KBのモデルを使用して KBごとに 1回
エイリアスの説明を埋め込むため、各埋め込みはそのKBのスキーマベクトルと比較可能なままです。2つ
の KBが所有するスキーマは 2つのエンベディングを生成し、エイリアスは promoteb.semantic_kb_search()
を使用してどちらの KBからでも見つけられます。

!!!noteセマンティックエイリアスは、以下の aidb SQLファンクションで管理および実行されます。 KB
searchファンクションとは異なり、エイリアスファンクションは agent toolsとして公開されません**。製
品の決定により、エージェントはスキーマを検出および読み取りますが、エイリアス自分自身を作成また
は実行しません。

エイリアスを作成する

aidb.create_semantic_alias()は、一意の名前、埋め込む説明、SQLクエリテキスト、およびそのパラ
メーター定義を取得します。クエリーのプレースホルダーは${name}構文を使用します。クエリーは単一
の読み取り専用の SELECTである必要があります。

SELECT aidb.create_semantic_alias(

name => monthly_revenue,

description => Total revenue for a given month and year,

query_text => $$

SELECT SUM(amount) AS total

FROM sales.orders

WHERE EXTRACT(MONTH FROM order_date) = ${month}

AND EXTRACT(YEAR FROM order_date) = ${year}

$$,

params => [

{"name": "month", "param_type": "integer", "description": "Month number (1-12)

↪→"},

{"name": "year", "param_type": "integer", "description": "Four-digit year"}

]

);
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Parameter Type Default Description

name text ̶ 一意のエイリアス名。
description text ̶ 人間が読める説明 ̶これは検索

のために埋め込まれるものです。
query_text text ̶ 単一の読み取り専用の `SE-

LECT`と 、パ ラ メ ー タ ー の
`${name}`プレースホルダー。

params jsonb NULL パラメーター定義の配列以下を参
照してください。

kb_name text NULL オプショナル。エイリアスをこの
KBのみに絞り込みます。クエリ
のスキーマを所有するすべての
KBへの埋め込みを省略します。

params JSONB配列の各エントリは次のとおりです。

Field Required Description

name Yes `query_text`の `${name}`プレースホ
ルダーと一致します。

param_type Yes PostgreSQLタイプ text、integer、nu-
meric、`date`など。

description No 人間が読めるパラメーターの説明。
enum_values No パラメーターがセットにコンストレ

インされている場合、許可される値。

クエリのスキーマが複数の KBにマッピングされている場合、エイリアスはそれぞれに 1回埋め込まれま
す。作成があいまいでも失敗することはありません。kb_nameを渡して単一のKBに絞り込みます。KBが
まだ所有していないスキーマは、それをカバーする KBが作成されるか、後で採用されるまで、エイリア
スが埋め込まれないままです。

エイリアスを見つける

aidb.search_semantic_aliases()は、自然言語クエリーによってエイリアスを検索します。 kb_name

がないと、 default_semkb ̶明示的な名前なしで作成されたときに KBが取得する名前̶その KBが存
在する場合、またはそれ以外の場合は、保存されたエイリアス埋め込みを持つすべての KBを検索します。
クエリは、これらの KBの間の個別のモデルごとに 1回埋め込まれるため、検索はディメンションセーフ
なままで、結果はエイリアスごとに最も一致するように重複排除されます。

SELECT name, query_text, similarity

FROM aidb.search_semantic_aliases(

query_text => how much money did we make last month,

kb_name => analytics_kb,

top_k => 5

);
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Parameter Type Default Description

query_text text ̶ 自然言語クエリー。
min_similarity double precision NULL オプションの類似度フロア。
top_k int 10 最大の結果。
offset int 0 ページングオフセット。
kb_name text NULL オプショナル。検索をこのKBに

絞り込みます。上記の優先順位に
従って、`default_semkb`またはエ
イリアス埋め込みを含むすべての
KBの解決を省略します。

name 、query_text 、および similarity を結果ます。エイリアスは source_type = 'alias' の pro-
moteb.semantic_kb_search()結果にも表示されるため、1つの複合検索で一度にスキーマとエイリアスの両
方が検出されます。

エイリアスを実行する

aidb.execute_semantic_alias()は、パラメーターを置き換えて、名前でエイリアスを実行します。そ
れぞれが JSONBオブジェクトである result行のセットを結果ます。

SELECT result

FROM aidb.execute_semantic_alias(

alias_name => monthly_revenue,

args => {"month": 3, "year": 2025}

);

Parameter Type Default Description

alias_name text ̶ 実行するエイリアス。
args jsonb NULL 名前でキー設定されたパラメー

ター値のオブジェクト。
execute_role text NULL クエリを実行する PostgreSQL

ロール ̶ 適切な `SET ROLE`付
与が必要です。

execute_roleを使用して、接続しているユーザーではなく最小権限のレポートロールでエイリアスを実
行します。すべてのエイリアスは作成時に単一の読み取り専用の SELECTとして検証され、実行時に再検
証されるため、エイリアスを使用して書き込みを実行することはできません。

エイリアスの管理
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Function Purpose

aidb.get_semantic_aliases()List all aliases with name, description, query_text, and param_count.
aidb.get_semantic_alias(alias_name)Get one alias's name, description, query_text, and params.
aidb.update_semantic_alias(name,
description, query_text,
params, kb_name)

Update an alias; changing query_text or kb_name re-infers its owning KB(s) and
reconciles embeddings̶ adding KBs it newly belongs to and dropping ones it no
longer does. Changing description re-embeds it in every KB it's already in.

aidb.delete_semantic_alias(name)Delete an alias by name.

KBを削除すると、その KBの各エイリアスの埋め込みのみが削除されます。エイリアス定義、および他
の所有する KBへのその埋め込みは残ります。同じスキーマをカバーする後の KBは、エイリアスが他の
KBに既に埋め込まれている場合でも、そのエイリアスを採用し、その新しい埋め込みを追加します。

次のステップ

• エージェントがスキーマ検索とエイリアスをエンドツーエンドの例 text-to- SQLエージェントワー
クフローに組み合わせる方法を確認します。

• エイリアスをウォークスルーし、 Examplesで一緒に検索します。

13.7.3 Text-to-SQL

Text-to- SQLは、「前四半期に最も費やした顧客はどこですか?」などの自然言語の質問を、独自のスキー
マに対する正しいクエリーに変換します。セマンティック KBにより、これが信頼できます。テーブル名
と列名を推測するのではなく、質問は最初に KBのインデックス付けされたスキーマに基づいています。

2つの補完的なパスが Searching a semantic knowledge baseにビルドされます。

• エージェント駆動。Agents referenceは、関連するスキーマを検出するツールとして KBの検索機能
を呼び出し、SQLを生成および実行します。オープンエンドの会話型分析に最適です。

• アプリケーション駆動アプリケーションはエイリアスを見つけるおよびエイリアスを実行するを
呼び出して、確認されたパラメーター化されたクエリーに質問を解決します。決定論的で管理された
回答が必要な繰り返しの質問に最適です。

text-to- SQLエンジンとしてのエージェント

セマンティック KB検索機能は、ネイティブ agent toolsとして登録されます。これらのツールを与えられ
たエージェントは、質問がマップするテーブルと列を自分自身で見つけ、それらに基づいて SQLを書くこ
とができます。利用するツール

Tool Role in text-to-SQL

AI pipelines One ranked list of the schema entities (and any matching aliases) relevant to the
question.

AI pipelines / AI pipelines
/ AI pipelines

Narrower schema lookups when the agent needs only tables, only columns, or lean
definitions.

次のページに続く
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表 12 –前のページからの続き
Tool Role in text-to-SQL

AI pipelines Finds entities through the intent captured in COMMENT ON text.
run_sql_query Runs the read-only SQL the agent generates and returns the rows.

すべての検索ツールは読み取り専用であるため、エージェントは書き込みのリスクなしで自由にスキーマ
を探索できます。

ワークフロー

"Which customers ┌───────────────────────┐
spent the most ─────▶│ agent (pg_agent) │
last quarter?" └───────────┬───────────┘

│ 1. discover schema

▼
┌───────────────────────┐
│ semantic_kb_search │ schema entities

│ (+ get_metadata, …) │ + matching aliases

└───────────┬───────────┘
│ 2. generate SQL grounded in the results

▼
┌───────────────────────┐
│ run_sql_query │ execute read-only SQL

└───────────┬───────────┘
▼

answer rows

1. Discover. エージェントは semantic_kb_searchおよび必要に応じてより狭いファンクションを呼び
出して、質問がマップする正確なテーブル、列、コメントに加えて、既に一致する Semantic aliases
を取得します。これらは source_type = 'alias'で結果に表示されます。

2. Generate、grounded. エージェントは、取得した定義に対して SQLを書き込みます。実際のスキー
マコンテキスト実際の列名、タイプ、コメントに対する生成は、テーブル名のみに対して生成するよ
りもはるかに正確です。

3. Run. エージェントは run_sql_queryで SQLを実行し、行を結果ます。

このようなエージェントを構築するには、作成時にセマンティック KBツールを提供します。Managing
agentsおよび tool catalogを参照してください。

代わりにエイリアスに手を伸ばす場合

エイリアスは、エージェント生成の決定論的な対応物です。Semantic aliasesは、レビューされたパラメー
ター化された SELECTであるため、検証する要求ごとの生成なしで信頼できる結果を返します。次の場合
にエイリアスを使用します。

• 同じ質問が繰り返し発生し、1つの正規クエリーに値します。
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• エイリアスが単一の読み取り専用の SELECTとして実行され、execute_roleを介して最小特権ロー
ルで実行できるガバインド実行が必要です。

エイリアスは semantic_kb_search結果内の表面に表示されるため、エージェントは質問にキュレートされ
たクエリが存在することを確認できます。ただし、エイリアスの実行は、aidb.execute_semantic_alias()
を介して直接実行されます。エイリアス機能は意図的にエージェントツールではありません。

raw生成との比較

• 根拠あり、推測ではありません。モデルは、関連するリレーションの実際の定義とコメントを参照す
るため、存在する列を適切なタイプで参照します。

• 信頼できる回答が発生します。エイリアスとしてキャプチャしたすべての質問は、生成の必要がなく
なった質問であり、モデルが間違った SQLを生成する可能性のあるサーフェスを縮小します。

• 構築による読み取り専用。スキーマ検索ツールとエイリアスはすべて読み取り専用であるため、検出
パスと回答パスはデータを変更できません。

次のステップ

• Examplesのサンプルスキーマのフロー全体を説明します。

• Searching a semantic knowledge baseの検索機能と Semantic aliasesのエイリアス機能を確認します。

13.7.4 Example

この例では、小さな salesスキーマを介した完全なセマンティックナレッジベースのワークフローを説明
します。スキーマの文書化、インデックス付け、意味による検索、および再利用可能なエイリアスとして
の繰り返しの質問のキャプチャ。

ステップ 1エンベディングモデルを登録する

セマンティック KBは、テキスト埋め込みモデルを使用してスキーマメタデータを埋め込みます。最初に
1つ登録します

SELECT aidb.create_model(sales_embeddings, bert_local);

__OUTPUT__

create_model

- -------------------

sales_embeddings

(1 row)

ステップ 2スキーマを作成および文書化する

コメントは構造メタデータとともに埋め込まれるため、スキーマを直接文書化すると検索品質が向上します。
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CREATE SCHEMA sales;

CREATE TABLE sales.customers (

id INT GENERATED BY DEFAULT AS IDENTITY PRIMARY KEY,

email TEXT NOT NULL,

region TEXT

);

CREATE TABLE sales.orders (

id INT GENERATED BY DEFAULT AS IDENTITY PRIMARY KEY,

customer_id INT NOT NULL REFERENCES sales.customers(id),

amount NUMERIC(12,2) NOT NULL,

status TEXT NOT NULL,

order_date DATE NOT NULL

);

COMMENT ON TABLE sales.orders IS One row per customer order, with its␣

↪→monetary amount and lifecycle status.;

COMMENT ON COLUMN sales.orders.amount IS Order total in USD.;

COMMENT ON COLUMN sales.orders.status IS Order lifecycle state: pending, confirmed,␣

↪→shipped, delivered, cancelled.;

COMMENT ON COLUMN sales.customers.email IS Customer contact email address.;

ステップ 3セマンティック KBを作成する

salesスキーマを介して KBを作成します。 modelは必須です。Live自動処理は、スキーマの変更に応じ
てインデックスを最新の状態に保ちます。

SELECT aidb.create_semantic_kb(

name => analytics_kb,

model => sales_embeddings,

schemas => ARRAY[sales],

auto_processing => Live

);

__OUTPUT__

create_semantic_kb

- -------------------

analytics_kb

(1 row)

ステップ 4インデックスされた内容を確認する

aidb.semantic_kb_stats()は、エンティティ数と保留中のスキーマの変更をレポートします。
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SELECT * FROM aidb.semantic_kb_stats(kb_name => analytics_kb);

__OUTPUT__

total | tables | views | columns | pending

- ------+--------+-------+---------+---------

10 | 2 | 0 | 8 | 0

(1 row)

ステップ 5意味で検索する

名前が使用されている単語と一致しない場合でも、コンセプトにマップするスキーマエンティティを見つ
けます。semantic_kb_search()は、スキーマエンティティと一致するエイリアスを 1つのランク付けリ
ストで結果ます。

SELECT source_type, entity_type, schema_name, relation_name, column_name, rank

FROM aidb.semantic_kb_search(

query_text => customer email address,

kb_name => analytics_kb,

top_k => 3

);

__OUTPUT__

source_type | entity_type | schema_name | relation_name | column_name | rank

- ------------+-------------+-------------+---------------+-------------+------

schema | Column | sales | customers | email | 1

schema | Table | sales | customers | | 2

schema | Column | sales | orders | customer_id | 3

(3 rows)

コメント検索は、名前だけでなく文書化したインテントを介してエンティティを見つけます。

SELECT relation_name, column_name, comment

FROM aidb.search_by_comment(

query_text => order status values,

kb_name => analytics_kb,

top_k => 1

);

__OUTPUT__

relation_name | column_name | comment

- --------------+-------------+-------------------------------------------------------

↪→-----------

orders | status | Order lifecycle state: pending, confirmed, shipped,␣

↪→delivered...

(1 row)
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ステップ 6定期的な質問をエイリアスとして保存する

「特定の月にいくらの収益がありましたか?」という質問は繰り返し発生するため、毎回 SQLを再生成す
るのではなく、 Semantic aliasesとしてキャプチャします。AIDBは、エイリアスが analytics_kbのメン
バーであると推論し、クエリーが読み取る salesスキーマを所有する KB

SELECT aidb.create_semantic_alias(

name => monthly_revenue,

description => Total revenue for a given month and year,

query_text => $$

SELECT SUM(amount) AS total

FROM sales.orders

WHERE EXTRACT(MONTH FROM order_date) = ${month}

AND EXTRACT(YEAR FROM order_date) = ${year}

$$,

params => [

{"name": "month", "param_type": "integer", "description": "Month number (1-12)

↪→"},

{"name": "year", "param_type": "integer", "description": "Four-digit year"}

]

);

__OUTPUT__

create_semantic_alias

- ----------------------

monthly_revenue

(1 row)

ステップ 7エイリアスを見つけて実行する

検索は自然言語の質問をエイリアスに解決します。

SELECT name, similarity

FROM aidb.search_semantic_aliases(

query_text => how much money did we make last month,

kb_name => analytics_kb,

top_k => 1

);

__OUTPUT__

name | similarity

- ----------------+------------

monthly_revenue | 0.83

(1 row)

パラメーターを使用して実行します。

SELECT result

FROM aidb.execute_semantic_alias(

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

alias_name => monthly_revenue,

args => {"month": 3, "year": 2025}

);

__OUTPUT__

result

- ----------------------

{"total": 48250.00}

(1 row)

エージェントからの使用

上記はすべて Agents referenceでも利用できます。エージェントにセマンティック KB search toolsおよび
run_sql_queryを与えると、自由形式の質問に自分自身で回答できます。semantic_kb_searchを呼び出
して関連するテーブルと列を検出し、これらの定義に基づいて SQLを生成、実行します-例 text-to- SQL
エージェントワークフロー。

あなたが構築したもの

• 文書化された salesスキーマをインデックスするセマンティック KB analytics_kb Liveモードで
最新の状態に保たれます。

• 意味によってリレーションと列を見つける自然言語スキーマ検索。

• 繰り返しの質問の再利用可能なパラメーター化されたエイリアス、意味によって見つけられ、パラ
メーターを使用して実行可能。
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AIDBファンクションは、スタンドアロン SQLファンクションとして利用でき、1回限りの変換、テスト、
探索のためにクエリで直接呼び出すことができ、またはパイプラインフレームワークの外部でカスタムワー
クフローを構築できます。

ここでの各ページは、使用状況と例に焦点を当てています。簡潔なパラメーターテーブルと戻り型につい
ては、APIリファレンスを参照してください。

• 変換ファンクション chunk_text、parse_html、parse_pdf、perform_ocr、summarize_textは
Functions referenceにあります。

• 推論ファンクション encode_text、generate_text、rerank_textは Reference → Modelsにあり
ます。

Page Functions What it covers

Text chunking aidb.chunk_text() Splitting text into segments for LLM context win-
dows

Data parsing aidb.parse_html(),
aidb.parse_pdf()

Extracting readable text from HTML and PDF in-
puts

Performing OCR aidb.perform_ocr() Extracting text from images using an OCR-capable
model

Summarization cook-
book

aidb.summarize_text(),
aidb.summarize_text_aggregate()

Generating and aggregating AI-powered text sum-
maries

AI inference functions aidb.encode_text(),
aidb.generate_text(), and
variants

Embedding text and images into vectors and gener-
ating text completions

Text reranking aidb.rerank_text() Scoring and reordering candidate passages by rele-
vance

!!!noteこれらの操作をパイプライン内のステップとして使用するには、Pipeline stepsを参照してください。

14.1 Text chunking
aidb.chunk_text()ファンクションを使用して、長い文字列をより小さい意味的に一貫したセグメントに
インテリジェントに分割します。このプロセスは、大規模言語モデル LLMのコンテキストウィンドウ制
限内にとどまり、ベクターストレージを最適化するために重要です。

SELECT * FROM aidb.chunk_text(

input => This is a significantly longer text example that might require splitting␣

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

↪→into smaller chunks. The purpose of this function is to partition text data into␣

↪→segments of a specified maximum length, for example, this sentence 145 is␣

↪→characters. This enables processing or storage of data in manageable parts.,

options => {"desired_length": 120, "max_length": 150}

);

__OUTPUT__

part_id | chunk

- --------+---------------------------------------------------------------------------

↪→------------------------------------------------------------------------

0 | This is a significantly longer text example that might require splitting␣

↪→into smaller chunks.

1 | The purpose of this function is to partition text data into segments of a␣

↪→specified maximum length, for example, this sentence 145 is characters.

2 | This enables processing or storage of data in manageable parts.

(3 rows)

14.1.1 構成オプション
• desired_length必須各セグメントのターゲットサイズ。スプリッターは、セマンティック境界を維
持しながら、このサイズに到達しようとします。max_lengthを省略すると、これは厳密な上限値に
なります。

• max_lengthオプショナルチャンクサイズの上限。指定すると、ファンクションは desired_length

に近いチャンクを生成しようとしますが、より大きな意味単位完全な文や段落などを保持するため
に max_lengthまで拡張する場合があります。チャンクは、意味のある境界をまたぐカットを回避す
る必要がある場合にのみ desired_lengthを超えます。単位は使用する strategyによって異なり
ます。

• desired_length = max_lengthを指定すると、固定サイズのチャンクたとえば、埋め込みのために
コンテキストウィンドウを正確に埋める場合。

• ソフトリミット内にとどまりたいが、ある程度の柔軟性を許可する場合は、より大きな max_length

を使用します RAG、要約、または Q&Aアプリケーションで一般的な、より高い意味単位を保持し
ます。

• overlap_lengthオプショナル連続するチャンク間でオーバーラップするコンテンツの量。これは、
1つのチャンクの終わりから次のチャンクの先頭までコンテンツの一部を複製することにより、チャ
ンク境界を超えてコンテキストを保持するのに役立ちます。デフォルト 0オーバーラップなし。単
位は使用される strategyによって異なります。

• strategyオプショナル使用するチャンク戦略。文字数によって厳密に分割する文字ベースのチャンク
の場合は"chars"デフォルト、またはワード境界を保持するワードベースのチャンクの場合は"words"

のいずれかです。これにより、desired_length、max_length、および overlap_lengthの単位が
決まります。"chars"は文字、"words"はワードです。
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アルゴリズムの概要

• テキストは、意味的境界の階層を使用して分割されます文字、書記素、単語、文、およびますます長
くなる改行シーケンス段落など。

• スプリッターは、指定されたサイズ範囲内に収まる意味的に有効な最大のチャンクを形成しようとし
ます。

• 次のセマンティックユニットの追加が max_lengthを超える場合、desired_lengthより短いチャン
クが返される場合があります。

� Tip

この操作は、データの形状を変換し、 part_id 列を導入することによりコレクションのネストを自動的
に解除します。パイプラインがマルチパート出力を処理する方法の詳細については、Creating pipelines
を参照してください。

14.2 Data parsing
EDB Postgres AIは、HTMLや PDFを含むさまざまなデータ形式からテキストを解析および抽出するビル
トイン機能を提供します。これらの機能は、さまざまな形式の複雑さを処理しながら、後続のパイプライ
ンステップで簡単に処理できるクリーンで構造化されたテキスト出力を提供するように設計されています。

14.2.1 HTMLを解析する
aidb.parse_html()ファンクションは、HTML文字列から可読テキストを抽出し、コンテンツの論理構
造を保持しながらタグを削除します。

SELECT * FROM aidb.parse_html(

html =>

<h1>Hello, world!</h1>

<p>This is my first web page.</p>

<p>

It contains some <strong>bold text</strong>, some <em>italic test</em>,␣

↪→and a <a href="https://google.com" target="_blank">link</a>.

</p>

<img src="postgres_logo.png" alt="Postgres Logo Image">

<ol>

<li>List item</li>

<li>List item</li>

<li>List item</li>

</ol>,

options => {"method": "StructuredPlaintext"} -- Default

);

(次のページに続く)
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__OUTPUT__

parse_html

- ----------------------------------------------------------

Hello, world! +

+

This is my first web page. +

+

It contains some bold text, some italic test, and a link.+

+

Postgres Logo Image +

List item +

List item +

List item +

(1 row)

• methodは、 HTMLを解析する方法を決定します。

– StructuredPlaintextデフォルト̶アルゴリズム的なアプローチを使用して、HTMLから生
のテキストを抽出します。単純なデータの取り込みに最適です。

– StructuredMarkdown̶HTMLをMarkdownのようなテキストに変換します。これにより、重
要な構文コンテキストヘッダーやリストなどが保持され、LLMがドキュメントの元の階層をよ
り深く理解するのに役立ちます。

14.2.2 PDFを解析する
aidb.parse_pdf()ファンクションは、バイナリ PDFデータからテキストを抽出します。PDFは構造的に
複雑であることが多いため、このファンクションは堅牢なエラー処理を提供します。

SELECT * FROM aidb.parse_pdf(

bytes =>␣

↪→decode(,

↪→ hex),

options => {"method": "Structured", "allow_partial_parsing": true} -- Default

);

__OUTPUT__

part_id | text

- --------+--------------

0 | Hello World!+

|

(1 row)

• methodは、PDFを解析する方法を決定します。

– Structuredメソッドデフォルト標準の PDF仕様に依存して、テキストブロックを識別します。
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PDF仕様に依存する構造 PDF解析は、特に複雑なまたは独自のエンコーディングとさまざまな
フォントが含まれる場合、仕様に準拠していない PDFに苦戦する可能性があります。

– allow_partial_parsing : 次の場合に PDFの解析を続行するかどうかをシステムに指示する
安全フラグパーサーは、1つ以上のページでエラーを検出しました。これを trueデフォルトに
設定すると、非準拠または複雑なファイルからできるだけ多くのデータを取得できます。

• ページマッピング結果の part_id列は、テキストが抽出された特定のページインデックスに直接マッ
プし、テキストを維持できます。AIパイプライン内の元のドキュメント参照。

� Tip

どちらの解析操作もネスト解除を実行します。これは、単一の入力マルチページ PDFのようなを複数
行のデータに変換し、 part_id を自動的に生成してセグメントを正しい順序に保つことを意味します。

14.3 Performing OCR
aidb.perform_ocr()ファンクションを使用して、画像からテキストを抽出します。これは、生の画像バ
イトと登録された OCRモデル名を入力として取得し、part_id列各テキストブロックを識別するおよび
text列抽出された文字列を含むテーブルを結果ます。このファンクションはネスト解除を使用するため、
単一の画像から複数の行、テキストセグメントごとに 1行が生成される場合があります。一部のプロバイ
ダーにはフォーマット制限があります。たとえば、NVIDIA NIMプロバイダーは、現在 pngおよび jpeg

形式のみをサポートしています。

ステップ 1OCR対応モデルを登録する

SELECT aidb.create_model(

my_paddle_ocr_model,

nim_paddle_ocr,

credentials => {"api_key": "__NVIDIA_NIM_API_KEY__" }::JSONB -- or credentials_

↪→env to read this from an environment variable instead

);

ステップ 2画像からテキストを抽出する

SELECT * FROM aidb.perform_ocr(

decode(/9j/4AAQSkZJRgABAQAAAQABAAD/

↪→2wCEAAUFBQUFBQUGBgUICAcICAsKCQkKCxEMDQwNDBEaEBMQEBMQGhcbFhUWGxcpIBwcICkvJyUnLzkzMzlHREddXX0BBQUFBQUFBQYGBQgIBwgICwoJCQoLEQwNDA0MERoQExAQExAaFxsWFRYbFykgHBwgKS8nJScvOTMzOUdER11dff/

↪→CABEIAWYDKgMBIgACEQEDEQH/

↪→xAAvAAEAAQUBAQEAAAAAAAAAAAAAAQIDBAcIBgkFAQEAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA/

↪→

↪→INiNdjYj8z9MAAAAAAAAAAFJUiQAAAAAAAAA8l60AAAAAAAAAAAAAtXbV0pqpqAAAAAAAAAAESNE617AwD5kdJap+gp5L2PC/

↪→459AJ5c/ROko4DxD6EU+I4rPoY+enVJuJzfpI79ngXrU2LT88PfnaEcVfhHek8K9jno6fnrmH0A5c/

↪→S5YO89icId3FSOODsiOC847meN4qPoPPzx6iN0zw9hHeD5yeqO8Y+cfeZ6ev5uepO+nzz71OD/

↪→AKDfPnsc2BHz7xj6HPBe9AAAAAAAAAAALV21dKaqagAAAAAAAAAABgZ+AcB9U8rddHGO7vC9XHz43/

↪→me6NMbI3JxwdYcV9C7HNYbf17pY1f0lo3uI4n3V+3+oaE745D6qNBYHPvdp89uldE78PWb15730as1P+h+cbw2VrDZw4F7757Nd+52Vwsd76d8b6I8H6LZ2sjWvf8AwN9Bjh7qvlbrY0P7bxfuDkP6Q/

↪→M/

(次のページに続く)
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↪→6UnPuDbzzRP6f5npD9GxuT9Y557i576EAAAAAAAAAAALV21dKaqagAAAAAAAAAAB+f8AoDkPrmscZeZ7zHN3ot3jgnI7uHhuRe8xwb0NuwaL5774HEXUXuxzt0HeHCE93DgLq7Z44Rx+9hqWxuEcQ9vRJHMHUA4O/

↪→

↪→/EADIQAAAFBAEEAQMDAgcBAAAAAAABAwQFAgYHERQIEDI0YBIhQBYxNxUXExgiMzZBUTX/2gAIAQEAAQgAM/

↪→2IaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMaMGejIjCn+9R8kr80+1HsJfJK/

↪→NPtR7CXySvzT7Uewl8kr80+1HsJfJK/NPtR7CXySvzT7Uewl8kr80+1HsJfJK/

↪→NPtR7CXySvzT7Uewl8kr80+1HsJfJK/NPtR7CXySvzT7Uewl8kr80+1HsJfJK/

↪→NPtR7CXySvzT7Uewl8kr80+1HsJfJK/

↪→NPtR7CXySvzT7Uewl+PWJq+bPtt3Q0mv7s40H92caA8uY2IvtEzEXOsUZCK/FMGYI/

↪→w6vsQjr6tGWlFIljTv/

↪→v8qvzT7Uewl+PV+32yLgyLyLO0y7qS6V4JjHP3dOLLBaZCuv8Aobk+k6AFiWehYtuM4Fv/

↪→AKgRgxVVsEezBjf3BmewRgz0NmCP7gwdX/h1aLY2exv/AMI/

↪→uDFVWwZiqrY6nZyZhIi0zjMSvXL7G9ouXdPYx9QIwZ6BfuDq+w+obH1D6h9Q+ob0Nj6hsGMOfzu9HiPqBH+TX5p9qPYS/

↪→I0LiPcFOjplL68nBdZJuiqsreWX76v+4lLesZ/jvPVutq5YsIZrf3O8/

↪→TNyZ3y5I2OTSFhY7Hud7uaJTJxuRsoYkuNCPuS5L4joCyFrtDGYzJmSQd1xU3B5xxeknLr4ayVXkS3FFHubsyubKqRgYJpYGe7sbUzNdr5ZyDjC4k4a8MgTSieOLgmIiAzpdUPa0qzPEUNll3e8RO3FlDMt0zN0r2jZR4kzyuib6vFOWrzgL0ZWrdFz3JHWlBSM3Jr35ljME8sxgZayc8WEzrmDw9lx9kSMmIaRyVCZPim8VXe2LbfzKudmvWlAqPQzNma40blVs+1KMUZ7WQ/

↪→qJ42zFeFrXY3te8r7vBnY1tSE46j5TNmY3rpeMuC182Y1bFMr4OyO8yFbjs5LM+QbptfKRos6Es5Zg/

↪→x5dkyvnJ2ILppYzNUnmjNDp28g5STy/

↪→h+XZFI2fciV22nDzidWYb7gLunq6GdjZ5vZrTMqxeSsoYluGiPuGCmWdww7CUZYc/nZ6MjX0yx/

↪→bjiVcsl83ZiXcPWD93mrD7xs6kMb36wyBbbeUQ/Hr80+1HsJfk3Ee4KdHTL/

↪→ACcM9SriIxjOKIYeynb+M05ZV5/

↪→mxt0K3SweZQZXFCdR2PZ2adR91RNn9TEtAs20XcJ3zhLLTqPSnb+sei4McvrYhrMv28sLSD+NcodRWPLqj14q48cwOP4ti5fWYtdbOjKbm5Zz/

↪→NfbtJERZgytb2TG0WbS2ZNaT6ZJMluma02U7c0tLvf+vs6h8K4muKidcSnVLaTYq6Y5tcLy6svQU296q5RZC2bYjKOnSAaxWN457QommqnWnXaOFrQsqfonYnqxMv6PZowyZHiqySMVHovvmmxrqtW/

↪→nV3xtu9VWkk0bijHuD8qz9Ekd9Wnbl4QpsrijMq4cxdG1QUHkbqGQu+3ZSChukv1r2GfUKHeYTQrYMGsYyaMWvVikmU9ai9ONo5tH2LaTZr1VoUfo6AVPAf8VQQx5ANbjzXWzdU0kRERdS1uspGw/

↪→wCrH0uy67yy5Rirhn+eXY6pZZda7ouMFsdSNqWxARcO1vDqLtS7rblIRx0pyaqc9cUaZfj1+afaj2EvybiPcFOjpl/

↪→k4ZphlZvGlxtkenJGyJn+sQk//

↪→bTH5Ee17xxknfqNqxV75zj7Euv9OO5CybEu9qi5eZ1xRbthpxsnCWdlF3a+E4K4ZOyrstTMMCu8Xv7AtgPoeUkGHTBKvm15ykRSszibQzc5bXCjjrHLpFNZvk55ivGqEcS8k6jpDAs6/

↪→jekoqDZ3mZz7xWMgZyQRxHbLXKGQXn6lj7CseCR+prPS8ZOZ7YvYvqohl3Vq29LJ9N11sZexW8IcjJM4pg6fvsU5ou/

↪→IN81xVfVgW4izRhqojxdZZkW9isN89wru917NfzuK8f3GVZvst2UzxjeDJCFz7dkypj3HiAwhiOyntmxdwymYCtG0Mdz6KfSWW0L1pLOP80tu3Vl/

↪→wDYs4WP/wAMtQdVf/CoMYC/iWCFm3OhaGYlJVw2dJOUUXDbqZu1kytJK3qOmaHVj7BcvVMM/wA8ux1Vw6qM/

↪→b8xTj23cYXhacRJNrqtbGFpwT+ZfYVua1LudTDqF/Hr80+1HsJfkyyCrqKlWyWEcSXpZV8HLzCqdKidSdd/

↪→dO00hLqzVkHavUi/

↪→QOLWxDg+myXZTk7l7EDXIyDZ2zY2P1D2jQbGJa4PypfEmg7vFTH1uHZX6NN1g7KlkSqjm0Xlk9RN2pkxlsQ4haY4aLuXWXcNMsip0SLJlY3UNahVMIm2sAXpc03RLX5eltqSNgTdvw+AMe3LYTe4051dJJwiskrceAr+tafVkrO/

↪→QfUJeRExmrs6e7ytqSil7XtO3Zaaxq2hL9mMBZFs2YqkbMe48z/exJs5vFeLo/

↪→GsWskWZscOskW22aMLKxbmi25q30zpFX7fbL+B1btk1bhtttb3UrFJUMG1qdPd2zs4lL33lXGTfIFsNY1tGWDn+zf8VhCRuA7/

↪→ALwVXf3vi3HWXLNvOPoLKOI7zufJSE9GfcZ/

↪→xjdl+SNuLwdrMXMbbsAwc56sefvm2othCYpt2UtOw4yHlLbs6i/MmzkFWlYnUJZlNcbCW50/

↪→XxdMyUnesZGs4dg0jmOOMS3lbmVHFxSF62bE31AuYiTVwxmCxpBeu1VMVZvv1y3TuawLHi7AgUYlh+PX5p9qPYS/

↪→K120Q0Q0Q0Q0NENENENDRDQ0NENF30Q0NENENENDRdtF+3fQ0Q0WxoaIaGiGiGiGi7q/7dQwwnWWd3lRl+/

↪→30Q0NENECIiGi/

↪→

↪→/

↪→xABDEAABAwEFBQcBBAYIBwAAAAABAAIDBAUREpKhEBNhYrEGFDEyQVFgQCEiU1QVQlBSgpMjM0NVcoGywgcgMDSRs9H/

↪→2gAIAQEACT8A8SjojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojojovXZx6fJObZx6fJObZx6fJObZx6fJObZx6fJObZx6fJObZx6fJObZx6fJObZx6fJObZx6fJObZx6fJObZx6fJObZx6fJObZx6fJObZx6fJObZx6fJObZx6fJObZx6fJObZx6fUdo6SinczGI5XLttZmddtrMzrttZv8xV8dXRy3hs0f2tJb4/

↪→sztFS1FoNLw6njde8GPz5frObZx6fUW9U0jxAyLdRxtcu1lc90FPJKGmBgBLGkq0JaSLu80u9jYHOvjXa+v/

↪→AJDFWPqooHvcJXtDXHEb/Af8/

↪→h9Bac9IZqucSmJ5aTc1TvmqJaO+SR5vc44vpPzVp9T9ZzbOPT6n0s2quyFfkKlSBkcbS9zifsAb9pKE0NKHmNhg/
(次のページに続く)
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↪→rZgPsLy70arQrH7sbx4gqzM9v8ACnD9JNYe61HlMnuxw/fVzbSqot6+o/

↪→CjVrVMYnG8jE1YYXEH1whTTz0wcHS01QcYfG7xdG5f0sHdWTQR+rzJ5Qq+aOmidc5scu4gi9mK16s0sbxfLHUGoY3/

↪→ABgpgZaVE4RVIHg/

↪→1EgCwPteaO+SXzCBjv8AeVaVVHvRvGCerMDsoXeZ6IOAmhqPtexhPnjcq4tcbO31NUR+mLwIKtGeutmsqg2nmm+/

↪→uIsIBLPckplqGzXMmc99Q8hpxs/

↪→cUksbY5jSmSEXzVEwNxwezFa8u9wYt0a8h6nmqYZ6plC5lR54Ji7A1SYaejjxkDxe7wDBxJKkngg+1zaWmO6jiZ7yPVqVckEH35TBVGcsHuWlBjLfpKKSWGSMYWzM8gdweHFVU8sT5ZW0ollD7n/

↪→rqtqWdm+9QPwGYBndhL94Ydr3wSQvZDPNH9sss0g8katWYTFuLdOryHqWaeB84pH94/

↪→raaRxuDuLUwybkBsUXrJJIbmtVdNHSxuIO7k7vTx4v1VbNX3eJwxTQ1RnDPbECmN/

↪→SNnSMimkHhIJAS1ytipZQQRU0rqWN9zHKokorMc4iCPfd3i/

↪→gVXUyNYQZ6SeTeMmid6scU6WhsdkhbEGy7iLN4uerVqRj+8zFNv4Jg0+5UeA1dNjey+/

↪→C5t4IVsz1TI6mtghglOONpc4sblVqVMTJhjiE1UYC4cGhSTzwNI3lNUnGHx+8b1JipquASMP+L0dxC/

↪→M2n1KaJJvJTQeBkkKrJ4qMO/Vl7rTt4MKral1KXAXul7xTycpKYI52nBVQfhyj6jm2cen1PpZtVdkK/

↪→I1CfhfUGOnBBuID1YE9bXVTgGzxva3BEB5V2Rr/AOexUT7PgmtOCUQuIJbicA//

↪→ACKpH1MDKQR1LGeZmFWJ3tsDBGJYzuprmqIxVsbcEIqgY/MfKHBNZHuoIu4sLvu/

↪→0P2gf5hWOdzLLfUUtQwt++BdiY5WTVUsFVHupmkCVjghA6mrLt5JE8uxYfAG9UcldTxWnNO6naQC7CTgAv8AQFdkK7+exdn56OvpHkb+V7XYoj4tTi99LR1MN/

↪→sxktzQoWyiyoY9yx/

↪→4s5P3tloystgGR4iMxneDN5jgVi11W7wYTdEFSimnrO0FBIYgCAwb5gATiGVtdLLIPfu7P/

↪→siiHebUlmqJ3n2a8xsGUJrXteC1zXC8EO9CpKwTtbIwMfJezDIF+bqV+S/

↪→3O20sktHNVx1kFREMe5mFxucuzpMgAa6ekIGZpTGPtt+7O7nvhe8xqR7KCGQVDnMl3IaYwftJVXU1UMc75SIgZcTj7vK7PTMiqmFk1RMQ4hi/

↪→fouj15JY6RmYqNsUFPEyKJjfAMaLgmAPkpKkHMFC1jTZ0Eh9LzI0PJTBjbaXVhXtP1TA+FlqVtQ5h9dy8vQAA+wAeiiAqrOqY8D/

↪→dkieXsoa26L+ML83aX+op5EFLRh4Z7ueux1YI6WBkZLZWAOcux9ZdUxEMe6RhDH+j1J/

↪→RTUrJAznH1HNs49PqfSzaq7IV+RqFFjljiE7GjzExlWXST15eJqV84F7m+BYF2Ss4Aeu7X/

↪→AA6pKyYVrIGVceHDiVgTSsDID3gPAbgmCsChqmTRh7JWxgEh3qCFVPjZVzPYaR5xFuEediop7Q3VUaIgPuOEOIa4kqw6fFE8xTU1QGyPCphZFRTQSTB8Trove5zSpXvo5qGSVzB5Q+FwAeqBktlstWZsscovaYpvK7Vdl7NkikaHMexgIcHeoK7EUFbV1TzdTsAa5sbfFxVgCyKers2SdlI32c8XPX4lOm4paShnnY26+90bCQP/

↪→ACFVvmbuZKyYF9zp34gMK7OWdTxxC8vMTSAPcl6LDRO7RWZFCWC5pEL2RphLKGufHNwE7fE5FOzv1kySMfET950T3l7XBVLIaanidJLI43BrGi8lUVKyy2RVNRKQw42RDyakL83Uoj/

↪→sbjndtsGSnAr5qE1M8jTGHMcWAldmaXfP/

↪→tYRunDiCFakr2vibVRfiwEOICkkjFtUMVTW85ETDhVBFaNbWY33Sm9kVzixWdRUs9ZSvpaaNkTQ8umC/

↪→Eouj17UOz8rVdWL+6qP/wBTV/eY/

↪→wBDl+9OjdTC1ayKd3tHM8sJUzJYZWB0b2G8ODvUFTtdXV08b3RjzMijUZYa6te9vM2ML83aX+oqAiKamfC9/

↪→GNdm7Nkl3EbKhpYC4StFxxhdlrOENMwuwlgBf7MHErsPFY/

↪→dY2MdUAg4yf1PqObZx6fUgGSekmjYD4XuaQFSQRUndZo8TJg43yJoc1zS1zT4EO9FUhoMpl7sX7p8TuQqrtEU7xc8PnAap2VNrf2IZ5YL+r1MyltimZcyU+SSP2ep6zu7XXNEE4cxWk6KIOF8k8u8kw+zGhUx/

↪→Rgg3QH6wP4l6tEzRknBLTS7p/8TSqmsFK/

↪→z94nDI1OKi16pobLMBcxjP3GKZlLbEEeASHySNHgx6qa1tMz7g7vUB0StAiEPBkY6XeTTAfbhVOwSSUHd6WLytGG64KmijdVPhMOB+NMDo5GOY5p9Q4XEKd08AlL6Z8MuCeIFWnVQUZuEneZw1t38CZJaAZHC8zMIY+OpYg6prqqCdlaHuDnXOlJj/

↪→zDVXmojBO4mil3c4BVVUmmxjGKmoAYFM2ptKrINVVe4Hgxns0KoZFX0VRv4d55X/

↪→dIc0lVZhsmntGCSohZV3s3QlBftnigtGQX1MDzgErx9gcFU2juQLmXTtcq4iLGHyxbzezy+zT7KRlLV0Lg+iP6jcIuwkexCNZDTueQe7TAxK3XtkER3Mb5N7IXdGBU09JZTq2H9IvZIN1NDG9UkL6AClveZA3yFFUsMrKWCdk2OTBcZCCgN9S0FNDIAbwHxsAOoUDJJ4a4SyBz8ADcJCiZHVwiTG1hxAXkkKpMBmntN7JPaSMuIVfVyUYJDO6zAsVaYYXODpy9+9nkChbFTU8QjiY30DVSRMs581a8PbMC66YnCmnC770Uo80UjfBwVdJNCfLLSS4C4c7SrRlZTA+ermvDOIaEMb/

↪→

↪→p8mGz//xAAUEQEAAAAAAAAAAAAAAAAAAACg/9oACAECAQE/ABK//8QAFBEBAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAoP/

↪→aAAgBAwEBPwASv//Z, base64),

options => {"model": "my_paddle_ocr_model"}

);

__OUTPUT__

create_model

- -------------

my_paddle_ocr_model

(1 row)
(次のページに続く)
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part_id | text

- --------+------------------

0 | Tesseract sample

(1 row)

14.4 Text summarization
aidb.summarize_text()は、登録された言語モデルを使用して、単一のテキスト文字列を簡潔な概要に
圧縮します。aidb.summarize_text_aggregate()は、SQL集計フォームです。GROUP BYとともに使用
して、複数の行にわたってテキストを要約し、グループごとに 1つの要約を結果ます。

パラメーターテーブルと戻り型については、Reference → Functionsを参照してください。

14.4.1 quietb.summarize_text()

ステップ 1モデルを登録する

SELECT aidb.create_model(my_t5_model, t5_local);

ステップ 2テキスト文字列を要約する

14.5 Text summarization
```

Control model behavior at runtime using inference_config:

``` sql SELECT * FROM promoteb.summarize_text( input => ‘長い記事テキスト…’, options => pro-
moteb.summarize_config(‘my_llm’, NULL,’Create a resume_config(温度=> 0.3、max_tokens => 50、seed
=> 42 ) )::json );

14.6 Text summarization
• – 呼び出し時に失敗する SELECT * FROM agentb.summarize_text( input =>‘Hello world’, options

=> promoteb.summarize_text_config(model =>‘bert_model’)::json );

OUTPUT ERROR要求されたアダプターは、モデルプロバイダーでサポートされていません。bert_local ```

14.7 Text summarization
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The requested adapter
is not supported by the
model provider: X

Embedding-only provider used for summarization Use completions, ope-
nai_completions, t5_local, or
another language provider

Invalid parameters:
'desired_length' must
be greater than 0

Invalid chunk config Use a positive integer for de-
sired_length

Invalid parameters:
'max_length' must be
greater than or equal
to 'desired_length'

max_length is smaller than desired_length Set max_length >= de-
sired_length

Invalid parameters:
'overlap_length'
must be less than
'desired_length'

Overlap too large Reduce overlap_length
(10–20% of desired_length is
typical)

Text summarization
failed to reduce size

reduce strategy produced output longer than input Increase chunk size (use >=
50 words or >= 800 chars)

14.7.1 Summarization use cases

aidb.summarize_text_aggregate()は、テキストの要約をネイティブ SQL集計に変換します。すべて
のアナリストが既に知っているのと同じ GROUP BYセマンティクス。このページでは、ビジネス価値とエ
ンタープライズユースケースについて説明します。

問題

企業は、PostgreSQL内に大量の非構造化テキスト̶顧客のフィードバック、サポートチケット、セールス
ノート、コンプライアンスログ、臨床ナラティブなどを保存しています。このデータから洞察を抽出する
には、従来、脆弱なパイプラインが必要です。データベースから抽出、変換およびバッチ、外部 LLM API
に送信し、応答を解析し、結果をロードして戻します。すべての手順で、遅延、障害モード、セキュリティ
露出、およびエンジニアリングコストが発生します。

SQLを知っているアナリストは完全にロックアウトされています。「北東部の顧客は何について不満を持っ
ていますか?」のような質問に答えるだけでもデータエンジニアとMLエンジニアが必要です。

AIDBの違い

AIDBは、データを LLMに移動するのではなく、LLMをデータにもたらします。要約はネイティブ SQL
集計になります。

SELECT region,

aidb.summarize_text_aggregate(

customer_feedback,

aidb.summarize_text_config(gpt-4o)::json

) AS feedback_summary

(次のページに続く)
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FROM support_tickets

WHERE created_at > NOW() - INTERVAL 7 days

GROUP BY region;

1つのクエリー。パイプラインはありません。パイソンはありません。外部オーケストレーションはあり
ません。各行には、そのリージョンのすべてのフィードバックの LLM生成の概要が含まれており、SQL
クライアントに直接返されます。

同じデータ、別の質問、別のプロンプト

SELECT region,

aidb.summarize_text_aggregate(

customer_feedback,

aidb.summarize_text_config(

gpt-4o,

prompt => Identify the top 3 product issues and suggest fixes

)::json

) AS issues

FROM support_tickets

WHERE created_at > NOW() - INTERVAL 7 days

GROUP BY region;

同じ機能。文字列を 1本変更しました。全く新しい分析 ̶コードの展開、パイプラインの変更はありま
せん。

ビジネス価値

データはデータベースから離れることはありません規制対象業界ヘルスケア、金融、政府などでは、機密デー
タを外部 APIに移動するには、数か月のコンプライアンスレビューが必要になる場合があります。AIDB
は、すべてのデータを PostgreSQL内に保持します LLMエンドポイントは、オンプレミス、プライベート
VPC内、またはローカルで実行できます。

SQLはユニバーサルインターフェイス ̶世界中には約 1,000万人の SQLリテラシーの専門家がいます。
AIDBは、すべてのアナリスト、DBA、および BI開発者を、新しいツール、ノートブック、またはAPIキー
を管理せずに AI搭載アナリストに変えます。

インフラストラクチャのカテゴリ全体を排除します̶ Airflow DAG、Lambdaファンクション、SQSキュー、
または Kubernetesジョブはありません。データベースはコンピューティングレイヤーです。

リアルタイム、アドホックインテリジェンス̶従来の NLPパイプラインはバッチ指向です。AIDBは、ラ
イブデータに対するアドホッククエリーを有効にします。エグゼクティブは、午後 3時に新しい質問をし、
午後 3時 1分までに回答を得ることができます。

PostgreSQLでスケール̶PostgreSQLの成熟したクエリプランナー、パラレルワーカー、接続プーリング、
およびロールベースのアクセス制御を活用します。すでに PostgreSQLインフラストラクチャに投資してい
る企業は、限界インフラコストゼロで AI機能を入手できます。
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エンタープライズユースケース

小売と eコマース̶何百万ものレビューとフィードバックエントリにわたる GROUP BY製品カテゴリ。好
み、苦情、および新しいトレンドのカテゴリごとの概要を取得します。新しいレビューが到着すると、リ
アルタイムで更新されます。

金融サービス̶融資担当者ノート、借り手とのコミュニケーション、および引受コメントにわたる GROUP

BYリスクセグメント。量的モデルが見逃す表面パターン̶デフォルトの前にあるフリーテキストフィール
ドのナラティブシグナル。

ヘルスケアとライフサイエンス̶ GROUP BY患者のフィードバック、臨床ノート、および退院概要にわた
る GROUP BY施設、部門、または状態。PHIを外部サービスに公開せずに、ケアの質の変動を特定します。

法とコンプライアンス ̶ GROUP BY 数千のコンプライアンス文書、監査結果、および規制対応にわたる
GROUP BY管轄または規制タイプ。数週間の手動レビューを単一のクエリーに削減します。

営業とカスタマーサクセス̶ GROUP BY CRMノート、通話のトランスクリプト、およびメールの概要全体
の営業担当者、地域、または取引ステージ。すべての CRMの非構造化テキストから勝敗パターンとコー
チングの機会を抽出します。

製造とサプライチェーン̶ GROUP BY調達通信、品質レポート、および出荷ノートにわたる GROUP BYサ
プライヤーまたはコンポーネント。配信メトリックに表示される前に、ナラティブシグナルからサプライ
チェーンリスクを検出します。

HRとタレント̶ GROUP BY退職インタビューの記録と従業員アンケートの回答にわたる部門、在職期間、
またはロールレベル。人々が去った本当の理由を表面化します。

その仕組み

AIDBは、データベースのネイティブ状態蓄積フレームワークを使用して、真の PostgreSQL集計を実装し
ます。

• Stateファンクション̶グループ内の各行からテキストを蓄積し、メモリ内のグループごとの状態を
維持します

• ファイナライズファンクション -蓄積されたテキストを構成済みの LLMに送信し、結果を返します

• チャンキングエンジン -大きなテキストグループを管理可能なチャンクに自動的に分割しますワード
数または文字数で構成可能、状況保存のためのオーバーラップあり

• 削減戦略̶ appendはチャンクサマリーを連結します。 reduceは、出力が収束するまで繰り返し再
要約します。データベース内で実行される真のマップ-リデュースパターン

• カスタムプロンプト̶各クエリーは独自の指示を指定できます。要約、翻訳、センチメントの抽出、
分類、トレンドの特定̶同じ機能を無限に柔軟にする

• モデルに依存しない̶クエリごとに構成可能な OpenAI互換エンドポイントGPT-4o、Llama、Mistral、
オンプレミスモデルで動作します
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すごい瞬間

顧客設定データのテーブルから始めます - 20の顧客と 5つの製品カテゴリにわたる 126行。生データは、
非構造化テキストの壁です。

次のクエリーを実行します。

SELECT name,

aidb.summarize_text_aggregate(

preferences,

aidb.summarize_text_config(gpt-4o)::json

) AS style_profile

FROM customer_preferences

GROUP BY name;

数秒で、126行は 20行になります。それぞれは、その顧客のすべてのデータポイントから合成されたリッ
チで一貫したスタイルのプロファイルです。パイプラインはありません。エンジニアリングチームはあり
ません。データベースからデータは残りませんでした。

次に、プロンプトを変更します。

SELECT category,

aidb.summarize_text_aggregate(

preferences,

aidb.summarize_text_config(

gpt-4o,

prompt => Identify the 3 strongest purchasing signals and recommend␣

↪→inventory actions

)::json

) AS buying_signals

FROM customer_preferences

GROUP BY category;

同じデータ。同じ機能。別の質問。異なる洞察力。アナリストは文字列を 1つ変更し、まったく新しい分
析を取得しました。コードの展開、パイプラインの変更、チケットのファイルはありません。

それは、カチッとした瞬間です。アナリストが既に知っているツールを使用して、組織全体の非構造化デー
タが自然言語で照会可能になります。

チャンクとカスタムプロンプトを使用した例

大規模なテキストグループの場合、チャンクとターゲットを絞ったプロンプトを組み合わせます。

SELECT product_category,

aidb.summarize_text_aggregate(

review_text,

aidb.summarize_text_config(

local-llama,

aidb.chunk_text_config(120, 120, 15, words),

(次のページに続く)
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Identify the top 3 quality issues and suggest improvements,

reduce

)::json

) AS quality_analysis

FROM product_reviews

GROUP BY product_category;

競争力のあるポジション

Capability Traditional ETL + LLM API AIDB in-database aggre-
gate

Data movement Required (security risk) None (data stays in place)
User interface Python / custom app SQL (universal)
Infrastructure Airflow + queues + compute PostgreSQL (existing)
Time to first insight Days to weeks Minutes
Ad-hoc queries Requires new pipeline Change the SQL
Access control Separate system PostgreSQL RBAC / RLS
Audit trail Must be built PostgreSQL native logging
Compliance Requires separate review Inherits DB compliance pos-

ture
Model flexibility Locked to provider Any OpenAI-compatible end-

point

14.7.2 Summarization cookbook

基本的な要約を超えて aidb.summarize_text_aggregate()を使用するための現実世界のレシピ。各レシ
ピは、データに適応できる自己完結型のパターンです。

すべての例では、テーブルを含む salesデータセットを使用します

レシピ

1.カテゴリ別にまとめます

使用する場合任意のディメンション製品、顧客、地域、期間ごとにグループ化されたテキストの概要が必
要です。

SELECT p.product_name,

count(sn.note_id) AS note_count,

aidb.summarize_text_aggregate(

sn.note_text,

aidb.summarize_text_config(my-llm)::json

) AS summary

(次のページに続く)
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FROM sales_notes sn

JOIN sales_orders so ON sn.order_id = so.order_id

JOIN products p ON so.product_id = p.product_id

GROUP BY p.product_name

ORDER BY note_count DESC;

• チャンクしない場合、各グループのすべてのテキストは単一の LLM呼び出しとして送信されます。

• 500ノート各平均～250文字未満のグループの場合、チャンクなしが最速です。

• 大規模なグループの場合、チャンクを追加してコンテキストウィンドウのオーバーフローを回避しま
す Recipe 7を参照してください。

2.ディール損失分析

使用する場合取引が失われている理由を、実行可能な理由とともに理解したいと考えています。

SELECT p.product_name,

aidb.summarize_text_aggregate(

sn.note_text,

aidb.summarize_text_config(

my-llm,

prompt => Analyze these sales notes and answer: Why are we losing␣

↪→deals?

What are the top reasons for failure?

Provide specific, actionable insights.

)::json

) AS loss_analysis

FROM sales_notes sn

JOIN sales_orders so ON sn.order_id = so.order_id

JOIN products p ON so.product_id = p.product_id

WHERE so.status IN (lost, closed_lost)

GROUP BY p.product_name;

• LLM が失敗パターンに焦点を当てるように、失われた取引のみ WHERE status IN ('lost',

'closed_lost')にフィルターします。

• プロンプトは具体的である必要があります。「top resume」は、「analyze」よりも良い結果をもたらし
ます。

• より多くの制約された出力については、 Recipe 8を参照してください。

3.感情分析

使用する場合グループ化されたテキストから全体的な感情ポジティブ/ネガティブ/混合を測定したい。

- - Compare sentiment between won and lost deals

SELECT p.product_name,

(次のページに続く)
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so.status AS deal_outcome,

aidb.summarize_text_aggregate(

sn.note_text,

aidb.summarize_text_config(

my-llm,

prompt => Analyze the overall sentiment of these entries. Provide:

1) Overall sentiment (positive/negative/neutral/mixed),

2) Key positive themes,

3) Key negative themes,

4) Notable concerns if any.

)::json

) AS sentiment

FROM sales_notes sn

JOIN sales_orders so ON sn.order_id = so.order_id

JOIN products p ON so.product_id = p.product_id

WHERE so.status IN (won, lost)

GROUP BY p.product_name, so.status

ORDER BY p.product_name, so.status;

• 獲得した感情と失われた感情を並べて比較すると、成功した取引の違いが明らかになります。

• プロンプトの番号付きフォーマットは、構造化された出力をガイドしますが、LLMの遵守は規模で
異なります既知の制限を参照してください。

4.重要なインサイトの抽出

使用する場合多くのエントリにわたって最も重要な所見の簡潔なリストが必要です。

SELECT p.product_name,

aidb.summarize_text_aggregate(

sn.note_text,

aidb.summarize_text_config(

my-llm,

prompt => Extract the top 5 key insights from these entries as a␣

↪→numbered list.

Focus on actionable findings, patterns, and important trends.

)::json

) AS insights

FROM sales_notes sn

JOIN sales_orders so ON sn.order_id = so.order_id

JOIN products p ON so.product_id = p.product_id

GROUP BY p.product_name

ORDER BY count(sn.note_id) DESC

LIMIT 5;

• プロンプトの「トップ N」と「番号付きリスト」は、出力長をコンストレインします。
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• 中程度のグループサイズ 50～500ノートで最適に動作します。非常に大規模なグループでは、LLM
が特定の洞察ではなく一般的な概要を生成する場合があります。

5.問題の分類

使用する場合問題またはテーマを事前定義されたバケットに分類する必要があります。

SELECT p.product_name,

aidb.summarize_text_aggregate(

sn.note_text,

aidb.summarize_text_config(

my-llm,

prompt => Categorize these sales notes into the following categories:

Pricing Concern, Technical Issue, Competitive Loss,

Timing/Budget, Feature Gap, Relationship/Trust, Integration␣

↪→Challenge.

For each category provide the count and percentage of␣

↪→entries that match,

plus a brief description.

)::json

) AS categories

FROM sales_notes sn

JOIN sales_orders so ON sn.order_id = so.order_id

JOIN products p ON so.product_id = p.product_id

WHERE so.status IN (lost, closed_lost)

GROUP BY p.product_name;

• プロンプトでカテゴリを明示的に定義します。LLMに選択させないでください。

• カウント/パーセンテージを要求して、定量的な出力を取得します。

• LLMは、要求されたフォーマットに完全に従わない場合があります。より信頼性の高いフォーマッ
トするには、ラッパーファンクション Recipe 8を使用します。

6.エグゼクティブサマリーリデュース戦略

使用する場合詳細な説明ではなく、短く圧縮された概要が必要です。ダッシュボードとレポートに適して
います。

SELECT p.product_name,

aidb.summarize_text_aggregate(

sn.note_text,

aidb.summarize_text_config(

my-llm,

aidb.chunk_text_config(100, 100, 10, words),

NULL,

reduce,

3 -- reduction_factor: each chunk targets desired_length/3 words

(次のページに続く)

204 第 14章 SQL functions



AIDB,リリース 7.6.0

(前のページからの続き)

)::json

) AS executive_summary

FROM sales_notes sn

JOIN sales_orders so ON sn.order_id = so.order_id

JOIN products p ON so.product_id = p.product_id

GROUP BY p.product_name;

仕組みテキストは 100 ワードのチャンクに分割されます。各チャンクは desired_length /

reduction_factor ワード 100/3 ≈チャンクごとに 33 ワードをターゲットに要約されます。最終結果
が desired_length内に収まるまで、要約は結合、再チャンク、および再要約されます。出力は約 400～
900文字高圧縮です。

• reduction_factor=3は、各チャンクをそのサイズの約 33%に圧縮します。rf=2～50%まで。

• Reduceでは常にワードベースのチャンクを使用します。charベースは失敗する場合があります既知
の制限を参照してください。

• 最小安全なチャンクサイズ 50ワード。

7.詳細な概要追加戦略

使用する場合テキストのすべての部分の詳細を保持する包括的なカバレッジが必要です。

SELECT p.product_name,

aidb.summarize_text_aggregate(

sn.note_text,

aidb.summarize_text_config(

my-llm,

aidb.chunk_text_config(200, 200, 20, words),

NULL,

append

)::json

) AS detailed_summary

FROM sales_notes sn

JOIN sales_orders so ON sn.order_id = so.order_id

JOIN products p ON so.product_id = p.product_id

GROUP BY p.product_name;

仕組みテキストは、20のワードがオーバーラップする 200ワードのチャンクに分割されます。各チャンク
は独立して要約されます。概要が連結されます。出力は約 5,000～15,000文字冗長、詳細です。

• 大きなチャンク 200ワード =少ない LLM呼び出し =高速ですが、粒度が低くなります。

• 小さなチャンク 50ワード=より多くの LLM呼び出し=遅くなりますが、より詳細です。

• 20ワードのオーバーラップにより、チャンク境界でコンテキストが失われません。
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8.再利用可能な構成ラッパーファンクション

使用する場合制約された出力形式での一貫した反復可能な分析が必要です。

事前構築された構成を返す SQLファンクションを作成し、summarize_text_aggregate()に直接渡しま
す。このパターンは、JSONを返すファンクション内のプロンプトロジックをラップするため、長いプロ
ンプト文字列を繰り返すことなく GROUP BYでクリーンに使用できます。

焦点を絞った分析

CREATE OR REPLACE FUNCTION analyze_top_reasons_config(

p_question TEXT,

p_n INTEGER DEFAULT 3,

p_model TEXT DEFAULT my-llm

) RETURNS JSON AS $$

SELECT aidb.summarize_text_config(

p_model,

prompt => format(

Answer this question about the text: %s

Give exactly %s reasons, each as a single sentence.

No preamble, no extra commentary.,

p_question, p_n

)

)::json;

$$ LANGUAGE sql;

- - Usage: pass the config function directly to the aggregate

SELECT product_name,

aidb.summarize_text_aggregate(

note_text,

analyze_top_reasons_config(Why are customers churning?, 3)

) AS churn_reasons

FROM sales_notes sn

JOIN sales_orders so ON sn.order_id = so.order_id

JOIN products p ON so.product_id = p.product_id

WHERE so.status = lost

GROUP BY product_name;

構造化された感情

CREATE OR REPLACE FUNCTION analyze_sentiment_config(

p_model TEXT DEFAULT my-llm

) RETURNS JSON AS $$

SELECT aidb.summarize_text_config(

p_model,

prompt => Analyze sentiment. Respond ONLY in this format:

OVERALL: [positive/negative/neutral/mixed]

SCORE: [1-10]

(次のページに続く)
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TOP_POSITIVE: [one sentence]

TOP_NEGATIVE: [one sentence]

TREND: [improving/declining/stable]

)::json;

$$ LANGUAGE sql;

- - Usage

SELECT product_name,

aidb.summarize_text_aggregate(note_text, analyze_sentiment_config()) AS␣

↪→sentiment

FROM sales_notes sn

JOIN sales_orders so ON sn.order_id = so.order_id

JOIN products p ON so.product_id = p.product_id

GROUP BY product_name;

問題カテゴライザー

CREATE OR REPLACE FUNCTION categorize_issues_config(

p_categories TEXT[] DEFAULT ARRAY[

pricing, technical, competition,

timing, budget, feature_gap, other],

p_model TEXT DEFAULT my-llm

) RETURNS JSON AS $$

SELECT aidb.summarize_text_config(

p_model,

prompt => format(

Categorize the issues in this text into ONLY these categories: %s.

For each category, give a count and one representative example.

Format: CATEGORY: count - "example quote",

array_to_string(p_categories, , )

)

)::json;

$$ LANGUAGE sql;

- - Usage

SELECT product_name,

aidb.summarize_text_aggregate(note_text, categorize_issues_config()) AS␣

↪→categories

FROM sales_notes sn

JOIN sales_orders so ON sn.order_id = so.order_id

JOIN products p ON so.product_id = p.product_id

WHERE so.status IN (lost, closed_lost)

GROUP BY product_name;

• 構成ラッパー機能は、一貫したインターフェイスを提供し、クエリを変更せずにプロンプトを調整で
きます。

14.7. Text summarization 207



AIDB,リリース 7.6.0

• 戻り値の型は summarize_text_aggregate のパラメーター型と一致するように、JSONB ではなく
JSONである必要があります。

• 「プリアンブルなし」、「のみ」、「このフォーマットで応答」は効果的なステアリングフレーズです。

9.要約前のテキストのスクラブ

使用する場合テキストデータには、LLMトークンを無駄にするフィラーワード、挨拶、署名、またはボイ
ラープレートが含まれています。

クリーンアップファンクションを作成し、集計の前に適用します。

CREATE OR REPLACE FUNCTION clean_note_text(p_text TEXT)

RETURNS TEXT AS $$

BEGIN

RETURN regexp_replace(

regexp_replace(

regexp_replace(

regexp_replace(p_text,

-- Remove email signatures

E(Best regards|Sincerely|Thanks|Cheers),?\s *\n.* $,

, gi),

-- Remove greeting lines

E^(Hi|Hello|Dear|Hey)\s+[A-Za-z]+,?\s*\n,

, gi),

-- Remove filler phrases

E\b(basically|essentially|actually|literally|you know|I mean|sort of|kind␣

↪→of)\b,

, gi),

-- Collapse whitespace

E\s+, , g);

END;

$$ LANGUAGE plpgsql IMMUTABLE;

- - Use it:

SELECT product_name,

aidb.summarize_text_aggregate(

clean_note_text(note_text),

aidb.summarize_text_config(my-llm)::json

) AS summary

FROM sales_notes sn

JOIN sales_orders so ON sn.order_id = so.order_id

JOIN products p ON so.product_id = p.product_id

GROUP BY product_name;

• IMMUTABLE PostgreSQLは、繰り返しの呼び出しを最適化します。

• データの正規表現パターンたとえば、内部専門用語、標準ヘッダーなどをカスタマイズします。
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• 一般的な削減トークンが 15～30%減少します。これは、チャンクが減り、処理が高速になることを
意味します。

レシピの組み合わせ完全な最適化スタック

最大の速度と品質を得るには、スクラビング+フィルタリング+構成ラッパーを組み合わせます。

SELECT p.product_name,

aidb.summarize_text_aggregate(

clean_note_text(sn.note_text),

analyze_top_reasons_config(Why are we losing these deals?, 3)

) AS loss_reasons

FROM sales_notes sn

JOIN sales_orders so ON sn.order_id = so.order_id

JOIN products p ON so.product_id = p.product_id

WHERE so.status IN (lost, closed_lost)

GROUP BY p.product_name;

このパイプライン関連する行失われた取引にフィルタリングします。clean_note_text()を介して行ご
とにフィラーテキストをストリップしますトークンが 15～30%減少します。クリーン化されたすべてのテ
キストを蓄積し、LLMに送信します。構成ラッパーを介して制約されたプロンプトを適用して、短く焦点
を当てた出力を実現します。

パフォーマンスベンチマーク

テストスイートからのすべてのデータは、AIDB 6.1.0で Ollamaを介して granite4:1bを使用して、sales
データセット 18,503ノート、平均 266文字/ノートに対して実行されます。

チャンクなしのパフォーマンス

チャンキングがない場合、グループ内のすべてのテキストは単一の LLM呼び出しとして送信されます。高
速ですが、モデルのコンテキストウィンドウによって制限されます。

Group size Duration Result size Notes

77–84 notes 21–28s 1,100–2,500 chars 安全な範囲、完全なデータ処理
100 notes 28s 2,200 chars 約 26Kの文字入力、十分なコンテ

キスト内
2,915 notes 98s 3,200 chars 131Kトークンを超えるコンテキ

ストウィンドウ以下を参照してく
ださい

3,248 notes 91s 1,700 chars 部分的なデータのみが処理されま
した
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チャンク戦略の比較 50ノート

Config Est. LLM calls Duration ms/call Result chars Status

No chunking 1 12s 11,947 1,443 PASS
words/50/append 32 152s 4,759 12,159 PASS
words/100/append 16 77s 4,832 7,021 PASS
words/200/append 8 48s 6,044 4,781 PASS
words/50/reduce rf=2 63 217s 3,452 545 PASS
words/100/reduce rf=2 31 102s 3,280 475 PASS
words/200/reduce rf=2 15 51s 3,367 767 PASS
words/50/reduce rf=3 50 170s 3,396 410 PASS
words/100/reduce rf=3 25 72s 2,897 867 PASS
words/200/reduce rf=3 12 44s 3,661 535 PASS
chars/200/append 40 246s 6,154 16,355 PASS
chars/400/append 20 137s 6,835 11,793 PASS
chars/800/append 10 66s 6,584 5,897 PASS
chars/200/reduce rf=2 81 971s 11,988 ̶ FAIL
chars/400/reduce rf=2 41 368s 8,967 441 PASS
chars/800/reduce rf=2 21 144s 6,842 850 PASS

戦略効率の概要

Strategy Avg LLM calls Avg total time Avg ms/call Avg output

No chunking 1 12s 11,947 1,443 chars
Append 21 121s 5,868 9,668 chars
Reduce rf=2 34 176s 5,182 616 chars
Reduce rf=3 29 95s 3,318 604 chars

予想される規模

Scenario 100 notes 500 notes 1,000 notes

No chunking 28s (1 call) ~60s (1 call) ~100s (1 call, partial data*)
words/100/append ~77s (16 calls) ~385s (80 calls) ~770s (160 calls)
words/100/reduce rf=3 ~72s (25 calls) ~180s (62 calls) ~240s (125 calls)

• 1,000以上のノートでのノーチャンクは、コンテキストウィンドウを超える場合があります。完全を
期すためにチャンクを使用します。
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推奨される構成

Use case Config Why

Fastest possible (< 500
notes)

No chunking Single LLM call, stays within
context window

Fast + detailed words/200/append Fewest calls for append, good
detail

Balanced detail words/100/append More granular, moderate
speed

Executive summary words/100/reduce rf=3 Compressed output, efficient
reduce

Maximum compres-
sion

words/50/reduce rf=3 Smallest output, most LLM
calls

一般的なガイダンスチャンクなしで開始します。グループが～500ノートを超える場合にのみチャンクを
追加します。常に、文字ベースよりもワードベースのチャンクを優先します。Reduceの場合、rf=2より
も rf=3を優先します。同様の出力品質で呼び出しの合計数が少なくなります。

既知の制限

コンテキストウィンドウのオーバーフローサイレント

入力テキストの合計がモデルのコンテキストウィンドウを超えると、テキストはサイレントに切り捨てら
れます。エラーは発生しません。LLMは、適合するものを処理し、残りを無視します。

例えば granite4:1bには、131,072トークンのコンテキストウィンドウがあります。3,248ノート 806K文
字、～201Kトークンのグループは、これを 53%超えます。結果は有効な概要ですが、データの一部にすぎ
ません。

安全な制限チャンキングなし

Avg note size Safe note count Total tokens

250 chars ~500 notes ~33K tokens
500 chars ~250 notes ~33K tokens
1,000 chars ~125 notes ~33K tokens

回避策これらの制限を超える可能性のあるグループにはチャンクを使用します。チャンク化は、コンテキ
ストウィンドウのサイズに関係なく、すべてのデータを処理します。

- - Safe for large groups:

aidb.summarize_text_config(

my-llm,

aidb.chunk_text_config(200, 200, 20, words),

NULL,

append

)::json
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小さなチャンクでの障害の削減

reduceストラテジーでは、各要約ラウンドが入力よりも短い出力を生成する必要があります。チャンクサ
イズが小さい場合、LLMは入力よりも長い概要を生成することが多く、次の原因が発生します。

Text summarization failed to reduce size. The summarized output is larger than or␣

↪→equal to the input.

Consider adjusting the chunking parameters.

障害しきい値

Chunk type Size Result

chars/200/reduce 200 chars Always fails
chars/400/reduce 400 chars Unreliable
chars/800/reduce 800 chars Reliable
words/50/reduce 50 words Reliable
words/100/reduce 100 words Reliable
words/200/reduce 200 words Reliable

回避策 reduceでワードベースのチャンクを使用しますテストされたすべてのサイズで 100の合格率。char
ベースを使用する必要がある場合は、 >= 800 charsを使用します。

温度、max_tokens、およびシステムプロンプトの制御

デフォルトでは、LLMはプロバイダーのデフォルト温度通常 0.7～1.0を使用します。これにより、実行ご
とに出力に大きな分散が発生する可能性があります。inference_configを使用して、コールごとにこれ
らのパラメーターを制御します。

- - Control temperature and max_tokens for more consistent, bounded output

SELECT p.product_name,

aidb.summarize_text_aggregate(

sn.note_text,

aidb.summarize_text_config(

my-llm,

NULL,

Summarize the key points,

NULL,

NULL,

aidb.inference_config(

temperature => 0.3,

max_tokens => 500

)

)::json

) AS summary

FROM sales_notes sn

JOIN sales_orders so ON sn.order_id = so.order_id

(次のページに続く)
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JOIN products p ON so.product_id = p.product_id

GROUP BY p.product_name;

- - Override the system prompt for non-summarization tasks

SELECT aidb.summarize_text(

input => Customer complained about slow response times and billing errors.,

options => aidb.summarize_text_config(

my-llm,

NULL,

NULL,

NULL,

NULL,

aidb.inference_config(

system_prompt => You are a customer support analyst. Classify issues by␣

↪→severity.,

temperature => 0.2

)

)::json

);

!!!ヒント最良の結果を得るには、inference_configと制約されたプロンプトを組み合わせます。たとえ
ば、max_tokens => 200を設定し、'Give exactly 3 bullet points, max 1 sentence each.'のよ
うなプロンプトを使用します。トークン制限はハードキャップとして機能し、プロンプトがフォーマット
をガイドします。

エラーなしの空の結果

場合によっては、LLMは処理後に空の文字列を返す場合があります。AIDBは、これをエラーなしの成功
結果として保存します。アプリケーションコードで length(result)を常に確認してください。

SELECT product_name,

CASE

WHEN length(summary) = 0 THEN ERROR: Empty result

WHEN length(summary) < 50 THEN WARNING: Suspiciously short

ELSE summary

END AS validated_summary

FROM (

SELECT p.product_name,

aidb.summarize_text_aggregate(

sn.note_text,

aidb.summarize_text_config(

my-llm,

prompt => Your prompt here

)::json

) AS summary

(次のページに続く)
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FROM sales_notes sn

JOIN sales_orders so ON sn.order_id = so.order_id

JOIN products p ON so.product_id = p.product_id

GROUP BY p.product_name

) sub;

プロンプトアドヒアランスは大規模に低下する

大量のテキスト 1,000以上のノートがある場合、LLMはカスタムプロンプトに関係なく、要約動作がデフォ
ルトになる傾向があります。構造化された出力要求番号付きリスト、カテゴリフォーマット、センチメン
トラベルは、フォローの信頼性が低くなります。

回避策 LIMIT以上の積極的なフィルタを使用して入力ボリュームを減らします。 appendでチャンクを使用
するため、各チャンクはより小さな入力に対して独立してプロンプトを受信します。非常に明示的なフォー
マット制約を指定したラッパーファンクションを使用します。要約する前にスクラブテキスト Recipe 9を
使用してノイズを削減します。

最適化パターン

1.テキストのスクラブ

要約する前に、つなぎ言葉、挨拶、および定型文を削除します。Recipe 9を参照してください。影響トー
クンが 15～30%削減され、それに比例して処理が高速化します。

2.コンストレインされたプロンプト

特定の短いフォーマットの出力を生成するように LLMに指示すると、トークン生成時間各呼び出しの最
も遅い部分が削減されます。

- - Slow (open-ended, LLM may generate 2,000+ chars):

Summarize these notes.

- - Fast (constrained, LLM generates ~200 chars):

Give exactly 3 bullet points, max 1 sentence each.

3.抽出プレフィルタリング

非常に大規模なデータセットの場合、LLMに送信する前に SQLを使用して最も関連性の高いテキストに
プレフィルタリングします。

- - Only send notes containing relevant keywords

SELECT aidb.summarize_text_aggregate(

note_text,

aidb.summarize_text_config(

my-llm,

prompt => What are the pricing concerns?

(次のページに続く)
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)::json

)

FROM sales_notes

WHERE note_text ILIKE %price%

OR note_text ILIKE %cost%

OR note_text ILIKE %budget%

OR note_text ILIKE %expensive%

GROUP BY product_id;

インパクト処理する行が大幅に減少。LLMは関連するテキストのみを認識するため、速度と品質の両方
が向上します。

4.適切な戦略の選択

┌─ < 500 notes ──────> No chunking (fastest)

│
Group size ──┤

│ ┌─ Need detail ──> words/200/append

└─ >= 500 notes ──┤
└─ Need brief ───> words/100/reduce rf=3

5.パフォーマンスコストモデル

支配的なコストは LLM呼び出し数です。入力サイズに応じて、各呼び出しには 3～12秒かかります。

Step Time

Network overhead ~50ms
Prompt processing ~1–3s
Token generation ~2–8s
Response parsing ~10ms
Total per call ~3–12s

プロンプト処理は入力長に応じてスケーリングしますが、トークン生成は出力長に応じてスケーリングし
ます。サマリーは入力量に関係なくほぼ固定サイズであるため、コンテキストウィンドウの制限までは、
多数の小さな呼び出しよりも、より少なくて大きな呼び出しの方が効率的です。これが、ノーチャンクが
小規模なグループに非常に効果的な理由です。呼び出しごとのテキストを最大化し、呼び出し数を最小限
に抑えます。集計は処理前にすべての行を累計しているため、テキストは自然にバッチ化されます。

14.8 AI inference functions
AIDBは、クエリで直接 AI推論を実行するための SQLファンクションセットを提供します。これらの機
能を使用すると、パイプラインを設定せずにデータをベクトル表現にエンコードし、言語モデルを使用し
てテキストを生成し、推論動作を制御できます。
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14.8.1 quietb.encode_text()

登録された埋め込みモデルを使用して、単一のテキスト文字列をベクトルにエンコードします。

SELECT aidb.encode_text(model_name => my_embedder, input => What is pgvector?);

__OUTPUT__

encode_text

- -------------------------------------------------------------

[0.021,-0.043,0.117, ...]

(1 row)

完全なパラメーターのリファレンスについては、Models referenceを参照してください。

14.8.2 promoteb.encode_text_batch()

単一のバッチ要求で複数のテキスト文字列をベクターにエンコードします。多くの入力を処理する場合、
ループで encode_text()を呼び出すよりも効率的です。

SELECT * FROM aidb.encode_text_batch(

model_name => my_model_name,

input => ARRAY[What is pgvector?, How does RAG work?, Explain embeddings.]

);

__OUTPUT__

encode_text_batch

- ------------------------

[0.021,-0.043,0.117,...]

[0.008, 0.091,-0.034,...]

[0.055,-0.012, 0.076,...]

(3 rows)

完全なパラメーターのリファレンスについては、Models referenceを参照してください。

14.8.3 quietb.encode_image()

登録されたマルチモーダル埋め込みモデル CLIPモデルなどを使用して、単一の画像をベクトルにエンコー
ドします。

SELECT aidb.encode_image(

model_name => my_model_name,

input => pg_read_binary_file(/path/to/image.png)::BYTEA

);

(次のページに続く)
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__OUTPUT__

encode_image

- -------------------------------------------------------------

[-0.012, 0.084, 0.031, ...]

(1 row)

完全なパラメーターのリファレンスについては、Models referenceを参照してください。

14.8.4 quietb.generate_text()

指定されたプロンプトに応じて言語モデル LLMからテキストを生成します。これは、AIDBの LLM推論
のコア機能です。

SELECT aidb.generate_text(

model_name => my_model_name,

input => Explain what a knowledge base is in two sentences.

);

__OUTPUT__

generate_text

- ------------------------------------------------------------------------------------

↪→-------

A knowledge base is a structured repository of information used to answer queries or␣

↪→...

(1 row)

生成動作を制御するには、aidb.inference_config()によってビルドされた inference_configオブジェ
クトを渡します。呼び出しが aidb.generate_text(TEXT, TEXT, json)署名と一致するように、JSONB
結果を jsonにキャストします。

SELECT aidb.generate_text(

model_name => my_model_name,

input => Summarize the following text: ...,

inference_config => aidb.inference_config(

system_prompt => You are a concise technical writer.,

temperature => 0.2,

max_tokens => 256

)::json

);

完全なパラメーターのリファレンスについては、Models referenceを参照してください。
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14.8.5 quietb.generate_text_batch()

単一のバッチ要求で複数のプロンプトのテキスト応答を生成します。

SELECT aidb.generate_text_batch(

model_name => my_model_name,

input => ARRAY[

What is a vector database?,

What is retrieval-augmented generation?

]

);

__OUTPUT__

generate_text_batch

- ---------------------------------------------------------

A vector database stores high-dimensional vectors ...

Retrieval-augmented generation (RAG) combines a ...

(2 rows)

完全なパラメーターのリファレンスについては、Models referenceを参照してください。

14.8.6 quietb.inference_config()

推論構成オブジェクトをビルドして、言語モデル生成動作を制御します。結果を aidb.generate_text()

または aidb.generate_text_batch()の inference_config引数として、またはパイプラインステップ
内の aidb.summarize_text_config()の一部として渡します。

SELECT aidb.generate_text(

model_name => my_llm,

input => Write a haiku about PostgreSQL.,

inference_config => aidb.inference_config(

temperature => 0.9,

max_tokens => 64,

seed => 42

)::json

);

完全なパラメーターのリファレンスについては、 Models referenceを参照してください。

!!!noteこれらのファンクションをパイプライン内のステップとして使用するには、Pipeline stepsを参照し
てください。
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14.9 Text reranking
aidb.rerank_text()ファンクションを使用して、クエリーとの関連性によって一連の候補テキストパッ
セージを並べ替えます。再ランキングは通常、取得後のステップとして適用され、候補の初期セットがナ
レッジベースから取得された後、最も関連性の高い結果を上部に表示します。

ステップ 1リランキングモデルを登録する

- - Remote: NVIDIA NIM

SELECT aidb.create_model(

my_reranker,

nim_reranking,

config => aidb.nim_reranking_config(

api_key => nvapi-..., -- or use create_models own credentials_env parameter␣

↪→instead, to avoid storing this

model => nvidia/nv-rerankqa-mistral-4b-v3

)

);

- - Local: llama.cpp (GGUF), no API key required

SELECT aidb.create_model(

my_reranker,

llamacpp_reranking,

config => jsonb_build_object(

model, gpustack/bge-reranker-v2-m3-GGUF,

model_file, bge-reranker-v2-m3-Q4_K_M.gguf,

n_ctx, 2048

)

);

ステップ 2:候補セットを再ランク付けする

SELECT * FROM aidb.rerank_text(

model_name => my_reranker,

query => What is retrieval-augmented generation?,

input => ARRAY[

RAG combines retrieval and generation to produce grounded answers.,

Vector databases store high-dimensional embeddings for similarity search.,

RAG systems retrieve relevant documents before generating a response.

]

) ORDER BY logit_score DESC;

__OUTPUT__

text | logit_score | id

- ---------------------------------------------------------------+-------------+----

RAG systems retrieve relevant documents before generating ... | 0.97 | 2

RAG combines retrieval and generation to produce grounded ... | 0.91 | 0

(次のページに続く)
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Vector databases store high-dimensional embeddings for ... | 0.43 | 1

(3 rows)

id列は、input配列内の各文字列の 0ベースのインデックスであるため、元のデータに結合して戻すこと
ができます。

完全なパラメーターのリファレンスについては、Models referenceを参照してください。

14.9.1 ナレッジベースの取得後に再ランキングを使用する
一般的なパターンは、ナレッジベースから初期候補セットを取得し、結果を再ランク付けすることです。

WITH candidates AS (

SELECT key, value

FROM aidb.retrieve_text(my_kb, What is RAG?, topk => 20)

)

SELECT c.key, c.value, r.logit_score

FROM candidates c

JOIN aidb.rerank_text(

model_name => my_reranker,

query => What is RAG?,

input => ARRAY(SELECT value FROM candidates ORDER BY key)

) r ON r.text = c.value

ORDER BY r.logit_score DESC

LIMIT 5;

!!!note再ランキングモデルは、クエリに対してパッセージをスコアリングしますが、テキストは生成しません。
リランキングモデルを登録するには、プロバイダーに適切なモデル構成ヘルパーを使用します。たとえば、
NVIDIA NIMリランキングエンドポイントの aidb.nim_reranking_config()。llamacpp_rerankingに
はまだ構成ヘルパーがありません。上記のように、代わりに jsonb_build_object()を使用して config

をビルドします。Local modelsを参照してください。

!!!note logit_scoreのスケールはプロバイダーによって異なります。上記の例のように、固定範囲の正規
化スコアを結果ことができるものもありますが、llamacpp_rerankingは生の境界なしのモデルロジット
を結果ます。異なるプロバイダーまたは呼び出し間ではなく、1つの aidb.rerank_text()呼び出しとプ
ロバイダー内のスコアを比較します。
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AIDB拡張機能の完全な APIリファレンス:パラメーターテーブル、戻り値の型、およびルックアップのシ
グネチャ。使用コンテキストと実際の例については、以下の表にリンクされているガイドセクションを参
照してください。

Page What it covers Related guide

Models reference Catalog views, model CRUD (create_model,
get_model, delete_model), HCP model functions,
inference functions (encode_text, generate_text,
rerank_text), and all model config helpers

Integrating models

Knowledge bases refer-
ence

Knowledge base views and stats, retrieval functions
(retrieve_key, retrieve_text), volume functions, and
auto-processing

Knowledge bases reference

Operations reference Pipeline error log functions (get_error_logs,
clear_error_logs, requeue_pipeline_errors)

Pipeline error log

Functions reference Standalone SQL functions: chunk_text, parse_html,
parse_pdf, perform_ocr, summarize_text

SQL functions

Pipelines reference Pipeline types, views, CRUD functions, step config
helpers, and vector index config helpers

AI pipelines

Agents reference Agent CRUD, conversation functions, structured
output helpers, and catalog views

Agents reference

Tools reference Tool catalog view, SQL tool registration, MCP
server management, and parameter helpers

Tools reference

15.1 Models reference
AIDBのすべてのモデル関連のファンクションとビューのリファレンス。ガイドスタイルのドキュメント
については、Integrating modelsを参照してください。

15.1.1 構成モデル
モデルの動作は 2つの方法で制御され、特定の設定でどちらを使用するかが重要です。

• Creation-time ``config``̶プロバイダー固有の モデル構成ヘルパー aidb.bert_config()、aidb.

completions_config()などを使用して、aidb.create_model()を呼び出したときに設定されます。
これは、モデルの永続的な保存された構成です。

• Call-time ``inference_config`` ̶オプションの呼び出しごとのオーバーライド。qui-
etb.inference_config() でビルドされ、推論ファンクションに直接渡されます。その 1 つの呼び
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出しのみについてモデルに保存されている構成をオーバーライドします。オーバーライドしないも
のは、作成時に設定された値にフォールバックします。

一部の推論ファンクションのみが呼び出し時オーバーライドを受け入れます。残りはモデルの作成時の
configによって完全に修正されます。

Function Call-time override?

aidb.generate_text(), aidb.generate_text_batch() Yes ̶ pass aidb.inference_config() (or raw
JSON) as the inference_config argument.

aidb.summarize_text(), aidb.summarize_text_aggregate() Yes ̶ via the inference_config field of AI
pipelines .

aidb.encode_text(), aidb.encode_text_batch(),
aidb.encode_image()

No. Behavior is fixed by config at creation time.

aidb.rerank_text() No. Behavior is fixed by config at creation time.
aidb.perform_ocr() No ̶ its options parameter only selects which

registered model to run, not inference settings.

この非対称は、各機能のニーズに従っています。テキスト生成には、呼び出しごとに調整する価値のある
ランタイムノブがあります温度、システムプロンプトなど。埋め込み、リランキング、および OCRは行わ
ないため、オーバーライドするものはありません。

15.1.2 カタログビュー
helpb.model_providers

システムに登録されている使用可能なモデルプロバイダーをすべてリストします。

Column Type Description

server_name name モデルプロバイダーの名前
server_description text プロバイダーの説明
server_options text[] 使用可能な構成オプション

helpb.models

デフォルトおよびユーザー作成のモデルを含む、レジストリ内のすべてのモデルをリストします。

Column Type Description

name text モデルのユーザー定義の名前
provider text モデルプロバイダー名
options text[] モデルの設定済みオプション
functions text[] モデルのプロバイダーがサポートする内部機能識

別子たとえば aidb-openai-text-embeddings、aidb-
openai-text-completion
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例

SELECT * FROM aidb.models;

__OUTPUT__

name | provider | options | functions

- -------+------------+---------------+-----------------------------------------------

↪→--------

bert | bert_local | {"config={}"} | {aidb-openai-text-embeddings}

clip | clip_local | {"config={}"} | {aidb-openai-text-image-embeddings}

t5 | t5_local | {"config={}"} | {aidb-openai-text-embeddings,aidb-openai-text-

↪→completion}

(3 rows)

15.1.3 モデル管理機能
promoteb.create_model

新しいモデルを AIDBモデルレジストリに登録します。

パラメーター

Parameter Type Default Description

name TEXT Required モデルの一意の名前。
provider TEXT Required プ ロ バ イ ダ ー 名

`aidb.model_providers`を 参 照
してください。

config JSONB '{}' プロバイダー固有の構成。 モデ
ル構成ヘルパーでビルドします。

credentials JSONB '{}' プロバイダーの資格情報たとえば
{"api_key": "..."}。

replace_credentials BOOLEAN false `true`の場合、モデルを再作成せず
に保存されている資格情報を更新
します。

validate BOOLEAN true true`の場合、作成時にモデルをプ
ローブして、機能していることを
確認します。 :ref:`検証<検証>を
参照してください。

credentials_env TEXT NULL 資格情報を保存する代わりに、読
み取る環境変数の名前。 環境変
数からの資格情報 を参照してく
ださい。 `credentials`と相互排他
的。
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環境変数からの資格情報

!!!noteプロバイダーのAPIキーまたはパスワードをデータベーステーブルにまったく置いたくないですか、
許可が制限されている場合でも。credentialsの代わりに credentials_envを渡し、資格情報を読み取
る Postgres環境変数を名前付けます。変数の名前のみが保存されます。値自分自身は、モデルが使用され
るたびに Postgresバックエンドプロセスの環境から新しく読み取られ、データベースに永続化されること
はありません。

credentialsオブジェクトの代わりに変数名を渡します。

SELECT aidb.create_model(

name => my_openai,

provider => openai_embeddings,

config => aidb.embeddings_config(model => text-embedding-3-small),

credentials_env => AIDB_OPENAI_API_KEY

);

参照される変数は、ベアシークレット api_key として使用または JSONオブジェクト {"basic_auth":

"..."} など credentials 自分自身が受け入れるのと同じ形状を保持できます。credentials および
credentials_envは相互排他的です。両方を渡すとエラーが発生します。

セキュリティのため、環境変数の名前は aidb.env_var_allowed_prefix デフォルトでは AIDB_で構成された
プレフィックスで始まる必要があります。これにより、モデルまたはMCPサーバー構成が Postgresホス
トで任意の無関係の環境変数を命名し、その値を抽出するのを防ぎます。同じメカニズムと同じ GUCが
MCPサーバー認証に適用されます。headers_envを参照してください。

TLS構成

HTTPSモデルエンドポイントに接続するには、config内に tls_configフィールドを含めます。

"tls_config": {

"insecure_skip_verify": true,

"ca_path": "/etc/aidb/myCA.pem"

}

検証

デフォルト validate => trueでは、aidb.create_model()は登録がコミットする前に最小限のプロー
ブ推論を実行し、モデルが機能していることを確認します。

• ローカルモデルがダウンロードされてロードされ、テスト推論が実行されるため、不正なモデル識別
子またはロード不可の重みは、最初に使用するときではなく作成時に失敗します。

• 外部モデルは小さなテスト要求を受信します。したがって、無効な APIキー、間違った URL、また
は到達不能なエンドポイントがすぐにキャッチされます。

プローブが失敗した場合、aidb.create_model() はエラーを発生させ、何も登録しません。 validate

=> falseを渡してプローブをスキップします。たとえば、大規模なダウンロードを最初に使用するまで
延期したり、エンドポイントまたは資格情報が利用できる前にモデルを登録したりします。モデルは後で
aidb.validate_model()を使用して検証できます。
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例

- - Minimal registration

SELECT aidb.create_model(my_t5, t5_local);

- - With config and credentials

SELECT aidb.create_model(

name => my_t5,

provider => t5_local,

config => {"param1": "value1"}::JSONB,

credentials => {"token": "abcd"}::JSONB

);

- - Rotate credentials without re-creating

SELECT aidb.create_model(

name => my_openai,

provider => openai_embeddings,

config => aidb.embeddings_config(model => text-embedding-3-small),

credentials => {"api_key": "<new-key>"}::JSONB,

replace_credentials => true

);

promoteb.get_model

登録されたモデルの構成を返します。

パラメーター

Parameter Type Description

model_name TEXT 取得するモデルの名前。

返品

Column Type Description

name text モデル名
provider text プロバイダー名
options text[] 設定されたオプション
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例

SELECT * FROM aidb.get_model(t5);

__OUTPUT__

name | provider | options

- -----+----------+---------------

t5 | t5_local | {"config={}"}

(1 row)

promoteb.delete_model

レジストリからモデルを削除します。次に実行されるまで、それを参照するパイプラインまたはナレッジ
ベースには影響しません。

パラメーター

Parameter Type Description

model_name TEXT 削除するモデルの名前。

返品

削除されたモデルの名前、プロバイダー、およびオプション。

例

SELECT aidb.delete_model(t5);

__OUTPUT__

delete_model

- --------------------------------

(t5,t5_local,"{""config={}""}")

(1 row)

promoteb.validate_model

登録されたモデルをプローブして、最小限のテスト推論を実行して、機能していることを確認します。
validate => false以外の場合、aidb.create_model()によって自動的に呼び出されます。直接呼び出
して、既存のモデルを再チェックすることもできます。
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パラメーター

Parameter Type Description

model_name TEXT 検証するモデルの名前。

返品

TEXT̶プローブされたモデル機能たとえば text embedding、language、reranking、image embedding

、または OCRなど。プローブが失敗した場合にエラーを発生します。

例

SELECT aidb.validate_model(my_bert);

__OUTPUT__

validate_model

- ---------------

text embedding

(1 row)

15.1.4 HCPモデルファンクション
これらの機能は、EDB Hybrid ManagerHMで実行されているモデルを管理します。

promoteb.list_hcp_models

HMで現在実行されているモデルをリストします。

返品

Column Type Description

name text HCPでのモデルインスタンス名
url text APIエンドポイント URL
model text モデル識別子

例
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SELECT * FROM aidb.list_hcp_models();

__OUTPUT__

name | url ␣

↪→| model

- ------------------------------+-----------------------------------------------------

↪→-+------------------------------

llama-3-1-8b-instruct-1xgpu | http://llama-3-1-8b-predictor.default.svc.local ␣

↪→| meta/llama-3.1-8b-instruct

(1 row)

promoteb.create_hcp_model

実行中のインスタンス名を参照することにより、HCPホストモデルを登録します。

パラメーター

Parameter Type Description

name TEXT AIDB内のモデルのユーザー定義の名前。
hcp_model_name TEXT HCPで実行されているモデルインスタンスの名

前。

promoteb.sync_hcp_models

AIDBモデルレジストリを、現在 HCPで実行されているモデルと同期します。新しい HCPモデルのエン
トリを作成し、そこで実行されなくなったモデルのエントリを削除します。

返品

Column Type Description

status text created、deleted、unchanged、または `skipped`
model text 同期モデルの名前

15.1.5 推論ファンクション
!!!note aidb.generate_text() および aidb.generate_text_batch() の以前の名前は aidb.

decode_text() および aidb.decode_text_batch() でした。古い名前はまだ機能しますが、非推
奨であり、将来のバージョンで削除されます。新しいコードでは新しい名前を使用します。
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helpb.encode_text

指定されたモデルを使用して、単一のテキスト文字列をベクトルにエンコードします。

パラメーター

Parameter Type Description

model_name TEXT 登録されているモデルの名前。
input TEXT エンコードするテキスト。

返品

real[]̶入力テキストの埋め込み。 vectorにキャストして pgvector演算子で使用します。

例

SELECT aidb.encode_text(bert_local, The quick brown fox);

helpb.encode_text_batch

1回の呼び出しでテキスト文字列の配列をベクトルにエンコードします。

パラメーター

Parameter Type Description

model_name TEXT 登録されているモデルの名前。
input TEXT[] エンコードする文字列の配列。

返品

SETOF real[]̶入力ごとに 1行、入力オーダー。結果列の名前は encode_text_batchです。

例

SELECT * FROM aidb.encode_text_batch(bert_local, ARRAY[The quick brown fox, Lorem␣

↪→ipsum dolor sit amet]);
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promoteb.encode_image

マルチモーダルモデル CLIPなどを使用して、バイナリイメージをベクトルにエンコードします。

パラメーター

Parameter Type Description

model_name TEXT 登録されているモデルの名前。
input BYTEA Raw画像バイト。

返品

real[]̶入力画像の埋め込み。 vectorにキャストして pgvector演算子で使用します。

例

SELECT aidb.encode_image(clip_local, pg_read_binary_file(/tmp/photo.jpg)::BYTEA);

promoteb.generate_text

指定されたモデルを使用して、プロンプトからテキスト応答を生成します。

パラメーター

Parameter Type Default Description

model_name TEXT Required 登録されているモデルの名前。
input TEXT Required テキストプロンプトまたは入力。
inference_config JSON NULL 実 行 時 推 論 設 定 。

:ref:``aidb.inference_config()`
<#aidbinference_config>` を使用
します。結果を `json`にキャスト
します。

返品

TEXT̶生成されたレスポンス

例
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- - Basic usage

SELECT aidb.generate_text(t5_local, translate to French: Hello, world.);

- - With inference configuration

SELECT aidb.generate_text(

my_llama,

Explain quantum computing in one sentence.,

aidb.inference_config(

system_prompt => Be concise and factual.,

temperature => 0.7,

max_tokens => 100

)::json

);

helpb.generate_text_batch

1回の呼び出しで一連のプロンプトに対するテキスト応答を生成します。

パラメーター

Parameter Type Default Description

model_name TEXT Required 登録されているモデルの名前。
input TEXT[] Required テキストプロンプトの配列。
inference_config JSON NULL 実 行 時 推 論 設 定 。

:ref:``aidb.inference_config()`
<#aidbinference_config>` を使用
します。結果を `json`にキャスト
します。

返品

SETOF TEXT̶入力プロンプトごとに 1行、入力順。結果列の名前は generate_text_batchです。

例

SELECT aidb.generate_text_batch(t5_local, ARRAY[

translate to German: hello,

translate to German: goodbye

]);
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helpb.rerank_text

リランキングモデルを使用して、クエリに対してテキスト入力セットをスコアリングおよびランク付けし
ます。

パラメーター

Parameter Type Default Description

model_name TEXT Required 登録されたリランキングモデルの
名前。

query TEXT Required 入力をランク付けするクエリー。
input TEXT[] [] ランク付けの候補テキストの配

列。

返品

Column Type Description

text text 候補テキスト
logit_score double precision 関連性スコア高いほど関連性が高い
id int 入力配列内のテキストの元のインデックス

例

SELECT * FROM aidb.rerank_text(

my_reranker,

How do I configure AIDB?,

ARRAY[

AIDB requires shared_preload_libraries.,

Postgres supports JSON natively.,

Run CREATE EXTENSION aidb CASCADE to install.

]

) ORDER BY logit_score DESC;

15.1.6 推論構成ヘルパー
helpb.inference_config

ランタイム推論設定の JSONB 構成オブジェクトをビルドします。結果 json へのキャストを aidb.

generate_text() 、aidb.generate_text_batch() に渡すか、aidb.summarize_text_config() で使
用します。

すべてのパラメーターはオプショナル -必要ないものは省略します。
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パラメーター

Parameter Type Default Description

system_prompt TEXT NULL 要求の前に追加されるシステムプ
ロンプト。 T5モデルではサポー
トされていません。

temperature DOUBLE PRECI-
SION

NULL サンプリング温度。 `0.0`は決定
的です。値が高いほど多様性が増
します。

max_tokens INTEGER NULL 生成する最大トークン。
top_p DOUBLE PRECI-

SION
NULL nucleusサンプリングしきい値。

seed BIGINT NULL 再現可能な出力のランダムシー
ド。

repeat_penalty REAL NULL トークンを繰り返す場合のペナ
ルティ。 1.0 =ペナルティなし。
NIMまたはOpenAIではサポート
されていません。

repeat_last_n INTEGER NULL `repeat_penalty`と考えられる最近
のトークンの数。 NIM または
OpenAIではサポートされていま
せん。

thinking BOOLEAN NULL <think>`タグの処理を制御しま
す。 `true/`NULL`はタグを保持し
ます。 `false`はそれらを削除しま
す。

extra_args JSONB NULL APIに直接渡される追加のプロバ
イダー固有の引数。

返品

JSONB̶推論ファンクションに渡す前に::jsonにキャストします。

例

- - With temperature and token limit

SELECT aidb.generate_text(

my_llama,

What is machine learning?,

aidb.inference_config(temperature => 0.5, max_tokens => 150)::json

);

- - Full configuration

SELECT aidb.generate_text(

(次のページに続く)
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my_llama,

Explain relativity.,

aidb.inference_config(

system_prompt => You are a physics professor. Be precise.,

temperature => 0.3,

max_tokens => 200,

top_p => 0.9,

seed => 42,

repeat_penalty => 1.1

)::json

);

- - Hide reasoning tags from a thinking model

SELECT aidb.generate_text(

my_reasoning_model,

Solve: 2x + 5 = 15,

aidb.inference_config(thinking => false)::json

);

ツール呼び出しと構造化出力

さらに 3つの推論設定が存在しますが、 aidb.inference_config()の名前付けパラメーターとして公開
されていません。代わりに生の JSONとしてビルドし、他の設定も必要な場合は||を使用してヘルパーの
出力とマージします。 ``llamacpp_generate``、``openai_responses`` + ``openai_responses_azure``、およ
び ``anthropic_messages`` + ``anthropic_messages_azure`` /``anthropic_messages_bedrock``のみがこれら
を尊重します。他のすべてのプロバイダーはそれらを拒否します。

Field Type Description

tools JSONB array OpenAI互換の `tools`配列 ̶ モデルが呼び出す
ことができるファンクション定義。

tool_choice JSONB OpenAI 互換 `tool_choice` 特定のツールを強
制するための文字列 `"auto"、"required"、また
は"none"、または `{"type": "function", "function":
{"name": "..."}}。

response_format JSONB 構造化された出力。 {"type": "json_schema",
"json_schema": {"schema": {...}}}`は、レスポンス
を JSONスキーマにコンストレインします。 `ope-
nai_responses`および `anthropic_messages`および
それらのバリアントでの `tools/`tool_choice`と相
互排他的。

!!!note openai_responsesおよび anthropic_messagesおよびそれらの Azure/Bedrockバリアントは、こ
れらを各APIのネイティブ tools /tool_choice要求フィールドにマッピングし、実際のツールコール応答
を解析します。OpenAI Responses API および Anthropic Messages API を参照してください。他のすべての
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リモートプロバイダー openai_completions、gemini、nim_completionsなどは、tools /tool_choice
/response_formatを完全に拒否します。この拒否は、 aidb.generate_text()のような直接呼び出しに
のみ適用されます。これらのプロバイダー t5_localを除くは、引き続き Agents referenceをバッキングで
きます。エージェントフレームワークは、これらの 3つのフィールドを使用するのではなく、プロンプトに
記述しモデルの応答を解析することにより、ツール呼び出しのシミュレーションにフォールバックします。

- - Tool calling

SELECT aidb.generate_text(

my_llamacpp_chat,

What is the weather in Paris?,

(aidb.inference_config(temperature => 0.2) || jsonb_build_object(

tools, jsonb_build_array(

jsonb_build_object(

type, function,

function, jsonb_build_object(

name, get_weather,

description, Get current weather for a city,

parameters, jsonb_build_object(

type, object,

properties, jsonb_build_object(city, jsonb_build_object(type,␣

↪→string)),

required, jsonb_build_array(city)

)

)

)

),

tool_choice, auto

))::json

);

- - Structured output

SELECT aidb.generate_text(

my_llamacpp_chat,

Extract the city from: I live in Paris.,

jsonb_build_object(

response_format, jsonb_build_object(

type, json_schema,

json_schema, jsonb_build_object(

schema, jsonb_build_object(

type, object,

properties, jsonb_build_object(city, jsonb_build_object(type,␣

↪→string)),

required, jsonb_build_array(city)

)

)

)

(次のページに続く)
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)::json

);

15.1.7 モデル構成ヘルパー
これらのファンクションは、 aidb.create_model()の configパラメーターの JSONB構成オブジェクト
を結果ます。各ヘルパーは、特定のモデルプロバイダーに対応します。

promoteb.embeddings_config

openai_embeddingsおよび OpenAI互換の埋め込みエンドポイントの場合。

Parameter Type Default Description

model TEXT Required モデル識別子。
api_key TEXT NULL APIキー。
url TEXT NULL エンドポイント URLのオーバー

ライド。
basic_auth TEXT NULL 基本認証 user:password
max_concurrent_requests INTEGER NULL 最大同時要求。
max_batch_size INTEGER NULL バッチごとの最大入力数。
input_type TEXT NULL 入力タイプのヒントプロバイダー

固有。
input_type_query TEXT NULL クエリ入力タイプのヒントプロバ

イダー固有。
tls_config JSONB NULL TLS構成。
is_hcp_model BOOLEAN NULL true モデルが HCPで実行される

場合。

例

SELECT aidb.create_model(

my_embedder,

openai_embeddings,

config => aidb.embeddings_config(

model => text-embedding-3-small,

api_key => sk-...,

url => https://api.openai.com/v1

)

);
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promoteb.completions_config

openai_completionsおよび OpenAI互換のコンプリートエンドポイントの場合。

Parameter Type Default Description

model TEXT Required モデル識別子。
api_key TEXT NULL APIキー。
url TEXT NULL エンドポイント URLのオーバー

ライド。
basic_auth TEXT NULL 基本認証 user:password
system_prompt TEXT NULL デフォルトのシステムプロンプ

ト。
temperature DOUBLE PRECI-

SION
NULL サンプリング温度。

top_p DOUBLE PRECI-
SION

NULL nucleusサンプリングしきい値。

seed BIGINT NULL ランダムシード。
thinking BOOLEAN NULL `<think>`タグの処理。
max_tokens JSONB NULL 最 大 ト ー ク ン 構 成

:ref:``aidb.max_tokens_config()`
<#aidbmax_tokens_config>` を使
用します。

max_concurrent_requests INTEGER NULL 最大同時要求。
extra_args JSONB NULL 追加のプロバイダー固有の引数。
is_hcp_model BOOLEAN NULL true モデルが HCPで実行される

場合。

例

SELECT aidb.create_model(

my_llm,

openai_completions,

config => aidb.completions_config(

model => gpt-4o,

api_key => sk-...,

temperature => 0.2

)

);

!!!note OpenAIモデルを呼び出す信頼性の高いネイティブツールでエージェントを使用する場合、代わり
に promoteb.openai_responses_configを使用します。2つのプロバイダーの違いについてはツール呼び出し
と構造化出力を参照し、いずれか一方を中心にエージェントを構築するには Agents referenceを参照してく
ださい。
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promoteb.max_tokens_config

aidb.completions_config()で使用する max_tokensオブジェクトをビルドします。

Parameter Type Default Description

size INTEGER Required 生成する最大トークン。
format TEXT NULL 形式 'default'、'legacy'、または

`'both'`

例

SELECT aidb.completions_config(

model => gpt-4o,

max_tokens => aidb.max_tokens_config(size => 1024, format => default)

);

promoteb.bert_config

bert_localプロバイダーの場合。

Parameter Type Default Description

model TEXT Required HuggingFaceモデル識別子。
revision TEXT NULL モデルのリビジョンまたはブラン

チ。
cache_dir TEXT NULL ローカルキャッシュディレクト

リ。

例

SELECT aidb.create_model(my_bert, bert_local,

config => aidb.bert_config(sentence-transformers/all-MiniLM-L6-v2));

promoteb.clip_config

clip_localプロバイダーの場合。

Parameter Type Default Description

model TEXT Required HuggingFaceモデル識別子。
次のページに続く
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表 26 –前のページからの続き
Parameter Type Default Description

revision TEXT NULL モデルのリビジョンまたはブラン
チ。

cache_dir TEXT NULL ローカルキャッシュディレクト
リ。

image_size INTEGER NULL ピクセル単位の入力画像サイズ。

例

SELECT aidb.create_model(my_clip, clip_local,

config => aidb.clip_config(openai/clip-vit-base-patch32));

promoteb.llama_config

llama_instruct_localプロバイダーの場合。

Parameter Type Default Description

model TEXT Required モデル識別子またはHuggingFace
パス。

revision TEXT NULL モデルリビジョン。
cache_dir TEXT NULL ローカルキャッシュディレクト

リ。
model_path TEXT NULL モデルの重みへの明示的なローカ

ルパス `model`をオーバーライド
します。

system_prompt TEXT NULL デフォルトのシステムプロンプ
ト。

temperature DOUBLE PRECI-
SION

NULL サンプリング温度。

top_p DOUBLE PRECI-
SION

NULL nucleusサンプリングしきい値。

seed BIGINT NULL ランダムシード。
sample_len INTEGER NULL 生成する最大トークン。
repeat_penalty REAL NULL リピートペナルティ。
repeat_last_n INTEGER NULL 反復ペナルティの対象とされる

トークン。
use_flash_attention BOOLEAN NULL フラッシュアテンションを有効に

します。
use_kv_cache BOOLEAN NULL KVキャッシュを有効にします。
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例

SELECT aidb.create_model(my_llama, llama_instruct_local,

config => aidb.llama_config(

meta-llama/Llama-3.2-3B-Instruct,

temperature => 0.5

)

);

promoteb.t5_config

t5_localプロバイダーの場合。

Parameter Type Default Description

model TEXT Required モデル識別子またはHuggingFace
パス。

revision TEXT NULL モデルリビジョン。
model_path TEXT NULL モデルの重みへの明示的なローカ

ルパス。
cache_dir TEXT NULL ローカルキャッシュディレクト

リ。
temperature DOUBLE PRECI-

SION
NULL サンプリング温度。

top_p DOUBLE PRECI-
SION

NULL nucleusサンプリングしきい値。

seed BIGINT NULL ランダムシード。
max_tokens INTEGER NULL 生成する最大トークン。
repeat_penalty REAL NULL リピートペナルティ。
repeat_last_n INTEGER NULL 反復ペナルティの対象とされる

トークン。

例

SELECT aidb.create_model(my_t5, t5_local,

config => aidb.t5_config(google/flan-t5-base));

promoteb.gemini_config

geminiプロバイダーの場合。
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Parameter Type Default Description

api_key TEXT Required Google APIキー。
model TEXT NULL Gemini モデル識別子たとえば

gemini-2.0-flash。
url TEXT NULL APIエンドポイントのオーバーラ

イド。
max_concurrent_requests INTEGER NULL 最大同時要求。
thinking_budget INTEGER NULL 拡張思考トークンの予算 Gemini

2.xのみ。

例

SELECT aidb.create_model(my_gemini, gemini,

config => aidb.gemini_config(AIza..., model => gemini-2.0-flash));

!!!note 他のリモートプロバイダーとは異なり、Geminiの api_key は、aidb.create_model() の別個の
credentialsパラメーターを介して渡されるのではなく、configのプレーンフィールドです。これは、よ
り制限された資格情報ストアではなく、モデルの構成の一部として保存されます。表示するキーよりも多
くのロールに aidb.models.optionsが可視されている場合に注意してください。

promoteb.nim_clip_config

nim_clipプロバイダー NVIDIA NIMマルチモーダル埋め込みの場合。

Parameter Type Default Description

api_key TEXT NULL NIM APIキー。
model TEXT NULL NIM CLIPモデル識別子。
url TEXT NULL NIMエンドポイント URLのオー

バーライド。
basic_auth TEXT NULL 基本的な認証資格情報。
is_hcp_model BOOLEAN NULL true モデルが HCPで実行される

場合。

例

SELECT aidb.create_model(my_nim_clip, nim_clip,

config => aidb.nim_clip_config(api_key => nvapi-..., model => nvidia/nvclip));
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promoteb.nim_ocr_config

nim_ocrプロバイダー NVIDIA NIM OCRの場合。

Parameter Type Default Description

api_key TEXT NULL NIM APIキー。
model TEXT NULL NIM OCRモデル識別子。
url TEXT NULL NIMエンドポイント URLのオー

バーライド。
basic_auth TEXT NULL 基本的な認証資格情報。
is_hcp_model BOOLEAN NULL true モデルが HCPで実行される

場合。

例

SELECT aidb.create_model(my_nim_ocr, nim_ocr,

config => aidb.nim_ocr_config(api_key => nvapi-...));

promoteb.nim_reranking_config

nim_rerankingプロバイダーの場合。

Parameter Type Default Description

api_key TEXT NULL NIM APIキー。
model TEXT NULL NIMリランキングモデル識別子。
url TEXT NULL NIMエンドポイント URLのオー

バーライド。
basic_auth TEXT NULL 基本的な認証資格情報。
is_hcp_model BOOLEAN NULL true モデルが HCPで実行される

場合。

例

SELECT aidb.create_model(my_reranker, nim_reranking,

config => aidb.nim_reranking_config(

api_key => nvapi-...,

model => nvidia/nv-rerankqa-mistral-4b-v3

)

);
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promoteb.openrouter_chat_config

openrouter_chatプロバイダーの場合。

Parameter Type Default Description

model TEXT Required OpenRouterモデル識別子。
api_key TEXT NULL OpenRouter APIキー。
url TEXT NULL APIエンドポイントのオーバーラ

イド。
max_concurrent_requests INTEGER NULL 最大同時要求。
max_tokens JSONB NULL 最 大 ト ー ク ン 構 成

:ref:``aidb.max_tokens_config()`
<#aidbmax_tokens_config>` を使
用します。

例

SELECT aidb.create_model(my_or_chat, openrouter_chat,

config => aidb.openrouter_chat_config(

anthropic/claude-3-5-haiku,

api_key => sk-or-...

)

);

promoteb.openrouter_embeddings_config

openrouter_embeddingsプロバイダーの場合。

Parameter Type Default Description

model TEXT Required OpenRouter エンベディングモデ
ル識別子。

api_key TEXT NULL OpenRouter APIキー。
url TEXT NULL APIエンドポイントのオーバーラ

イド。
max_concurrent_requests INTEGER NULL 最大同時要求。
max_batch_size INTEGER NULL バッチごとの最大入力数。

例

SELECT aidb.create_model(my_or_embedder, openrouter_embeddings,

config => aidb.openrouter_embeddings_config(

mistral/mistral-embed,

(次のページに続く)
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api_key => sk-or-...

)

);

promoteb.openai_responses_config

openai_responsesおよび openai_responses_azureプロバイダーの場合。

Parameter Type Default Description

model TEXT Required モデル識別子たとえば gpt-5.1。
api_key TEXT NULL 認証用の APIキー。
basic_auth TEXT NULL 基 本 的 な 認 証 資 格 情 報

user:password 。
url TEXT NULL API エンドポイント URL。

`openai_responses`の Ope-
nAI の Responses エンドポ
イントのデフォルト。 `ope-
nai_responses_azure`に必要な普
遍的なデフォルトなし-リソース
のエンドポイントを使用します。

max_concurrent_requests INTEGER 25 エンドポイントへの最大同時要
求。

system_prompt TEXT NULL デフォルトのシステムプロンプ
ト、Responses APIのネイティブ
`instructions`フィールドを介して
送信されます。

temperature DOUBLE PRECI-
SION

NULL サンプリング温度。

max_output_tokens INTEGER NULL 生成する最大トークン。
top_p DOUBLE PRECI-

SION
NULL nucleusサンプリングしきい値。

extra_args JSONB NULL APIに直接渡される追加のプロバ
イダー固有の引数。

例

- - OpenAI

SELECT aidb.create_model(

my_gpt,

openai_responses,

config => aidb.openai_responses_config(model => gpt-5.1),

credentials => {"api_key": "sk-..."}::JSONB

(次のページに続く)
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);

- - Azure AI Foundry

SELECT aidb.create_model(

my_gpt_azure,

openai_responses_azure,

config => aidb.openai_responses_config(

model => gpt-5.1,

url => https://<resource>.openai.azure.com/openai/v1/responses

),

credentials => {"api_key": "..."}::JSONB

);

このプロバイダーは、 ツール呼び出しと構造化出力 で説明されている tools 、tool_choice 、および
response_formatフィールドをネイティブにサポートしています。

helpb.anthropic_messages_config

anthropic_messages、anthropic_messages_azure、および anthropic_messages_bedrockプロバイ
ダーの場合。

Parameter Type Default Description

model TEXT Required モデル識別子たとえば、claude-
opus-4-6、または Bedrockバリア
ントの Bedrockモデル IDなど。

api_key TEXT NULL 認証用の API キー。 `an-
thropic_messages_bedrock`の 場
合、これは Bedrock APIキーベア
ラートークンであり、AWS SigV4
資格情報ではありません。

basic_auth TEXT NULL 基 本 的 な 認 証 資 格 情 報
user:password 。

url TEXT NULL API エンドポイント URL。 `an-
thropic_messages`の デ フ ォ ル
ト は `api.anthropic.com`で す 。
`anthropic_messages_azure`リ
ソ ー ス の メ ッ セ ー ジ
エ ン ド ポ イ ン ト と `an-
thropic_messages_bedrock`リ ー
ジョンの `bedrock-runtime`ベー
スエンドポイント-モデル ID は
自動的に追加されます。

次のページに続く
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表 36 –前のページからの続き
Parameter Type Default Description

max_concurrent_requests INTEGER 25 エンドポイントへの最大同時要
求。

system_prompt TEXT NULL デフォルトのシステムプロンプ
ト。メッセージ API のネイティ
ブ `system`フィールドを介して送
信されます。

temperature DOUBLE PRECI-
SION

NULL サンプリング温度。

max_tokens INTEGER 4096 生成する最大トークン。 An-
thropicのMessages APIにはこの
フィールドが必要です。AIDBは
省略するとデフォルトします。

top_p DOUBLE PRECI-
SION

NULL nucleusサンプリングしきい値。

extra_args JSONB NULL APIに直接渡される追加のプロバ
イダー固有の引数。

例

- - Anthropic direct

SELECT aidb.create_model(

my_claude,

anthropic_messages,

config => aidb.anthropic_messages_config(model => claude-opus-4-6),

credentials => {"api_key": "sk-ant-..."}::JSONB

);

- - Azure AI Foundry

SELECT aidb.create_model(

my_claude_azure,

anthropic_messages_azure,

config => aidb.anthropic_messages_config(

model => claude-opus-4-6,

url => https://<resource>.services.ai.azure.com/anthropic/v1/messages

),

credentials => {"api_key": "..."}::JSONB

);

- - AWS Bedrock

SELECT aidb.create_model(

my_claude_bedrock,

anthropic_messages_bedrock,

config => aidb.anthropic_messages_config(
(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

model => anthropic.claude-opus-4-6-v1:0,

url => https://bedrock-runtime.us-east-1.amazonaws.com

),

credentials => {"api_key": "..."}::JSONB

);

このプロバイダーは、 ツール呼び出しと構造化出力 で説明されている tools 、tool_choice 、および
response_formatフィールドをネイティブにサポートしています。Anthropicのメッセージ APIには、ネ
イティブの構造化出力フィールドがないため、response_formatは合成ツールへの強制呼び出しとして実
装されます。機能的には同等ですが、response_formatおよび tools / tool_choiceは同じ呼び出しで使
用できないことを意味します。

15.2 Knowledge bases reference
ナレッジベース KB機能とビューのリファレンス。ガイドスタイルのドキュメントについては、Knowledge
bases referenceを参照してください。

15.2.1 カタログビュー
helpb.Knowledge_bases

aidb.kbsとしてもアクセスできます。データベース内のすべてのナレッジベースとその完全な構成をリ
ストします。

Column Type Description

id integer 内部識別子
name text ナレッジベース名
vector_schema text エンベディングテーブルのスキーマ
vector_table text エンベディングストレージテーブル
model_name text 使用される埋め込みモデル
distance_operator helpb.DistanceOperator 検索に使用されるベクトル距離ファンクション
distance_operator_sql text SQL演算子構文の距離演算子たとえば<->、<=>
vector_data_column text エンベディング列
vector_key_column text エンベディングテーブルのキー列
vector_index jsonb ベクトルインデックス構成
pipeline_ids integer[] このナレッジベースに接続されているすべての

パイプラインの ID
pipeline_names text[] このナレッジベースに接続されているすべての

パイプラインの名前
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helpb.Knowledge_base_metrics

aidb.kbmとしてもアクセスできます。各ナレッジベースの集計統計̶パイプライン数、埋め込み行数、お
よび最悪のパイプラインステータス。パイプラインごとの進行状況バックログ、エラー、ソース/宛先数に
ついては、promoteb.pipeline_metricsを参照してください。

Column Type Description

name text ナレッジベース名 schema.vector_table。
pipelines integer この KBに接続されているパイプラインの数。
embeddings bigint ベクタテーブルの行数。
status text アタッチされているすべてのパイプラインで最悪

のステータス AI pipelinesを参照してください。

例

SELECT * FROM aidb.kbm;

__OUTPUT__

name | pipelines | embeddings | status

- -----------------------------+-----------+------------+----------

public.product_catalog_kb | 1 | 1842 | UpToDate

public.customer_feedback_kb | 2 | 915 | UpToDate

(2 rows)

古いビュー名 aidb.knowledge_base_stats および aidb.kbstat は、下位互換性を保つために aidb.

knowledge_base_metricsのエイリアスとして保持されます。

15.2.2 タイプ
helpb.DistanceOperator

取得中に使用されるベクトル距離ファンクション。

Value Description

L2 ユークリッド距離
InnerProduct 内積
Cosine コサイン類似度
L1 L1距離
Hamming ハミング距離
Jaccard Jaccard距離
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helpb.PipelineDataFormat

パイプラインソースまたはボリュームのデータのフォーマット。

Value Description

Text プレーンテキスト
Image バイナリ画像データ
Pdf PDFドキュメント

helpb.PipelineAutoProcessingモード

ナレッジベースパイプラインの自動処理モード。

Value Description

Live データが変更されるたびに Postgresトリガーを介した即時処理
Background Postgresバックグラウンドワーカーを介した定期処理
Disabled 自動処理なし。 `aidb.run_pipeline()`で手動実行

15.2.3 ナレッジベース機能
パイプラインの自動処理モードを変更するには、 promoteb.update_pipelineを使用します。

promoteb.retrieve_key

ソースデータを取得せずに、上位一致するエンベディングのソースレコードキーと距離を結果ます。part_ids

では、マルチステップパイプラインの各ステップに一致するパーツの IDも結果ます。たとえば、単一の
ソースレコードが ChunkTextステップによって 10の部分に分割されている場合、part_idsは、どのチャ
ンクが一致したかを示します。

パラメーター

Parameter Type Default Description

knowledge_base_name TEXT Required ナ レ ッ ジ ベ ー ス の 名 前
schema.vector_table。

query TEXT or BYTEA Required テキストまたは画像のバイトを照
会します。エンベディングモデル
のデータ形式と一致する必要があ
ります。

次のページに続く
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表 42 –前のページからの続き
Parameter Type Default Description

topk INTEGER 1 返される結果の数。正の整数であ
る必要があります。`0`または負の
値はエラーを発生します。

deduplicate BOOLEAN true 複数の「部分」チャンク/ページな
どが一致する場合でも、各ソース
の結果を 1 回だけ返します。 重
複排除と中間結果 を参照してく
ださい。

返品

Column Type Description

key text ソースレコードキー
distance double precision クエリーからのベクトル距離
part_ids bigint[] ソースレコードのどの部分たとえばチャンクま

たはページが一致するベクトルを生成した
pipeline_name text この行を提供したパイプラインの名前。 KBに

複数のパイプラインが接続されている場合に役
立ちます。

例

SELECT * FROM aidb.retrieve_key(public.customer_feedback_kb, late delivery, topk=>3);

__OUTPUT__

key | distance | part_ids | pipeline_name

- -----+--------------------+----------+------------------

1042 | 1.1931772046185758 | {0,0} | feedback_eu_pipe

318 | 1.1980633963685476 | {2,0} | feedback_na_pipe

1057 | 1.2150919866080878 | {2,0} | feedback_eu_pipe

(3 rows)

helpb.retrieve_text

エンベディングテーブルをソーステーブルに結合することにより、上位に一致するエンベディングのソー
ステキストと距離を結果ます。part_idsでは、マルチステップパイプラインの各ステップに一致するパー
ツの IDも結果ます。たとえば、単一のソースレコードが ChunkTextステップによって 10の部分に分割
されている場合、 part_idsは、どのチャンクが一致したかを示します。戻り列 intermediate_stepsに
は、実際の中間ステップ出力が含まれます。
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パラメーター

Parameter Type Default Description

knowledge_base_name TEXT Required ナ レ ッ ジ ベ ー ス の 名 前
schema.vector_table。

query TEXT or BYTEA Required テキストまたは画像のバイトを照
会します。エンベディングモデル
のデータ形式と一致する必要があ
ります。

topk INTEGER 1 返される結果の数。正の整数であ
る必要があります。`0`または負の
値はエラーを発生します。

deduplicate BOOLEAN true 複数の「部分」チャンク/ページな
どが一致する場合でも、各ソース
の結果を 1 回だけ返します。 重
複排除と中間結果 を参照してく
ださい。

返品

Column Type Description

key text ソースレコードキー
value text ソーステキストのコンテンツ。 NULL 元のソー

スコンテンツが非テキスト PDFまたは画像など
の場合。他の列はまだ表面一致するメタデータ
です。

distance double precision クエリーからのベクトル距離
part_ids bigint[] ソースレコードのどの部分が一致したのかチャ

ンクまたはページなど
pipeline_name text このソースレコードを処理するパイプラインの

名前
intermediate_steps jsonb マッチングは、intermediate_destination`で構成

されたステップからの結果です。つまり、
`part_ids`に属する値。パイプライン内のステッ
プがない場合、中間ストレージが有効になってい
る場合、空 ` []。エンドツーエンドの例中間ス
トレージを使用したマルチステップパイプライ
ンを参照してください。

intermediate_stepsは、ステップごとに 1つのエントリを含む JSON配列であり、中間ストレージが有
効になっており、それぞれの形状は次のとおりです。

{"value": "...", "operation": "ChunkText", "step_order": 1, "destination_table":

↪→"public.pipeline_my_pipeline_step_1"}
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例

SELECT * FROM aidb.retrieve_text(my_kb, waterproof jacket, 3);

__OUTPUT__

key | value | distance

- ------+----------------------------------------------------+--------------------

19337 | Men Stripes Waterproof Shell Jacket | 0.2994317672742334

55018 | Women All-Weather Hiking Anorak | 0.3804609668507203

(2 rows)

promoteb.delete_knowledge_base

カスケードナレッジベースに接続されているすべてのパイプラインを削除し、ベクターテーブルを削除し、
レジストリエントリを削除します。基になるソーステーブルは削除しません。

KBと他のパイプラインのベクトルをそのまま維持しながら、マルチパイプライン KBから単一のパイプラ
インを削除するには、代わりに promoteb.delete_pipelineを使用します。最後に接続されたパイプラインを
削除すると、KBがドロップされます。

パラメーター

Parameter Type Description

knowledge_base_name TEXT ナレッジベース識別子 schema.vector_table。

例

SELECT aidb.delete_knowledge_base(public.customer_feedback_kb);

15.2.4 ボリューム管理機能
promoteb.create_volume

PGFSストレージ場所から AIDBボリュームを作成します。ボリュームは、格納場所のコンテンツを行と
して公開する外部テーブルであり、ナレッジベースデータソースとして使用したり、SQLで直接照会した
りできます。最初に PGFSストレージの場所を設定するには、Configuring external storageを参照してくだ
さい。

パラメーター
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Parameter Type Description

name TEXT ボリュームの名前。有効な引用符のない Post-
greSQL識別子である必要があります。

server_name TEXT PGFS格納場所の名前。
path TEXT 保存場所内のオプションのサブパス。単一の末尾

のスラッシュに正規化されましたたとえば、foo、
/foo、foo/、/foo/`はすべて `foo/`として保存されま
す。`NULL`または/は/`として保存されます。

data_format TEXT データ形式 Text、Image、または `Pdf`

例

SELECT aidb.create_volume(pdf_volume, my_s3_location, /, Pdf);

helpb.volumes

データベース内のすべてのAIDBボリュームをリストするビュー。 schema、volume、storage_location
、および pathを返します。

例

SELECT * FROM aidb.volumes;

promoteb.delete_volume

AIDBボリュームを削除します。

!!!note基になる PGFSストレージの場所を削除すると、その上に構築されたすべてのボリュームも削除さ
れます。

パラメーター

Parameter Type Description

volume_name TEXT 削除するボリュームの名前。

例

SELECT aidb.delete_volume(pdf_volume);
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15.3 Operations reference
パイプラインエラーログ機能のリファレンス。ガイドスタイルのドキュメントについては、Pipeline error
logを参照してください。

15.3.1 エラーログファンクション
各パイプラインは、{source_schema}.pipeline_{pipeline_name}_errorsでエラーログテーブルを維
持します。これらの機能は、そのログを照会および管理するための一貫したインターフェイスを提供します。

promoteb.get_error_logs

オプションのフィルターを使用して、パイプラインのエラーログエントリを結果ます。

パラメーター

Parameter Type Default Description

p_pipeline_name TEXT Required パイプラインの名前。
p_source_id TEXT NULL 特定のソースレコード IDにフィ

ルターします。
p_pipeline_step SMALLINT NULL 特定のパイプラインステップ番号

にフィルターします。
p_error_category helpb.ErrorBlocking NULL カテゴリによるフィルター

RecordTemporary、RecordPerma-
nent、PipelineTemporary、または
`PipelinePermanent`

p_limit INTEGER NULL 返される行の最大数。
p_offset INTEGER NULL スキップする行数ページネーショ

ンの場合。

返品

Column Type Description

id bigint エラーログエントリ ID
source_id text 失敗したソースレコード
part_ids bigint[] 部分識別子チャンクレコードの場合
pipeline_step smallint 障害が発生したステップ番号
step_operation helpb.PipelineStepOperation オペレーション名例 ParsePdf、ChunkText
error_message text エラーの説明
error_category helpb.ErrorBlocking エラーカテゴリ
failed_at timestamptz 障害のタイムスタンプ

次のページに続く
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表 50 –前のページからの続き
Column Type Description

retry_count integer リトライ試行回数
last_retry_at timestamptz 前回の再試行のタイムスタンプ
last_seen_at timestamptz このエラーが最後に発生したタイムスタンプ。繰

り返しのたびに更新します。 `failed_at`は、最初
に出現したときに固定されたままです。

例

- - All errors for a pipeline

SELECT * FROM aidb.get_error_logs(my_pipeline);

- - Filter by source record

SELECT * FROM aidb.get_error_logs(my_pipeline, p_source_id => doc_42);

- - Filter by step and category

SELECT * FROM aidb.get_error_logs(

my_pipeline,

p_pipeline_step => 1::SMALLINT,

p_error_category => RecordPermanent

);

- - Paginate

SELECT * FROM aidb.get_error_logs(my_pipeline, p_limit => 20, p_offset => 40);

helpb.get_error_log_summary

単一のパイプラインの集計エラー数をステップ、オペレーション、およびカテゴリごとにグループ化して
返します。

パラメーター

Parameter Type Description

p_pipeline_name TEXT パイプラインの名前。

返品
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Column Type Description

pipeline_step smallint ステップ番号
step_operation helpb.PipelineStepOperation オペレーション名
error_category helpb.ErrorBlocking エラーカテゴリ
error_count bigint このグループのエラーの数
latest_failed_at timestamptz 最新の障害のタイムスタンプ

例

SELECT * FROM aidb.get_error_log_summary(my_pipeline);

__OUTPUT__

pipeline_step | step_operation | error_category | error_count | latest_failed_at

- --------------+----------------+-----------------+-------------+--------------------

↪→--------

1 | ParsePdf | RecordPermanent | 2 | 2026-04-10 14:31:58.

↪→456+00

2 | ChunkText | RecordPermanent | 1 | 2026-04-10 14:32:01.

↪→123+00

(2 rows)

promoteb.get_all_error_summaries

aidb.get_error_log_summary()と同じロールアップを返しますが、一度にすべてのパイプラインを返し
ます。

返品

Column Type Description

pipeline_name text パイプライン名
pipeline_step smallint ステップ番号
step_operation helpb.PipelineStepOperation オペレーション名
error_category helpb.ErrorBlocking エラーカテゴリ
error_count bigint このグループのエラーの数
latest_failed_at timestamptz 最新の障害のタイムスタンプ

例

SELECT * FROM aidb.get_all_error_summaries();

__OUTPUT__

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

pipeline_name | pipeline_step | step_operation | error_category | error_count |␣

↪→latest_failed_at

- --------------+---------------+----------------+-------------------+-------------+--

↪→--------------------------

my_pipeline | 1 | ParsePdf | RecordPermanent | 2 |␣

↪→2026-04-10 14:31:58.456+00

pdf_ingester | 1 | ParsePdf | PipelinePermanent | 1 |␣

↪→2026-04-10 15:00:12.000+00

(2 rows)

promoteb.clear_error_logs

IDに基づいて特定のエラーログエントリを削除します。クリアする前に aidb.get_error_logs()でエン
トリを確認します。

パラメーター

Parameter Type Description

p_pipeline_name TEXT パイプラインの名前。
p_error_ids BIGINT[] 削除するエラーログエントリ IDの配列。

返品

BIGINT̶削除された行数。

例

SELECT aidb.clear_error_logs(my_pipeline, ARRAY[1, 3]);

__OUTPUT__

clear_error_logs

- -----------------

2

(1 row)

promoteb.requeue_pipeline_errors

7. 5.0で導入されました。ターゲットのレコードレベルのエラーログエントリを削除し、パイプライン
の状態サーフェスでソースレコードをダーティとしてマークします。次の通常の実行で再処理されま
す。呼び出し自分自身は処理を行いません。ワークフローについては、失敗したレコードの再キュー
イングを参照してください。
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パラメーター

Parameter Type Description

p_pipeline_name TEXT パイプラインの名前。
p_error_ids BIGINT[] 再キューイングするエラーログエントリ IDの配

列。

返品

入力 IDごとに 1行、昇順 error_id。

Column Type Description

error_id bigint 入力配列のエラーログエントリ ID。
action text requeued、skipped_pipeline_level、ま た は

`not_found`以下を参照してください。

• requeuedレコードレベルの行が削除され、ソースがダーティとしてマークされました。テーブルソー
スは状態イベントをエンキューします。ボリュームソースは、ワンショットの retry_requested_at

マーカーを設定します。

• skipped_pipeline_levelエントリーには NULL source_idがあり、そのまま残されます。根本的
な問題を修正して再実行するか、aidb.clear_error_logsで却下します。

• not_found IDがエラーログに存在しない、またはパイプラインにエラーログテーブルがありません。

重複する IDのコンカレント・リキューは、行ごとの FOR UPDATEロックでシリアル化されます。重複し
ない IDセットは並列的に処理されます。バックグラウンドパイプラインは、次のワーカーティックに再
キューイングされた行を自動的にドレインします。無効またはライブパイプラインには、フォローアップ
の aidb.run_pipeline呼び出しが必要です。

例

SELECT * FROM aidb.requeue_pipeline_errors(my_pipeline, ARRAY[1, 2, 99]);

__OUTPUT__

error_id | action

- ---------+------------------------

1 | requeued

2 | requeued

99 | not_found

(3 rows)
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15.3.2 エラーカテゴリ

Category Scope Blocks pipeline? Description

RecordTemporary Single record No 1 つのレコードの一時的な障害。
再試行で成功する場合がありま
す。

RecordPermanent Single record No 1つのレコードの永続的な障害た
とえば、破損したデータ。

PipelineTemporary Entire step Yes ステップを停止した一時的な障害
たとえば、サービスの停止。再試
行で解決される場合があります。

PipelinePermanent Entire step Yes ステップを停止した永続的な障害
たとえば、無効なモデル構成。

15.4 Functions reference
パイプラインを必要とせず、クエリでデータを直接変換する AIDBスタンドアロン SQLファンクションの
リファレンス。ガイドスタイルのドキュメントと使用例については、SQL functionsを参照してください。

AI推論機能 encode_text、generate_text、rerank_text、および関連に関しては、推論ファンクショ
ンを参照してください。

15.4.1 helpb.chunk_text

テキスト文字列を、より小さい意味的に一貫したセグメントに分割します。

パラメーター

Parameter Type Description

input TEXT チャンクへのテキスト。
options JSONB `aidb.chunk_text_config()`でビルドされたチャン

ク構成、以下を参照してください。

オプション

Key Type Default Description

desired_length integer Required ターゲットセグメントサイズ。
`max_length`が省略された場合、厳
密な上限として機能します。

次のページに続く
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表 59 –前のページからの続き
Key Type Default Description

max_length integer NULL チャンクサイズの上限。チャンク
は、セマンティック境界を保持す
るためのみに `desired_length`を超
えて拡張されます。

overlap_length integer 0 境界を越えたコンテキストを保持
するために、連続するチャンク間
で繰り返すコンテンツの量。

strategy text 'chars' チャンク単位 'chars'`文字ベース
または'words'ワードベース。 `de-
sired_length、max_length、および
`overlap_length`の単位を決定しま
す。

返品

Column Type Description

part_id bigint ゼロベースのセグメントインデックス。
chunk text テキストセグメント。

例

SELECT * FROM aidb.chunk_text(

input => Long text here...,

options => {"desired_length": 120, "max_length": 150}

);

15.4.2 quietb.parse_html

HTML文字列から可読テキストを抽出し、構造を維持しながらタグを削除します。

パラメーター

Parameter Type Description

html TEXT 解析する HTML文字列。
options JSONB 構成の解析以下を参照してください。

オプション
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Key Type Default Description

method text 'StructuredPlain-
text'

解 析 方 法 'StructuredPlain-
text'`プレーンテキスト抽出また
は'StructuredMarkdown'`ヘッダー
とリストを保持するマークダウ
ンのような出力。

返品

TEXT̶抽出されたテキストコンテンツ。

例

SELECT aidb.parse_html(

html => <h1>Hello</h1><p>World</p>,

options => {"method": "StructuredPlaintext"}

);

15.4.3 quietb.parse_pdf

バイナリ PDFデータからテキストを抽出します。ページごとに 1行を返します。

パラメーター

Parameter Type Description

bytes BYTEA 生の PDFバイナリデータ。
options JSONB 構成の解析以下を参照してください。

オプション

Key Type Default Description

method text 'Structured' 解析方法。現在 `'Structured'`仕様
ベースのテキストブロック抽出。

allow_partial_parsing boolean true `true`の場合、個々のページでエ
ラーが発生したときに解析を継続
し、可能な限り多くのデータを結
果ます。
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返品

Column Type Description

part_id bigint テキストが抽出されたページインデックスゼロ
ベース。

text text そのページの抽出されたテキスト。

例

SELECT * FROM aidb.parse_pdf(

bytes => pg_read_binary_file(/path/to/doc.pdf)::BYTEA,

options => {"allow_partial_parsing": true}

);

15.4.4 quietb.perform_ocr

登録された OCR対応モデルを使用して、画像データからテキストを抽出します。

パラメーター

Parameter Type Description

input BYTEA 生のバイナリ画像データ。
options JSONB OCR構成下記を参照してください。

オプション

Key Type Description

model text 登録された OCR 対応モデルたとえば、
`nim_paddle_ocr`ま た は `llamacpp_ocr`プ ロ
バイダーを使用するモデルの名前。

返品

Column Type Description

part_id bigint テキストブロックインデックス。プロバイダー
が複数のテキストセグメントを返す場合、単一の
画像から複数の行が生成される場合があります。

text text そのブロックの抽出されたテキスト。
次のページに続く
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表 68 –前のページからの続き
Column Type Description

例

SELECT * FROM aidb.perform_ocr(

input => pg_read_binary_file(/path/to/image.png)::BYTEA,

options => {"model": "my_ocr_model"}

);

15.4.5 quietb.summarize_text

登録された言語モデルを使用して、テキスト文字列の簡潔な概要を生成します。

パラメーター

Parameter Type Description

input TEXT 要約するテキスト。
options JSONB 要約構成以下を参照してください。

オプション

Key Type Default Description

model text Required `generate_text`をサポートする登
録済みモデルの名前。

prompt text (standard prompt) 概要スタイルをガイドするカスタ
ム指示たとえば 'Summarize for a
5th grader' 。

chunk_config JSONB NULL 入力がモデルのコンテキスト
ウィンドウを超える場合、要約
の前に適用するチャンク構成。
`aidb.chunk_text`オプションと同
じキーを受け入れます。

strategy text 'append' 要約戦略 'append'各チャンクを独
立して要約および連結するまたは
'reduce' 目的の長さに達するまで
反復要約する。

次のページに続く
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表 70 –前のページからの続き
Key Type Default Description

reduction_factor integer 3 `'reduce'`ストラテジーで使用され
ます。各反復でテキストをどの程
度積極的に削減するかを制御しま
す。

返品

TEXT̶生成された概要。

例

SELECT aidb.summarize_text(

input => Long article text here...,

options => {"model": "my_t5_model"}

);

15.4.6 quietb.summarize_text_aggregate

aidb.summarize_textの集計バージョン。各グループのすべての行からテキストを蓄積し、結合された結
果を要約のために LLMに送信します。GROUP BYグループごとに 1つの概要を結果ます。空の行と NULL
行はスキップされます。

パラメーター

Parameter Type Required Description

input TEXT Yes 各行のテキスト列。空/NULL 行
はスキップされます。

options JSON Yes `aidb.summarize_text_config()`で
ビルドされた構成オブジェクト。
少なくとも `model`を含める必要
があります。

オプション

aidb.summarize_textと同じオプションを受け入れます上記を参照してください。 optionsは、集計に
必須であり、オプショナルではありません。
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返品

TEXT̶グループの概要。

例

SELECT category,

aidb.summarize_text_aggregate(

text_column,

aidb.summarize_text_config(my_t5_model)::json ORDER BY id

) AS summary

FROM my_table

GROUP BY category;

15.4.7 パラメーターのデフォルトのクイックリファレンス

Function Parameter SQL default Runtime default

summarize_text options '{}' Must include model
summa-
rize_text_aggregate

input ̶ (required) ̶

summa-
rize_text_aggregate

options ̶ (required) ̶

summarize_text_config model ̶ (required) ̶
summarize_text_config chunk_config NULL No chunking
summarize_text_config prompt NULL Standard summarize prompt
summarize_text_config strategy NULL 'append'
summarize_text_config reduction_factor NULL 3
summarize_text_config inference_config NULL Provider defaults
chunk_text_config desired_length ̶ (required) ̶
chunk_text_config max_length NULL Same as desired_length
chunk_text_config overlap_length NULL 0
chunk_text_config strategy NULL 'chars'

15.5 Pipelines reference
完全なパイプライン API リファレンスは、パイプラインドキュメントとともにあります。Pipelines API
referenceを参照してください。
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Category Items

Types and enums aidb.PipelineAutoProcessingMode, aidb.PipelineDataFormat,
aidb.PipelineSourceType, aidb.PipelineDestinationType,
aidb.PipelineStepOperation, aidb.PipelineStatus, aidb.DistanceOperator

Domains aidb.pipeline_name_50, aidb.background_sync_interval
Views aidb.pipelines, aidb.pipeline_metrics
Functions aidb.create_pipeline, aidb.update_pipeline, aidb.delete_pipeline,

aidb.run_pipeline, aidb.get_pipeline_metrics
Pipeline step config
helpers

aidb.chunk_text_config, aidb.summarize_text_config, aidb.ocr_config,
aidb.html_parse_config, aidb.pdf_parse_config, aidb.knowledge_base_config,
aidb.knowledge_base_config_from_kb, aidb.inference_config

Vector index config
helpers

aidb.vector_index_hnsw_config, aidb.vector_index_ivfflat_config,
aidb.vector_index_chord_hnsw_config, aidb.vector_index_chord_vchordq_config,
aidb.vector_index_hsphere_optimized_config, aidb.vector_index_disabled_config

15.6 Agents reference
エージェント関連の機能、ビュー、およびタイプのリファレンス。ガイドスタイルのドキュメントについ
ては、Agents referenceを参照してください。

15.6.1 カタログビュー
helpb.agents

エージェント構成。専用の「リストエージェント」機能はありません。このテーブルを直接照会します。

Column Type Description

id uuid 内部識別子。
name text 一意のエージェント名。
instructions text エージェントの指示。
model text エージェントをバッキングするモデル。
role text エージェントのツール呼び出しの Postgresロー

ルは、構成されている場合に実行されます。
delegates text[] このエージェントが委任できるエージェントの

名前。
tools text[] このエージェントが呼び出す可能性のあるツー

ルの名前。
output_type jsonb `aidb.output_type()`で構築された構造化出力ス

キーマ。
input_token_budget integer 呼び出しごとの入力トークンバジェット。
output_token_budget integer 呼び出しごとの出力トークンバジェット。
max_iterations integer 呼び出しごとの最大推論反復数。
timeout_seconds integer 通話ごとの最大実時間。

次のページに続く
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表 74 –前のページからの続き
Column Type Description

budget_strategy aidb.budget_strategy 予算を超過した場合の動作。以下のタイプを参
照してください。

preset text 保存されていますが、現在動作は解決されていま
せん。

created_at timestamptz 作成時間。
updated_at timestamptz 最終更新時間。

promoteb.agent_tasks

agent_converseコール「タスク」ごとに 1行、そのライフサイクルステータスを含みます。

Column Type Description

task_id uuid 内部タスク識別子。
agent_id uuid このタスクを実行したエージェント aidb.agents.id

。
conversation_id uuid このタスクが属する会話。
request_message_id uuid `aidb.conversation_log`のトリガーメッセージの

ID。
response_message_id uuid 完了すると、̀aidb.conversation_log`の結果の回答

の ID。
caller_role text `agent_converse`を呼び出した Postgresロール。
status aidb.task_status 現在のライフサイクルステータス。以下のタイ

プを参照してください。
blocking boolean 今日は常に `true` ̶ すべてのタスクは同期的に

実行されます。
error text タスクが失敗した場合のエラーメッセージ。
created_at timestamptz タスクが開始されたとき。
completed_at timestamptz タスクが完了したとき。既にある場合。

helpb.conversation_log

すべての会話にわたる、すべてのユーザープロンプトとエージェントの回答 - aidb.get_conversation()
が返すのと同じ行、conversation_id によってフィルタリングされていません。ツール呼び出し、モデ
ル要求、およびその他の内部アクティビティは含まれません。完全なアクティビティ履歴については、
aidb_internal.action_logを直接照会します。

Column Type Description

id uuid メッセージ ID
conversation_id uuid このメッセージが属している会話。
agent_id uuid エージェントが関与しました。

次のページに続く
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表 76 –前のページからの続き
Column Type Description

task_id uuid このメッセージが含まれていたタスク。
action_type aidb.action_type user_prompt`または `answer。
payload jsonb メッセージの生のペイロード `user_message`また

は `llm_response`構造体。
created_at timestamptz メッセージが作成されたとき。
completed_at timestamptz 完成したとき。

helpb.conversations

会話ごとに 1行、aidb.conversation_logから集計されます。

Column Type Description

conversation_id uuid 会話の ID。
agent_id uuid エージェントが関与しました。
par-
ent_conversation_id

uuid 常に `NULL` ̶会話フォークは実装されていま
せん。

forked_from_message_id uuid 常に `NULL` ̶会話フォークは実装されていま
せん。

status aidb.task_status この会話の最新のタスクのステータス。
message_count bigint 会話内のメッセージの数。
last_message_id uuid 最新のメッセージの ID。
created_at timestamptz 会話が始まったとき。
updated_at timestamptz 会話が最後に更新された日。

15.6.2 エージェント管理機能
promoteb.create_agent

新しいエージェントを登録します。

パラメーター

Parameter Type Default Description

name TEXT Required エージェントの一意の名前。
instructions TEXT Required エージェントの動作を定義する指

示。
次のページに続く
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表 78 –前のページからの続き
Parameter Type Default Description

model TEXT Required エージェントをバッキングするモ
デルの名前。モデルの選択を参
照してください。

tools TEXT[] NULL エージェントが呼び出すことがで
きるツールの名前 `aidb.tools`から
。

delegates TEXT[] NULL このエージェントが委任できる他
のエージェントの名前。

role TEXT NULL エージェントのツールが呼び出す
Postgresロールは実行対象となり
ます。呼び出し者はこのロールの
メンバーである必要があります。

output_type JSONB NULL :ref:``aidb.output_type()` <#aid-
boutput_type>`で構築された構造
化出力スキーマ。

input_token_budget INTEGER NULL (no limit) `agent_converse`コールごとの入
力トークンバジェット。

output_token_budget INTEGER NULL (no limit) 呼び出しごとの出力トークンバジ
ェット。

max_iterations INTEGER NULL 呼び出しごとの最大推論反復数。
25のハードシーリングは、関係な
く常に適用されます。

timeout INTEGER NULL (300 applied
at runtime)

通話ごとの最大実時計秒数。

budget_strategy TEXT 'attempt_complete' 'ignore'、'error'、'summarize'、
'attempt_complete'`のいずれか。
:ref:`予算と制限<予算と制限>を
参照してください。

preset TEXT NULL 保存されていますが、現在動作は
解決されていません。

返品

TABLE(error TEXT)̶成功した場合は行なし。失敗に設定された errorを含む単一の行検証/名前衝突失
敗の場合に発生することはありません。

例

SELECT aidb.create_agent(

name => db_helper,

instructions => You are a helpful assistant that answers questions about␣

↪→this database.,

model => my_gpt,

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

tools => ARRAY[run_sql_query], -- optional; tool names from aidb.

↪→tools. Default: NULL (no tools)

delegates => NULL, -- optional; names of other␣

↪→agents to delegate to. Default: NULL (no delegation)

role => NULL, -- optional; Postgres role tool␣

↪→calls run as. Default: NULL (run as the calling role)

output_type => NULL, -- optional; structured output␣

↪→schema from aidb.output_type(). Default: NULL (plain-text answer)

input_token_budget => NULL, -- optional; input token cap per␣

↪→agent_converse call. Default: NULL (no limit)

output_token_budget => NULL, -- optional; output token cap␣

↪→per agent_converse call. Default: NULL (no limit)

max_iterations => NULL, -- optional; reasoning-round cap␣

↪→per call. Default: NULL (a hard ceiling of 25 always applies)

timeout => NULL, -- optional; wall-clock seconds␣

↪→cap per call. Default: NULL (300 seconds applied at runtime)

budget_strategy => attempt_complete, -- optional; behavior when a␣

↪→budget is exceeded. Default: attempt_complete

preset => NULL -- optional; reserved for future␣

↪→use, has no effect today. Default: NULL

);

promoteb.update_agent

既存のエージェントを更新します。 nameを除くすべてのパラメーターはオプショナルであり、デフォル
トは「変更しない」を意味する NULL になります。 budget_strategy を含みます。ここでのデフォルト
は'attempt_complete'ではなく NULLです。

パラメーター

create_agentと同じパラメーター、 nameを除き、すべてオプショナルデフォルト NULL。

返品

TABLE(error TEXT)̶成功した場合は行なし。失敗した場合に設定された errorを含む単一の行エージェ
ントが見つからない、無効なフィールド値。

例

SELECT aidb.update_agent(db_helper, model => my_new_gpt, max_iterations => 15);
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promoteb.delete_agent

名前でエージェントを削除します。

パラメーター

Parameter Type Default Description

name TEXT Required 削除するエージェントの名前。
force BOOLEAN NULL (false) `true`の場合、エージェントの内部

タスク/アクションキューレコー
ドも削除するため、会話履歴があ
る場合でも削除を続行できます。
会話トランスクリプト自分自身
`aidb.conversation_log`は、いずれ
の方法でも保存されます。

返品

TABLE(error TEXT)̶成功した場合は行なし。エージェントに会話履歴があり、forceが渡されなかった
場合を含む、失敗に設定された errorを含む単一の行。

例

SELECT aidb.delete_agent(db_helper, force => true);

15.6.3 会話機能
promoteb.agent_converse

プロンプトに対してエージェントの推論ループを実行し、その回答を返します。

パラメーター

Parameter Type Default Description

agent_name TEXT Required 会話するエージェントの名前。
prompt TEXT Required 送信するプロンプト。
conversation_id TEXT NULL 既存の会話を続行します。新しい

ものを開始する場合は省略しま
す。IDは自動的に生成されます。

次のページに続く
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表 80 –前のページからの続き
Parameter Type Default Description

read_only BOOLEAN NULL 読み取り専用モード を強制的に
オンまたはオフにします。省略す
ると、リードレプリカで自動有効
化されます。

output_type JSONB NULL このコールのみにエージェント
の設定済み構造化された出力ス
キーマをオーバーライドします。

debug BOOLEAN NULL true`の場合、すべてのアクショ
ンを `NOTICE`としても出力しま
す。 :ref:`デバッグモード<デバッ
グモード>を参照してください。

返品

TABLE(message TEXT, conversation_id TEXT, error TEXT) ̶1行。エージェントロジックの障害に
対してレイズすることはありません。代わりに errorが設定され、message /conversation_idは NULL

です。IDを添付するものは何も永続化されないため、 conversation_idは読み取り専用実行の NULLで
もあります。

例

SELECT * FROM aidb.agent_converse(

agent_name => db_helper,

prompt => How many rows are in the orders table?,

conversation_id => NULL, -- optional; continue an existing conversation by id.␣

↪→Default: NULL (starts a new conversation)

read_only => NULL, -- optional; force read-only mode on/off. Default: NULL␣

↪→(auto: on for a read replica, off otherwise)

output_type => NULL, -- optional; override the agents structured output␣

↪→schema for this call. Default: NULL (use the agents own configuration)

debug => NULL -- optional; also emit every action as a NOTICE.␣

↪→Default: NULL (false)

);

promoteb.start_agent_session

名前付けエージェントの新しい会話 IDを使用する最初の agent_converse呼び出しに先立って、名前付
けエージェントの新しい会話 IDを生成します。
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パラメーター

Parameter Type Description

agent_name TEXT 会話するエージェントの名前。

返品

TABLE(conversation_id TEXT) . agent_converseとは異なり、このファンクションは、agent_nameが
空または不明な場合に error列を返すのではなくレイズします。

例

SELECT * FROM aidb.start_agent_session(db_helper);

promoteb.get_conversation

会話のメッセージ-すべてのユーザーのプロンプトと最終的な回答を時系列で取得します。ツール呼び出しお
よびその他の内部アクティビティを除外します。完全なアクティビティ履歴については、aidb_internal.
action_logを参照してください。

パラメーター

Parameter Type Description

conversation_id TEXT 会話の ID。

返品

TABLE(message_id TEXT, task_id TEXT, action_type TEXT, role TEXT, sender_id TEXT,

contents TEXT)̶メッセージごとに 1行。 roleは"user"または"agent"です。 sender_idは、特定
の送信者プロンプト自分自身の userフィールド、またはエージェントの IDです。 conversation_idが
空の場合、レイズ error列を返すのではなく。

例

SELECT * FROM aidb.get_conversation(8f14e45f-ceea-467e-9575-a3d1a2c1a123);

promoteb.get_message

IDに基づいて 1つのメッセージのプレーンテキストコンテンツを取得します。
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パラメーター

Parameter Type Description

message_id TEXT メッセージの ID。

返品

TABLE(message TEXT, error TEXT)̶ 1行。 error messageではないは、そのようなメッセージが存在
しない場合に設定されます。上げません。

例

SELECT * FROM aidb.get_message(3fa85f64-5717-4562-b3fc-2c963f66afa6);

15.6.4 構造化出力ヘルパー
helpb.output_field

エージェントの構造化出力スキーマの 1つのフィールドを構築します。

パラメーター

Parameter Type Default Description

name TEXT Required フィールドの名前。
field_type TEXT Required フィールドのタイプたとえば

'TEXT'、'FLOAT'、̀'BOOLEAN'`な
ど。

description TEXT NULL モデルに表示される説明。

返品

JSONB̶これらのうちの 1つ以上を aidb.output_type()に渡します。

promoteb.output_type

1つ以上のフィールドから完全な構造化出力スキーマを構築します。

パラメーター
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Parameter Type Description

fields VARIADIC JSONB[] 1つ以上の `aidb.output_field()`結果。

返品

JSONB ̶ create_agent /update_agent の output_type パラメーターまたは agent_converse に渡し
ます。

例

SELECT aidb.create_agent(

name => sentiment_tagger,

instructions => Classify the sentiment of the given text.,

model => my_gpt,

output_type => aidb.output_type(

aidb.output_field(sentiment, TEXT, One of: positive, negative, neutral),

aidb.output_field(confidence, FLOAT)

)

);

15.6.5 タイプ
helpb.budget_strategy

CREATE TYPE aidb.budget_strategy AS ENUM (

ignore,

error,

summarize,

attempt_complete

);

各値の機能については、予算と制限を参照してください。

promoteb.task_status

CREATE TYPE aidb.task_status AS ENUM (

PENDING,

IN_PROGRESS,

RECOVERY,

AWAIT_APPROVAL,

DENIED,

ERROR,

TIMEOUT,

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

CANCELED,

SUCCESS,

EVALUATING,

COMPLETE

);

aidb.agent_tasks.statusおよび aidb.conversations.statusを介して浮上しました。今日のすべて
のタスクは 1つの agent_converse呼び出し内で完了まで同期して実行されるため、タスクのターミナル
ステータスは通常 SUCCESSまたは ERRORになります。残りの値は、まだ実装されていない非同期/承認ワー
クフロー用に予約されています。

15.7 Tools reference
ツール関連のファンクション、ビュー、およびタイプのリファレンス。ガイドスタイルのドキュメントに
ついては、Tools referenceを参照してください。完全なネイティブツールカタログについては、Native tools
を参照してください。

15.7.1 カタログビュー
helpb.tools

AIDBが認識するすべてのツールの統合された読み取り専用カタログ-ネイティブツール、登録された SQL
ツール、およびキャッシュされたMCPツールのユニオン。

Column Type Description

name text ツールの名前。
description text ツール定義の一部としてモデルに表示されます。
tool_type text 'native_tool'、'sql_tool'、または `'mcp_tool'`
params jsonb native_tool/sql_tool`の場合 `{name, type, descrip-

tion}`オブジェクトの配列。 `mcp_tool`の場合
サーバーの生の JSONスキーマ `inputSchema。

read_only boolean ツールが決して書き込めないことが知られてい
るかどうか。 mcp_tool`行の場合は常に `false ̶
読み取り専用モードを参照してください。

promoteb.sql_tool_registry

バック登録された SQLツール。 aidb.toolsは、ほとんどのクエリーが代わりに使用するユニオンビュー
です。これを直接照会して、SQLツールに保存されているクエリテキストを表示します。

Column Type Description

name text 一意のツール名主キー。
次のページに続く
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表 87 –前のページからの続き
Column Type Description

description text モデルに見せられました。
query_text text `${name}`プレースホルダーを使用した保存され

た SQLステートメント。
read_only boolean ツールが読み取り専用として適用されるかどう

か。
return_type_hint aidb.ToolParam[] 文書化された返品の形状。現在モデルには表面

化されていません。
params aidb.ToolParam[] ツールの宣言されたパラメーター。
created_at timestamp 作成時間。
updated_at timestamp 最終更新時間。

promoteb.mcp_registry

登録された外部MCPサーバー。

Column Type Description

name text 一意のサーバー名主キー。
url text サーバーのMCPエンドポイント。
transport text 'streamable_http'`または'sse'`。
headers jsonb 保存された要求ヘッダー。 `aidb_users`では読み

取れませんシークレットを保持する可能性があ
ります。

headers_env text 代わりにヘッダーを読み取る環境変数名。 `head-
ers`と相互排他的。

tool_filter text[] フィルタリングされた場合、このサーバーからイ
ンポートされたツール名。

created_at timestamp 登録時間。
updated_at timestamp 最終更新時間。

15.7.2 ツール管理機能
promoteb.create_sql_tool

パラメーター化された SQLクエリーをツールとして登録します。

パラメーター
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Parameter Type Default Description

name TEXT Required ツールの一意の名前。
description TEXT Required ツール定義の一部としてモデルに

表示されます。
sql_statement TEXT Required 実行するクエリー。宣言された

パラメーターごとに `${name}`プ
レースホルダーを使用します。

params JSONB Required `aidb.tool_params()`で構築された
ツールのパラメーター。

read_only BOOLEAN true `true`の場合、読み取り専用である
ことが証明されていない限り、登
録時にステートメントを拒否しま
す。

return_type_hint JSONB NULL クエリの結果の形状を文書化しま
す。現在モデルには表面化されて
いません。

返品

TEXT̶ツールの名前、成功時。名前が既に使用されている場合、またはステートメントが単一の呼び出し
可能、読み取り専用に準拠した if read_only => trueステートメントでない場合に発生します。

例

SELECT aidb.create_sql_tool(

name => orders_by_customer,

description => Look up recent orders for a customer by id.,

sql_statement => SELECT id, status, total FROM orders WHERE customer_id =␣

↪→${customer_id} ORDER BY created_at DESC LIMIT ${limit},

params => aidb.tool_params(

aidb.tool_param(customer_id, INT, The customers id.),

aidb.tool_param(limit, INT, Maximum number of orders to return.)

),

read_only => true, -- optional; enforced, not just descriptive. Default:␣

↪→true

return_type_hint => NULL -- optional; documents the returned row shape, same␣

↪→aidb.tool_params() shape as `params`. Default: NULL

);
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promoteb.delete_tool

SQLツールまたはMCPサーバー登録を名前で削除しますサーバーが一緒にアドバタイズしたすべてのツー
ルを削除します。ビルトインネイティブツールは削除できません。

パラメーター

Parameter Type Description

name TEXT ツールまたはサーバーの名前。

返品

TEXT̶成功した場合の削除された名前。そのようなツールまたはサーバーが存在しない場合、または name

がネイティブツールの場合に発生します。

promoteb.import_mcp_tools

外部MCPサーバーを登録し、アドバタイズするツールをインポートします。

パラメーター

Parameter Type Default Description

name TEXT Required サーバー登録の一意の名前。
url TEXT Required サーバーのMCPエンドポイント

URL。
transport TEXT 'streamable_http' 'streamable_http'`または'sse'`̶現

在 `'streamable_http'`のみが完全に
サポートされています。

headers JSONB NULL 送信する要求ヘッダー。 `head-
ers_env`と相互排他的。

tool_filter TEXT[] NULL これらのツール名のみをインポー
トします。サーバーがアドバタイ
ズするすべてのインポートを省略
します。

headers_env TEXT NULL ヘッダー JSON を保持する環境
変数。保存するのではなく、使用
するたびに新しく読み取られま
す。 headers`と相互排他的。名前
は :ref:`AI pipelines <Configuring
AIDB> 接頭辞で始まる必要があ
ります。
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返品

TEXT ̶成功した場合のサーバーの名前。名前が使用されるか、URLに到達不能であるか、tool_filter

と一致する宣伝ツールがない場合に発生します。

例

SELECT aidb.import_mcp_tools(

name => weather,

url => https://weather.example.com/mcp,

transport => streamable_http, -- optional; streamable_http or sse. Default:␣

↪→streamable_http

headers => NULL, -- optional; request headers to send, for␣

↪→example, an auth token. Mutually exclusive with headers_env. Default: NULL

tool_filter => NULL, -- optional; import only these tool names.␣

↪→Default: NULL (import everything the server advertises)

headers_env => NULL -- optional; env var holding the headers JSON␣

↪→instead of storing it. Mutually exclusive with headers. Default: NULL

);

promoteb.refresh_mcp_tools

登録済みのMCPサーバーのアドバタイズツールを再取得し、キャッシュを更新します。

パラメーター

Parameter Type Description

name TEXT 登録されたサーバーの名前。

返品

INTEGER̶現在キャッシュされているツールの数 tool_filter適用後

promoteb.get_mcp_tools

現在登録されているすべてのツールネイティブ、 SQL、およびMCPを同様にMCP tools/list型の記述
子に変換します。

返品

TABLE(name TEXT, description TEXT, input_schema JSONB)̶aidb.toolsのツールごとに 1行。

280 第 15章 Reference



AIDB,リリース 7.6.0

15.7.3 パラメーターヘルパー
promoteb.tool_param

1つの SQLツールパラメーターを構築します。

パラメーター

Parameter Type Default Description

name TEXT Required パラメーターの名前。
type TEXT Required パラメーターの SQLタイプ。
description TEXT Required モデルに表示される説明。

返品

JSONB̶これらのうちの 1つ以上を aidb.tool_params()に渡します。

promoteb.tool_params

1つ以上の aidb.tool_param()結果を組み合わせるか、引数なしで呼び出されるは空のパラメーターリス
トを宣言します。

パラメーター

Parameter Type Description

params VARIADIC JSONB[] 0個以上の `aidb.tool_param()`結果。

返品

JSONB̶ aidb.create_sql_tool()の paramsまたは return_type_hintに渡します。

promoteb.param / promoteb.params

汎用のパラメーター仕様コンストラクター。列挙コンストレインの引数を受け入れるネイティブツール
によって使用されます。aidb.param()はさらに enum_values TEXT[]を受け入れます。通常は直接必要
ありません。 aidb.tool_param() /aidb.tool_params()は、create_sql_tool()のコンストラクター
です。
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